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855 I-3 SD1027 遺構埋土 琳
椀

国径144底径38
高台高03器高42
全体の2/5

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちヨヨナデ ナ
デ、内面磨耗により調整不明
瞭

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :灰色75Y5/1
外 :灰 白色7 5YR8/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

856 I-3 SD1027 遺構埋土 畔
椀

国径144底径32
高台高03器高40
全体の1/2

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、底部外面高台
貼付のちナデ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ

(中目0 2cm)

良好、石 赤、01～3 焼
成やや不良
内 外 :灰色5Y4/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

I-6 SD1027 遺構埋土
瓦器
椀

口径137残存高47
口縁～休部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

焼一ａ　ｙ７

瑕良餌観

石ヽ祈廂廂

好
や
‥
‥

良
成
内
外

反転復元
内外面炭素吸着不良
器壁は極端に厚く模倣品か
口縁歪み大きく法量は変更す
る可能性あり
和泉型Ⅳ-1期 前後か 13C
中葉

858 I-3 SD1027 遺構埋土
瓦器
枕

口径136残存高40
回縁～体部の1/3

口縁外面ナデ、体部外面ユビ
オサエ、内面磨耗のため調整
不明瞭

良好、石 長、01～ 3 焼
成不良
内 :灰 白色25Y7/1
外 :灰色 N5/0

一部合成、反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13
C前葉～中葉

859 I-3 SD1027 遺樗埋土
瓦揺
椀

口径128残存高40
口縁～休部の1/4

国縁外面ユビオサエのちナ
デ、体部外面ユビオサエ、内
面磨耗のため調整不明瞭

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ―ユ期か
13C前葉～中棄

860 I-3 SD1027 遺構埋土 琳
抗

口径154残存高36
国縁～体部の1/5

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエのちナデ、内面磨
耗のため調整不明瞭

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不 良
内 外 :灰色 5Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 12C
末～13C初頭

I-7 SD1027 遺構埋土 酪
椀

口径13.2底径34
高台高01器高34
全体の1/2

口縁外面ヨコナデ、体部上位
外面ユビオサエのちナデ、体
部下位外面ユビオサエ、底部
外面高台貼付のちナデ、内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 3cln)、 底部内面ナデ
のち平行ヘラミガキ暗文 (幅
0 1cm)

良好、石 赤、01～ 2 焼
成やや不 良
内 外 :オ リーブ黒5Y3/1

一部反転復元
内外面及素吸着やや不良
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅳ-1期 13C

862 I-7 SD1027 遺構埋土 瑞
椀

口径152底径31
高台高015器高30
全体の1れ

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向 斜方向のヘラミガキ

(中目0 15cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
口径が歪みのため大きいが器
高が低いため、和泉型Ⅳ-1
期前後とみられる
13C中葉

I-7 SD1027 遺構埋土 瑞
椀

回径150残存高30
回縁～体部の1/6

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良好、石 赤、01～ 5 焼
成やや不良
内 外 :責灰色25Y5/1 良棚勒

反
内
内

和

１３

864 I-6 SD1027 遺構埋土 瑞
椀

口径154残存高23
日縁～体部の1/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 0 2cm)

良好、石 長、01～ 15
焼成やや不良
内 :灰 黄色25Y7/2
外 :仄白色5Y7/1

反転復元
内外面炭素「/■着不良
和泉型かⅢ-3～ Ⅳ-1期か
13C前葉～中葉

865 I-6 SD1027 遺構埋土 酪
椀

口径127残存高16
口縁の1/10 外面 ヨヨナデ、内面ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成不良
内 :にぶい責橙色10YR7/4
外 :橙色5YR7/6

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅳ-1期 か 13C中 葉

866 I-6 SD1027 遺構埋土 陶器か

碗
底径70残 TF高14
底部～体部下位の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長、01～ 1 焼
成やや不 良
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
備前焼碗か

内外面炭素付着

I-6 SD1027 遺構埋土 醜
碗

底径67高台高1.0

残存高22
底部～体部下位の1/8

ロクロナデのち高台削り出し
のち施釉、外面残存部は露胎

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色25Y7/1
微細な黒斑あり

類
一

鋤軸繭抑Ｃ後半、‐
反大Ｈ

I-7 SD1027 遺構埋土 説
碗

口径163残存高18
口縁の1/8

ロクロナデのち内面ヘ ラ片彫
陰刻圏線 2条 飛雲文のち施
釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブグ
リーン10YG5 5ん S
素地 :灰 白色25Y8/1

反転復元
釉わずかに自濁し、粗い貫入
あり
口縁端部に 1カ 所凹みを入れ
るが輪花形になるかは不明
大宰府分類龍泉窯系青磁碗
I-4b類 12C中頃～後半

I-7 SD1027 遺構埋土 誡
碗

底径53高台高08
残存高47
底部～体部の1/4

ロクロナデ、高台削り出しの
ち外面櫛描文、内面櫛描文
ヘラ片彫施文のち内面～体都
下位外面まで施Tn

精良 焼成良好
釉 !にぶい責8Y75/3S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
釉透明度高く、全体的に薄く
施釉
大宰府分類同安窯系青磁碗
I-lb類 12C中頃～後半

I-6 SD1027 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径249残存高52
口縁～体部の1/8

内外面 回転ナデ
良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 タト:灰 白色25Y7/1

鶉
第２段階． 第

‐‐Ｃ 末． ‐２Ｃ

土
期

階輸幹］婢半

反
東
森
Ｉ
後

I-6 SD1027 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢

口径330残存高27
口縁の1/24 内外面 ヨコナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :青灰色5B6/1

反転復元
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 二期第2段階～第
I期 第1段 階 1lC末～12C
後半

872 I-7 SD1027 遺構埋上
土師質土器
鍔付鍋

口径20 6 JF~径 220
残存高73
口縁～体部上位の1/4

口縁～頸部外面ヨコナデ、体
部外面ユビオサエのち鍔部貼
り付けのちナデ、日縁～顕部
内面ヨヨナデ、体部内面斜板
ナデ (幅 1 4cm)

釣
財

多

鍋

を
付

元
粒

鍔

復

斑
型

転
色
伊

反
赤
紀
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873 I-7 SD1027 遺構埋土
瓦質土器

羽釜

口径203鍔 径244
残存高42
鍔部の1/24

口縁～鍔部外面ヨコナデ、体
部外面ユ ビオサエ、内面ナ
デ ヨコ板ナデか

良好、石 長 赤、01～ 6

焼成やや不良
内 :灰色10Y6/1
外 :灰色10Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
鍔部貼付、鍔下面に接して脚
部取り付け
畿内山城地域周辺からの搬入
12C末～13C前半か

874 I-6 SD1027 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径249
体部最大径283
残存高100
全体の1/3

口縁内面～鍔部外面ヨコナ
デ、体部外面ユビオサエのち
ナデ、底部外面格子タタキ、
内面ヨヨ板ナデ (幅 1 0cm)

良好、石 長 赤 金、01～
3 焼成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :黒褐色7 5YR3/1

反転復元
鍔部以下外面に煤付着あり
15C後半～16C代

I-6 SD1027 遺構埋土 須恵質土器 頸径115残存高53
頸部の一部

内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 6 焼

成良好

内 :灰 白色25Y7/1
外 :灰色 5Y6/1

反転復元
体部タト面自然釉付着あり
古代に遡るか

I-6 SD1027 遺構埋土 略
奏

残存高78
体都中位の一部

外面長格子押印文、内面ユビ
オサエ ヨコナデ

良好 、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 :灰色 N6/0
外 :(自 然 釉 )く らい 黄8Y
6 5/3S

LT面 実測
自然釉付碧

877 I-7 SD1027 遺構坦土 略
萎

残存高168
体部下位の一部

外面平行タタキ(5条 /2 cm)
か押E口文か、タテ板ナデ (幅

1 7cm)、 内面ナデ

焼 断面実測
内面自然釉付着
常滑か渥美か

[-3 SD1027 遺格埋土
土師質

管状土錘

全長42径08
子し径0.3
重量27g
端部欠損

ナ デ

精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
責橙色7 5YR8/8

879 I-6 SD1027 遺構埋土
土師質
管状土錘

径
　
ｇ

騨
御
蟄
形

全
孔
重
完

ユビオサエ ナデ
精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
にぶい橙色7 5YR7/3

I-7 SD1027 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長45径 12
孔径03
重量51g
ほぼ完形

ユビオサエ ナデ
精良、長 赤、01～05
焼成良好
責灰色25Y4/1

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

国径74底径49
器高12
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面 回

転糸切 り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :に ぶい橙色5YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

回径70底径50
器高13
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元

883 I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

口径6.6底 径52
器高14
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

反転復元

I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

国径75底径63
器高15
全体の3μ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :灰 白色10YR8/2

I-6 SD1028 這構埋土
土師質土器

皿

口径77底径56
器高12
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

一部反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78底径64
器高15
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 チか、
01～ 3 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :にぶい責橙色10YR7/3

反転復元

[-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

回径84底径65
器高11
日縁～体部の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :淡赤橙色2 5YR74
外 :橙色2 5YR7/6

反転復元

888 〔-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

口径86底径80
器高13
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :1喪黄橙色7貿 R8/6

反転復元
底部切り離し技法不明

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

口径76底径57
器高14
口縁～体部の1/5

内タト面回転ナデ、底部外面磨
耗のため調整不明瞭

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

皿

口径6.8底 径50
器高17
全体の1/6

口縁ヨコナデ、体部内外面回
転ナデ、底部外面回転糸切 り
のち板目痕、底部内面回転ナ
デのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 :浅責橙色7 5YR8/4
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元

89] I-6 SD1028 遺構埋土

土師質土器

柱状高台付
皿

底径40高台高14
残存高23
底部～体部下位の1/2

外面回転ナデ、底都外面回転
糸切り、内面回転ナデ ナデ

良 好、石 長 赤 チ、01ヽ
1 焼成やや不良

内 :1完 責橙色 10YR3/4
外 :1支 黄橙色 10YR3/3

反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径122底径82
器高30
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

回径120底径74
器高3.1
全体の3/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤 在地花
チ か、01～ 6 焼 成 や や

不 良
内 外 :i完黄橙色7 5YR8/3

内外面磨耗により調整不明瞭

894 I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯
底径68残存高265
底部～体部下位の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好
成良
内 :

タト:

石 長、01～ 2 焼
子
完責橙色7 5YR8/4
完責橙色10YR8/4

反転復元

895 I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

日径 121底 径69
器高26
全体の 1/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
内外面磨耗気味

896 [-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径120底径70
器高23
全体の1/4

内外面 回転 ナデ、底部外面 回

転糸切 り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :淡橙色5YR8/4

反転復元
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897 I-4 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径128底径69
器高32
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成やや不 良
内 :橙色5YR7/6
外 :1莞 責橙色7 5YR8た

内外面磨耗により調整不明瞭

898 I-4 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 142底 径68
器高33
全体の1/3

回
内

面
部

外
底

部

ヽ

底
痕

デ

ヽ
ロ
ナ

デ
板

ち

ナ
ち

の

転

の
デ

回
リ

ナ

面
切
転

外
糸

回

内
転

面

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/3
外 :1莞 黄橙色7 5YR8れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

899 I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

径底（∪
　
ん

御諺
仲

口
器
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8た

反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径118底径70
器高27
全体の1/12

内外面回転ナデか、底部内外
面磨耗のため調整不明瞭

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/3
外 :1完黄橙色10YR8た

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

国径106底径69
器高22
全体の1″

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明

良好、石 赤 チ、01～ 02
焼成良好
内 外 :灰 白色10YR8/2

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

902 I-6 SD1028 遺構埋土 土師質土器
杯

口径 109底 径66
器高21
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明 板目痕著し

良好、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/3
外 :浅黄橙色7 5YR3/6

一部反転復元
底郡外面板目痕著しく切り離
し技法不明

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径118底径46
器高2.5
全体の1々

内外面回転ナデ、底部内外面
磨耗のため調整不明瞭

精良、石 長 赤 ,チか、
01～ 1 焼成良好
内 外 :黄橙色7 5YR8ん

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

904 I-3 SD1028 遺特埋土
土師質土器

杯
口径158残存高27
口縁～体部の1/12 内外面 回転 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :黄橙色7 5YR7/8

反転復元

905 I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯
口径128残存高27
国縁～体言Ьの1/5

内外面回転ナデ
精良、石 長 赤、05～25
焼成不良
内 外 :i莞黄橙色7 5YR8/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

〔-6 SD1028 遺構埋土 土師質土器
杯

口径98残存高22
口縁～体都の1/8

内外面回転 ナデ
良好、石 長 赤、01～ 0.5
焼成良好
内・外 :浅黄橙色7 5YR8μ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

I-4 SD1028 遣構埋土
土師質土器

杯
口径116残存高23
口縁～体言るの1/10 内外面回転ナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :1完責橙色10YR8れ
外 :1完責橙色7.5YR3/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

908 I-4 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯か
国径149残存高23
□縁～体部の1/12

内外面回転 ナデ

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不 良
内 :浅責橙色 10YR8/4
外 :浅責橙色7 5YR8/6

反転復元

909 I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 107底 径68
器高22
ほぼ字形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

I-3 SD1028 這構埋土
土師質土器

杯

国径108底径65
器高33
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8ん
外 :浅黄橙色7 5YR8々

反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

杯
口径98残存高29
口縁～体言ヽの1/4

内外面回転ナデ
精良、石 '長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/4

反転復元

I-3 SD1028 遺構埋土 土師質土器
杯

底径60高台高03
残存高15
底部～体部下位の1/4

体部外面回転ナデ、底郡外面
回転ヘラ切りか、内面回転ナ
デか

良好、石 長・赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-3 SD1028 遺構埋土 琳
皿

国径78底径50
器高17
口縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、rtN部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヘ
ラミガキ (幅 0 1cm)

成焼吼
　
η
η

　ヽ
色
色

石
　
灰
白

　ヽ
責

灰

好
好

‥
‥

良

良
内
外

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

I-3 SD1028 遺構埋土 瑞
皿

口径78底径3.1

器高24
全体の1ん

口縁～体部上位外面 ヨコナ
デ、体部下位～底部ユビオサ
エ、内面ナデか

良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 :灰 白色25Y7/1
外 :灰 白色 5Y7/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
磨耗により調整不明瞭
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

[-3 SD1028 遣格埋土 瑞
椀

口径148残存高33
日縁～体部の1/12

国縁内外面ヨヨナデ、体部内
外面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR7ん
外 :褐灰色10YR5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良、磨
耗気味
和泉型 Ⅱ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

I-4 SD1028 遺構埋土 瓦器
椀

口径138底径54
高台高01器高48
全体の1/4

口縁外面ヨヨナデ、体郡外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちヨコナデ、内
面磨耗により不明

精良、石 長、01～ 0.5
焼成不良
内 :灰 白色25Y71
外 :灰色 N4/0

反転復元
胎土黒色化
器表面のみ還元炎焼成で炭素
吸着不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

I-6 SD1028 遺構埋土 瑞
椀

口径145残存高42
日縁～体部の1/8

国縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、口縁～体部上位
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)、 体部下位
内面ナデのち平行ヘラミガキ
暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 赤、01～35
焼成やや不良
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

I-3 SD1028 遺構埋土 瑞
椀

国径146残存高35
口縁～体部の1お

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cm)

良好、石 赤、01～ 2 焼
成やや不良
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好、磨耗気
味
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

I-3 SD1028 遺構埋土
瓦器
椀

口径143残存高37
回縁～体部の1/12

口縁内外面ヨヨナデか、体部
外面ユビオサエ、体部内面ナ
デ

精良、石 長・赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰 白色25Y7/1
外 :灰色5Y6/1

反転復元
炭 素吸着 内面不 良、外 面 良
好
国縁 内面 に稜線があ り、和泉
型 としては異形である

和 泉型 で あ る な ら Ⅲ-3期
頃 とみ られる
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載

号

掲

番 調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率
法技

胎土 、合有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

考備

【-3 SD1028 遺構埋土 酪
椀

口径 139底 径52
高台高02器 高33
全体の1/6

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちヨコナデ、内面ナデ

良好、石 長、01～ 03
焼成不良
内 :灰 白色25Y7/1
外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型 Ⅳ-1期 13C中 葉

I-3 SD1028 遺構埋土 瑞
椀

口径144残存高31
口縁～体部の1/16

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良好、石 赤、01～ 15
焼成やや不良
内 :褐灰色10YR4/1
外 :褐灰色10YR5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
磨耗により調整不明瞭
和泉型 Ⅳ-1期 13C中 葉

922 I-3 SD1028 遣構埋土 略
椀

口径123残存高33
口縁～体部の1/3

国縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 02伽 )

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成不良
内 外 :灰責色25Y6/2

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型 Ⅳ-1期 13C中葉

923 I-3 SD1028 遺構埋土 酪
椀

□径140残存高27
口縁～体部の1/10

口縁内外面 ヨコナデ、体部外

面ユ ビオサエ、体部内面 ヨコ

方向のヘ ラ ミガキ (幅 0 2cm)

精 良、石 長 赤、01～
焼成良好
内 外 :掲灰色 10YR5/1

〕
反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13C
前葉～中葉

924 I-6 SD1028 遺構埋土 瑞
椀

口径140残存高30
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良

内 外 :灰色 5Y4/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅱ-3～ Ⅳ-1期 13C
前葉～中葉

925 I-3 SD1028 遺構埋土 酷
椀

口径134残存高30
国縁～体部の1/9

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちナデ、体部
内面ナデのち体部上位はヨコ

方向のヘラミガキ(幅 02帥 )

体部下位は連結輪状ヘラミガ
キ暗文

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N5/0

器
中

瓦

Ｃ

型

１３抑］”
元
炭
瓦
期

復
面
型
１

転
外
伊

一

反
内
紀
Ⅳ
葉

I-4 SD1028 澄構埋土
瓦器か
椀

口径 136残 存高35
口縁 ～体言bの 1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ナ
デ

粗、石 長 赤 チか在地
花か、01～ 3 焼成良好
内 外 :にぶい責橙色10YR
6/3

反転復元
全体的に酸化条焼成で器表面
のみやや暗色化している
器形から瓦器椀か
瓦器椀ならば和泉型の模倣品
でIV-1期か 13C中 葉

I-6 SD1028 這構埋土 瑞
椀

ａ

　

の

昔
回
　
位

台

　
下

一局
６
部

８

■
体

徴
柿
静

底
残

底

体部下位外面ユビオサエ、底
部外面高台貼付のちヨコナ
デ、内面ナデのち平行ヘラミ
ガキ暗文 (幅0 2cm)

良好、01～ 05 焼成良好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :黄仄色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅱ-2～ 3期 12C末 ～
13C前葉

928 I-3 SD1028 遺構埋土 瑞
椀

口径118残存高31
口縁～体部の1/8

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエのちナデ、内面ナ
デ

良好、石 長、01～ 1 娩
成やや不良
内 :灰白色25Y8/1
外 :淡責色25Y8/3

反転復元
炭素吸着なし
和泉型 Ⅳ-2～ 3期 か 13C
中葉～14C初頭

I-6 SD1028 遺構埋土
瓦質土器
杯か

底径48残存高27
底部～体部下位の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

焼卜
　
財

脚良謳
石ヽ
祈
府

良

や

精
成
内

反転復元
底部内外面重焼による剥離痕
あり
内外面炭素吸着やや不良
産地 時期不明

I-6 SD1028 遺構埋土
器
郭

陶
小

口径48底径28
器高19
全体の1/4

内外面回転ナデのちナデ、底
部外面回転糸切り、内面～ロ
縁外面鉄釉施釉

緻密 焼成良好
TD:赤 みの ブラウ ン4rO
4 5/5S
素地 :灰白色25Y8/2

反転復元
瀬戸美濃系か

時期不 明

I-6 SD1028 逮構埋土 効
碗

El径 144残 存高24
口縁 ～体部の1/12

ロクロナデ、施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色75Y7/1
微細な黒斑わずかに含む

反転復元
内外面釉とびあり
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

I-3 SD1028 遺構埋土 詢
碗

底径60高台高09
残存高14
底部のほぼ完形

ロクロナデのち見込みヘラ片
彫花文陰刻、のち施釉、釉は
高台畳付まで回るが掻き取ら
れる

精良 焼成良好

釉 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰 白色5Y7/1

釉透明度高く、粗い貫入がみ
ら

'■

る
内外面と破面との境2カ所で
エッジがつぶれており、スク
レイパーのように使用したと
みられる
大字府分類龍泉窯系青磁碗
I-2b類 12C中 頃～後半

933 I-7 SD1028
(2-1区 )

遺桶埋土
瓦質土器
捏鉢

口径255残存高49
口縁の1/■

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ナ
デか

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不良
内 外 :褐灰色 10YR5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味
内外面磨耗により調整不明瞭
帽目未確認

I-3 SD1028 逮構埋土
須恵質土器

捏鉢
口径340残存高53
口縁～体部上位の1/13

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち斜板ナデ (幅 1 7cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 タト:灰 白色75Y7/1

反転復元
口縁部炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第2段 階 12

C末～13C初頭

I-3 SD1028 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径318残存高79
口縁～体吉ヽの1/10

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち斜板ナデ (幅 1 4cm以上)

精 良、石、01～ 4 焼 成
良好
内 :灰 白色10YR8/2
外 :灰 白色10YR8/1

反転復元
体部内面下位使用により剥
離、磨耗が著しい
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第 2段階 12

C末 ～13C初頭

I-6 SD1028 遺権埋土
器
鉢

陶
哲

口径296残存高69
口縁～体部上位の1/9

面

ｃｍ
く

内

５
日

部

″
悟

体
条

の

ヽ
８
向

デ
ぐ

方

ナ
ロ

コ

転
悟

ヨ

脚
加

蜘

／‐ｃｍ，

内

テ
の
条

良好、石 長 赤、01～ 6

焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁内外面自然釉わずかに付
着
体部上位外面に重焼痕あり
備前焼
重根編年ⅣB-2期 15C後葉

[-6 SD1028 遺構埋土
器
鉢

陶
情

底径154残存高66
底部～体部下位の1/6

外面回転ナデ、底部外面不調
整、内面回転ナデのち指目(7
条/1 7cm)、 底部内面回転ナ
デ ナデ

良好、石 長 赤、01～ 6

焼成良好
内 外 :灰赤色2 5YR5/2

反転復元
内面使用によりわずかに磨耗
備前焼
重根編年 Ⅳ期後半～V期
15～ 16C代
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載
号

掲
番 調査区

遺橋
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎土、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

偏 考

I-4 SD1028 遣構埋土
土師質土器

鍋

国径384頸 径354
残存高81
口縁 ～体部 の1/7

口縁外面ヨヨナデ、頸部外面
ユビオサエのちヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちナデ、
内面ナデ ヨコ板ナデ (幅不
明)

粗、石 長 赤 金 花、
01～ 2 焼成良好
内 :(国 縁)浅 責橙色10YR
8/4
(体部)橙色5YR6/6
外 :灰褐色7 5YR5/2

反転復元
古代末か

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器
鍔付鍋

口径290顕径258
残存高18,6
口縁～体部の1/3

口縁外面ヨヨナデ、頸都外面
ユビオサエのちヨコナデ、体
部外面ナデのち鍔部貼 り付
け、日縁～頸部内面ナデ ヨ
ヨナデ、体部内面ユビオサエ
のちタテ ヨコ板ナデ(幅 12
cm以上)

粗、石 長 結 赤、01～ 6

焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
紀伊型鍔付鋼
鍔部退化、扁平な体部
13C後半～14C前半

I-7 SD1028
(2-1区 )

遺樽埋土
土師質土器

鍋か
回径207残存高20
国縁の1/13 内外面 ヨコナデ

粗
焼
内
外

石 長 赤、01～ 2

良好
にぶい橙色7 5YR6/4
にぶい赤褐色5YR5/3

反転復元
内外面煤付着
紀伊型鍔付鍋とみられる、古
代末土師器甕か

94〕 I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器
鍔付鍋

口径224頚径208
残存高64
口縁～体部上位の1/8

口縁～頸部内外面ナデ、体部
外面貼付凸帯文 1条、体部内
面ヨコ板ナデ (幅 2 0cm)ユ
ビオサエ

粗、石 長 チか、0,1～ 3

焼成良好
内 :灰褐色7 5YR4/2
外 :灰責楊色10YR6/2

反転復元
外面煤付着
紀伊型鍔付鋼 13C代か

I-3 SD1028 遺構埋土
瓦質土器

羽釜

口径140鍔径180
残存高92
全体の2/3

口縁外面ヨコナデ、鍔部ユビ
オサエのちヨコナデ、体部外
面ナデ (脚 の付け根部分はユ
ビオサエのちナデ)、 内面ナ

良好、石 長 赤、01～ 5

焼成良好
内 :責灰色25Y5/1
外 :黒色25Y2/1

反転復元
内外面炭素吸着不良、磨耗気
味
外面鍔部以下煤付着
体部外面に脚剥離痕あり
畿内山城地域からの搬入 13
C前半頃

943 I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径202鍔径235
残存高55
日縁～体部の1/4

日縁～鍔部外面～国縁内面ヨ
コナデ、体部外面ナデ、底部
外面平行 タタキ、内面板ナ
デ ハケ (9条 /cm)

良好、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
鍔部以下煤付着あり
播磨型羽釜
長谷川編年 V～ Ⅵ期 15～ 16
C代

944 I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径240鍔 径244
残存高 102
口縁 ～体部 の1/3

口縁～鍔部外面ヨヨナデ、体
部外面 (上 )ヨ コ板ナデ (幅
1 2cm)(中 )ユビオサエ 格
子タタキ (下 )ヨ ヨ 斜板ナ
デ (幅 1 0cm)、 底部外面格子
タタキ、日縁内面ナデ、体都
内面板ナデ

良好、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :褐灰色10YR4/1

一部合成、反転復元
15～ 16C代

I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

羽釜

国径266鍔径298
残存高82
口縁～体都の1/7

口縁～鍔部外面～国縁内面ヨ
コナデ、体部外面 (上 ～中)

ユビオサエのちナデ (下 )ユ
ビオサエのち板ナデ (幅 12
cnl)、 内面ヨヨ板ナデ (幅 不
明)

５．
　
ぉ

畑
　
如
蜘

長
　
褐
盈

好
責
色

石
良
明
橙

成ヽ
‥
‥

粗
焼
内
外

反転復元
鍔部以下煤付着あり
15～ 16C代

946 I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径210鍔径24.2
残存高70
口縁～体部の1/4

日縁～鍔部外面ヨコナデ、体
部外面 (上 )ヨ コナデ 沈線
1条 (中 ～下)ユビオサエの
ちナデ、内面ヨコ板ナデ (幅
17m)

粗、石 長 赤 花、01～
4 焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8/4
外 :灰黄掲色10YR5/2

反転復元
15～ 16C代

I-6 SD1028 遺構埋土
土師質土器

羽釜

国径257鍔径283
残存高73
口縁～体部の1/10

口縁～鍔部外面～口縁内面ヨ
コナデ、体部外面ユビオサエ
のちナデ、斜 タテ板ナデ(幅
1 3cm)、 内面ヨコ 斜板ナデ
(幅 1 0clrl以 上)

粗、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 :にぶい橙色5YR6/4
外 :褐仄色5YR4/1

反転復元
鍔部以下煤付着あり
15～ 16C代

948 I-4 SD1028 遺構埋土
須恵質土器

こか
頸径110残存高58
頸径～体部上位の1/6

頸部外面ヨヨナデ、体部外面
平行タタキ (3条/伽 )、 内面
ヨヨナデ ナデ

反転復元
技法 プロポーションから讃
岐西村系とみられる

I-6 SD1028 遺構埋土
須恵質土器

奏
口径206残存高35
口縁～顕径の1/8

口縁外面ヨコナデ、顕部外面
平行タタキ (3条/伽)の ち
ヨヨナデ、内面回転ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰 白色25Y7/1 期

一Ⅳ

元

系

年

睦
加
飾

反
十
佐 12C初頭か

950 I-3 SD1028 遺構埋土 際
奏

残

「

高96
体部上位の一部

外面タテ板ナデのち長格子押
印文、内面ヨコ板ナデ

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰掲色5YR5/2

断面実測
常滑焼

I-3 SD1028 遺構埋土
陶器
奏

残存高94
体部上位の一部

外面ナデ 板ナデのち長格子
押印文、内面ナデ 板ナデ

良好、石 長、01～ 03
焼成良好
内 i仄白色25Y7/1
外 :灰黄色25Y6/2

断面実測
常滑焼、須恵質焼成

952 I-3 SD1028 遺穏埋土
陶器
斐

残存高120
体部上位の一部

外面格子状押印文、内面ナデ

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色 N4/0

断面実測
外面自然釉付着
常滑焼または渥美焼

I-6 SD1028 遺樗埋土 隣
萎

底径270残存高65
底部～体部下位の1れ

体 部 外 面 ヨコ タテ板 ナ デ
(幅 不 明)ナ デ、底 部外 面

不調整、体部内面 ヨヨナデ
ヨコ板 ナデ (幅 18伽 )、 底部
内面ナデ

粗、石 長 赤、01～ 10

焼成良好
内 :灰 白色10YR8/2
外 :にぶい責褐色10YR5/3

反転復元
備前焼
詳細 時期不明

954 I-6 SD1028 遺構埋土
陶器
養かこ

底径26.8残存高67
底部～体部下位の1/13

外面斜板ナデ (幅 2 4cm)、 底
部外面不調整か、内面ヨコ板
ナデ (幅 1 5cm)

粗、石 長・赤 花、01～
6 焼成良好
内 :仄白色75Y7/1
外 :灰色75Y5/1

味気成
元
焼
か

復
炎

焼

転
化
前

反
酸
備

955 I-3 SD1028 遺構埋土
土師質土器

把手

長

厚 ナ デ

良好、石 長 赤、01～ 2
焼成良好
浅責橙色 10YR8/4

956 I-3 SD1028 遺構埋土 土師質
管状土錘

全長48径 15
孔径04
重量90g
ほぼ完存

ナ デ

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
にぶい橙色2 5YR6れ
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掲載
番号

調査区
構

号

遺

番
出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、
成ヽ
調

物有
焼
色

〈呂 法量(mm)
備 考

I-3 SD1028 遺構埋土 離柳
併
３
ｌｇ
存

艶
徹
獣
噛

全
孔
重

ほ

径13

ナ デ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
橙色7 5YR7/6

I-3 SD1028 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長60径 12
孔径03
重量61g
端部欠損

ナ デ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
橙色5YR6/8

I-6 SD1028 遺構埋土
須恵質
平瓦

長さ69幅82
厚さ26

凹面布目圧痕 (不 明瞭)、 凸
面縄席文

良好、石 長 赤 チか
泥か、01 焼成良好
凹・凸 :緑灰色10Gyl

側面自然釉伺着

I-4 SD1028 遺構埋土
須恵質
平瓦

長

厚
中目82 凹面布目圧痕、凸面板ナデ

ナデ

良好、石 長、01～ 12 焼
成やや不良
凹 凸 :灰 白色25Y7/1

内外面炭素吸着やや不良
軟質の須恵質焼成

967 I-3 SD1029 遺構埋土
土師質土器
鍔付鍋

口径261顕 径245
残存高 115
日縁 ～体部上位 の1/5

口縁～頸部内外面ナデ、体部
外面ナデ 鍔部貼付痕、体部
内面強いユビナデ ヨコ板ナ
デ (幅 17帥 )

良好、石 長 結か 赤
泥か、01～ 2 焼成良好
内 :にぶい黄褐色10YR5/3
外 :灰責褐色10YR4/2

鍋
着
付

元
付
鍔

復
煤
型

転
面
伊

反
外
紀 13C代 か

968 I-3 SD1030 遺構埋土 須恵質土器
菱

底径170残存高140
底郡～体部上位の1/8

体部外面ヨコナデのち格子タ
タキのちタテ 斜板ナデ (幅
1 2cm以 上)ナ デ、内面 ナ
デ 斜板ナデ(幅 1 3cm以上)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰 白色10YR7/1

反転復元
内面自然釉付着
十瓶山系とみられるが正確な
産地は不明
十瓶山産ならば佐藤編年Ⅳ―
1～ 2段階か
1lC中葉～12C前葉か

[-3 SD1038 遺構埋土
瓦質土器

羽釜

口径218鍔 径256
残存高38
口縁 ～体部上位 の1/6

国縁外面ヨコナデ、鍔部～体
部外面ユビオサエのちヨヨナ
デ、内面ナデか

良好、石 長、01～ 22
焼成良好
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着やや不良
鍔の下面に接して脚部貼り付
↓)
畿内山城地域からの搬入 12
C末～13C前半か

970 I-3 SD1038 遺構埋土 瓦質土器
煮炊具脚部

脚部残71高97
脚部の一部

ユビオサエのちナデ
良好、石 長、01～ 22
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

No969と 胎土が似ていること
から同個体か
炭素吸着やや不良
畿内山城地域からの搬入

I-6 SD1044 遺構埋土
土師質土器

皿

口径76底径56
器高15
全体の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

粗、石 長 テ、01～ 35
焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

972 I-6 SD1044 遺構埋土
土師質土器

杯

口径118底径92
器高32
ほぼ完形

内タト面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 赤、01～ 1 焼
成不良
内 外 :橙色5YR7/8

内外面磨耗 によ り調整不明瞭

I-6 SD1044 遺格埋土
土師質土器

杯
底径8_2残存高14
底部の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤 チ 石
灰か、01～ 5 焼成良好
内 :灰白色10YR8/2
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-6 SD1044 遺構埋土 瑞
枕

口径150残存高35
口縁～体

=る

の1/15

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成不良
内 :浅黄橙色 10YR8/3
外 :黄橙色 10YR8/6

反転復元
内外面炭素吸着なし
酸化炎焼成
和泉型かⅢ-3期 前後 13C
前葉

975 I-6 SD1044 遺桶埋土 雛柳
全長27径 11
子し径03
重量25g
全体の1/2

ナ デ

良好、石、01～02 焼成
良好
灰白色25Y8/2

I-6 SD1044 遺構埋土
土師質

管状土錘

全長31径 09
孔径03
重量13g
全体 の1/2

ュビオサエ
精良、石 赤、01～ 05
焼成やや不良
褐灰色10YR5/1

978 I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

皿

径底

　

５

４

１
７

＆

Ｌ
の

径
高
体

口
器
合

内外面 ヨコナデか
反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

皿

口径80底 径68
器高 13
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

粗、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :浅黄橙色 10YR8れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

皿

口径84底径54
器高16
全体の2/15

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 チか、01～
1 焼成やや不良
内 :橙色7 5YR7/6
外 :明責褐色10YR7/6

反転復元

I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

杯

口径114底径9.4
器高25
全体の1/8

内外面ヨコナデか、底部外面
ナデか

良好、石 長 赤、01～25
焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8/3
外 :灰 白色10YR8_9

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

[-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 122底 径83
器高3.0
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

石
７
世

好
、ト
ゥ

良
α
内

赤 チか 砂、
焼成良好
灰白色10YR8/2

一部反転復元

I-7 SD1048 追構埋土
土師質土器

打`

口径138底径110
器高3.0
全体の1/14

内外面 回転 ナデ、底部外面 回
転糸切 り

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/6
外 :にぶい橙色7 5YR7れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

984 I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

杯
底径98残存高26
底郡～体部下位の5/12

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち拡目痕

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :浅責橙色 10YR8/4
外 :に ぶい責橙色 10YR7泡

耗
境

一万
磨
の

復
面
部

転
外
体

反
内
底

より調整不明瞭
接合痕

I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

杯

口径133底径59
器高32
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤 チか、
01～ 1 焼成やや不良
内 :浅黄橙色 7 5YR8/3
外 :橙色5YR7/6

反転復元

I-7 SD1048 遺構埋土
土師質土器

杯
口径118残存高24
国縁～体部の1/5

内外面回転 ナデ
精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
内外面磨耗 により調整不明瞭
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掲
番 調査区

構
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遺
番

出土地点
出土層位
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法量 (cm)

残存率 法技

量法
成ヽ

調

物有
焼
色

胎土、含

考備

I-7 SD1049 遺構埋土 瑞
椀

口径 145残 存高30
回縁 ～体著Бの1/6

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :責灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

989 〔-7 SD1052 遺構埋土
土 師質土器

皿

口径64底径62
器高13
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明

粗、石 長 赤、01～ 2
焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8 4
外 :にぶい黄橙色10YR7泡

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-7 SD10「02 這構埋土
土師質土器

皿

口径86底 径 18
器高62
全体 の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

I-7 SD1052 遺構埋土 土 師質土器
皿

口径 130底 径72
器高33
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

ヽ和
　
ＹＲ７６

張　
縫

石ヽ餅
姑

餅
賊
内．

反転復元

992 I-7 SD1052 遺構埋土
土師質土器

皿

口径105底径66
器高18
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 赤、01～ 2 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元

I-7 SD1052 遺構埋土
土師質土器

杯
底径80残存高22
底部～体都下位の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好 、石 長 赤、01～ 2
焼成やや不良
内 外 :橙色2 5YR6/8

反転復元

I-7 SD1052 遺構埋土 瑞
皿

口径85底径41
器高16
全体の3れ

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 〕
焼成良好
内 外 :灰色5Y5/1

内外面炭素吸着やや不負
内外面磨耗により調整不明環
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

I-7 SD1052 遺構埋土 酪
皿

国径78底径46
器高14
ほぼ完形

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエのちナデ、底部内面
ナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :褐灰色10YR6/1

内外面炭素吸着やや不良
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

〔-7 SD1052 遺樗埋土 酪
枕

口径138底径42
高台高02器高44
全体の1/4

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cal)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰 白色25Y71
外 :灰白色25Y8/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
口縁内外面重焼痕あり
和泉型Ⅲ-3期か 13C前葉

997 I-7 SD1052 遣構埋土 瓦器
椀

底径65
器高45

‐５
一局
の

径
台

体

口
高

全

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

瞭好脚魏
良
り

１

着

よ
期

吸

に
３

素
耗

一

元
炭
磨

Ⅲ

復

面
面
型

転
外
外

泉

反
内
内
和

I-7 SD10磁 遺構埋土 瑞
枕

口径148残存高43
口縁～体部の1/12

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ナ
デのちヘラミガキ(幅 0 3cm)

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :責灰色25Y5/1
外 :仄黄色25Y6/2

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

I-7 SD1052 遺構埋土 瑞
枕

口径 142残 存高31
口縁 ～体言卜の1/5

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコナデ ユ
ビオサエ、内面ナデのちヨコ
方向のヘラミガキ(幅 0 3cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :灰色 N4/0
外 :暗灰色 N3/0

反転復元
炭素吸着外面良好、内面やや
不良
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期か 13C前葉

I-7 SD1052 遺構埋土 瑞
椀

口径137底径34
高台高02器高35
全体の1/2

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 02伽 )、 見込み部分ナデ

のち連結輪状ヘラミガキ暗文
(幅 0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :灰 白色25Y8/2
外 :灰 白色25Y8/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅲ―
3～ Ⅳ-1期 併行 か 13C前
葉～中葉

I-7 SD1052 遺構埋土 繋
枕

回径144残存高22
口縁～体部の1/6

国縁外面ヨコナデ、TTN部 外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅03
cm)

良好、石・長 赤、01～ 2
焼成史好
内 :灰色5Y5/1
外 :黒色 N2/0

反転復元
炭素吸着外面～国縁内面良
好、体部内面不良、重焼によ
るものか
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1002 [-7 SD1052 遺構埋土 醜
碗

口径156残存高22
回縁の1/16

ロクロナデ、内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色5Y8/1
微細な黒斑あり

Ｃ類Ⅳ碗輸］『半．‐２Ｃ前半
反
内
大
後

1003 I-7 SD1052 遺構埋土 説
碗

底径50高台高06
残存高28
底部～体部下位の1/5

ロクロナデのち体都外面ヘラ
片彫鏑蓮弁文、体部内面～高
台外面途中まで施釉

精良 焼成良好
釉 :オ リープ8Y55/5S
素地 〔灰白色5Y8/1

反転復元
内外面貫入あり
大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-5b類 13C初頭～前半
見込み印花文か、あれば
大字府分類龍泉窯系青磁碗 I―
5c類 13C中 頃～14C初頭

1004 I-7 SD1052 遺梼埋土 須恵質土器
捏鉢

口径25,8残 存高72
口縁～体部の1/3

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長、01～ 7 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
体部下位内面使用により磨耗
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第I期第1～ 2段階
12C中葉～13C初頭

I-7 SD10「D2 遺構埋土 須恵器
発

口径310頚径226
残存高50
回縁～頸部のソ20

内外面回転ナデ
精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰白色25Y7/1

反転復元
口縁内面 ,体部外面に自然釉
付着
平安時代前半期か

1006 I-7 SD1052 遺構埋土 須恵質土器
斐

回径184頸 径 16.8
残存高60
口縁 ～頸径1/11

口縁～頚部外面ヨコナデ、体
部外面平行タタキ(3条 /cm)
のちヨコナデ、内面ヨコナデ

良好、石 ,長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
東播系須恵質土器斐
森田編年第 I期 第2段階か
1lC後半～12C前半

1007 I-7 SD1052 遺構埋土
須恵質土器

箋
残存高52
体部下位の一部

外面平行 タタキ (5条 /cm)、

内面 ヨコ板 ナ デ (幅 1 0cm以
上 )

良好、石 赤 ‐泥か、01～
05 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR73
外 :にぶい橙色5YR74

味気成
測
焼

か

実
炎
系

面
化
播

断
酸
東
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焼 戊
色 調

備 考

1008 I-7 SD1052 遺構埋土 青磁か
こか

残存高38
最大径87
頭部の一部

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブ8Y
5 5/3S
素地 :掲灰色10YR6/1

反転復元
胎土は須恵質で黒褐色の合有
物が目立つ
釉は外面だけでなく内面にも
薄くかけられる
器種 産地 時期不明

〔-7 SD1052 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長51径 10
了し径0.3
重量407g
ほぼ完形

ユビオサエ ナデ
精 良、石 長 赤、01～ ユ

焼成良好
にぶい黄橙色 10YR7/3

I-7 SD1052 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長58径 11
丁し径03
重量55g
ほぼ完形

ユビオサエ ナデ
精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
にぶい責橙色10YR7/3

I-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

皿

口径76底径56
器高16
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8れ

一部合成

I-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78底径5,7
器高13
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

砂

　

６一蝉申
石
‐
Ｈ

好
、ト
ゥ

良
α
内

胎土に細粒多く、表面ザラつ

く

I-8 SD1055 li構埋土
土師質土器

皿

口径80底径74
器高14
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :にぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

皿

口径142底径106
器高33
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 り

精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭

I-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

皿

口径72底 径57
器高 12
全体 の2/5

内外面回転ナデ、底部外面不
明

粗、石 長 チ、01～ 2

焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR7海
外 :1完 黄橙色7 5YR8/4

反転復元
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く

〔-8 SD1055 道構埋土
土師質土器

皿

口径80底径61
器高12
全体の4/5

外面 ヨヨナデか、底部外面 ナ

デか、内面 ヨヨナデ

良好、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :灰 白色 10YR8/1

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-8 SD1055 遺樽埋土
土師質土器

杯

口径142底径106
器高33
全体の1/7

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

石ヽ
朗
片

良
成

精
焼
内

長 赤、01～ 1

浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 120底 径66
器高31
全体 の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 ,長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰 白色10YR8/1
外 :1完責橙色7 5YR8/3

反転復元

I-8 SD1055 遺構埋上
土師質土器

杯
底径60残存高26
底部～体都下位の9/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長  チか、01～
1 焼成 良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1020 I-8 SD1055 遺構埋土
土師質上器

杯
底径77残存高25
底部～体部下位の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 ,長、01～ 05
焼成良好
内 外 :仄 白色 10YR8/2

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1021 I-8 SD1055 遺 li埋土
土師質土器

杯
底径59残存高12
底部完存

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

精良、長、01～05 焼成
やや不良
内 :仄責褐色10YR6カ
外 :にぶい責橙色10YR7/2

一部反転復元

1022 I-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

杯

口径121底径103
器高29
完形

内外面ナデ、底部内外面ユピ
オサエのちナデ

精 良、石 長・赤、01～ 1

焼成良好
内 :橙色2 5YR7/6
外 :橙色2 5YR6/6

内面に接合痕、金雲母含まず
京都系土師器皿 Dタ イプの
搬入か模倣
13C代

1023 I-8 SD1055 遺構埋土 酪
椀

口径140底径49
高台高02器高34
全体の1/5

国縁夕1面 ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)、 底部内面ナデの

ち連結輪状ヘラミガキ暗文
(申目0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 :灰色75Y4/1
外 :仄色75Y5/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味
紀伊型瓦器椀か、和泉型皿―
3期併行か 13C前葉

1024 I-8 SD1055 遺構埋土
瓦器
椀

口径136残存高23
全体の1/7

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅035
cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不負
内 :灰黄色25Y7/2
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
炭素吸着口縁内外面のみ、重
焼痕
和泉型Ⅳ-1期 13C中 葉

1025 I-8 SD1055 遺構埋土
陶器か

碗か

口径 122底 径58
器高25
全体の1/7

内外面 回転 ナデ、底部外面 回

転糸切 り

良 好、石、01～ 1 焼 成

不良
内 :灰 白色25Y7/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭

口縁 内面 ～外面炭素付着

内面重焼痕
備前焼碗か

[-8 SD1055 遺構埋土
須恵器
高杯

残存高30
杯体部下位～杯底部の
1/7

内外面回転すデ
良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 タト:灰 白色25Y7/1

反転復元

1027 I-3 SD1055 遺構埋土 須恵器
養

残存高70
体部下位 の一部

外面平行タタキ、内面同心円
状当具痕

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色5Y6/1

LIF面 実測

1028 〔-8 SD1055 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径270残存高62
口縁～体部の1/16

口縁～頸部内外面ヨコナデ、
体部外面ユビオサエのちナ
デ、体部内面ヨコハケ(14条 /

1 5cm)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :にぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元
外面煤付着

1029 I-9 SD1056 遣構埋土
土師質土器

皿

口径69底径57
器高13
全体の3れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 5

焼成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/4
外 :にぶい橙色5YR7々

1030 I-10 SD1056 遺構埋土
土師質土器

皿

口径74底径56
器高11
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

反転復元
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1031 I-9 SD1056 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78底 径60
器高 13
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色2 5YR7/8

反転復元

1032 I-9 SD1056 這構埋土
土師質土器

皿

口径71底 径52
器高 15
全体 の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/3
外 :浅責橙色10YR8/3

反転復元

1033 I-10 SD1056 遺構埋土
土師質土器

皿

口径77底径48
器高11
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :1支 黄橙色10YR8/3

反転復元
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

I-10 SD1056 遺構埋土
土師質土器

皿

回径 109底 径63
器高19
全体 の3/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

３
　
�

卜
　
ＹＲ８

抹　徽
・長根
麟

石ヽ
管姑

朗
賊
卜

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1035 I-9 SD1056 遺構埋土
土師質土器

皿

口径92底 径4,0
器高 16
全体の1/8

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ヨコナデ ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :褐灰色10Y馳/1

外 :にぶい橙色7 5YR7/3

反転復元
金雲母含まず
京都系土師器皿 Dタ イプの
槙倣か 13C代

1036 I-8 SD1056 遣構埋土
土師質土器

杯

回径 117底 径63
器高30
全体 の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :に ぶい責橙色 10YR7/4
外 :明 黄褐色 10YR76

1037 I-10 SD1056 這構埋土
土師質土器

杯

国径 124底 径84
器高30
全体 の1/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :1支責橙色7 5YR8/6

反転復元
内外面剥離  TLi耗 により調整
不明瞭

1038 I-9 SD1056 遺構埋土
土師質土器

杯

Ｈ
＆

の

径
高

体

口
器
全

5底径72

/2

内外面回転ナデ、底郡外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 外 :責橙色7 5YRy8

一部反転復元
胎上に細粒多く、わずかにザ
ラつく

1039 I-10 SD1056 這構埋土
土師質土器

杯

国径116底径61
器高31
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成不良
内 外 :灰 白色 10YR8/2

内外面磨耗著しく調整不明瞭

I-10 SD1056 遺構埋土
土師質土器

杯

口径118底径66
器高2,9
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

史好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :浅黄橙色10YR8/3
外 :浅責橙色7 5YR8/3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1041 I-9 SD1056 遺構埋土
土師質土器

杯

口径130底径64
器高27
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 :黄灰色25Y5/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-10 SD1056 遣構埋土 土師質土器
杯

国径 125底 径66
器高29
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不良
内 :黄橙色10YR8/6
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1043 I-9 SD1056 遺構埋土
土師質土器

杯
底径58残存高19
底部～体部下位の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕か

良好、石 長・赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰 白色75Y8/2
外 :i支責橙色10YRy3

反転復元
内面の一部煤付着

1044 I-10 SD1056 遺構埋土

土師質土器か
土師器か
高台付椀か
杯か皿

残存高1_6

底部の3/8
外面回転ナデ 高台貼付のち
ナデ、内面回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 2
焼成やや不良
内 外 :橙色5YR76

反転復元
古代末か

I-10 SD1056 遺構埋土 瑞
皿

口径87底径56
器高17
全体の1/5

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、体部内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅015側 )、 底部内面ナデ

のち平行ヘラミガキ暗文 (幅
0 1cm)

精 良、長、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行

1046 I-10 SD1056 遣構埋土 瑞
皿

口径94底径79
器高14
全体の1/7

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ヨコナデ ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 01帥 )

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅳ期併行

1047 I-8 SD1056 遺構埋土 酪
皿

口径85底径76
残存高15
日縁～体部の5/12

面

ナ
キ

外

面
ガ

部
内

ミ

体

ヽ
ラ

ヽ
ア^
ヘ

デ
ナ

の

ナ
ち
向

コ
の
方

陣
】
珀

２ｃｍ，

外
オ
ち
α

縁
ど
の
幅

ロ
ユ
デ
′く

良好、石 長 赤、01～ 5
焼成良好
内 :浅黄橙色 7 5YR8/4
外 :に ぶい橙色5YR7/4

反転復元
内外面斑状剥離あり
内外面炭素吸着良好、酸化炎
焼成気味
和泉型瓦器Ⅳ期併行

1048 I-9 SD1056 遺構埋土 瓦器
皿

口径86底 径44
器高12
全体 の1/8

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
02伽 )

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :灰色 N6/0
外 :褐灰色10YR6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
Tl泉 型瓦器Ⅳ期併行

1049 I-8 SD1056 遺樗埋土 瑞
皿

口径78底径66
器高11
全体の1/5

内外面ヨコナデ、体部外面ユ
ビオサエ、底部内面ナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅳ期併行

I-10 SD1056 遺構埋土 琳
椀

口径150残存高82
口縁～体部の1/11

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラ ミガキ (幅 01～ 0 4cm)、

内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

良好、石、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅲ-2期 12C末～13

C初頭

[-8 SD1056 遺樽埋土 瞬
椀

口径137残存高35
口縁～体をЬの1/17

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ ヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 1rnl)、

内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反
内

和

１３
12C末 ～

1052 〔-10 SD1056 遺樗埋土 瑞
椀

国径138残存高38
口縁～体部の1/5

口縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0 2cm)、

内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0_2cm)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :責灰色25Y5/1 一末

好

　

１２

輸
］

中
泉 型 Ⅲ． ２期
極

反
内
外
和

Ｃ

I-8 SD1056 遺構埋土 瑞
椀

口径145残存高33
口縁～体部上位の1/8

国縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅 0 2cm)、 内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅01～ 0 3cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :灰色 N4/0 ヽ末

好

１２輸］泉型Ⅲ．２期頻
反
内

和

Ｃ
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10M I-10 SD1056 遺構埋土 酪
椀

回径160残存高38
回縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅025
cm)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :灰色5Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良、ロ
縁内面～体部中位外面は良好
重焼痕あり
口縁歪みのため復元型やや大
き▼ゝ
和泉型皿-3期か 13C前葉

I-10 SD1056 遺構埋土
瓦器か

椀

回径 132底 径26
高台高02器 高40
全体 の7/8

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cm)

ヽ中根
‐３Ｃ

管期
嘘
ト

一死腰一Ⅳ．

睦
蛹
廻
葉

反
内

和
後

I-8 SD1056 遺構埋土 琳
枕

口径137残存高36
回縁～体吉卜の1/8

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cm)

石ヽ
好
姑

良
良

精
成
内

長、01～ 3 焼

黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面成素吸着食好
和泉型 Ⅳ― ユ期 13C中 美

1057 I-10 SD1056 遺構埋土 琳
椀

口径 146残 存高31
日縁 ～体部の1れ

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、国縁内
面ヨヨナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 2cm)

精 良、石、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :灰色75Y71

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

〔-10 SD1056 遺構埋土 瑞
椀

口径130底径47
高台高03器高35
全体の1/4

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 02帥 )

良好、石 赤、01～ 2 焼
成やや不良
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内面～体部外面炭素吸着良好
外面重焼痕あり
和泉型Ⅳ-2期 13C後葉

1059 I-9 SD1056 違構埋土 瑞
枕

口径H8底 径35
高台高03器高29
全体の1/4

日縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヘ

ラミガキ (幅 03‐ nl)

良好、石、01～ 1 焼 成
やや不良
内 外 :灰白色10YR8/2

反転復元
内外面炭素吸着不良
和泉型Ⅳ-2期 前後か 13C
後秦

1060 I-9 SD1056 追構埋土 畔
椀

口径 138残 存高21
回縁 ～体部上位 の1/8

内外面ヨヨナデ、底部外面ユ
ビオサエ、内面ナデのちヨコ

方向のヘラミガキ(幅 0 3cm)

良好、石 赤、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :1完黄橙色10YR8/3

瞭

前
明

Ｃ

不

１３類勘］
輸熾嬢鋤

反
内
内
和

莱

I-8 SD1056 遺構埋土 酪
杭

購綿
姥
醒
開

‐３
一局
の

径
台
体

口
高

全

回縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅03
cm)、 底部内面ナデのち連結
輪状ヘラミガキ暗文 (幅03
cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 外 :灰 白色10YR8/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
口縁内外面重焼痕
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅳ―
1期併行か 13C中 葉

1062 I-10 SD1056 追構埋土 瑞
椀

聴縞
口径128
高台高03
ほぼ完形

口縁外面ヨコナデ、体都外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 2cm)、 底部内面ナデのち連
結輪状ヘラミガキ暗文 (幅

0 35cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不 良

内 :灰 白色25Y7/1
外 :黄灰色25Y6/1

一
Ⅳ

良
型増榊韓

吸
椀
１

素
器
か

元
炭
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復
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併

転
外
伊
期

反
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紀
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I-10 SD1056 遺構埋土 酪
椀

底径39高台高04
残存高39
底部～体部のほぼ完存

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ、底部内
面ナデのち平行ヘラミガキ暗
文 (幅 0 1cm)

良 好 、石、01～ 1 焼 成

良好
内 外 :灰 色 N4/0

一部反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前業

1064 [-10 SD1056 遺構埋土 酷
椀

底径45高台高07
残存高31
底部～体部の1/8

体部外面ヨコナデ ユビオサ
エ、底部外面高台貼付のちナ
デ、内面ナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅02伽 )、 底郡
内面ナデのち平行ヘラミガキ
暗文 (幅 0 15cm)

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 :灰 白色 5Y8/1
外 :灰色75Y6/1

反転復元
炭素吸着内面不良、外面やや
不良
和泉型皿-3期 13C前葉

I-9 SD1056 澄構埋土 嚇
椀

口径132底径46
高台高03器高36
全体の1/8

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底郡外面高台貼
付のちナデ、内面ナデか

良好、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 :黄灰色25Y5/1
外 :黄仄色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅳ-1期 か 13C中 葉

I-10 SD1056 遺構埋土 畔
椀

国径196鍔径269
残存高49
回縁～体部の1/3

口縁内外面 ヨコナデ、体部外

面ユ ビオサエのちナデ、体部
内面ナデか

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面剥離 磨耗 によ り調整

不明瞭

内外面炭素吸着不良

和 泉 型 Ⅳ-1～ 2期 か 13C
中葉 ～後葉

I-9 SD1056 遣構埋土 酪
椀

口径162残存高31
回縁～体部の1/5

口縁内外面 ヨコナデ、体部外

面ユ どオサエのちナデ、体部

内面ナデ

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
口縁歪みにより復元型は大き

和泉型か Ⅳ-1～ 2期 13C
中葉

1068 I-8 SD1056 這椿埋土 酪
椀

口径134残布高35
口縁～体

=る

の1/12

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、体部内面ナデ
ヨヨナデ、底部内面粗いヘラ
ミガキ暗文

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/4
外 :にぶい黄橙色10YR7/3

な
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着
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Ⅳ
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泉 型 ヵ、
葉、後葉

反
内
酸

和
中

し

～2期 13C

1069 I-8 SD1056 遺構埋土
瓦器
椀

口径148残存高28
口縁～体部上位の1/11

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、国縁内面沈線、
体部内面ヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 3cm)

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :灰色 5Y6/1

反転復元
内面～口縁外面炭素吸着やや
不良、口縁外面重焼痕
楠葉型Ⅲ-2期 13C前葉

1070 [-8 SD1056 遺構埋土 須恵質土器
椀

底径70残存高18
底郡～体部下位の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか

精良、長 赤、01～ 2 焼
成良好
内 :灰白色25Y7/1
外 :灰黄色25Y7/2

反転復元
東播系か
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1071 I-8 SD1056 遺構埋土 餓
皿

口径 108残 存高09
口縁の1/11

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色N8/0

反転復元
外面釉とびあり
森田分類白磁皿E群か 16C
代

1072 I -10 SD1056 遺構埋土 軸
皿

底径30残存高13
底部～体部下位の7/10

ロクロナデ、内面～体部外面
施釉、底部外面露胎

精良 焼成良好
釉 :黄 みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色25Y8/1
微細な黒斑わずかに含む

反転復元
大学府分類白磁皿V類 1lC
後半～12C前半

1073 〔-10 SD1056 遺椿埋土 餓
碗

口径 156残 存高34
口縁 ～体吉Бの1/10

ロクロナデ、内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :う すい責緑10YG8 5/3S
素地 :仄 白色5Y8/1
微細な黒斑ごくわずかに含
む

反転復元
大学府分類自磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

1074 I-10 SD1056 遺構埋土 醐
碗

底径65高台高07
残存高29
底部～体部下位の1/4

ロクロナデ、高台削り出し、
内面～体部下位外面途中まで
施釉

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :浅黄色25Y7/3
微細な黒斑あり

反転復元
胎土 調整ともに粗め、釉と
びあり
大学府分類白磁碗Ⅳ― la類
1lC後半～12C前半

1075 I-10 SD1056 遺構埋土 磁
碗

口径147残存高2ユ

ロ縁の1/20
ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色75Y7/1

復

は
あ

び
府

葉

転

土
土
と
宰

中

反
胎
粧
釉
大

Ｃ

I-9 SD1056 遺構埋土 萌
碗

口径172残存高18
日縁～体部上位の1/24

ロクロナデ、施釉、日縁外面
に沈線 1条

精良 焼成良好
和 :グ レイみの責8Y65/3S
素地 :灰 自色25Y7/1

反転復元
内外面貫入あり、釉透明度高

化粧土あり
大学府分類白磁碗V-1類
1lC後半～12C前半

1077 I-8 SD1056 遺構埋土 餓
碗

口径145残存高12
国縁の1/13

ロクロナデの ち施釉
精良 焼成良好
釉 :責みの白10Y∝ 5/1S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
胎土はきめ細かく白色、釉も
されいな白色系
大学府分類自磁碗V類 か 11

C後半～12C前半

I-10 SD1056 遺構埋十
磁白

碗
圭日

底径48高台高08
残存高28
底部～体部の1/2

ロクロナデ、内面～高台外面
途中まで施釉、畳付以内露胎

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色25Y8/2
微細な黒斑あり

反転復元
釉に粗い貫入がみられる
産地 時期不明

1079 I-10 SD1056 遺構埋土
青磁
碗

底径54高台高09
残存高22
底部の1/2

ロクロナデ、高台肖Uり 出し、
内面ヘラ片彫草花文施文、内
面～高台外面途中まで施釉
(一部は畳付を越えて高台内

側に達する)

精良 焼成良好
釉 :あかるいグレイみの緑
12YG6 5/3S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
大字府分類龍泉窯系青磁碗
I-2類 12C中 頃～後半

I-8 SD1056 遺権埋土 須恵質土器
捏鉢

口径260残存高35
口縁の1/10 内外面回転 ナデ

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :仄 白色10YR7/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
外面わずかに自然釉付着
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期 第 2段 階 11

C末～12C前半

I -10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
口径262残存高37
口縁の1/20

内外面回転 ナデ

反転復元
ごくわずかに金雲母含む
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期 第1段 階 12
C中葉～後半

1082 I-10 SD1056 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径262残存高35
国縁の1/25

外面ヨヨナデのちナデ、回縁
内面ヨヨナデ、体部内面斜板
ナデ (幅 1 0cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕あ
り
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階か
12C中葉～後半

〔-10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
口径280残存高3〕
口縁の1/14

外面回転ナデ、日縁内面回転
ナデ、体部内面ヨコ板ナデ(幅
1 0cm以上)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰白色 N7/0
外 :灰色 N5/0

反転復元
回縁内外面炭素付着、重焼痕
がみられる
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期 12C中 棄～
13C初頭

1084 I-8 SD1056 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

国径302残存高26
国縁の1/20 内外面 ヨコナデ

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
口縁外面炭素付着
東播系須恵質土器捏鉢
森 田編年 第 Ⅱ期 か 12C中
葉～13C初頭

1085 I-8 SD1056 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

底径92残存高27
底部～体部下位の5/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 :青灰色5B6/1
外 :青灰色5B5/1

反転復元
体部内面使用により磨耗
東播系須恵質土器捏鉢

1086 I-8 SD1056 這構埋土
須恵質土器

捏鉢
底径108残存高42
底部～体郡下位の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 クト:灰 白色5Y7/1

反転復元
体部内面使用により剥離
東播系須恵質土器捏鉢

1087 I-10 SD1056 遺構埋土
土師質土器

鍋
口径338残 存高47
口縁の1/8

回縁内外面ヨコナデ、体都外
面ユビオサエ、体部内面ヨコ
板ナデ (幅 1 2cm)

良好、石 長 赤 金 角
花、01～ 4 焼成良好
内 :にぶい褐色7 5YR5/4
外 :灰黄褐色10YR5/2

反転復元

外面煤付着
瀬戸内沿岸 ～大阪湾岸か らの

搬入
古代末か

1088 I-8 SD1056 遺格埋土
土師質土器

鍋

回径278頸径248
残存高33
口縁の1/24

口縁外面ヨヨナデ、頸部外面
ユビオサエのちヨヨナデ、体
部外面ユビオサエのちナデ
か、国縁内面ヨコハケ(5条 /
1 lcm)、 体部内面ヨコハケ(5
条/05t‐m)、 (5条/0 75cm)

良好、石 長 赤 チ、01～
2 焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8/3
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

反転復元
外面にわずかに煤付着
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構
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遺
番

出土地点
出上層位

器  種
法量(cm)

残存率
技 法

胎土、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

1089 I -10 SD1056 遺構埋土
土師質土器
鍔付鋼

回径252頸径214
残存高35
口縁～顕径の1/8

口縁外面ヨヨナデ、頸部～体
都外面ユビオサエのちヨコナ
デ、国縁～体部内面 ヨコナ
デ、体部内面ヨコ板ナデ (幅

不明)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
外面煤付着
形状 胎土から紀伊型鍔付鋼
とみられる 13C代か

I-8 SD1056 遺構埋土
瓦質土器

鍋

口径283顕径265
残存高46
□縁の1/6

口縁内外面ヨヨナデ、顕部外
面ユビオサエのちヨヨナデ、
体部外面不明、体部内面ヨコ

板ナデ (幅不明)か

精 良、石 長、01～ 2 焼

成良好
内 :灰色 10Y4/1
外 :に ぶい黄橙色 10YR7/2

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
炭素吸着外面不良、内面良好
外面わずかに煤付着
畿 内山城 地域 か らの搬 入 13
C代

I-10 SD1056 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径196鍔径269
残存高49
回縁～体部の1/3

口縁端部ヨヨナデ、国縁外面
～鍔部ユビオサエのちヨヨナ
デ、体部外面不明、口縁内面
ナデ、体部内面ヨヨナデ

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい栓色7 5YR6/4

反転復元
鍔部以下煤付着
奥井分類河内型羽釜 I型 (菅

原分類河内A型 )

13C後葉

I-10 SD1056 遣悔埋土
瓦質土器

羽釜

口径170鍔径208
残存高 (体部)115
残存高 (脚部含む)141
全体の1/7

口縁外面～鍔部ヨコナデ、体
部～底部外面ユビオサエ ナ
デ、日縁内面ヨヨナデ、体部
内面 ヨコ 斜板ナデ (幅 15
cm以上か)、 脚部ナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
脚都と鍔部下端がかろうじて
接する
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着良好、脚部内
狽jは炭素吸着なし、被熟によ
るものか
瓦質土器三足羽釜
畿内山城地域からの搬入 13

C中葉

I-10 SD1056 遺構埋土
瓦質土器

羽釜

口径170鍔径213
体部最大径218
残存高(体部)113
残存高 (脚部含む)236
全体の2/7

口縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちナデ、
国縁内面板ナデ、体部内面ユ
ビオサエ、脚部ユビオサエ
ナデ

精良、石 長 赤、01～ 10

焼成良好
内 :黄灰色25Y6/1
外 :黄灰色25Y5/1

不
め
　
鍔
　
　
１３

反
炭
良
カ
ロ
部
瓦
畿
Ｃ

1094 [-10 SD1056 遺構埋土
瓦質土器

発
残存高36
顕部～体部の一部

外面格子タタキ、頚部内面ヨ
コナデ、体部内面ヨコハケ(5
条/cm)

精良、石 長 黒、01～ 2

焼成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N5/0

Ll「 面実測
亀山焼系瓦質土器甕
内外面炭素吸着良好
内面に同心円状当具痕がハケ
によって消されていること、
体部の傾斜がゆるいことか
ら、14C代 とみられる

[-10 SD1056 遺朽埋土
須恵質土器

空

口径302残 存高25
口縁 の1/13

内外面 回転 ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰 白色5Y7/1
外 :灰色 N6/0

反転復元
産地 時期不明

1096 I -10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

発

口径320頸径291
残存高58
口縁～頸径の1/13

口縁外面ヨヨナデ、顕部外面
平行タタキのちヨコナデ、体
部外面平行 タタキ (5条 /

cm)、 日縁内面ヨヨナデ、体
部内面調整不明

良好、石 長 赤、01～ 4
焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR7/2
外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内面酸化炎焼成気味
内面剥離 磨耗著しく調整不
明瞭、一部不明
東播系
森田編年第 I期第2段階に相
当か 1lC末～12C前半

I-10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

発

口径276頸径230
残存高94
口縁～体部上位の1/6

口縁外面ナデ ヨヨナデ、顕
部外面平行タタキ(3条 /t‐ nl)

のちヨコナデ、体部外面平行
タタキ (5条 /cm)、 国縁～顕
部内面ヨコナデ、体部内面タ
テ 斜ハケ (6条 /cm)

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :灰色N5/0
外 :暗灰色 N3/0

反転復元
東播系か

1098 I-8 SD1056 造構埋土 須恵質土器
奏

残存高46
回縁～頸部の一部

国縁外面ナデ、顕部外面平行
タ タキ (6条/伽)の ち ヨ コ

ナデ、内面 ヨヨナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N4/0

1析面実測
東播系須恵質土器甕 12C代
か

I-8 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

養
顕径330残存高67
顕径～体部上位の1/12

頸部外面平行タタキ (5条 /

cm)の ちヨヨナデ、体部外面
平行タタキ (3条 /c動 )、 頸部
内面ヨコナデ、体部内面無文
当具痕

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :灰色N6/0
外 :灰色 N5/0

反転復元
東播系須恵質土器甕 12C代
か

I-8 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

奏
残存高50
体部上位の一部

キ
か

タ

デ

タ
ナ

行

コ

平

ヨ

面
面

外
内

(3条 /cm)、

良好、石 長、01～ 2 焼

成やや不 良
内 :灰自色25Y8/1
外 :灰 白色25Y8/2

LIT面 実測
東播系

I-10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

発
残存高70
体部中位の一部

外面平行タタキ (3条 /cm)、

内面磨耗のため不明

良好、石 長 角、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰黄褐色10YR6/2
外 :黄灰色25Y4/1 奏器

味

　
土

気
着
質

成
付
恵

測
焼
素

須

実
炎
炭
系

面
化

面
播

断
酸
外
東

1102 [-10 SD1056 遺構埋土 須恵質土器
発

残存高65
体都中位の一部

外面平行タタキ (4条 /cm)、

内面斜板ナデ (幅不明)

粗、石 長、01～ 1 焼
成不良
内 外 :黄灰色25Y4/1

断面実測
酸化炎焼成気味
内外面炭素付着
東播系須恵質土器斐

I-8 SD1056 這梅埋土
須恵質土器

菱
残存高57
体言ヽ中位の一言る

外面平行タタキ (4条 /cm)、

内面斜板ナデ(幅 1 2cm以上)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :暗青灰色5B4/1

断面実測
東播系

1104 [-10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

養
残存高88
体都中位の一部

外面格子タタキ、内面同心円
状当具痕

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :青灰色5BG5/1

断面実預1

古代須恵器か

1105 I-10 SD1056 遺構埋土
須恵質土器

奏
残存高80
体部中位の一部

外面格子タタキ、内面無文当
具痕のちヨコ板ナデ (幅 15
cm以上)

IE、 石 長 、01～ 8 焼

成やや不 良
内 :灰 白色 N8/0
外 :灰 白色7 5YR8/1

断面実測
古代須恵器か
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掲載
番号

調査区
構
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遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率 技 法

胎上 、含有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

I-8 SD1056 遺構埋土
陶器
奏

国径430頸径390
残存高79
口縁の1/25

口縁～顕部外面回転ナデか、
体部外面釉付着のため不明、
口縁～頸部内面回転ナデ ナ
デ、体部内面ヨコ板ナデか(幅
不明)

精良、石 長、01～ 6 焼
成良好
内 :灰色 N4/0
外 :灰色 N5/0

反転復元
口縁内面 体部外面に自然釉
付着
常滑焼
中野編年 la～ b型 式 12C前
半

I-10 SD1056 遺構埋土 略
養

口径292残存高22
口縁の1/16 内外面 ヨヨナデ

良好、石 長、01～05
焼成良好
内 :灰 白色10YR7/1
外 :灰黄色25Y7/2

反転復元
常滑焼
中野編年 lb型 式～4型 式
12C中 頃～13C前葉

1108 I-10 SD1056 遺構埋土 略
甕

残存高38
体部上位の一部

外面ナデのち長格子押印文、
内面ヨコ板ナデ (幅不明)

良好、石 長、01～ 15
焼成良好
内 :褐灰色10YR6/1
外 :灰褐色7 5YR6/2

断面実測
常滑焼
詳細時期不明

I-8 SD1056 遺構埋土 略
甕

残存高75
体部上位の一部 外面長格子押印文、内面ナデ

良好、石 長、0.1～ 2 焼
成良好
内 外 :赤褐色 10R5/3

断面実測
常滑焼

I-10 SD1056 遺構埋土 略
蓋

残存高63
体部中位の一部

外面板ナデ ナデのち長格子
押印文、内面ヨヨナデ

良好、石・長、01～ 2 焼
成良好
内 :仄色 N6/0
外 :灰色10Y6/1

断面実測
常滑焼

I-8 SD1056 這構埋土 略
萎

残存高95
体部中位の一部

外面長格子押印文、内面ヨヨ
板ナデ (幅 1 8cm以上)

良好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 :灰 白色10YR7/1
外 :にぶい橙色5YR6/4

断面実測
常滑焼
外面 自然釉付着

I-8 SD1056 遺構埋土 略
甕

残存高71
体部中位の一部

外面長格子押印文、内面ヨコ
板ナデ (幅不明)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

断面実測
常 1合焼か

I-8 SD1056 遺構埋土 隣
甕

残
=高

77
体部中位の一部

外面長格子押印文、内面ヨコ
板ナデ (幅 1 8cm以上)

良好、長、01～ 2 焼 成
良好
内 :灰責色25Y7/2
外 :(自然釉)グ レイみのオ
リーブ8Y55/3S

断面実測
常滑焼

I-8 SD1056 遺構埋土 略
甕

底径182残存高89
底部～体部下位の1/10

体部外面ナデのち長格子押印
文、底部外面不調整か、内面
無文当具痕のちナデ

焼

一　卿̈
石ヽ
好
瓢
廂

良

良

‥
‥

精

成
内
外

反転復元
常滑焼か

I-8 SD1056 遺構埋土 略
奏

残存高81
体部中位の一部

外面ナデか粗い調整、内面ヨ
コ板ナデ (幅不明)で粗い調
整

精 良、石 長 赤 黒、01～
1 焼成良好
釉 :く らい黄8Y55/5S
露胎部分 :オ リープ黒5Y3/1

断面実測
内外面にfB(仄 釉か)力功 るヽ
が、人為的かは不明
露胎部は黒色化している
全体的に細かい貫入あり
産地 時期不明

I-8 SD1056 遺構埋土 須恵質土器 残存高64
頸郡～肩部1/5

外面ヨヨナデ、頚部内面ヨコ
ナデ、体部内面ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :灰 白色25Y71

反転復元
西村産須恵器壼とプロポー
ションが酷似、西村産または
西村系か
12C代か

1117 I-8 SD1056 遣構埋土 土師質
管状土錘

全長38径 11
孔径03
重量32g
ほぼ年形

ユビオサエ ナデか
良好、石 長 チ、01～ 3
焼成良好
明赤褐色2 5YR5/6

磨耗のため調整不明瞭

〔-8 SD1056 遺構埋土
土師質

管状土錘

全長43径 16
孔径05
重量8 08g
ほぼ完形

ユビオサエ ナデ
良好、石 長 チか、01～
1 焼成良好
にぶい黄橙色10YR7々

I-8 SD1056 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長51径 12
子し径04
重量3,9g
ほぼ完形

ユビオサエ ナデ
焼ヽれ

好
］

好
良
褐

良
成
赤

剥離 磨耗のため調整不明瞭

1120 I-8 SD1056 遺構埋土 土師質
管状土錘

全長48復元径38
復元孔径22
重量187g
全体の1/3

ナ デ

ヽチ
、　

Ｒ７

た
　
‐ＯＹ

，
朗
髄

好、石賊韓

良

２

に

1121 I-8 SD1056 遺構埋土 須恵質
平瓦

長さ100幅 102)享 さ
22 凹面布目圧痕、凸面ナデ

良好、石・長 赤、01～ 2

焼成良好
凹 :暗仄色 N3/0
凸 :仄色 N5/0

凹面 に模骨痕あ り

I-10 SD1056 遺構埋土 須恵質
平瓦

長さ77幅52
厚さ22

凹面布目圧痕、凸面縄席文、
狽1面板ナデ

良 好、石 長 赤 黒、01～
10 焼成やや不 良
凹 凸 :灰 白色 N7/0

01～ l cm大 の黒色粒子が日
立つ
わずかに炭素付着

1123 I-8 SD1056 遺構埋土
質
瓦

瓦
平

長さ60幅58
厚さ21

凹面布目圧痕、凸面格子タタ
キ、側面板ナデ

精 良、石 長、01～05
焼成良好
凹 凸 :責灰色25Y6/1

1129 I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

径底径
高
形

口
器
完

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

胎土に細粒多く、わずかにザ
ラつく

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78底径62
器高13
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

I-9 SD1057 遺格埋土 土師質土器
皿

口径78底径62
器高14
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :浅責橙色10YR8/3
外 :1完責橙色7 5YR8/4

内外面磨耗により調整不明瞭
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く

1132 I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

口径74底径59
器高12
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-9 SD1057 遺構埋土 土師質土器
皿

口径96底 径82
器高 13
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/8

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
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構
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遺
番
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残存率
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胎上 、 一夏法
成ヽ

調

物有
焼

色

〈
巨

備 考

[-9 SD1057 這構埋土
土師質土器

皿

口径7.5底 径60
器高14
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅責橙色7 5YR8/6

〔-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

口径76底径62
器高13
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 チ、01～
6 焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8た

内外面磨耗により調整不明瞭

〔-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

口径77底径58
器高14
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

石ヽ
餅
熊

好
成

良
焼
内

長 赤、01～ 1

橙色5YR7/6

胎土に細粒多く、ややザラつ
く

1137 I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

口径75底径52
器高12
完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成 良好
内 :橙色5YR7/6
外 :黄橙色 10YR8/6

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

皿

口径75底 径63
器高1,9

全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 !浅黄橙色10YR8/3

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯
口径 112残 存高20
回縁 ～体部の1/8

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、0.1～ 15
焼成良好
内・外 :浅責橙色7 5YR8/3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞬

I-9 SD1057 遺持埋土
土師質土器

杯

国径■ 2底径54
器高24
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長、01～ 05
焼成 良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯
回径130残存高26
口縁～体部の1/10

内外面回転ナデ

精良、長、0,

良好
内 :1完責橙色
外 :1莞責橙色

～0.5 焼成

OYR8/4
0YR3/3

反転復元

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯

口径H5底 径65
器高27
全体の1ん

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板ナデ

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 117底 径69
器高34
全体 の3″

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

精 良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :橙色 7 5YR7/6
外 :浅責橙色7 5YR8れ

I-9 SD1057 違梼埋土
土師質土器

杯

口径■ 4底径68
器高30
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部タト面回
転糸切り

良好、石 長 赤、0.1～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯

回径120底径65
器高31
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-9 SD1057 遺権埋土
土師質土器

杯

口径 117底 径74
器高2.8
全体の2/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

一部反転復元

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯

口径H7底 径71
器高32
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8/3

内外面磨耗により調整不明瞭

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯

回径123底径60
器高29
完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

石ヽ
好
片

良
良

精
成
内

赤、01～ 1 焼

浅黄橙色10YR8/4

I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

杯
底径78残存高12
底部～体部下位の1た

内外面回転ナデ、底部外面磨
耗により調整不明

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良
内 外 :浅黄橙色 10YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

〔-9 SD1057 遣構埋土 琳
椀

口径140底径50
高台高03器高48
完形

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
ランダムなヘラミガキ(幅02

t‐ m)

精 良、石、01～ 1 焼 成
やや不良
内 外 :黄灰色25Y5/1

内外面炭素吸着やや不良、重
焼痕あり
内外面磨耗により調整不明瞭
口径に比べて器高が高く、回
縁内面にヨコナデがみられる
ランダムなヘラミガキを施す
ことから、スタンダードな和
泉型ではない
内面は筋状に自色化している
部分をヘラミガキととらえて
おり、調整が異なる可能性が
ある
和泉型かⅢ-3期 か 13C前
葉

I-9 SD1057 遺構埋土 琳
枕

国径128底径40
高台高0 器高33
全体の9/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのち螺
旋状ヘラミガキ暗文 (幅02
cm)

ヽ
石

好
片

良
良

・

精
成
内

長、01～ 1 焼

黄灰色25Y5/1

内外面炭素吸着良好
体部外面に接合痕あり
底部の1/2の み高台貼り付け
紀伊型瓦器枕か、和泉型Ⅳ―
2期併行か 13C後葉

1152 I-9 SD1057 遺構埋土 畔
椀

口径136残存高36
口縁～体部の1/8

国縁外面ヨコナデ、体部～底
部外面ユビオサエのちナデ、
内面ナデのちヘラミガキ (幅
0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

反
内
内
和

１３

1153 I-9 SD1057 遣構埋土 瑞
椀

底径50高台高03
残存高26
底部～体部下位の1/3

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面訓
整不明

良 好、長、01～ 1 焼 成
やや不良
内 外 :灰 白色25Y8/2

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着なし
胎土に細粒多く、表面ザラつ

く
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-2期 か
13C前葉～後葉

I-9 SD1057 遺構埋土 軸
碗

底径74高台高08
残存高28
底部～体部下位の1/6

ロクロナデ、高台削り出しの
ち内面施釉、外面残存部露胎

精 良 焼成良好

釉 :う すい責緑 10YG8 5/3S
素地 :灰 白色25Y8/1
微細 な黒斑 わずかに含む

反転復元
大学府分類白磁碗Ⅳ-1類
■C後半～12C前半

1155 I-9 SD1057 遺構埋土 説
碗

口径146残存高43
口縁～体吉Бの1/24

ロクロナデ、外面ヘラ片彫鏑
蓮弁文施文のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y65んS
素地 :仄自色10Y7/1

反転復元
釉にごく粗い貫入あり
大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-5b類 13C初頭～前半
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号

掲

番 調査区
遺幅
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率 技 法

胎土、合有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

I-9 SD1057 遺構埋土
瓦質土器
捏鉢

口径288残存高6.4
口縁～体

=Б

の1/13

外面回転ナデか、口縁内面ヨ
コナデ、内面ヨコ板ナデ (幅
11帥 )

良好、石 長 チ、01～ 5

焼成やや不 良
内 外 :灰 白色 10YR8/1

反転復元
内外面炭素吸着不良、回縁外
面にのみ吸着史好、重焼痕あ
り
在地産、東播系の模倣か

1157 I-9 SD1057 遺構埋土
土師質土器

鍋

国径410顕径374
残存高36
口縁の1/14

口縁～頸部外面ヨコナデ、体
部外面タテハケ (5条/伽 )、

内面ヨコハケ (6条 /c動 )

良好、石 長 角、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/4
外 :にぶい責掲色10YR5/3

反転復元
外面媒付着
吉備系か

I-9 SD1057 遺構埋土 略
甕

残存高103
頸部の一部

口縁外面ヨコナデ、顕部外面
ナデ 板ナデ、体部外面ケズ
リ、内面ナデ ヨコ板ナデ(幅
12t‐ m)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :にぶい褐色7.5YR6/3
外 :灰責色25Y6カ

断面実洩1

口縁内面 体部外面に自然釉
付着
常滑焼か

I-9 SD1058 遺構埋土
土師質土器

皿

口径8.8底 径59
器高13
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面磨
耗により調整不明

精良、長 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :栓色5YR76

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-9 SD1059 遺構埋土
土師質土器

杯

口径106底径86
器高29
全体の1/4

外面回転ナデ、底部外面回転
糸切り、内面ナデ

精 良、石 長 赤、01～
05 焼成やや不良
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

モー9 SD1059 遺構埋土
土師質土器

杯

口径125底径9.2
器高30
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 りのち板目痕

粗、石 長 赤 花 チ、
01～ 6 焼成やや不良
内 :浅責橙色10YR8/3
外 :浅黄橙色7 5YRy3

内外面磨耗により調整不明瞭

1163 I-9 SD1059 遺構埋土
土師質土器

杯
底径104残存高33
底部～体部下位の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長 赤、0,1～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8れ

反転復元

I-9 SD1059 遺構埋土
瓦器
杭

口径136残存高39
口縁～体言Бの1/3

口縁内外面 ヨヨナデ、外面ユ
ビオサエ、内面 ナデか

精良、長、01～ 05 焼成
良好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着やや不良
内面口縁体部境に稜線あり、
外面ユビオサエ弱い
非和泉型か、和泉型瓦器Ⅳ―
1期併行か 13C中葉

I-9 SD1059 遺構埋土
瓦器
椀

口径142残存高38
日縁～体部の1/8

口縁 内外面 ヨコナデ、外面ユ
ビオサエ、内面ナデか

良好、石 長 赤、0.1～ 1

焼成やや不良
内 外 :黄仄色25Y5/1

反転復元

I-9 SD1059 遺構埋土 瑞
椀

口径144残存高38
口縁～体部の1/4

口縁内外面ヨコナデ、外面ユ
ビオサエ、内面ナデか

精良、石 長、01～05
焼成長好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内面口縁体部境に稜線あり
非和泉型か、和泉型瓦器Ⅲ―
3期併行か 13C前葉

1167 I-9 SD1059 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
回径276残存高25
口縁の1/17

口縁端部ヨコナデ、外面回転
ナデ、内面斜板ナデ(幅不明)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :浅責17zt色 10YR3/3

反転復元
酸化炎焼成気味
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第2段 階 12
C末～13C初頭

1168 I-9 SD1059 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径284頭径262
残存高53
口縁～然部上位の1/6

口縁内外面ヨコナデ、頸部～
体部外面ユビオサエのちヨコ
ナデ ナデ、体部内面ユビオ
サエのちナデ

粗、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 外 !橙色5YR6/6

反転復元
外面煤付着
残存都では鍔部が確認できな
いものの、全体のプロポー
ションや胎土 ,技法から紀伊
型鍔付鍋とみられる
13C後葉～14C前葉か

I-9 SD1059 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長47径 11
孔径05
重量40g
ほぼ完形

ユビオサエのちナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
橙色5YR78

I-9 SD1059 遺構埋土
土師質
管状土錘

峰
４
４ｇ形

謝
徹
獣
噛

全
孔
重
ほ

ユビオサエのちナデ
良好、石 長・赤、01～ 1

焼成良好
にぶい褐色7 5YR5海

I-10 SD1060 澄構埋土 軸
碗

口径152残存高34
口縁～体部の1/7

ロクロナデのち体部外面回転
ヘラケズリ、内面～体部外面
上位施釉

精良 焼成良好
袖 :グ レイみの責8Y75/3S
素地 :灰 白色7.5Yyl

反転復元
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

1172 [-7 SX1005 遺構埋土
土師質土器

杯

園径129底径64
器高36
全T4・の3れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成史好
内 外 :浅黄橙色10YR8泡

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1173 I-8 SX1008 遺構埋土
土師質土器

皿

口径83底径68
器高1,3
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良
内 外 :灰 白色25Y8/2

1174 I-8 SX1008 遺構埋土
土師質土器

皿

口径75底径53
器高14
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 !浅責橙色7 5YR3/3
外 :橙色7 5YR7/6

胎土に細粒多く、ややザラつ
く

I-8 SX1008 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 119底 径70
器高35
全体の1/2

内外面回転ナデ、底都外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

一部反転復元
胎土に細粒多く、わずかにザ
ラつく

1176 I-8 SX1008 遺構埋土
土師質土器

杯

口径129底径80
器高45
全体の9/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 り

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/8

内外面磨耗により調整不明瞭

1177 I-8 SX1008 遺構埋土 土師質土器
杯

口径125底径105
器高32
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :浅黄橙色7 5YR8泡

内外面磨耗により調整不明瞭

I-8 SX1008 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 126底 径6]
器高28
全体の2/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-8 SX1008 遺構埋土 土師質土器
杯

口径118残存高24
口縁～体音卜の1/5

内外面回転ナデカ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :にぶい栓色7 5YR
7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
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I-8 SX1008 遺構埋土
土師質土器

杯
底径67残存高22
底都～体部下位の9/10

内外面回転ナデ、底都外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 外 :栓色2 5YR7/8

I-8 SX1008 遺構埋土 瑞
椀

口径127底径24
高台高02器高35
完形

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)螺旋状ヘラミガキ暗文
か

内外面炭素吸着やや不良
内外面重焼痕か
体部外面に接合痕あり
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅳ―
2期併行か 13C後棄

I-8 SX1008 遺構埋土
瓦器
椀

口径 126底 径22
高台高02器 高34
全体の4/5

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底都外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

02m)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅01～
0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :暗青灰色5PB3/1

内外面炭素吸着良好
体部外面に接合痕あり
見込みに暗文あるが、法量が
/Jヽ さしN

和泉型Ⅳ-2期 13C後葉

I-8 SX1008 遺構埋土 略森
底径144残存高36
底部の1/5

内外面ナデ、底部外面不調整
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 タト:灰白色25Y8/1

反転復元
内面自然釉付着、細かい貫入
あり
底休部の境に接合痕あり
産地時期不明

1181 I-8 SX1008 遺樗埋土
瓦質

軒九瓦
長さ73幅54
厚さ33 外面人葉複弁文か、内面ナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成不 良

内 :浅黄橙色 10YR8/4
外 :浅責橙色 10YR8/3

炭素吸着 な し
や や酸 化 炎焼 成 気 味 で あ る
が、淡色 を呈 してお り瓦質 と

認定

I-8 SX1009 遺構埋土
土師質土器

皿

口径75底 径65
器高16
全体 の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのちナデ

精良、長 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

全体的に歪 む

1187 I-8 SX1009 遺構坦土
土師質土器

皿

口径80器 高53
底径 15
全体 の3/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/8

1188 I-8 SX1009 遺構埋土
土師質土器

杯

口径■ 4底径60
器高30
全体の1/13

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

粗、石 長 赤 チ、01～
2 焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YRy4

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

I-8 SX1009 這構埋土
土師質土器

杯

口径 124器 高35
底径86
全体 の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色 10YR8/3

反転復元

I-8 SX1009 遺構埋土 瑞
椀

口径147底径38
高台高03器高39
全体の1/2

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、体部内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ、底部内面ナデのち螺旋
状ヘラミガキ暗文

良好、石 長・赤、0,1～05
焼成良好
内 外 :灰色 5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面重焼痕
紀伊型瓦器椀 か、和泉型 Ⅱ―

3期併行か 13C前葉

I-8 SX1009 遺構埋土
須恵質土器

妻

口径400残存高34
口縁の1/12

内面～国縁外面ヨコナデ、頸
部外面磨耗不明

粗、石 赤 、0卜 2焼
成やや不良
内 外 :灰責色25Y6/2

反転復元
口径は歪みのため不正確
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
内外面わずかに炭素付着
東播系須恵質土器甕か

I-8 SX1009 遺構埋土 略
斐

残存高125
体部中位の一部

外 面 ナ デ 斜 板 ナ デ (幅 不
明)の ち長格子押印文、内面
ヨコ板 ナデ

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

断面実測
常滑焼
外面一部自然釉付着

1193 I-8 SX1009 遺構埋土 略
養

残存高277
体部の一部

外面ナデ タテヨコ板ナデ
(幅不明)の ち長格子押印、

内面ナデ ヨコ板ナデ (幅不
明)

良好、石 長、01～ 6 焼
成良好
内 外 :褐灰色10YR6/1

実
焼

面
滑

断
常

I-9 SX1011 遺構埋土
土師質土器

杯
底径61残存高18
底部～体部下位の1れ

内外面回転ナデ、底郡外面回
転ヘ ラ切 り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰 白色10YR8/2
外 :淡黄色25Y8/3

反転復元
胎上に細粒多く、ややザラつ
く

1195 I-9 SX1011 遺構埋土 酪
椀

口径142残存高45
口縁～体部の1/8

国縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 2cm)、

体部外面ユビオサエのちナ
デ、内面ナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼

成不 良
内 外 :黒色2 5GY2/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
和泉型Ⅲ-2期 か 12C末～
13C初頭

1196 [-9 SX1011 遺構埋土 酷
椀

口径148残存高35
口縁～体部の1/15

日縁 内外面 ヨコナデ、体部外
面ユ ビオサエ、内面 ナデのち
ヨコ方向のヘ ラ ミガキ (幅02
cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
外面重焼痕
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

〔-9 SX10■ 遺構埋土 餓
碗

口径90残存高26
口縁～体部の1/6

内外施釉

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色5Y8/1
微細な黒斑あり

反転復元
回縁露胎 (口禿)

大宰府分類白磁碗Ⅸ類 13C
中葉～14C初頭

I-9 SX1011 造構埋土
須恵質土器

捏鉢
残存高22
口縁の一部

口縁外面ヨコナデ、外面回転
ナデか、内面ヨヨナデか ナ
デ

史好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :黄仄色25Y6/1

断面実測
口縁外面炭素付着、重焼痕が
みられる
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第2段 階 12

C末 ～13C初頭

I-9 SX1011 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径274残存高34
口縁の1/18

口縁内外面ヨコナデ、外面回
転ナデか ナデ、内面ヨコナ
デか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰 白色25Y8/2
外 :淡黄色25Y8/3

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ

く
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅲ期第1段 階か
13C前半～後半

I― ユ SP10002 遺構埋土
土師質土器

杯

国径116底径62
器高33
全体の5/12

口縁外面 ヨヨナデ、体部外
面 内面回転ナデ、底部外面
回転糸切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

精良、石 長 赤、01～05
焼成良好
内 外 :灰 白色 10YR3/2

反転復元
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I-1 SP10002 遺構埋土 瑞
椀

口径130残存高39
口縁～体部の1/8

回縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちナデ、体部
内面ナデのち強いナデ

良好、石 長、01～05
焼成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色 N4/0

反転復元
内面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着良好、外面重
焼痕
体部外面に接合痕あり
非和泉型か、和泉型瓦器Ⅳ―
1～ 2期 併行か 13C中 葉～
後葉

1202 I-1 SP10055 遺構坦土
土師質土器

皿

口径116底径60
器高24
全体の1れ

国縁外面ヨコナデ、体部外
面 内面回転ナデ、底部外面
回転糸切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

焼
　
んＲ

２

　

Ｙ

ヽ
　

１０

■
　
色『良辮

石ヽ
露
灯

好

や

良
成
内

反転復元

1203 I― ユ SP10117 遺構埋土
土師質土器

皿

口径79器 高14
底径58
全体の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのちナデ、底部内面
回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 チか、
01～ 05 焼成良好
内 外 :にぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元

1204 I-1 SP10123 遺構埋土
土師質土器

皿

回径78底径57
器高13
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石・長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8ん
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

I一 ユ SP10130 遺構埋土 説
皿

□径98器高19
底径44
全体の1/2

ロクロナデのちケズリ、ヘラ
片彫模様及び櫛描文施文のち
施釉 (体部外面下端～底部外
面は露胎)

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y65/3S
素地 :灰 白色5Y7/1

反転復元
大学府分類同安窯系青磁皿
I-lb類 12C中頃～後半

I― ユ SP10132 遺構埋土
土師質土器

皿

器高12径
径
存

口
底
完

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 砂か、
01～ 3 焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8/3

1207 I-1 SP10139 遺樽埋土
土師質土器

杯

口径122器高31
底径86
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭

I-1 SP10166 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器高12
底径64
全体の9/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長 在地花か、
01～ 5 焼成やや不良
内 外 :灰 白色25Y8/1

I-1 SP10167 遺構埋土 説
碗

口径 156底 径54
高台高08器 高63
全体の1/2

ロクロナデのち体部外面ヘラ
片彫鏑蓮弁文のち施釉 (畳付
部～高台内側は露胎)

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
65んS
素地 :灰 白色 N8/0 輸抄・５ｂ類

反
大

Ｉ

1210 I-1 SP10168 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 126器 高30
底径54
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長 赤、01～ 5

焼成やや不良
内 タト:灰自色10YR8/1

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1211 I-1 SP10339 遣構埋土 酪
椀

口径162底径50
高台高04器高57
全体の1/3

口縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0 2cm)、

体部外面ユビオサエ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)、 底都外面高台貼

付のちヨコナデ

精良、長、01～ 0:
良好
内 :黄灰色25Y4/1
外 :黄灰色25Y5/:

焼 成I

l

一部反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

1212 I-1 SP10339 遺構埋土 酪
椀

口径148底径44
高台高05器高44
全体の1/3

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ、
平行ヘラミガキ暗文、底部外
面高台貼付のちヨコナデ

精良、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 外 :灰色5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型 Ⅲ-3期 13C前葉

〔-1 SP10339 違構埋土 瑞
椀

回径158残存高45
回縁～体部の1/10

国縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面ナデのち斜
方向のヘ ラ ミガキ (幅 0 2cm)

良好、石 長・赤、01～ 4

焼成やや不良
内 :灰 白色25Y8/1
外 :にぶい責色25Y6/3

反転復元
炭素吸着内面不良、外面やや
不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

〔-2 SP10385 遺構埋土
土師質土器

鋼

回径340頸径298
残存高199
回縁～体言Бの1/5

口縁端部ヨコナデ、頸部～体
部上位外面ユビオサエのちナ
デ、体部下位外面タテ及び斜
ハケ (9条 /1 2cm)、 一部板
ナデ (幅 1 7cm)、 日縁～体部
上位内面ヨコ板ナデ (幅 15
cm以上)、 体部下位内面ユビ
オサエのち斜板ナデ (幅 17
cm以上)

良好、石 長 赤 金、0.1～
3 焼成良好
内 :にぶい褐色7 5YR6/4
外 :灰掲色7 5YR5/2

反転復元
外面煤付着
内外面の一部わずかに炭素付
着
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入か
12C代 とみられるが古代末か

1215 〔-2 SP10392 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径300票径270
残存高51
回縁～体部の1/5

口縁外面ユビオサエのちヨコ
ナデ、体部外面ユビオサエの
ちナデ (ハ ケか)、 内面ヨコ
板ナデ (ハ ケか、幅不明)

粗、石 長 金、01～ 4
焼成良好
内 :にぶい黄褐色10YR6れ
外 :にぶい責褐色10YR5/3

反転復元
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入か
12C代 とみられるが古代末か

[-2 SP10664 遺構埋土
上師質土器

皿

口径81器 高 15
底径64
ほぼ完存

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 4

焼成やや不 良
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR6/8

内外面磨耗により調整不明瞭

1218 I-2 SP10734 遺構埋土 餓
碗

口径159残存高36
全体の1/12

ロクロナデ、施釉
精良 焼成良好
和 :グ レイみの責8Y75/3S
素地 :灰白色5Y8/1

反転復元
玉縁口縁
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

I-3 SP10823 遺構埋土
土師質土器

椀

底径53高台高09
残存高31
底都～体部下位の3れ

体部外面ナデ ユビオサエ、
底部外面高台貼付のちヨコナ
デ、内面ナデか、見込み部分
ユビオサエ

良好、石 長 赤 花、01～
3 焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/6

一部反転復元
内外面二次焼成のためか部分
的に炭素付着
吉備系土師質土器枕
山本編年Ⅲ-1～ Ⅱ期 13C代

1220 [-5 SPl1088 遺構埋土
土師質土器
鍔伺鍋か

口径318頚径280
残存高38
国縁～顕径の1/15

回縁ヨコナデ、顎部～体部
鍔部外面ユビオサエのちナ
デ ヨコナデ、体部内面ユビ
オサエのち板ナデ

花
好

地
良蒋賊鱒

卜‐・５酌

石
Ｇ
Ｈ

好
か

良
チ
内

反転復元
国縁の歪み著しい
奥井分類河内I型羽釜の可能
性があるが、胎土に在地の鉱
物を含んでいることから在地
での模倣品か 12C中葉か

1221 [-7 SPl1229 遺構埋土 醜
碗

口径165残存高22
回縁の1/10

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y65/3S
素地 :仄白色5Y7/1

反転復元
国縁内外面貫入あり
大字府分類白磁皿V類または
Ⅷ類か 1lC後半～12C前半
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掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点

出土層位
器 種
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残存率
法技

胎上、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

考備

1222 I-7 SPl1229 遺構埋土 説
碗

口径144残存高27
□縁～体部の1/12

ロクロナデのち内面に固線、
外面に櫛描文のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :灰白色 N7/0 輸［拶抑

反
釉
大

Ｉ

1223 I-7 SPl1264 遺構埋土 琳
椀

口径138残存高24
口縁～体吉るの1/8

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅 1.5

t‐ ln)

良好、石・赤、01～ 15
焼成不良
内 :にぶい責橙色10YR7/4
外 :褐灰色10YR5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅳ-1期 前後か 13C
中葉

1224 I-7 SPl1264 遺構埋土 琳
杭

高台高

８

５

８
ａ
ｙ

＆
一局
の

径
存

部

底
残
底

外面ヨコナデ、底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
平行ヘラミガキ暗文 (幅01
cm)

良好、石 長、01～05
焼成良好
内 :オ リーブ黒25Y2/1
外 :黒色25Y2/1

Ｃ

反
内
和
前

1225 I-7 SPl1264 遺構埋土
土師質土器

鍋
残存高51
口縁の一部

国縁外面 ヨコハ ケ (5条 /

cm)、 頸部～体部外面 タテハ
ケ (7条 /cal)、 内面ヨコ板ナ
デ (幅不明)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR6/6

断面実潰1

12C代 と考えられるが古代末
か

1226 I-7 SPl1280 遺構埋土
土師質土器

皿

高器

　
３

６

４
ｙ

徴
往
ω

口
底
全

回縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちヨコナデ、
底部内面ナデ

貞好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰白色7 5YR8/2
外 :灰 白色10YR8/2

反転復元
内タト面磨耗気味
京都系土師器皿 Eタ イプの
模倣か

1227 I-7 SPl1294 遺構埋土
土師質土器

皿

口径76器高10
底径63
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

1228 [-7 SPl12Й 遺構埋土 酷
枕

口径141残存高27
国縁～体部の1/8

日縁外面ヨコナデ、体部外面
ユどオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅02～
04側 )

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :灰 白色25Y8/1
外 :浅黄色25Y73

反転復元
内外面炭素吸着なし
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1229 I-7 SPl1314 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 129器 高33
底径70
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不良
内 :i完責橙色7 5YR8れ
外 :橙色5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1230 I-7 SPl1314 遺構埋土 瑞
椀

口径 146器 高39
底径48
全体の1/3

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、体部内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅0 25cm)、 底部外面
高台貼付のちナデ、底部内面
ナデのちジグザグ状のヘラミ
ガキ暗文 (幅 01t‐ m)

精良、石 長、01～ 3 焼

成良好
内 外 :灰白色25Y7/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

I-7 SPl1314 遺構埋土
瓦器
枕

口径132底径49
高台高02器高41
全体の1/6

口縁内外面ヨコナデ、体都外
面ユビオサエのちナデ、底部
外面高台貼付のちヨヨナデ、
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 02～ 0 3cm)

精良、石・長 黒、01～ 2

焼成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅳ-1～ 2期 13C中
葉～後葉

1232 I-7 SPl1331 遺構埋土
土師質土器

皿

高器
　

３

４
０
ν

説
ａ

の

径
径
体

口
底
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 りのち板目痕、底部内
面ナデ

良好、石 長 赤、0.1～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR78

反転復元
口縁内面～外面の一部に媒付
着

1233 I-7 SPl1331 遺構埋土 畔
椀

口径138残存高36
口縁～体部の1/8

口縁外面ユビオサエのちヨコ
ナデ、体部外面ユビオサエ、
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 02帥 )

良好 、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良

内 :灰 白色 10YR8/1
外 :灰色5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
外面重焼痕
和泉型 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13

C前葉～中葉

1234 [-7 SPl1331 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

国径293残存高26
回縁の1/16

外面回転ナデ、日縁内面回転
ナデ、内面回転ナデのち斜板
ナデ (幅 0 8cm)

良好、石 長 黒、01～ 3

焼成良好
内 外 :灰色N6/0

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕あ
り
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第 1～ 2段階
12C中 葉～13C初頭

1235 I-7 SPl1355 置構埋土
土師質土器

皿

口径74器 高15
底径5,9
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :黄橙色7 5YR78

I-7 SPl1430 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 126器 高26
底径91
全体の1/9

内外面ヨヨナデ、底部内外面
ナデ

良好、石 長 赤 チ、01～
25 焼成良好
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/3

反転復元
京都 系 土 師器 皿 Dタ イプの

模倣か

1237 I-7 SPl1430 遺構埋土 酪
椀

口径138残存高17
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02

t‐ m)

長、01～ 05 焼成

:暗灰色 N3/0

好
好

良
良
内

期

反
内

和

Ｃ

1238 I-7 SPl1473 遺構埋土
土師質土器

皿

器高13４

７
形

牲

＆
完

径
径

ぼ

口
底

ほ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 長 赤、01～ ユ
焼成良好
内 外 :灰 白色10YR8/2

1239 I-7 SPl1473 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器高13
底径62
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :浅責橙色10YR8/3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-7 SPl1480 遺構埋土
土師質土器

杯

■

６
形

微
径
峨

口
底

ほ

器高29 内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 在地花
か、01～ 3 焼成良好
内 外 :黄橙色7 5YR8/8

1%1 I-7 SPl1480 遺構埋土
瓦器
椀

口径134残存高23
日縁～r4N部 の1/10

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面ナデのちヨ

コ方 向のヘ ラ ミガ キ (幅01
cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :にぶい責橙色10YR74

反転復元
内外面炭素吸着なし
和泉型 Ⅳ-1～ 2期 13C中
葉～後棄

1242 I-7 SPl1502 遺構埋土
土師質土器

皿

国径79器高19
底径48
全体の5/12

内外面ヨコナデ、底部内外面
ユビオサエのちナデ

良好、石 長 赤 チカ
01～ 05 焼成良好
内 :淡責色25Y8/3
外 :灰 白色25Y8/2

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
京都系土師器皿 Eタ イプの
槙倣 13C代

I-7 SPl1502 遺構埋土 瓦器
椀

口径148残存高34
口縁～体部の1/15

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ナデ ユビオサエ、体部内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅02～ 03t‐ lll)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅱ-3期 か 13C前葉
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番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率 法技

胎上 、合有物 、法量 (mm)

焼  成
色 調

考備

1244 I-7 SPl1502 遺構埋土 青磁
碗

口径153残存高26
口縁の1/12

ロクロナデのち外面ヘラ片彫
飼蓮弁文施文のち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :灰オ リーブ色75Y5/2
素地 :灰色5Y6/1
微細 な黒含 む

反

口
袖

濁
大

Ｉ

1蟄 5 I-7 SPl1502 遺構埋土 瓦器
加工 円盤

長さ19幅20
厚さ04

側面 を研削整形 し、円盤状 に
十七る

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR73
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

瓦器椀体部片の転用
炭素吸着なし
内面ヨコ方向のヘラミガキ、
内外面ユビオサエ残る

1246 I-7 SPl1523 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
日径293残存高98
口縁～体著Бの1/10

口縁端部ヨコナデ、内外面回
転ナデ

良好、石 長、01～ 5 焼
成不良
内・外 :褐灰色 10YR5/1

反転復元
内外面炭素付着
東播系須恵質土器の焼成不良
品
森田編年第Ⅱ期第1段 階 12
C中葉～後半

I-7 SPl1559 遺構埋土 略
甕

残存高72
体部上位の一部

外面タテハケ (3条/cm)の
ち押印文、内面ヨコ板ナデ(幅
1 7cm)

良好、石 長 黒、01～ 4

焼成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰 自色 N7/0

断面実測
常滑焼か

1248 I-7 SPl1590 遺構埋土 畔
皿

□径86器高16
底径40
全体の1/3

ち

部
の
底

ア^
　
ヽ

ナ

キ

面

ガ

内

ミ
外面ヨコナデ、
ヨコ方向のヘラ
外面ユビオサエ

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :黄灰色25Y71
外 :責灰色25Y6/1

行併期Ⅳ

好

一

良

３

着

一

吸

Ⅲ

素
器

元
炭

瓦

復

面
型

転
外
泉

反
内
和

か

I-7 SPl1635 遺構埋土
土師器

甕

径
高

頸
器

６
８
ゎ
一

‐７
‐２

の

径
径
体

口
底
全

口縁内外面ヨコナデ、外面タ
テハケ (6条 /1 3cm)、 内面
タテ ヨコ板ナデ(幅 1 4cm)

粗、石 長 結 赤、01～ 12
焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

一部反転復元
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
体部中～下位外面煤付着

1250 I-7 SPl1643 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 139器 高27
底径82
全体 の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

か

　

Ｒ７

チ

　

５Ｙ

”
卿
帥

石
４
世

好
、ト
ゥ

良

ａ
内

反転復元

I-7 SPl1643 遺構坦土 瓦器
椀

口径140残存高27
口縁～体部の1/10

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちナデ、内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (中目0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色Ny0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1252 I-7 SPl1668 遺構埋土
青磁
合子蓋

口径54残存高11
全体の1/2

ロクロナデのち外面花文陰亥J

のち外面のみ施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7.5/3S
素地 :灰白色5Y8/1

反転復元
袖の一部白濁及び貫入がみら
れる

I-7 SPl1743 遺構埋土
瓦器
椀

口径156残存高48
口縁～体部の1/5

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのち斜線刻 1条、
内面ヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)の ちタテ 斜線

刻多数

良好、石 長、01～ 6 焼
成良好
内 :灰白色25Y8/1
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内面及び外面に焼成後の線刻
多数
炭素吸着内面不良、外面やや
不良
和泉型Ⅳ-1期 か 13C中 葉

1255 〔-7 SPl1755 遺構埋土
土師質土器

皿

口径82器高12
底径74
全林の2/3

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエ

良好、石 長 赤 黒、01～
1 焼成良好
内 :浅責橙色7 5YR8/6
外 :橙色7 5YR7/6

のプＤ皿

衝
噌
紳
中

転
雲
都
倣

反
金
京
槙

1256 [-7 SPl1755 遺構坦土
土師質土器

皿

回径80器 高 14
底径65
完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1257 I-7 SPl1771 遺構埋土 醜
碗

口径156残存高32
全体の1/8

ロクロナデ、施釉

精良 焼成史好
釉 :グ レイみの黄緑8Y75/
3S
素地 :灰自色2 5Yyl
微細な黒斑あり

反転復元
胎土は灰色がかる、釉は緑が
かる
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

I-7 SPl1838 遺構埋土
土師質土器

皿

国径75器高13
底径57
全体の9/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :に ぶい橙色5YR6/4

1259 I-7 SPl1838 遣構埋土 土師質土器
皿

口径80器 高13
底径7.3
全体の1/2

外面 ヨヨナデ、底部外面ナ
デ ユビオサエ、内面ヨコナ
デ ナデ

良好、石 ,長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 手にぶい橙色7 5YR73
外 :にぶい橙色7 5YR6れ

反転復元
京都 系土 師器 皿 Dタ イ プの

模倣 か
13C代

I-7 SPl1870 遺構埋土
土師質土器

Ell

口径76器高1,4

底径52
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

長 赤、01～ 4

浅黄橙色7 5YR8/8

石ヽ朗
片

好
成

良
焼
内

一部反転復元、合成

1261 I-7 SPl1870 遺悔埋土
土師質土器

杯

口径 122器 高29
底径9,2
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :黄橙色7 5YR8/8

内外面磨耗気味

1262 I-7 SPl1870 遣構埋土 土師質土器
杯

口径126器高3.2
底径64
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

粗、石 長 チ 在地花、
01～ 10 焼成良好
内 :浅責橙色10YR8/3
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

一部反転復元

I-7 SPl1908 遺構埋土
土師質土器

皿

国径80器高15
底径57
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 ,絹 、01ヽ
1 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/6

1264 I-7 SPl1908 遺構埋土
土師質上器

杯

口径 130器 高35
底径90
全体の2/3

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエのちナデ、底部内面
ヨコナデ ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8/3

一部反転復元
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣

1265 I-7 SPl1908 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 119器 高30
底径 104
全体の1/6

口縁～体部内外面ヨコナデ
ナデ、底部内外面ユビオサ
エ ナデ

良好、石・長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Eタ イプの
模倣 13C代

I-8 SPl1998 遣構埋土
土師質土器

打ヽ

口径 113底 径67
器高21
全体 の1/5

内外面回転 ナデ、底部外面 回
転ヘ ラ切 りかのちナデ、底部
内面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :橙色2 5YR6/6
外 :浅責橙色7 5YR3/6

反転復元
部分的に磨耗 剥離あ り
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I-8 SP12110 遺構埋土 餓
皿

回径111残存高19
回縁～体部の1/5

ロクロナデ、体部外面下位 回

転ヘ ラケズ リのち内面 ～体部
上位施釉

精良 焼成良好
釉 :う すい黄8Y85/3S
素地 :灰 白色25Y8/1

反転復元
釉は黄色みを帯び、細かい貫
入がみられる
森田分類白磁皿D群 か 15C
前半

1268 I-8 SP12359 遺樗埋土
須恵質土器

菱

口径218票径194
底径158器高379
全体の1れ

口縁内外面ヨヨナデ、頭部外
面斜平行タタキ (3条 /cm)
のちヨコナデ ナデ、体部外
面斜平行タタキ (3条 /cm)

板ナデ ヨヨナデ、底部外面
粗いナデ、顕部内面ナデ、体
部内面無文当具痕のち (上 )

ナデ ユビオサエ (中 )ヨ コ
ナデ板ナデ (下 )強 い板ナ
デ、底部内面ユビオサエ

焼一

脚　朗Ｍ

石ヽ好廂
随

好
良
…
…

良
成
内
外

反転復元
十瓶山産もしくは十瓶山系か
佐藤編年Ⅳ-2期 か 12C初
頭

1269 I-9 SP12553 遺構埋土 酷
枕

口径144残存高32
口縁～体部の1/8

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのち斜方向のヘラ
ミガキ (幅0 2cm)、 内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 01～ 0 3cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :仄色 N6/0
外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
外面重焼痕
和泉型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

1270 I-9 SP12553 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径330頸 径27.8
残存高92
口縁 ～体部 の1/12

口縁内外面ヨコナデ、頸部外
面ユビオサエのちヨヨナデ、
体部外面ユビオサエのちタテ
ハケ (5条 /cm)、 体部内面ヨ
コ板ナデ (幅 2 0cm)

粗、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 :灰黄掲色10YR5/2
外 :にぶい責褐色10YR5/3

反転復元
外面に煤付着
12C代、古代末か

1271 I-9 SP12554 遺構埋土 詢
碗

口径160残存高45
口縁～体部の1/10

内外面ロクロナデのち内面ヘ

ラ片彫陰刻花文のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
6 5/3S
素地 :灰白色75Y7/1

碗

反
粗
大
Ｉ

1272 I-9 SP12589 遺構埋土 鍼
碗

底径48高台高09
残存高30
底部～体部下位の1/6

ロクロナデ、施和、体部外面
下位～底部露胎

精良 焼成良好
釉 :う すい黄8Y85/3S
素地 :灰 白色10YR8/1

反転復元
やや責色みがかった釉、胎土
は灰色がかる
体部外面下位露胎
大字府分類白磁碗Ⅲ類 12C
中葉～後半

1273 I-9 SP12614 遺梼埋土 酷
椀

口径134器高35
底径34
完形

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台賠
り付け、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (I幅 0 2cm)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :黒褐色25Y3/1
外 :黄灰色25Y4/1

1274 〔-9 SP12638 遺構埋土 説
碗

口径 168残 存高60
回縁 ～体部の2/5

内外面ロクロナデのち内面ヘ
ラ片彫区画文 飛雲文のち施
釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑8Y75/
3S
素地 :灰 白色5Y8/1

反転復元
太宰府分類龍泉窯系青磁碗
I-4a類 12C中 頃～後半

1275 I-9 SP12670 遺樗埋土
土師質土器

鍋
残存高16
口縁の一部

口縁外面 ヨコナデ、顕部外面
ヨコナデのちタテハケ (5条 /

m)、 内面 ヨコナ デの ち ヨコ
ハケ (4条 /cm)

良好、石・長 黒、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7海
タト:にぶい責褐色10YR4/3

断面実測
外面および破面の一部に煤付
着

I-9 遺構埋土 酪
皿

国径90器高18
底径40
全体の1/2

口縁外面ヨコナデ、体郡～底
都外面ユビオサエのちナデ、
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (1幅 0 3cm)

長、01～ 3 焼

黄灰色25Y4/1

石ヽ
好
舛

好
良

良
成
内

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行袴

1277 I-9 SP12671 遺構埋土 瑞
椀

口径 150残 存高23
日縁 ～体音Бの1/8

外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ(幅 02～ 0 3cm)、

内面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 0 2cm)

長
　
σ
ν

Ｎ
Ｎ

石
好

色
色

良ヽ
灰
灰

良

成

‥
‥

精
焼
内
外

01～ 05 反転復元

内外面炭素吸着良好

内面重焼痕
和 泉 型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉 ～13C初頭

I-9 SP12671 遺構埋土
瓦器
椀

底径42高台高03
残存高38
底部の1/4

体部外面ユビオサエのちナ
デ、底部外面高台貼付のちナ
デ、体部内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 02～ 03
cm)、 底部内面ナデのち平行
ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好

和泉型 Ⅱ-3期 か 13C前棄

1279 I-9 SP12673 遺構埋土 瑞
椀

口径 154残 存高39
日縁 ～体部の1/8

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅 02～
03帥 )、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅01伽 )

ヽ

煎　Ａ帥
洋朗呻鞭

好
成
‥
‥

良
焼
内
外

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
外面磨耗により調整不明瞭
内面にハゼによる剥離痕、体
部外面に接合痕あり
和泉型皿-3期か 13C前葉

[-9 SP12673 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
口径255残存高36
口縁の1/24

日縁 内外面 回転ナデ、内面 回

転ナデのち ヨコ板 ナデ (幅不
明 )

良好、石 長、01～ 15
焼成やや不良
内 :灰 白色25Y8/1
外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁内外面炭素付着
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第 1段 階 12

C中葉～後半

I-9 SP12678 遺構埋土 瑞
椀

底径35
器高41

‐４
一局

径
台

形

口
一凸
完

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、底部内面平行ヘ

ラミガキ暗文のち体部ヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 3cm)

精 良、石、01～ 2 焼 成
良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1282 I-9 SP12685 遺構埋土 瑞
皿

口径86器 高23
底径40
全体の1/2

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエ、底部内面ヨコナデ
のちナデ

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 クト:灰白色25Y8/2

反転復元
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

1283 I-9 SP12685 遺構埋土 酪
椀

口径149残再高31
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ヨコナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

02～ 0 3cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :仄色 N4/0
外 :仄色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1284 I-9 SP12816 遺構埋土 諭
碗

底径56高台高08
残存高25
底部～体部下位ほtF全

体

ロクロナデ、高台削り出しの
ち外面蓮弁文、底部内面印花
文、内面～高台外側施和

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色25Y7/1

碗
初

部
宰

一

一
大

Ｉ
頭

1285 I-11 SP13152 遺構坦土
土師質土器

皿

一局器

　

５

伊
ａ

の

径
径
体

口
底
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

、　
　
６

　̈的̈
石ヽ
朗
巌
髄

好
成
‥
‥

良
焼
内
外
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掲
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点
位

地

層

土
土

出
出 器  種

法量 (cm)

残存率
法技

胎上、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

考備

1286 I-9 第1包含層
須恵器

蓋

国径138残存高24
口縁の1/8

内外面回転 ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色 N6/0

反転復元

1287 [-9 第 1包含層
土師質土器
高台付椀

底径62高台高0,7
残存高17
底郡～体部下位の1/3

外面ナデか、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデ

良 好、石 長 赤・チ、01ヽ
5 焼成やや不良
内 外 :1完 黄橙色 10YR8/4

反転復元
吉備系土師質土器枕の模倣か

1288 I-7 第1包含層
土 師質土器

皿

口径7.7器 高1,7

底径58
全体の2/3

内外面回転 ナデ、底郡外面 回
転糸切 りのち板 目痕、底部内
面回転 ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :灰黄褐色10YR6/2
外 :灰黄褐色10YR5/2

胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1289 I-7 第 1包含唇
土師質土器

皿

口径75器高15
底径50
全体の7/10

回
内

面
部

外
底

数
叩
　
ヽ

底

痕

デ

ヽ
ロ

ナ

デ
板
ち

ナ
ち

の

転

の
デ

回
リ

ナ

面
切
転

外
糸

回

内
転

面

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

I-8 第 1包含層
土師質土器

皿

口径HO底 径56
器高19
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りかのちナデ

良好、石 長 砂 か、01～
1 焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8/3

反転復元
内外面磨耗気味

I-7 第1包含層
土師質土器

杯

口径114底径57
器高34
全体の1/2

内外面 回転 ナデ、底部外面回
転糸切 りの ち板 目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 在地花
か、01～ 6 焼成良好
内 :仄 白色10YR8/2
外 :浅責橙色7.5YR8/3

内外面磨耗により調整不明瞭

1292 I-1 第1包含層
土師質土器

杯

目径 127器 高33
底径69
全体 の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

粗、石 長 赤 チ 砂、
01～ 5 焼成良好
内 外 :1完責橙色10YR8 4

口縁 に歪みあ り

1293 I-7 第 1包含層
土師質土器

杯

口径125器高3.3
底径52
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2
焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/8

一部反転復元

I-9 第 1包含層
瓦器
皿

回径85残 存高13
日縁 ～体吉Ьの1/6

回縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ヨヨナデの
ちナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器 Ⅳ期併行か

1295 I-5 第 l包含層 琳
椀

口径148残存高41
口縁～体部の1/4

口縁～体部上位外面ヨコナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cm)、 体部下位内面ヨ

コナデのちユビオサエ、内面
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :黄仄色25Y「91 ヽ末

好

１２

1296 [-9 第1包含層 瑞
椀

国径158残存高43
日縁～体言卜の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅015
cm)

精良、石、01～ 05 焼成
良好
内 外 :灰黄色2.5Y7/2

反転復元
内外面炭素吸着不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1297 I-9 第 1包含層
瓦器
椀

口径144残存高43
□縁～体部上位の1々

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 03帥 )、

底部内面ナデのち平行ヘラミ
ガキ暗文

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :責仄色25Y5/1 葉一削

好
３Ｃ

良

１

着
期

吸

３

素

一

一万
炭

Ⅲ

復

面
型

転
外
泉

反
内

和

1298 I-9 第 1包含層 畔
椀

口径146残存高43
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、回縁内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0.2伽 )、 体部内面ナデのち平
行 (斜格子状か)ヘラミガキ
暗文 (幅 0 1cnl)

精良、01～05 焼成良好
内 外 :灰黄色25Y6/2

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1299 I-9 第 1包含層
瓦器
椀

口径130残存高35
口縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅01
cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅳ-1期 か 13C中葉

1300 I-7 第1包含層 瑞
椀

口径140底径4.4
高台高02器高35
全体の1/4

口縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユビオサエ、底部外面
高台貼付、内面ナデのちヨコ
方向のヘラミガキ

長、01～ 1 焼

莞責色25Y7/4

石ヽ
良
片

好

不

良
成
内

反転復元
内外面炭素吸着不良
磨耗及び剥離により調整不明
瞭
和泉型 Ill-3～ Ⅳ-1期 13
C前葉～中葉

I-8 第 1往含層 瑞
椀

口径143底径34
高台高02器高38
全体の1/2

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ヨコハケ(9
条/m)の ち連結輪状 (?)
ヘラミガキ暗文

長 赤、0卜 2

暗灰色 N3/0
石ヽ餅
姑

良
成

精
焼
内

内外面炭素吸着良好
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅲ一
3期併行か 13C前葉

1302 I-8 第1包含層
瓦器
椀

底径27
器高3ユ

‐３
一局
の

径
台
体

日
高
全

口縁外面ヨヨナデ、体都外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 2cm)、 見込み部分螺旋

状ヘラミガキ暗文

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 ,外 :灰色 N5/0

反転復元
炭素吸着内面良好、外面やや
不良
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅳ―
1期併行か 13C中葉

1303 〔-7 第 1包含層 鍼
皿

底径39高台高02
残存高10
底部の1/3

ロクロナデのちヘラ描き花文
のち施釉

７

１麟申中鋤
焼
す
灰
黒

つヽ
　
と
な

良

‥
地

細

精

釉

素

微

類
前

１

‐２
一　
ヽ

り

Ⅶ
半

あ

皿
後

歌醜
‐‐Ｃ

元
か
如
蜘

睦
酬節
Ⅶ．

反
釉
大

か
半

1304 I-7 第 1包含層 醜
碗

口径158残存高38
全体の1/16

内外面ロクロナデのち口縁内
面ヨコ沈線 1条、体部外面斜
方向のヘラ片彫文のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
6 5/3S
素地 :灰白色5Y71

反転復元
釉は全体的に薄く緑色味をお
びる
内外面共和とびあり
大字府分類白磁碗V-2b類
1lC後半～12C前半

1305 I-7 第 1包含層 軸
碗

回径147残存高30
全体の1/10

ロクロナデのち体部外面ヘラ
片彫文 体部内面沈線 1条の
ち施釉

緻密 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y75/3S
素地 :灰 白色Ny0

反転復元
大学府分類白磁碗V-2b類
1lC後半～12C前半

1306 I-2 第1包含層 醜
碗

国径150残存高37
全体の1/12

ロクロナデ、施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7.5/3S
素地 :灰白色5Y8/1

類Ⅳ

反
内
大
後
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1307 I-4 第 1包含層 輔
碗

底径80高台高08
残存高23
底部～体部下位の1/4

ロクロナデ、高台削 り出 しの

ち施和、体部外面下端 より高

台内側 にかけて露胎

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄色8Y75/
3S
素地 :灰 白色5Y8/1
微細な黒斑あり

反転復元
釉は薄く、やや緑がかつてい
る
大字府分類白磁碗Ⅳ類か 11

C後半～12C前半

I-7 第 1包含層 諭
皿

口径98残存高14
口縁～体部の1/5

ロクロナデ ケズリのち施釉
精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰 白色5Y7/1

反転復元
釉透明度高く、粗い貫入がみ
られる
大学府分類龍泉窯系青磁皿 I

類か 12C中頃～後半
大学府分類同安窯系青磁皿 I

類か 12C中頃～後半

I-8 第 1包合層 説
皿

底径56残存高09
底部の1/2

底部内面櫛描 ジグザ ク文のち

施釉のち底部外面釉掻 き取 り

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7.5/3S
素地 :灰白色25Y7/1

反転復元
釉透明度高く、貫入あり
文様や釉 形状から同安と判
断
大字府分類同安窯系青磁皿
I-2類 12C中頃～後半

1310 I-7 第 1包含層 説
碗

口径163残存高30
口縁～体部の1/4

ロクロナデのち外面ケズ リ、
内面ヘ ラ片彫草花文のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰 白色5Y7/1

反転復元
大 学 府 分 類 龍 泉 窯 系 青 磁 碗
I-2類 12C中頃～後半

1311 [-9 第 1赳含層 誡
碗

口径150残存高21
口縁～体部上位の1/9

ロクロナデのち外面ヘラ片彫
蓮弁文のち施釉

良

‥
地

精
釉
素

焼成良好
らい責8Y65/5S
灰黄色10YR7/1

反転復元
銅なし、釉に粗い貫入がみら
/Lる

大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-5a類 13C初頭～前半

[-8 第 1包含層
青白磁
合子蓋

口径56残存高12
回縁の1/10

外面型押し、内面ナデ、のち
内外面施釉、外面一部露胎

精史 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色 N8/0

反転復元

1313 I-9 第1包合層
確
身

白

子

青
合

口径6.3残存高13
口縁の1/8

外面型押しか、内面ヨコナデ
か、のち施和、国縁端部～受
1)言る不由主蚤きI又 り露月台

精良 焼成良好
釉 :黄みの自10YG8 5/1S
素地 :灰 白色 N8/0

一部合成、反転復元

I-9 第 1包含層
須恵質土器

捏鉢
国径264残存高29
国縁の1/16

内外面回転ナデ
石
好
‥

史ヽ
外

好
成

良
焼
内

長、01～05

灰白色25Y7/1

反転復元
口縁外面わずかに炭素付着、
重焼痕
東播系須恵質土器握鉢
森田編年第Ⅱ期第2段 階 12
C末～13C初頭

I-1 第1包含層
須恵質土器

捏鉢
口径298残存高42
回縁～体部上位の1/12

外面 日縁内面回転ナデ、体
部内面回転ナデのちナデ

反転復元
口縁 に自然釉 炭素付着、重

焼痕 あ り

東播系須恵質土器握鉢
森 田編年第 Ⅱ期第 1～ 2段階
12C中葉 ～13C初頭

I-3 第1包含層
須恵質土器

捏鉢

国径280底 径 116
器高105
口縁都の1/12～ 底部の

1/6

内外面回転ナデのちナデ、底
部外面回転糸切り

良好、石 長、01～ 4 焼

成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
2-3区 のSPと 接合
回縁外面に炭素付着、重焼痕
がみられる
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期第2段階～第
Ⅱ期 第1段 階 1lC末～12C
後半

I-1 第 1包含層
土師質土器
鍔付鍋

口径258頸径230
残存高70
口縁～捧部の1/12

口縁～頸部内外面ヨコナデ、
体部外面ナデ、鍔部貼付のち
ヨコナデ、体部内面板ナデ

良好、石 長 結 赤 金
か、01～ 4 焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい赤褐色5YR5/3

反転復元
鍔部剥離、剥離面も含め外面
煤付着
紀伊型鍔付鍋 13C代か

I-9 第 1包含層
土師質土器

鍋

口径230頸 径216
残存高42
回縁 ～体部上位の1/16

内面～口縁端部ヨコナデ、国
縁外面ユビオサエのちヨコナ
デ、体部外面ユビオサエのち
ナデ

反転復元
被熟によリカーボン消失した
畿内山城地域産瓦質土器鍋か

I-9 第 1包含層
土師質土器

鍋
口径260残存高33
口縁の1/13

口縁 ヨコナデ、外面平行 タタ
キ (2条 /cnl)、 内面斜板 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい褐色7 5YR6/3
外 :灰褐色7 5YR5/2

反転復元
外面煤付着
兵庫津造跡Ⅱ図版91土師質土
器鍋に類例あり
13C後半～14C代か

1320 I-8 第1包含層
土師質土器

羽釜

口径181頚径209
残存高51
口縁～体部の1/10

口縁内面～鍔郡ヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちナデ
ヨコナデ、体部内面ヨコハケ
(8条 /cm)

良好、石 長 赤・金、01～
3 焼成良好
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
外面鍔部以下煤付着
長谷川編年播磨型羽釜Ⅳ期
15C後半～16C初頭

I-7 第 1包含層
土師質土器

羽釜

国径278鍔 径340
残存高7.4
回縁 ～体部上位の1/6

口縁～鍔郡外面ヨヨナデ、体
部外面ユビオサエのちヨヨナ
デ、内面ヨコハケ(6条 /t‐ m)

良好、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 :に ぶい橙色7 5YR7/4
外 :褐仄色 10YR4/1

反転復元
外面煤付着 (鍔端部には煤付
着なし)

1322 [-8 第 1包含層
瓦質土器
火鉢か

残存高32
口縁の一部

外面 ～口縁 内面 ヨヨナデ、体

部 内面斜板 ナ デ (幅 1 lm以
上 )

良好、石 長、01～ 1 焼

成 良好
内 外 :暗灰色 N3/0

断面実測
内外面炭素吸着良好

1323 I-8 第 l包含層 略
甕

口径250頸径215
残存高45
口縁～頸径の1/14

ロクロナデ

１
　

責

　ヽ
　
の『　］酪］

石ヽ
餅
燃
ＹＧ６叡

好
成
外
１０
地

良
焼
内
緑
素

反転復元
内外面自然釉付着
常滑焼
中野編年3～ 4型式 12C末 ～
13C初頭

I-8 第1包合層
器
か

陶
重

回径146残存高18
口縁の1/15 内外面回転ナデのち施釉

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外釉 :グ レイみのブラ
ウン6Y035/3S
素地 :仄色5Y5/1

反転復元
釉 には貫入がみ られる

産地 時期不明

1325 I-9 第 1包含層
須恵器

甕

口径178残存高32
日縁の1/6

内外面 ヨヨナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不長
内 :にぶい責橙色10YR7/2
外 :にぶい責橙色10YR7/3

反転復元
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1332 Ⅱ-1 SB1001 遺構埋土
須恵器

蓋
口径 120器 高41
ほぼ完形

口縁内外面回転ナデ、天丼都
外面回転ヘラケズリ、天丼部
内面回転ナデのちナデ

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 :青灰色5B6/1
外 :仄色 N6/0

I-1 SB1001 遺構埋土 鶴蔀

口径124受部径153
脚端径94脚部高3.6
器高75
杯部ほぼ完形
脚部1/2

国縁外面～内面回転ナデ、杯
部外面下半回転ヘラケズリ、
脚部内外面回転ナデ

良好、石 長 黒、01～ 8
焼成良好
内 外 :灰 白色N70

脚部反転復元
有蓋短脚

Ⅱ-1 SB1001 遺構埋土 須恵器
高杯

口径150
脚部残存高83
残存高132
全体の3/4

内外面回転ナデ、杯部外面下
半回転ヘラケズリ、脚部に透
かし孔2カ所、脚内面に絞り
痕

良好、石 長 赤 ,黒 、01～
3 焼成良好
内 :灰 白色5Y71
外 :灰 白色2.5Y71

脚部の一部合成 ,反転復元
無蓋長脚

1335 Ⅱ-1 SB1001 遺構埋土
須恵器

国径84頸径88
体部最大径144
残存高54
国縁～体都中位の1/12

内外面回転ナデ、体部下半回
転ヘラケズリ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :仄 白色5Y7/1
外 :灰 白色25Y7/1

反転復元

Ⅱ-1 SB1001 遺構埋土 須恵器
ハソウ

体部最大径98
残存高75
底部～体部は完存

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラケズリ、体部最大径付
近に穿孔 1カ 所

粗、石 長 黒、01～ 3

焼成良好
内 タト:灰 白色 N7/0

1337 Ⅱ一ユ SB1001 遺構埋土
土師器

甕

口径161頸径142
体部最大径168
残存高104
口縁～体部中位の11/12

口縁外面 タテハケ (8条 /cnl)

のちヨヨナデ、体部外面 タテ
ハ ケ (10条 /1 5cm)、 日 縁 内
面ナデ  ヨヨナデ、体部内面
ユ ビオサエのち斜ヘ ラケズ リ
(幅 1 0cm以 上)の ち タテハ

ケ (8条 /cm)

粗、石 長 結 赤、01～ 5
焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :明赤褐色5YR5/6

田川分類 D-1か D-3類

Ⅱ-1 創31001 遺構埋土 土師器
発

国径146頸径129
体部最大径158
残存高13.8
日縁～体部下位の11/12

口縁外面タテハケ(12条 /cnl)

のちナデ、体部外面タテハケ
(12条 /伽 )、 日縁内面ヨコハ

ケ (11条 /cm)、 体部内面ユビ
オサエのちヨコ板ナデ(幅 17
cm以上)

良好、石 長 赤 チ・石
灰、01～ 3 焼成良好
内 :赤褐色5YR4/6
外 :明赤褐色2 5YR5/6

田川分類 D-1か D-3類

Ⅱ一ユ SB1001 遺構埋土
土師器
奏

口径223頸径160
残存高105
口縁～体部中位の1/4

口縁外面ヨコナデ、体部外面
タテハケ (17条 /cm)、 口縁内
面ヨコ板ナデ (幅 不明)、 体
部内面斜ヘラケズリ (幅 10
cm以上)の ち部分ナデ

精 良、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 :橙色2 5YR6/6
外 :橙色5YR76

反転復元

体都外面わずかに煤付着
田川分類 C類
観音寺遺跡の 自然流路 出土遣
物 に類例あ り

Ⅱ―ユ SB1001 遺構埋土 土師器
鍋

残存高42
口縁～頚部の一部

口縁外面ハケのちヨヨナデ、
体部外面ハケ(9条 /1 6cm)、

日縁内面ハケ (5条 /cm)、 体
部タト面ハケ (6条 /1 3cm)

良好、石 長 赤 角、01～
1 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR6/3
外 :褐灰色10YR4/1

LT面 実測
外面煤付着

Ⅱ-1 SB1001 遺構埋土
土師器

甑

口径251頸径232
残存高257
全体の1/6

口縁端部ヨコナデ、外面タテ
ハケ (7条 /cm)、 国縁～顕部
内面ヨコ板ナデ (幅 不明)、

体部内面ユビオサエのちタテ
板ナデ (幅不明)

良好、石 長・結 赤、01～
1 焼成良好
内 外 :に ぶい橙色5YR6/4

一部合成 反転復元

Ⅱ-1 SB1001 遺構埋土
土師器

甑
把手部分 ナデ ユビオサエ

粗、石・長 赤 テ 石灰、
01～ 2 焼成良好
にぶい黄橙色10YR7れ

田川分類甑B類

1344 Ⅱ-3 SA1003
EPl 遺構埋土 土師質土器

杯

口径88器高27
底径5,4
全体の1/12

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明のち板ナデ
ナデか、底部内面回転ナデの
ちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
16C末～17C代

Ⅱ-3
‐００

Ｐ３

Ａ

Ｅ 遺構埋土 土師質土器
杯

口径 102器 高36
底径62
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明のちナデか、
底部内面回転すデのちナデ

と

し

に
　

て

碗

着
器
　

し

漆
付

土
　

と

製

に

ヽ
い
皿

木

め

る
な
明

たヽ

れ
は
灯

鵡韓第嫌付着、　蠍

元
赤
れ
と
た
煤
　

一

麟棘魏勘勤蜘齢蟻
Ⅱ-4 Ａ‐００

ＥＰ６ 遺構埋土
土師質土器

椀

口径118底径52
高台高09器高39
全体の1/2

回縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユ ビオサエ、高台貼 り付
け、内面ナデ

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色 10YR3/3

一部反転復元
内外面わずかに煤付着
吉備系土師質土器椀
山本編年Ⅲ-2期 前後 13C
中棄～後葉

1347 Ⅱ-4 ‐００

Ｐ４

Ａ

Ｅ 遺構埋土
土師質土器

皿

径底

　

８

ハ６
Ｑ
ィ
Ｖ

凱

工

の

径
高

体

口
器
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :に ぶい黄栓色10YR
7/4

反転復元
内外面磨耗により調■t不 明瞭

Ⅱ-4 SA1009
EP4 遺構埋土

器
ナ

仕
］
椀

黒
く 国径156残存高47

国縁～体部の1/6

外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ(幅03～ 0 5cm)、

内面ヨヨナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅02～ 0 5cnl)

精良、石 結 赤、01～05
焼成良好
内 外 :黒色25Y2/1

反転復元
内外面炭素吸着良好

1349 Ⅱ-4 SA1009
EP4 遺構埋土 土師質土器

鍋

口径282頸 径242
残存高59
口縁の 1/12

口縁外面ヨコナデ、顕郡～体
部外面ユビオサエのちナデ、
内面ヨコ板ナデ (幅 12帥以
上)

焼６
　
７

卜
　
５ＹＲ

Ｏ

　

■

長、　
髄

石
好
外

良ヽ
粗
成
内

反転復元
12C代 とみられるが古代末か

Ⅱ-4 Ａ‐００

ＥＰ９ 遺構埋土
土師質土器

皿

国径114器高16
底径86
全体の12

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 ,長 赤、0,1～ 3
焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7た
外 :にぶい責橙色10YR7/3

反転復元

Ⅱ-4 ‐００

Ｐ９

Ａ

Ｅ 遺構埋土
土師質土器

杯
口径112残存高26
口縁の1/8

内外面回転ナデ

ヽ

朝　ＭＷ
Ｆ餅的確

好
成
‥
‥

良
焼
内
外

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

13レ Ⅱ-4 Ａ・００

ＥＰ９ 遺構埋土
須恵器

杯
底径95残存高18
底部の1/7

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長、0.1～ 1 焼
成良好
内 外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
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掲載
番号

調査区
構
号

遺
番

点
位

地

層

土
土

出
出 器  種

法量 (cm)

残存率
法技

胎土、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

考備

Ⅱ-4 SA1009
EP17 遺構埋土

土師質土器
皿

一局器

　
３

Ｑ
冥
υ
ソ

＆

盈

の

径
径
体

口
底
全

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエ ナデ

良好、石 長 赤 チか、
01～ 2 焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣か 13C代

1355 Ⅱ-4 SA1009
EP17 遺構埋土 酷

椀
底径46高台高05
残存高19
底部の4/5

体部タト面ユビオサエ、底部外
面高台射付のちナデ、内面ナ
デのち平行ヘラミガキ暗文
(幅 0 2cm)

精良、石 長 黒、01～ 05
焼成良好
内 :灰 白色25Y8/1
外 :暗灰黄色25Y5/2

一部反転復元
災素吸着外面やや不良、内面
不良
和泉型I-3期か 13C前葉

Ⅱ-4
００

２３

Ａ‐

ＥＰ 遺構埋土
土師質土器

皿

口径8,6器高16
底径68
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板目痕、底部
内面ナデ

良好、石 長 赤、01～05
焼成良好
内 外 :に ぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1357 Ⅱ-4 SA1009
EP23 遺樗埋土

土師質土器
皿

□径90器高16
底径76
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰責褐色10YR4/2
クト:橙色7 5YR76

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1358 Ⅱ-4 SA1009
EP23 遺構埋土

土師質土器
皿

口径88底 径72
器高12
全体 の1た

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

E-4 SA1009
EP23 置構埋土

土師質上器
皿

国径85器高12
底径63
全体の1/7

内外面回転ナデ、底部タト面回
転ヘラ切りか

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :黄橙色10YR78

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SA1009
EP23 遺構埋土

土師質土器
皿

口径89器高10
底径6.4
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り (も しくは粘土紐
巻き上げの痕跡か)

良好、石 赤、01～ 2 焼
成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元

136ユ Ⅱ-4
００

２３

ＳＡ‐

ＥＰ 遺構埋土
土師質土器

皿

回径90器高13
底径75
全体の1/3

内外面ヨヨナデ、底部外面ナ
デか 切り離し技法不明

石
好

‥

良ヽ
外

好
成

良
焼
内

長、01～ 05

栓色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣か 13C代

1362 E-4 SA1009
EP23 遺樗埋土

土師質土器
皿

一局器

　

１２

５
３
７

徳
径
仲

口
底
全

内外面ヨコナデ、底都外面ナ
デか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい責橙色10YR
7/3

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣か 13C代

1363 Ⅱ-4
００

２３

Ａ‐

ＥＰ 遺構埋土
土師質土器

杯
口径123残存高22
口縁の1/7

内外面 回転ナデ
石
好
外

良ヽ

，

粗
成
内

長、01～ 4 焼

橙色7 5YR76
反転復元

1364 Ⅱ-4
００

２３

Ａ‐

ＥＰ 遺構埋土
土師質土器

杯
口径140残存高26
口縁の1/21

内外面 ヨヨナデ
良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元
小片のため復元径は不正確
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣か 13C代

Ⅱ-4 SA1009
EP23 遺構埋土

器
，

仕
蜘
椀

里
守
ヽ

口径151残存高25
口縁の1/18

口縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 2cnl)、

体部外面ナデ、内面ヨヨナテ
のちタテ方向のヘラミガキ

(晰目0 3cm)

良好、石 赤 絹、01～ 1

焼成良好
内 :黒色10Y2/1
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

反転復元

Ⅱ-4 SA1009
EP23 遺構坦土

器
，

仕
疎
椀

里
【′く

底径74高台高08
残存高2.5
底部の1/2

外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 0 2cm)、 底部
外面高台貼付のちナデ、内面
平行ヘラミガキ (幅0 2cm)

精 良、石 長 赤、01～ ]

焼成良好
内 外 :黒色5Y2/1

反転復元
内外面炭素吸着良好

Ⅱ-4 SA1009
EP27 遺構埋土

土師質土器
皿

口径78器 高10
底径67
全体の1/8

内外面ヨコナデ、底部外面切
り離し技法不明

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :責橙色7 5YR8/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣か 13C代

E-4
ＳＡ‐

ＥＰ 遺構埋土
土師器

杯

口径110残存高33
国縁～体部の1/8

口縁外面ナデ ヨヨナデ、外
面ナデ、口縁内面ナデ、内面
ナデのち放射状暗文 (幅01
cnl)

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 :責仄色25Y4/1
外 :にぶい橙色7 5YR7た

反転復元
内面炭素付着
土師器杯 Cか 7C代

1370 Ⅱ-4
００

２８
畑
ＥＰ

遺構埋土
黒色土器
(A類 )

椀

口径143残存高32
回縁の1/20

デ

キ

ナ

ガ

コ

ミヽ帥”コナデ、勤３ｃｍナ
腫嚇ｍ

良好、石 長 結 赤、01ヽ
4 焼成良好
内 :褐灰色10YR4/1
外 :責橙色7 5YR7/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SA1009
EP28 遺構埋土 略

聡
土

可

口径24.2頸径297
残存高26
口縁の1/22

外面 ヨヨナデ 鍔部貼 り付
け、内面ヨコ板ナデ(幅不明)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :灰責褐色10YR6/2
外 :灰褐色7 5YR6/2

反転復元
摂津 C型羽釜 1lC代前後

Ⅱ-4 SA1010
EP7 遺構埋土 琳

椀
口径148残存高39
国縁～体部の1/4

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ

(中目0 2cnl)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :責灰色25Y4/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1373 Ⅱ-4 SA1010
EPll 遺構埋土

土師質土器
鍋

口径352頭径316
残存高143
ほぼ全体の1/9

国縁端部 3条 (ヨ コハケか)、

回縁～頸部外面ユビオサエの
ちヨコナデ、体部上位外面タ
テハケ (3～ 4条/cm)の ち
ユビオサエのちヨコナデ ナ
デ、体部下位外面ユビオサエ
のち斜ハケ (3～ 4条 /cm)、

国縁～頸都内面ヨヨナデ、体
部上位内面ヨコ板ナデ (幅不
明)、 体部下位内面ヨコハケ
(3条 /cm)

良好、石 長 赤 角、01～
2 焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
lII戸 内沿岸～大阪湾岸か らの

搬入
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掲載
番号

調査区
橿
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率
技 法

胎上、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

13翻 I-4 SA1011
EPl 遺構埋土 琳

枕
口径 144底 径52
高台高06器 高54
完形

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨヨ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅 01～
0 2cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1375 I-4 SA101]
EP9 遺格埋土 瓦器

枕
口径143残存高43
口縁～体部の1/7

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、国縁～体部上位
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅01～ 03帥 )、 体
部下位内面ナデのち平行ヘラ
ミガキ暗文 (幅0.1伽 )

精 良、石、01～ 1 焼 成
良好
内 :灰 白色25Y7/1
外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 13C前棄

1376 Ⅱ-4 SA10H
EP10 遺構埋土 効

碗
口径128残存高32
口縁～体部の1カ4

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色7 5YR8/1

反転復元
器表面微細な気泡が浮き出し
ザラつ く、一部灰黄色に変
色、二次的な被熱によるもの
か
森田分類白磁碗 C群か E群
15C～ 16C代

1377 Ⅱ-4 SA1011
EP15 澄構埋土 嚇

皿

国径90器高16
底径63
全体の1/3

口縁～体部外面ヨヨナデ、底
部外面ユビオサエ、口縁～体
部内面ヨコナデのちヨコ方向
のヘラミガキ (幅 0 2cm)、 底
部内面ナデ

良好、石、01～ 1 焼 成
良好
内 :灰色 N4/0
外 :責灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行

1378 Ⅱ-4 SA1011
EP15 遺構埋土 畔

椀

口径138底径41
高台高05器高48
全体の1/6

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
01～ 0 2cm)、 底部内面ナデ
のち平行ヘラミガキ暗文

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
硬質な須恵質焼成
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1379 Ⅱ-4 SA1011
EP15 遺構埋土 酪

椀
口径148底径36
高台高0,4器高51
全体の1/3

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユどオサエ、底郡外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)

良好、石・長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型皿-3期 13C前葉

1382 [-5 SA1014
EP3 遣構埋土 琳

椀
口径149残存高3.3
日縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅015
cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
口縁の一部酸化炎焼成
胎上に細粒多く、ややザラつ
く
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前菜

1383 Ⅱ-5 血
Ｐ３

Ａ
Ｅ 遺構埋上 須恵質土器

交

口径220頸 径 187
残存高64
回縁 の1/6

外面平行 タタキのち回転ナ
デ、内面回転ナデ

良好、石 長 黒 白色粒、
01～ 2 焼成やや不良
内 タト:灰 白色25Y7/1

反転復元

1384 Ⅱ-4
０‐

２４

ＳＡ‐

ＥＰ 遺構埋土
土師質土器

皿

口径7.8器 高09
底径68
全体 の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

粗、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

1385 I-4
０‐

２４

ＳＡ‐

ＥＰ 遺構埋土 土師質
管状土錘

全長67径 42
孔径21
目圭ξ塾88 0g
ほぼ完存

ナ デ

良好、石 長 赤、01～ 6
焼成良好
浅黄橙色7 5YR3/6

Ⅱ-5 ‐０‐

蟄

Ａ

Ｅ 遺構埋土 餓
皿

口径108器高30
底径50
全休の1/6

ロクロナデのち底部外面回転
ヘラケズリ、内面～体都外面
まで施釉、底部外面露胎 朗Ｍ

Ｙ

Ｙ

好
緑
名
り

良
黄
色
あ

成
い
白
斑

焼
す
灰
早

つヽ
　
と
な

良

‥
地

細

精

釉

素

微

反転復元
釉に細かい貫入あり
大学府分類白磁皿V-2類
1lC後半～12C前半

1387 Ⅱ-5 硼ＥＰ４
遺構埋土 餓

碗
口径154残存高33
口縁～体部の1カ0

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色5Y8/1
微細な黒斑あり

ヽ
　
み

で
府

で
　

は
味
宰

の
　

入
気
大

反

ロ
ー
釉

ら
粗

分

Ｈ

]-5 SA1018
EPl 遺構坦土 畔

椀
口径146残存高43
口縁～体部の1/3

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
伽)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

反転復元
体部外面に接合痕あり
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗によ調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1389 Ⅱ-5 SA1018
EP8 遺構埋土

土師質土器
皿

口径80器高13
底径58
全体の1/6

内外面回転 ナデ、底部外面回
転糸切 り、底部内面 回転 ナデ
のちナデ

ヽ ８

　

５ＹＲ
赤、０　擬

長
　
＄

石ヽ
餅
片

好
成
　
４

良
焼
内
ｙ

反転復元

Ⅱ-5 SA1018
EP8 遺構埋土 瑞

椀
回径148残存高23
口縁～体言卜の1/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 タト:灰 白色25Y8/1

反転復元
内外面炭素吸着なし
酸化炎焼成気味、被熱による
カーボン消失か
胎土から模倣品か
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

139ユ Ⅱ-5
‐０４

Ｐ５

Ａ

Ｅ 遺特埋土
土師質土器

杯
口径149残存高38
口縁～体部の1/5

内外面回転ナデ
粗、石 長 赤、01～ 3
焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元

エー5 血
Ｐ６

Ａ

Ｅ 遺構埋土 瓦器
椀

口径138残存高44
口縁～体部の1/4

回縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅01～
0 2cm)、 底部内面平行ヘラミ
ガキ暗文

精 良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :黄仄色25Y4/1
外 :褐灰色 10YR4/1

瞭

蜘豫鏃
り

や

１

よ
着
期

に
吸

３

耗
素

一

元
磨
炭

Ⅲ

復

面
面
型

転
外
外

泉

反
内
内
和

1394 Ⅱ-4 血
Ｐｌ

Ａ

Ｅ 遺構埋土 瑞
皿

国径79器高14
底径60
全体の1れ

国縁～体部外面ヨヨナデ、底
部外面ユビオサエ、日縁～体
部内面ヨヨナデのちヨコ方向
のヘ ラ ミガキ (幅 02～ 03
cm)、 底部内面ナデ 平行ヘ
ラミガキ暗文 (幅 0 2cm)

良 好、石、01～ 1 焼 成
良好
内 :灰色 N4/0
外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か
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掲載
番号

調査区
構
号

遺
番

出土地点
出土眉位

器  穫
法量(cm)

残存率
技 法

胎上、合有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

1396 Ⅱ-4 卍
Ｐ３

Ａ

Ｅ 重構埋土 醜
碗

回径 153残 存高43
日縁 ～体言卜の 1/15

ロクロナデのち内面櫛描施文
のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y65んS
素地 :仄 白色10YR8/1

反転復元
内外面わずかに釉とび、
あり
大宰府分類白磁碗V-4
12C中 葉～後半

貫入

b類

1397 Ⅱ-4 融
Ｐ４

Ａ

Ｅ 遺構埋土 須恵器
杯

口径 148残 存高35
口縁 ～体部の1/H 内外面 回転 ナデ

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰 白色10YR71

反転復元
園縁 内面やや磨耗気味

Ⅱ-5
‐０５

Ｐ５

Ａ

Ｅ 遺構坦土
土師質土器

羽釜

口径207鍔径230
残存高103
国縁～体部下位の1/6

翻
ヶ
朔
灘
ノ、ヶ酵
／Ｃｍ＞

体
の
の
位

コ
内
条

ヽ
エ
キ
下
ヨ
部
５

デ
サ
タ
く
面
体

ヽ
デ

↓
増
修
的
醐

／ｃｍ，、翔

鵬

部
，
，
幅

条ヽ

ハ
的

鍔
位
位
く

キ

５

コ
分

ヽ
上
中

デ
タ

一
ヨ
部

縁
ぐ
ぐ

ナ
タ

４
　

ち

口
面

デ
板

子
ぐ

テ
の

粗、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :浅責橙色10YR8/3
外 :にぶい褐色7 5YR5/3

反転復元 一部合成
鍔部以下煤付着
13C後半～14C前半か

Ⅱ-7 SA1021
EP4 遺構埋土

土師質土器
皿

口径76器高08
底径63
全体の1/6

内外面ヨヨナデ、底部外面ナ
デか、底部内面ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :灰 白色10YR8/2

反転復元
内外面磨耗 剥離 により調整

不明瞭

床 都 系 土 師器 皿 Bタ イ プ に

近似す る
1lC前後か

I-7 SA1021
EP4 遺構埋土

土師質土器
杯

口径9.6器高26
底径63
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか

良好、石 長 在地花か、
01～ 1 焼成やや不 良

内 外 :にぶい橙色5YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-7 SA1024
EPl 遺構埋土

土師質土器
皿

口径95残存高18
口縁～体部の1/6

内外面回転ナデ
精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :にぶい橙色5YR7/4

反転復元
外面磨耗により調整不明瞭

1402 Ⅱ-7 SA1024
EPl 遺構埋土

土師質土器
杯か皿

底径71残存高17
底都～体部下位の1/9

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デか

石
好
‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、01～ 05

にぶい橙色5YR7�
反転復元

1403 Ⅱ-7 ‐０２

Ｐｌ

Ａ

Ｅ 遺構埋上 誡
皿

口径108残存高08
口縁の1/12

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
粗い貫入あり
15C～ 16C代か

1404 Ⅱ-7 理
Ｐｌ

Ａ

Ｅ 遣構埋土
土師質土器

杯

口径109残存高16
口縁の1/16

内外面 ヨコナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-7
‐０２

Ｐｌ

Ａ

Ｅ 遺構埋土
土師質土器

杯

口径105器高19
底径81
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切 りのちナデ 板 目
痕、底部内面回転ナデのちナ
デ

良 好、石 長 赤 泥、01～
3 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

Ⅱ-7 SA1023
EPl 遺構埋土

黒色土器

(B類 )

椀

口径128残存高30
口縁～体言Бの1/20

内外面ヨコ方向のヘラミガキ
(肘目0 2cm)

良 好、石、01～ 1 焼 成

良好
内 外 :黒 色 N2/0

反転復元
炭素吸着良好で胎土内部まで
黒色化
大和型瓦器枕 I期か 1lC代

Ⅱ-7 SA1023
EP13 遺構埋土

土師質土器
杯か皿

口径98残存高19
口縁～体部の1/6

内外面 回転ナデ
精良、石 長  赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

1408 Ⅱ-7 SA1023
EP17 遺構埋土

土師質土器
杯か皿

口径9,8器高22
底径54
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :淡橙色5YR8/3

Ⅱ-7 SA1023
EP17 遺構埋土

土師質土器
杯か皿

口径99器高19
底径53
全体の1/10

内外面回転 ナデ、底部外面 回

転ヘ ラ切 りか

精 良、石 長、01～ 1 焼

成堅級
内 外 :1完 責橙色 10YR8/4

反転復元

Ⅱ-7 SA1023
EP17 遣構埋土

土師質土器
杯か皿

口径110残存高22
口縁～体部の1/8

内外面回転ナデ
精良、石 長 赤、01～ 1

焼成堅徹
内 外 :浅黄橙色10YR8/3

反転復元
胎土に細泣多く、表面ザラつ
く

Ⅱ-7 SA1023
EP17 遺構埋土 醜

皿
回径109残存高20
回縁～体部の1/6

ロクロナデ、外面回転ヘラケ
ズリ 高台削り出しのち内面
～体部下位外面施釉

精良 焼成良好
ポ由:白 6y095/0
素地 :灰 白色25Y8/1
微細な黒斑あり

反転復元
釉、細かい貫入あり、内外面
釉とびあり
森田分類白磁皿 D群 15C前
半

Ⅱ-7 SA1023
EP21 遺構埋土

土師質土器
杯か皿

口径 107残 存高 19
国縁 ～体部の1/8

内外面回転 ナデ
精良、石  長 赤、01～ 1

焼成堅緻
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/3

反転復元
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

Ⅱ-7 SA1023
EP21 澄t4埋土 誡

碗
残存高32
底部～体郡下位の一部

外面ロクロナデのち高台削り
出しのち施釉、内面蕨手文型
押し

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
6 5/3S
素地 :灰色5Y71

断面実測
釉に粗い貫入あ り

明代 14C代

Ⅱ-7 SA1023
EP22 遺構埋土

土師質土器
皿

回径118器高17
底径80
全体の1/9

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ

良好、石 長 絹、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/4

反転復元

Ⅱ-8 SA1025
EP8 追構埋土

土師質土器
羽釜

口径244鍔 径278
残存高42
口縁の1/14

口縁内外面～鍔部ヨヨナデ、
体部外面ヨコナデのち平行タ
タキ (3条 /cnl)、 体部内面ヨ
コ板ナデ

精良、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 :栓色2 5YR7/8
外 :灰褐色7 5YR5/2

反転復元
鍔部以下煤付着
播磨型羽釜
長谷川編年Ⅵ～Ⅶ期 15C後
半～16C中 葉

Ⅱ-7
０２

‐２

Ａ‐

ＥＰ 這構埋土
土師質上器

Ill

口径98残存高10
口縁の1/9

内外面回転ナデ
良好、石 赤、01～ 1 焼

成良好
内 外 :橙色5YR76

反転復元

[-7
０２

‐２

Ａ‐

ＥＰ 追構埋土
土師質土器

杯
底径78残存高12
底部～体部下位の1ん

内外面回転 ナデ、底都外面回

転ヘ ラ切 りのち板 目痕、底部
内面 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 クト:に ぶい橙色5YR7泡

反転復元

[-7 SA1053
EP6 遺構埋土 瑞

椀

口径 149底 径48
高台高05器 高55
全体 の1/7

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅 02～ 0 3cm)、

底部外面高台貼付のちナデ、
体部内面ナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 0 2cm)、 底部
内面ナデのち平行ヘラミガキ
暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

一部反転復元
炭素吸着内面良好、外面やや
不良、重焼痕
和泉型Ⅲ-1期 12C後葉
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掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率
技 法

胎土 、含 三里法
成ヽ

調

物有
焼
色

備 考

Ⅱ-7 ‐０５

Ｐ３

Ａ

Ｅ 遺構埋土 知
碗

口径139残存高46
口縁～体部下位の1/12

内タト面ロクロナデのちアラベ
スク文絵付

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色 N7/0

反転復元
小野分類染付碗 D辞Ⅳ類 15
C後葉～16C前半

I-9
‐０２

Ｐ５

Ａ

Ｅ 遺構埋上
土師質土器

皿

口径116器高22
底径86
全体の1/10

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :にぶい黄橙色 10YR6/3
外 :灰赤色2 5YR6/2

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1422 Ⅱ-9 ‐０２

Ｐ５

Ａ

Ｅ 遺梼埋土
灰釉陶器

碗

国径120残存再37
口縁～体部の1/16 内外面回転ナデのち施釉

精良、石 長、01～ 15
焼成良好
内 :灰黄掲色10YR6/2
タト:灰 白色25Y7/1

反転復元
釉厚は内面が厚 く外面は薄
く、色調にも反映されている
体部下位内面に赤色顔料付着
053～ H72窯 式期か 10C～ H
C初頭

I-11

SA1036
EPl 遺構埋土

土師質土器
皿

日径92残存高13
回縁の1/12

外面ヨコナデか、内面ヨコナ
デか ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

1427 Ⅱ―ユl
SA1036
EPl 遺構埋土 瑞

椀
口径129残存高15
国縁の1/15

外面ヨコナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
伽)

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不 良
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
小片のため復元径は小さい可
能′陛あり
和泉型皿-3～ Ⅳ-2期 13C
前葉～後葉

Ⅱ-1] SA1036
EPl 遺構埋土

土師質
管状土錘

全長34径09
孔径03
重量21g
全体の1/2

ユビオサエ ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成農好
内 外 :橙色2 5YR7/6

Ⅱ-1ユ
SA1036
EPl 遺構埋土

土師質
管状土錘

径

　

ｇ
ρ

歩
∈

上
の

長
径
量
体

全
孔
重
全

ユビオサエ ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :橙色2 5YR7/6

1432 Ⅱ―H
‐０３

Ｐ４

Ａ

Ｅ 遺構埋土
土師質土器
杯か皿

１０
３

の

径
径
体

口
底

全

器高20
内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

石
好
‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、01～05

にぶい橙色5YR7/4
反転復元

Ⅱ―H
‐０３

Ｐ６

Ａ

Ｅ 遺構埋土
土師質土器

皿

口径95底 径63
器高17
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切 り離し技法不明、
底部内面回転ナデのちナデ

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :淡橙色5YR8/4

反転復元

1434 I-11

SA1037
EP6 遺構埋土

磁
か

青
鉢

残存高41
体部の一部

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブグ
リーン10YG5 5/3S
素地 :灰白色N8/0

断面実測
外面 に牡丹か、花文か

大型品で碗ではな く、鉢カ

釉が分厚 い

15C代

Ⅱ―H ‐０３

Ｐｌ

Ａ

Ｅ 這構埋土
土師質土器

皿

口径86底 径72
器高 12
全体 の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 1 焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

1436 Ⅱ-11
‐０３

Ｐ７

Ａ

Ｅ 遺構埋土 略
碗

口径96底 径43
高台高 10器 高72
全体の4/5

ロクロナデ、体部下位外面回
転ヘラケズリ、高台削り出し
のち内面～体部下位外面施
釉、体部下端外面以下露胎

精良、石 長、01～05
焼成良好
鉄釉 :グ レイみのブラウン
6Y045/3S
素地 :灰 白色25Y71

一部反転復元
袖に貫入あ り
近世 i頼戸美濃系か、天 目茶碗

1437 Ⅱ-5 SG1005
EP5 遺構埋土 須恵質土器

捏鉢
底径120残存高57
底部～体部下位の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板ナデか、底部
内面回転ナデのちナデ

良好、石 長 黒 泥か、
01～ 2 焼成良好
内 外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
内面ほとんど磨耗せず
東播系須恵質土器捏鉢

Ⅱ―ユ SK1008 遺構埋土 瑞
枕

口径160残存高28
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
伽)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
回縁歪みのため復元径が大き

和泉型皿-3期か 13C前葉

Ⅱ-1 SK1010 遺構埋土 琳
椀

回径144残存高29
口縁～体音Бの1/16

口縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユ ビオサエ、内面部分
的にヘ ラ ミガキ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :掲灰色10YR4/1
外 :黒褐色10YR3/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
被熱によるものか
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
和泉型 皿-3期 前後か 13C
前葉

Ⅱ-1 SK1010 遺構埋土 鋭
碗

残存高22
口縁の一部

ロクロナデのち内面櫛描 き
文、外面連続する細いタテヘ
ラ描き沈線のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y75/3S
素地 :灰白色25Y8/1

断面実測
大宰府分類白磁碗V-4c類
12C中葉～13C前半

Ⅱ-1 SK1011 遺構埋土
土師質土器

杯か
口径130残存高23
日縁～体部の1/13

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコナデか、
内面ヨコナデ

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色 7 5YR6/6

反転復元
酸化炎焼成気味
瓦器椀か

1442 ]-1 SK1011 遺構埋土
瓦梨

球状加工品

長 さ26幅 26
厚 さ24
重量 149寛

瓦片を球状に研削整形
韓
撫

珈

ヽ
や
色

好
成
白

良
娩

灰

01～ 05
部分的に布目E痕が観察でき
る

[-1 SK1015 遺構埋土
土師質土器

杯
底径98残存高14
底部～体部下位の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り 反転復元

Ⅱ―ユ SK1015 遺特埋土 瑞
皿

国径84底 径66
器高16
完形

デ
面

ナ
内

コ

　
ヽ

ヨ

エ

面

サ

外

オ

縁
ビ

デ

ロ

ユ
ナ

体部外面
コナデ 石ヽ

朗
圧

好
成

良
焼
内

長 赤、01～ 1

責灰色25Y5/1

内外面炭素吸着やや不良
外面重焼痕
酸化炎焼成気味
和泉型瓦器Ⅳ期併行か

Ⅱ-1 SK1015 遺構埋土 瑞
椀

口径144残存高38
口縁～体部の1/6

回縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文か (幅015
cm)

良好、石 長、01～ 3 妓
成良好
内 :暗灰色 N3/0
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅱ-3期 13C前葉

―- 277 下=



載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率
法技

胎土、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

考備

Ⅱ-1 SK1015 遺構埋土 瑞
椀

口径150残存高33
口縁～体言るの1/5

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

長、01～ 1 焼

黄灰色25Y5/1

ヽ
石

好
店

良
良

・

精
成
内

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 13C前乗

1447 ]-1 SK1021 遺構埋土
土師質土器

鍋
残存高41
口縁の一部

国縁内外面～頸部外面ヨコナ
デのちヨコ板ナデ(幅不明)、

体部外面 ヨコ板ナデ (幅 不
明)、 体部内面ナデか

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい赤掲色5YR52
外 :灰掲色7 5YR4/2

断面実測
外面煤付着
内面炭素付着

1448 Ⅱ-1 SK1021 遺構埋土
土師質土器

捏鉢
口径287残存高30
日縁の1/16

回縁外面～内面ヨヨナデ、体
部外面ユビオサエのちヨコナ
デ

長 赤、0卜 1

にぶい黄橙色10YR
石ヽ
朗
舛

好
成
　
３

良
焼
内
７

反転復元
東播系の焼成不良品か
森田編年第Ⅲ期第1～ 2段階
13C前半～14C前半か

1449 Ⅱ-1 SK1024 遺構埋土 琳
椀

底径61高台高05
残存高28
底部～体部下位の1/2

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅02伽 )

精良、石 長、01～05
焼成やや不良
内 外 :浅責色25Y7/3

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内面重焼痕
和泉型 Ⅲ-3期 前後か 13C
前葉

I-1 SK1026 遺構埋土
土師質土器

皿

国径78底径45
器高14
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい橙色5YR7/4

反転復元

Ⅱ-1 SK1026 遺構埋土
土師質土器

杯
底径60残存高20
底部～体部下位の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、内面回
転ナデ

α
　
ｙ

卜
　
ＹＲ革薇鱒

石ヽ
管
舛

好
成

良
焼
内

一部反転復元

Ⅱ-1 SK1026 遺構埋土 瑞
椀

口径130残存高32
口縁～体部の1/10

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成不良
内 外 :灰 白色25Y71

反転復元
内外面炭素吸着不良
和泉型Ⅳ-2期か 13C後葉

Ⅱ―ユ SK1026 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

底径 101残 存高35
底部 ～体部下位の2/9

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
内面使用により磨耗
東播系須恵質上器捏鉢

Ⅱ-1 SK1028 遺構埋土 須恵質土器
担鉢

口径258残存高40
日縁～体部の1/12

外面回転ナデのちナデ、内面

回転 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :灰 白色5Y71 階

反
東
森
Ｃ

1455 Ⅱ-1 SK1028 遺構埋土
土師質土器

羽釜
鍔径396残 存高27
鍔部の1/12

鍔部貼付のちユビオサエ ヨ
コナデ、体部外面ヨコ板ナデ
(幅不明)か、内面ヨコ板ナ

デ (幅不明)

良好、石、0,1～ 5 焼 成
良好
内 :灰責褐色10YR6/2
外 :灰褐色7 5YR6/2

反転復元
鍔都下面以下外面煤付着
奥井分類河内型羽釜 Iか Ⅱ型
13C代か

Ⅱ-1 SK1029 遺構埋土 瑞
枕

口径151残存高27
口縁～体部の1/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
ρm｀

良好、石 赤、01～ 1 焼
成やや不良
内 :黒褐色10YR3/1
外 :責灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1457 Ⅱ-1 SK1029 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長56径 12
子L径04
重量64g
ほぼ完存

ユビオサエ ナデ
精良、石 長、01～ 05
焼成良好
灰黄掲色10YR6/2

Ⅱ-1 SK1034 遺構埋土
土師器

奏

口径182頸径160
体部最大径210
残存高148
口縁～体部の1/3

口縁内外面ヨコナデ、頸部外
面タテハケ (5条 /0 8cm)の
ちヨヨナデ、体郡外面タテハ
ケ (4条 /cm)、 体部内面 (上

位)ヨ コハケ (6条/cm)(中
位)タ テヘラケズリ (幅 10
cm以上)

粗、石 長 結 赤 軒月、
01～ 5 焼成良好
内 :に ぶい掲色 7 5YR6/3
外 :に ぶい責橙色 10YR7/2

反転復元
古墳時代後期

Ⅱ-1 SK1058 遺構埋土
土師質土器

皿

口径84底径55
器高13
全体の4/11

内外面回転ナデ、底郡外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :灰褐色 7 5YR6/2

反転復元

Ⅱ-1 SK1058 遺構坦上 酷
椀

口径132残存高42
国縁～体

=卜

の2/15

口縁外面 ヨヨナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面 ナデのち ヨ
コ方 向のヘ ラ ミガキ (幅03
cnl)

良好、石 赤、01～ 1 焼

成やや不良
内 外 :褐灰色 10YR4/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13C
前莱～中葉

1461 Ⅱ-1 SK1058 遺構埋土 瑞
椀

口径139残存高36
口縁～体言るの2/13

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面磨耗不明

良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 :黒色5Y2/1
外 :黒色25Y2/1

瞭

‐３利
醐

好
整

一

良

調

Ⅳ

着

り

ヽ

吸

よ

３

素

に

一
葉

元
炭
耗

Ⅲ
中

復
面
磨
型

ヽ

転
外

面
泉
葉

反
内
内
和
前

1464 Ⅱ-4 SK1093 遺構埋土
土師質土器

皿

口径73器高14
底径52
全体の1/3

内外面 回転 ナデ、底部外面回
転糸切 りのち板 目痕、底部内
面 回転 ナデのちナデ

良 好、石 長 チ、01～
5 焼成やや不良
内 :褐灰色7 5YR5/1
外 :褐灰色10YR4/1

反転復元
内外面磨耗気味

1465 Ⅱ-4 SK1094 遺構埋土
土師質土器

杯

口径132器高39
底径61
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

1466 Ⅱ-4 SK1094 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 129器 高39
底径61
全体の1麗

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

赤
　
お
ん

長
　
ＹＲ
ＹＲ

ヽ
石
餅
髄
髄

好
成
…
…

良
焼
内
外

01～ 3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SK1094 遺構埋土
土師質土器

杯

口径137器高4.0
底径62
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :に ぶい橙色5YR7/4

反転復元

[-4 SK1096 遺梅埋土
土 師質土器

皿

口径71器 高 12
底径63
全体 の1/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SK1096 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器高14
底径66
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 赤、01～ 05
焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/4

反転復元
胎土に細粒多く、わずかにザ
ラつく

14‐0 Ⅱ-4 SK1096 遺構埋土
土師賓土器

皿

国径80器 高15
底径60
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

長、01～ 05

にぶい橙 色7 5YR

石
好良ヽ

外

好
成
　
４

良
焼
内
７

反転復元
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号

掲

番 調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上 、 ヨ重法
成ヽ

調

物有
焼
色

〈呂
備 考

I-4 SK1096 遺構埋土
土師質土器

皿

口径79器高10
底径59
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成史好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1472 Ⅱ-4 SK1096 遺構埋土
土師質土器

杯
口径126残存高25
口縁の1/12 内外面 回転 ナデ

卜
　
ん
肋

赤、０．　ＯＹＲ８煎
市紳蜘軸

好
成
‥
‥

良
焼
内
外

反転復元
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

1473 Ⅱ-4 SK1096 遺構埋土 酪
椀

口径149底径36
高台高03器高31
全体の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)

一赤、　
Ｖ
η

張
根
包
¢

石ヽ
管
附
廂

餅
賊
＝
片

反転復元
口縁内面～体部外面炭素吸着
(やや不良)

器形に歪みあるため、復元径
は扁平、復元口径もやや大き

和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 か
13C前葉～中葉

1474 Ⅱ-4 SK1096 遺構埋土 酪
椀

国径148残存高26
口縁～体部の1/9

口縁外面 ヨヨナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面 ナデのち ヨ
コ方 向のヘ ラ ミガ キ (幅 0.3
cm)

良 好、石、01～ 2 焼 成
やや不 良
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅱ-3期 か 13C前葉

Ⅱ-4 SK1096 遺構埋土 略
碗

口径130残存高30
口縁～体部の1/4

内外面 回転 ナデ 一
　
Ｗ

　ヽ
色

長
良
自

不
灰

石
や

‥

ヽ
や
外

良
成

精
焼
内

反転復元
回縁 内外面炭素付着、重焼痕
備前焼
重根編年 IA期 前 半 13C中
葉 ～後葉

[-4 SK1096 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長45径 09
孔径02
重量330g
全体 の9/10

ユビオサエ ナデ
精良、石 長、01～ 0.5
焼成やや不良
灰白色10YR7/1

器表面磨耗気味

I-4 SK1097 遺構埋土 餓
碗

口径 166残 存高28
口縁 ～体部の1/8

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :う すい責8Y8.5/3S
素地 :灰 白色5Y8/1

に

　

‐Ｃ

用

　

１

使

　

類

反
破
よ
大
後

1478 Ⅱ-4 SK1104 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器高13
底径61
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

粗、石 長 赤 チ か、01～
2 焼成良好
内 外 :責橙色7 5YR7/8

反転復元

1479 I-4 SKl104 遺構埋土 瑞
椀

口径140残存高26
口縁～体部の1/9

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面ナデのち ヨ
コ方向のヘ ラ ミガキ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

I-4 SKl105 遺構埋土 瑞
皿

口径88残存高18
口縁～体部の1/6

口縁～体部外面ヨコナデ、底
部外面ユビオサエ、内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 1cnl)

精良、石 長、01～05
焼成良好
内 :灰 白色25Y7/1
外 :黄灰色25Y4/1

反転復元
炭素吸着内面やや不良、外面
良好
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行

1481 Ⅱ-4 SKl105 遺構埋土 瓦器
椀

底径28高 台高0.2
残存高08
底部 の1れ

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのち螺旋状ヘラミガキ暗文
(幅 03‐m)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅳ―
1期前後併行か 13C中 葉

Ⅱ-4 SKl105 遺構埋土 瓦質
有溝土錘

長さ48幅36
厚さ34
重量「D32g
ほぼ完形

チ デ

農好、石 長 赤、01～ 0.5
焼成やや不良
責灰色25Y4/1

Ⅱ-4 SKl108 澄構埋土 琳
皿

口径8.0底 径66
残存高11
全体の1/5

口縁～体部外面ヨコナデ、底
部外面ユビオサエのちナデ、
内面ヨヨナデ ナデ

焼一ｉ　ＭＭ

石ヽ好庭庭

好
良
‥
‥

良
成
内
外

反転復元
内外面炭素吸着良好
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
和泉型瓦器Ⅳ期併行

1484 Ⅱ-4 SKl108 遺構埋土 燃
椀

口径12.8残存高36
口縁～体部の1/13

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅03
cm)

精良、石、01～ 1 焼 成
やや不良
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元
内外面炭素吸着なし
酸化炎焼成、被熟によるカー
ボン消失か
和泉型かⅣ-2期 前後か 13

C後葉

Ⅱ-4 SKl108 遺構埋土 醜
碗

口径150残存高25
口縁の1/17

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :仄白色 N8/0

反転復元
外面釉とびあり
体部上位内面に沈線 1条
大学府分類白磁碗V-4aま
たはⅧ-2類 12C中 葉～13
C前半

1486 Ⅱ-4 SK1108 遺構坦土
土師質
管状土錘

復元長58径 09
孔径03
重量3,7g
全体の9/10

ナ デ

精良、石 チか、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/6

器表面部分的に強く赤色を帝
びる

Ⅱ-4 SKl109 遺構埋土
土師質土器

皿

口径75器高11
底径67
全体の1/8

内外面ヨヨナデ、底部外面ユ
ビオサエのちナデか、切り離
し技法不明、底部内面ヨコナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Dタ イプの
模llk

Ⅱ-4 SKl109 遺構埋土 瑞
皿

口径79底径58
残存高14
全体の1/8

口縁～体部外面ヨコナデ、底
部外面ユビオサエ、内面ヨコ
ナデ

石
好

‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、0.1～05

黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
胎土に細粒多く、わずかにず
ラつく
和泉型瓦器Ⅳ期併行

1489 Ⅱ-4 SKl109 遺構埋土 瑞
椀

国径138残存高32
国縁～体吾るの1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、日縁内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
01伽 )、 体部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文か (幅01
cm)

ヽ赤

　

Ｙ６

Ｙ５

張
　
似
包

石ヽ
餅
庫
畝

朗
賊
は
片

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 か
13C前葉～中葉

Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
土師質土器

皿

口径90器高17
底径54
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか、底部内面回転
ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内/外 :にぶい黄橙色10YR
7/3

反転復元
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1491 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
土師質土器

皿

国径84器 高12
底径78
全体 の1/2

デ
面

ナ
内

コ
　
ヽ
デ

ヨ

エ
ナ

面
サ
面

外

オ
内

底部外面ユビ
ヨナデ、底部

良好、石 長、0.1～05
焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く
京都系土師器皿 Dタ イプの
模倣 13C代

Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
土師質土器

皿

口径81器 高 11
底径75
全体 の2/3

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ヨヨナ
デ、底部内面ヨコナデのちナ
デ

良好、石 長 赤 チ、01～
4 焼成やや不良
内 外 :浅黄橙色10YR8/4

反転復元
胎土に細粒多く、
く
京都系土師器皿
模倣 13C代

表面ザラつ

Dタ イプの

Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 137器 高35
底径 125
全体 の4/5

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ヨコナ
デ ナデ

良好、石・長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :橙色5YR7/6

金雲母含まず
胎土に細粒多く、
く
京都系土師器皿
模倣 13C代

ややザラつ

Dタ イプの

1494 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 132器 高34
底径 123
全体 の4/5

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ヨヨナ
デ ナデ

粗、石 長 赤 石灰か、
0,1～ 2 焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

金雲母含まず
京都系土師器皿 Dタ イプの
槙倣 13C代

1495 巨-4 SKl125 遺構埋土
瓦器
皿

口径76器高16
底径65
全体の1/2

口縁 ～体部外面 ヨコナデ、底

部外面ユ ビオサエのちナデ、

内面 ヨヨナデ ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :灰色 N5/0

内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅳ期併τ

1496 [-4 SKl125 遺構埋土 瑞
皿

口径74底径52
残存高12
全体の1/6

口縁～体部外面ヨコナデ、底
部外面ユビオサエ、内面ヨコ
ナデ、底部内面ナデ

良好、石・長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅳ期併行

Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土 酷
椀

口径138底径49
高台高02器高39
全体のlμ

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅015
cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 タト:灰白色5Y7/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
硬質な須恵質焼成
和泉型Ⅳ-1期 13C中葉

Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土 瑞
椀

回径148底径42
高台高02器高42
全体の3/5

国縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :黄灰色25Y6/1
外 :灰白色25Y8/1

一部反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内外面景1離 磨耗により調整
不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1499 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土 酪
枕

口径141底径35
高台高03器高41
全体の5/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、日縁～体部上位
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ(幅02‐nl)、 体部下位～

底部内面ナデのち連結輪状ヘ
ラ ミガキ暗文 (幅01～05
m)、 平行ヘラミガキ暗文(幅
0 1cm)

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :責灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
紀伊型瓦器椀か、和泉型Ⅲ―
3期併行か 13C前美

1500 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
瓦器
枕

口径139残存高41
国縁～体部の1/9

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、回縁一体部内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 02～ 0 3cm)、 底 言卜内
面ナデのち蝶旋状かヘラミガ
キ暗文 (幅0 2cm)

良好、石 赤、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不 良、重

焼痕

紀伊型瓦器椀 か、和泉型 Ⅲ―

3期併行か 13C前葉

Ⅱ-4 SKl125 遺特埋土
瓦器
椀

口径 146底 径25
高台高01器 高37
全体 の4/5

口縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユビオサエ、底部外面
高台貼付のちナデ、口縁内面
ヨコナデ、体部内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 15cm)

良 好、石 長 チ、01～
5 焼成やや不良
内 !灰黄色25Y7/2
外 :にぶい責橙色10YR7/2

内外面炭素吸着不良
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
在地産とみられる
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ-1期
併行か 13C前葉～中葉

1502 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土 酪
椀

口径14,8残存高33
口縁～体部の1た

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部タト面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 3cnl)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰責色25Y6/2 報幹

や

１

着

期
吸

３

素

一

一死
山灰
Ⅲ

復
面
型

転
外
泉

反
内
和

1503 Ⅱ-4 SKl125 遺将埋土 酪
枕

日径128残存高26
口縁～体都の1/14

口縁外面ナデ・ヨコナデ、体
部外面ユビオサエ、国縁内面
ヨヨナデ、体部内面ナデのち
ミガキ (剥離不明)

精良、石 長、01～05
焼成良好
内 :i完責橙色10YR8/3
外 :淡赤橙色2 5YR7/4

反転復元
内外面炭素吸着なし
酸化炎焼成、被熱によるカー
ボン消失か
内外面剥離により調整不明瞭
和泉型かⅣ-2期 前後か 13

C後棄

1504 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土 略
枕

口径148残存高23
日縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅02～
0 3cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 タト:(口 縁)浅 黄橙 色
10YR8/4
(体部)橙色5YR7/6

反転復元
内外面炭素吸着なし
酸化炎焼成
和泉型かⅣ-2期 前後か 13

C後葉

1505 Ⅱ-4 SKl125 遺構坦土 説
碗

口径162残存高55
日縁～体部の1海

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y75/3S
素地 :灰白色5Y7/2 翔『Ｃ中頃、後半

翰応鰤抑

反
釉
大

Ｉ

1506 Ⅱ-4 SKl125 遺構坦土
青磁
碗

底径56高台高08
残存高25
底部～体部下位の1/2

ロクロナデのち高台削 り出 し
のち施釉

良

‥
地

精
釉
素

焼成良好
らい責8Y65/5S
灰白色25Y7/1

反転復元
釉色が若千異なるがXlo1505と

同一個体か
大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-1類か、ただし底部の器
壁は厚くない
釉は畳付におよぶが高台内側
には達せず高台内側は露胎
13C代の瓦器椀と共伴するの
で、中世後半期とは考えにく

1507 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
青白磁
瓶か

体部最大径77
底径50残存高40
底部～体部下位の1/4 型ォ甲し、嚇

上

デ
下 部 ロ ク ロナ

精良 焼成良好
釉 :黄 みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色5YR8/1

反転復元
内外面釉に貫入あり
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考備

Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長43径 14
孔径04
重量70g
全体 の9/10

ユビオサエのちナデ
粗、石 長 赤 チ、0ト
3 焼成良好
にぶい橙色7 5YR7/4

Ⅱ-4 SKl137 遺構埋土
土師質土器

皿

口径84器高13
底径56
全体の3/4

内外面回転 ナデ、底部外面 回
転糸切 りのち板 目痕、底部内
面 ナデ

良好、石 赤、01～ 2 焼
成良好
内 タト:浅責橙色7 5YR8れ

胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

Ⅱ-4 SKl137 這構埋土
土 師質土器

皿

口径78器高14
底径49
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

長 赤、01～ 1

橙色5YR78
石ヽ
朗
片

好
成

良
焼
内

離
元
剥

復

面
瞭

転
外

明

反
内

不
磨耗により調整

1512 Ⅱ-4 SKl139 遺構埋土 瑞
椀

口径131底径3,3
高台高02器高44
全体の2/3

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付、内面ナデか、ミ
ガキは確認できず

粗、石 長 チ、01～ 4
焼成良好
内 タト:灰自色 N7/0

一部反転復元
内外面炭素吸着不良、吸着は
不安定
体部内外面接合痕あり
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ-2期
併行か 13C前葉～後棄

Ⅱ-4 SKl139 遺構埋土
土師質

管状土錘

全長40径 13
孔径 0.4
重量53g
ほぼ完存

ユビオサエ ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
浅責橙色7 5YR8/6

Ⅱ-4 SKl151 遺構埋土
土師質土器
高脚高台付

皿

口径142高 台高24
底径80器高49
全体の2/3

内外面回転ナデ、高台射り付
ヤナ

良好、石 長 赤、0.1～ 2

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YRy6

一部反転復元
古代末か

1515 Ⅱ-5 SKl177 遺構埋土
土師質土器

杯
国径124残存高32
口縁～体部の1/6

内外面回転 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 0.5
焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/2
外 :浅責橙色7 5YR8ん

反転復元

Ⅱ-5 SKl190 遺構埋土
土師質土器

皿

一畠器

　
Ю

０
２
ν

鋭

盈
の

径
径
体

口
底
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1517 Ⅱ-5 SKl190 遺構埋土
土師質土器

皿

口径8.9器高 13
底径70
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明

良好、石 ,長 赤、01～ 2

焼成良好
内 ,外 :浅黄橙色10YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-5 SKl190 遺構埋土
土師質土器

杯
口径157残存高40
口縁～体部の1/3

外面ヨコナデ、国縁内面ヨコ
ナデ、体部内面ナデ

良 好、石 長 結 赤、01～
3 焼成やや不良
内 外 :浅責橙色7 5YR8/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-5 SKl190 遺構埋土
土師器
羽釜

口径210鍔径258
残存高31
全体の1/12

国縁外面ヨコナデ、鍔部貼付
のちヨヨナデ ナデ、体部外
面ユビオサエ、内面ヨコ板ナ
デ (幅不明)

粗、石 長 赤 金、0ト
1 焼成良好
内 外 :にぶい褐色7 5YR
6/3

反転復元
内外面わずか に煤付着
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
搬入品
摂津 C型羽釜 10C～ 1lC代

Ⅱ-7 SKl197 遺構埋土 瑞
皿

口径88器高1.9

底径7.2
完形

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ナデのちヨヨ方
向のヘラミガキ、底部内面ナ
デか

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 外 :灰 白色10YR7/1

内外面炭素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ-1期
併行

1522 I-7 SKl197 遺構埋土 酪
椀

口径148残存高42
日縁～体

=卜

の1/15

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、国縁～体部内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅0 2cm)、 底部内面ナデ
のち螺旋状ヘラミガキ暗文か
(幅 02帥 )

良好、石 長、0,1～ 2 焼
成良好
内 ,外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
紀伊型瓦器枕か、和泉型瓦器
Ⅲ-3期併行か 13C前葉

1523 Ⅱ-7 SKl197 遺構埋土 略
枕

口径148残存高23
口縁～体部の1/15

口縁外面ユビオサエのちヨコ
ナデ、体部外面ユビオサエの
ちナデ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ

史好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 ,外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1524 Ⅱ-7 SKl197 遺構埋土 瑞
椀

国径136残存高37
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、口縁～
体部内面ヨコハケ (7条/05
cm)、 底部内面タテハケ (7
条/0 5cm)の ち斜方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

精 良、石、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :灰 白色25Y8/1

反転復元
回縁内外面～体部下位内面炭
素吸着 (や や不良)、 重焼痕
和泉型かⅢ-3期 か 13C前
茉

Ⅱ-7 SK1209 遺構埋土 須恵器
奏

残存高 104
体部上位 の一部 中山ガ

キ
メ、「

タ

キ

ち冷的効

面
夕
当

外

ｍ
状

精良、石 長 黒、01～ 4

焼成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色75Y6/1

断面実測
胴部最大径30cm程度の萎

1527 Ⅱ-7 SK1211 遺構埋土
須恵器
杯

口径157受部径180
残存高23
口縁の1/16

内外面回転ナデ

精良、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :黄灰色25Y6/1
タト:灰 白色25Y7/1

反転復元
古墳時代後期

1528 Ⅱ-7 SK1212 遺構埋土 瓦器
椀

口径142残存高42
回縁～体部の1/6

口縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 2cm)、

体部外面ユビオサエのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (幅0.2
cm)、 国縁～体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

長、01～ 05

黒色25Y2/1

石
好
‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
炭化物が付着
和泉型 Ⅲ-2期 12C末 ～13
C初頭

1529 Ⅱ-7 SK1212 遺構埋土 瑞
椀

底径51高台高06
残存高34
底部～体部下位の2/5

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのち斜格子状ヘラミガキ暗
文 (幅0 1cm)

良好、石 長・赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :暗灰色 N3/0
外 :オ リーブ黒5Y3/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅲ期 12C後 葉～13C
前葉

1530 Ⅱ-7 SK1213 遺構埋土 説
碗

底径57高台高1]
残存高43
底部1/3

ロクロナデのち体部外面回転
ヘラケズリ、高台削り出しの
ち内面ヽ高台外側まで施釉、
釉の一部は畳付にまで達する

やや粗、石・長、01～ 1

焼成良好
釉 :グ レイみ の緑 12G65/
3S
素地 :灰 白色 N7/0
微細 な黒斑含む

反転復元
釉透明度高く、貫入あり
上田分類D一 I類 14C～ 15C
代

1532 Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土
土師質土器

皿
口径77残 存高11
回縁 の1/4

内外面回転ナデ
良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8た

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
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焼 成
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備 考

1533 Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土
土師質土器

杯
底径70残存高20
底都～体部下位の1/7

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

石ヽ
餅
狂

好
成

良
焼
内

長 赤、01～ 1

淡橙色5YR8/4
反転復元

Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土 訥
皿

口径114残存高18
口縁の1た

ロクロナデのち体部下位外面
回転ヘラケズリ、内面ヘラ片
彫施文のち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
6 5/3S
素地 :灰 白色25Y7/1

反転復元
釉に粗い貫入あり
龍泉窯系稜花皿
15C初頭～16C中実力

1535 Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土 説
碗

国径155残存高40
口縁の1/10

ラ

施ヽ

へ
釉
を

面
施
文

外
，
花

部
略

は

体
省

た

ち
鏑
ま

の
く

形

デ
キ
共
奎
玄

ナ
弁

面

口
蓮

内

ク
彫
部

口
片
体
文

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :仄白色25Y7/1

反転復元
ごく粗い貫入あり、
上田分類B一 Ⅲ類 膊蹴

1536 Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土 説
碗

底径50高台高13
残存高38
底部～体部下位の4/5

ロクロナデのち高台削 り出
し、体部外面ヘラ先による細
蓮弁文、全面施釉のち底部外
面の釉を輪状に掻き取り

良

‥
地

精
釉
素

焼成良好
グレイみの黄8Y75/3S
:灰 白色10YR8/1

一部反転復元
釉は白1蜀 し透明度なし、ごく
粗い貫入
細蓮弁文は不明瞭
底部外面露胎部は赤褐色に発
色
輪陶枕の痕跡あり
上田分類 B― Ⅳ―b類 15C後
半～16C代

Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土 説
碗

底径56高台高09
残存高35
底部～体部下位の4/5

出

ン
台

リ

タ
高

『
¨
”

鞠

ナ
部
線
中

口
底
固
途

ク

　ヽ
面

口
し
プ
外

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
6 5/3S
素地 :灰色5Y6/1

一部反転復元
釉は高台外面途中まで
底部内面のスタンプは十字花
文の崩れたものか
破面のエ ッジに鈍い部分あ
り、スクレイパー的な二次的
使用によるもの
上田分類 E類 15C後 半～16

C代

1538 Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土 軸
碗

残仔高32
体部下位の一部

ロクロナデのち外面呉須絵伺
け、牡丹唐草文、内面圏線 2

条、内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :青みの白16gb8 5/1S
素地 :灰 白色25Y8/1

断面実測
釉粗い貫入あり
小野分類染付碗 B群 Ⅶ類 14

C末～15C中 葉

1539 Ⅱ-7 SK1216 遺構埋土
器
鉢

陶
橋

口径238残存高56
口縁～体部の1/8

内外面ヨコナデまたは回転ナ
デのち体部内面精目 (7条 /
2 2rm)

一赤、　
開
陀ＲＲ

張
　
制
御

石ヽ餅
納
麟

餅
賊
耐
片

反転復元
内面使用により磨耗気味
備前焼
重根編年ⅣB-2期 15C末 ～
16C初頭

1540 Ⅱ-9 SK1256 遺構埋土 酷
皿

回径85器高1.3

底径72
全体の1/9

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ヨコナデ ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

1541 Ⅱ-9 SK1256 遺構埋土 琳
皿

口径85残存高15
口縁～体部の1/8

国縁外面ヨコナデ、底部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

一　帥卸

長
良

み
Ю

不
色
色

石
や
灰
灰

ヽ
や
責
褐

好
成

‥
‥

良

焼
内
外

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

1542 Ⅱ-9 SK1256 這構坦土 瑞
椀

口径149残存高22
回縁～体部の1/15

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

[-9 SK1256 遺構埋土
土師質土器

鍋
口径310残存高71
回縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部上位
外面ヨコハケ(5条 /0 8cm)、

体部下位外面ヨコ 斜板ナデ
(幅0 5cm以上)、 国縁内面ヨ

コハケ (9条 /0 8cm)、 体部
内面ヨコ板ナデ (幅 0 9cm)

反嫁復元
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入
古代末か

1望4 Ⅱ-9 SK1262 遺構埋土
土師質上器

杯

口径137残存高25
口縁～体部の1/16

内外面 ヨコナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元
口縁内面凹線状

1545 E-9 SK1262 這構埋土
須恵質土器

捏鉢
国径298残存高31
口縁の1/18

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のちヨコ板ナデ (幅 1 0cm)

石ヽ
朗
片

好
成

良
焼
内

長 赤、01～ 2

責灰色25Y6/1

反転復元
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第2段階～第
Ⅲ期 第1段 階 12C末 ～13C
後半

1546 Ⅱ-9 SK1262 遺構埋土
土師質土器

鍋
頸径310残存高57
顎部～体部の1/14

頸部内外面ヨヨナデ、体部上
位外面タテハケ (5条 /cm)、

体部下位外面タテハケ(5条 /
cm)のちヨコハケ(4条 /cm)、

内面ヨコハケ (4条 /cm)

一

　

３

４

純　ＯＹＲ８０ＹＲ８
一餅韓騨

好
成
‥
‥

良
焼
内
外

一死
か

復
系

転
備

反
吉

Ⅱ-9 SK1267 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
口径284残存高88
口縁～体部の1/5

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :仄 白色 N7/0
外 :褐灰色10YR6/1

反転復元
体部下位内面使用により磨耗
東播系須恵質土器捏鉢
森田lFI年 第 ]期 第2段 階 12

C末～13C初頭

Ⅱ-9 SK1271 遺構埋土
土師質上器

皿

回径104器高16
底径59
全体の9/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

石

ユ
世

良
、

ト
ゥ

精

ａ
内

結 赤 率目か、
焼成良好
こぶい橙色5YR7麗

1549 Ⅱ-9 SK1277 遺構埋土
土 師質土器

皿

回径76器 高 12
底径54
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長 結か 赤、
01～ 2 焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

Ⅱ-9 SK1277 遺構埋土
土師質土器

杯か皿

国径147器高24
底径97
全体の1/12

内外面回転ナデ

ヽ

朝　卸Ｗ
浄朗酌徽

良
成
‥
‥

精
焼
内
外

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

Ⅱ-9 SK1290 遺構埋土 須恵質土器
握鉢

国径288残 存高28
回縁の1/21

内外面回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不良
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/3

反転復元
酸化炎焼成気味
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階 12

C中葉～後半

1552 Ⅱ-9 SK1315 遺構埋土
須恵器
杯

回径H4受 部径140
底径88器高27
全体の1/8

内外面回転 ナデ、底部外面 回
転ヘ ラケズ リ

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
古墳時代後期
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号

掲

番 調査区
遣構
番号

出土地点
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法量(cm)

残存率
技 法

胎上 、含有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

1553 Ⅱ-11 SK1335 遺構埋土 瓦器
椀

口径158底径49
高台高05器高44
全体の1/12

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエのちナデ、体部
内面ヨコ方向のヘラミガキ

石ヽ
好
舛

好

良

良
成
内

赤、01～ 1 娩

褐灰色10YR5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
復元径過大の恐れあり
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1554 I-11 SK1335 追構埋土 畔
枕

□径141残 存高45
回縁 ～体言卜の1/6

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、国縁内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
02～ 0 4cm)、 体部内面ナデ
のち平行ヘラミガキ暗文 (幅
0 1cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1555 Ⅱ-1] SK1385 遺構埋土 琳
椀

口径138残存高29
口縁～体部の1/10

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、体部内面磨耗に
より不明

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成不良
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面炭素吸着なし、酸化炎
焼成、被熟によるカーボン消
失か
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く
内面のヘラミガキ確認できず
非和泉型か、和泉型瓦器Ⅳ―
1期前後併行か 13C中 葉

1556 Ⅱ-11 SK1338 遺構埋土
土師器

皿

回径75器 高07
底径65
全体 の1/8

内外面ヨコナデ、底部外面ナ
デ

良好、石 赤、011～ 1 焼
成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

1557 Ⅱ―H SK1338 遺構埋土
土 師器

高脚高台付
皿

口径■ 0底径60
高台高16器高27
全体の1/16

内外面 ヨヨナデ、底部内面ナ
良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 3 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

Ⅱ-11 SK1338 遺樗埋土
土師器か
皿か杯

口径107残存高20
口縁～体部の1/10

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、01～ ]

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

Ⅱ-11 SK1338 遺構埋土
際
杯

却
高

脚端径 140残 存高22
脚端部の1/5

内外面ヨヨナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1560 Ⅱ-11 SK1338 遣構埋土
黒色土器

(A類 )

枕

国径158残存高36
口縁～体

=Б

の1/7

口縁内外面ヨコナデ、体部内
外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 0 2cm)

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :黒掲色10YR3/1
外 :橙色7 5YR7/6

瞭明

良

不
不
整

や
調

や
り

着

よ
吸
に

元
素
耗

復
炭
磨

転
面
面

反
内
外

Ⅱ-11 SK1338 遺構埋土

器
，

住

呻
椀

黒
＜ 口径148残存高21

国縁～体部の1/13

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ヨコ方向のヘラミガキ(幅03
cm)、 内面タテ ヨコ方向の
ヘラミガキ (幅01～ 0 3cm)

良好、石、0.1～ 1 焼 成
良好
内 外 :オ リーブ黒5Y3/1

反転復元

1562 Ⅱ-4 SD1001 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 116器 高33
底径62
全体の5/12

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明

精良、赤、01～ 05 焼成
良好
内 :1支責橙色7 5YR8/3
外 :にぶい橙色5YR7れ

反転復元

Ⅱ-4 SD1001 遺構埋土
土師質土器

杯
国径116残存高28
口縁～体をるの1/12

内外面回転ナデ 反転復元

1564 Ⅱ-2 SD1001 遺構埋土 略
皿

口径 124底 径49
器高25
全体 の1/2

ロクロナデのち底部外面回転
糸切り

精良 焼成良好
釉 :う すい責8Y85/3S
露胎部 :にぶい橙色2 5YR
6/4
素地 :灰色 N6/0

反転復元
肥前系

1565 I-2 SD1001 遺構埋土 酪
皿

底径46高台高03
残存高19
底部～体部下位の1/3

ロクロナデのち高台削 り出
し、内面施釉

精良 焼成良好
袖 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :にぶい橙色5YR6/3

反転復元
内面 に胎土 目痕 1カ 所残存
肥前系

1566 Ⅱ-2 SD1001 追構埋土 略
皿

底径44高台高05
残存高31
底部～体部下位の4/5

ロクロナデのち高台削 り出
し、内面絵付け (デザイン不
明)の ち内面～体部外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのプラウン
6y055/3S
素地 :にぶい橙色5YR7/8

一部反転復元
内面 に胎土 目痕 4カ 所あ り
肥前系鉄絵皿 I-2期 15%～
1616年頃

1567 Ⅱ-4 SD1001 遺樗埋土 獅
皿

国径123底径75
高台高05復元高27
全体の1/9

ロクロナデ、呉須絵付のち施
釉、畳付露胎
底部外面方形枠内「福 |

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色7 5YR8/1

後

”
鉤

蠍

転

野

ヽ

反
小
半

1568 ]-4 SD1001 造構埋土
器
鉢

陶
橋

口径293残 存高42
口縁の1/12

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち括目4条

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :赤灰色2 5YR5/1

反転復元
口縁外面 ～内面 に自然釉付着
備前焼
重 根 編 年 Ⅳ A-2期 14C後
半 ～15C初頭

1569 Ⅱ-2 SD1001 遺構埋土
器
鉢

陶
悟

口径284残存高48
口縁の1/11

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち悟目 (4条/1 6cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :(自 然釉)灰 オリーブ色
5Y6/2
外 :灰赤色10R5/2

期

着

　

一

付

　

Ｂ

釉

　
Ⅳ

一万
狭
〔
　
一写

復
自

焼
編

転
面
前
根

反
内

備
重 15C末

150 Ⅱ-4 SD1001 遺構埋土
須恵質土器

莞
口径268残存高40
口縁の1/12

外面ユビオサエ 平行タタキ
(4条/cm)の ちヨコナデ、

日縁内面ヨコナデ、頸部内面
ヨコ板ナデ (幅 1 5cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 タト:灰白色 N8/0

Ｂ斐空
〔

出
ｔ

輸
帥

末． ‐２Ｃ

反
東

Ｃ

1571 Ⅱ-4 SD1001 遺構埋土 際
甕

残存高96
体部の一部

外面ナデ 板ナデのち長格子
押印文、内面板ナデ(幅不明)

良好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/3
外 :橙色2 5YR6/6

断面実測
常i骨焼 12C～ 13C代か

1572 E-2 SD1001 遺構埋土 土師質
管状土錘

全長47径 14
孔径05
重量64g
下端部欠損

ユどオサエ ナデ
精良、長 赤、01～ 3 焼
成やや不良
灰白色10Y8/2

1577 [-4 SD1002 遺構埋土 訥
皿

回径97残 存高11
回縁 ～体部の1/6

ロクロナデのち施釉
Ｙ

ｌ

朗
嬢
朗

効

成

イ
白

斑

焼

レ
灰
黒

グ

‥
な

良

‥
地
細

精
釉
素
微

反転復元
釉透明度高く貫入あり
産地不明 12C代か
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掲載
番号

調査区
構

号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、合有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

1578 Ⅱ-4 SD1002 遺構埋土 醜
碗

回径155残存高27
口縁～体部の1/14

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y773S
素地 :灰 白色5Yyl
微細な黒斑あり

反転復元
内外面釉とびあり
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

Ⅱ-4 SD1002 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径272残存高26
口縁の1/14

内外面 回転 ナデ
良好、石 長 黒、01～05
焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁内外面炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器握鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階か
12C中 葉～後半

Ⅱ-4 SD1002 遺構埋土
須忘質上器

捏鉢
国径282残存高32
回縁の1/24

外面回転ナデ、口縁内面回転
ナデ ユビオサエの痕跡か、
体部内面 ヨコ板ナデ (幅 不
明)

粗、石 長 黒、01～ 1 焼

成やや不 良
内・外 :灰白色25Y8/1 階

転
播
田
前

反
東
森
Ｃ

Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器高14
底径62
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 :灰 白色10YR8/2
外 :にぶい橙色7 5YR7れ

反転復元

1582 Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土
土師質土器

皿
底径60残存高13
底部～体部下位の3/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

に
多

耗
粒

元
磨

細

復

面

に

転
外
土

反
内
胎
く

り調整不明瞭
、ややザラつ

Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土 酷
皿

底径68残存高15
底部～体部の1/6

体部外面ヨヨナデ、底部外面
ユビオサエのちナデ、体部内
面ヨヨナデ ナデ、底部内面
ナデのちジグザグ状ヘラミガ
キ暗文 (幅01m)

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ期併行か

1584 Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土 瑞
椀

口径148底径3,7
高台高0.15器高39
全体の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面磨耗・剥離
のため不明

良好、石 長、01～ 3 焼
成不良
内 外 :灰色5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
内外面剥離 磨耗のため調整
不明瞭
断面黒色
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1585 I-4 SX1002 遺構埋上 酪
椀

口径140残存高32
口縁～体言Бの1/5

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅015
cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元

内外面炭素吸着やや不良

和 泉 型 Ill-3～ Ⅳ-1期 13

C前葉～中葉

1586 Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土 瑞
椀

口径138残存高30
口縁～体部の1/16

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ

(呵邑0 2cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :灰 白色25Y8/1
外 i責灰色25Y4/1 効獅妙　泉型Ⅲ．３韓

反
炭

胎
く
和

Ｃ

良好、内面不良
く、表面ザラつ

～Ⅳ-1期 13

1587 Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土
瓦器
枕

一局
　
ν

ム
ロ
　
の

一局
５
部

６
と
体

＆
一局

一

径
存

部

底
残

底

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)、 底部内面ナデの

ち平行ヘラミガキ暗文か (幅

02～ 0 3cm)

良好、石 長、01～ 1 焼

成 良好
内 外 :灰 色 N5/0 業一削

好

３Ｃ

良

１

着
期

吸

３

素

一

元
炭

Ⅲ

復
面
型

転
外
泉

反
内
和

I-4 SX1002 遺構埋土
須恵質土器

椀
底径55残存高13
底部～体部下位の1/6

内外面回転ナデ、底郡外面回
転糸切り

良好、石 長 黒、01～ 05
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
見込部に凹みあり
東播系か
森田編年第 I期 1lC後半～
12C前半

1589 Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土 軸
碗

日径154残存高37
口縁～体部の1/16

ロクロナデのち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8.5/1S
素地 :仄白色 N8/0
微細な黒斑あり

反転復元
外面わずかに釉とびあり
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

Ⅱ-4 SX1002 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長40径 18
孔径05
重量86g
ほぼ年存

ユビオサエ ナデ
精良、石 長、01～ 2 焼
成不良
橙色5YR6/8

Ⅱ-4 SX1002 這構埋土
土師質
管状土錘

全長45径 15
孔径05

岳愚登午
ユビオサエ ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
橙色5YR7/6

1592 I-4 SX1002 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長34径 08
孔径02
重量20g
完形

ユビオサエ ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
浅黄橙色10YR8/3

1593 [-4 SX1002 遺構埋土
土師質

管状土錘

全長49径 10
孔径03
重量39g
ほぼ完存

ユビオサエ ナデ
精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
浅責橙色10YR8/3

Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土
土師質土器

杯
口径120残存高29
口縁～体部の1/10 内外面 ヨヨナデカ

一　
ん

↓
　
ＹＲ

赤

　

巧
， 根駒
石ヽ
管
店

好
成

良
焼
内

反転復元
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

1595 E-3 SD1004 遺構埋土 酪
皿

口径89底 径75
器高20
ほぼ完形

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ヨコナデ ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ

(申目0 1cm)

精良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

1596 Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土 瑞
皿

口径88底径73
器高15
全体の2/9

外面 ヨヨナデ、底郡外面ユ ビ

オサエ、内面ナデのち ヨコ方
向のヘ ラ ミガキ (幅 0 2cn)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :灰色 N4/0
外 :暗青灰色5BGJ4/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

1597 Ⅱ-2 SD1004 遺構埋土 瑞
皿

国径86底径70
器高16
全体の1/6

口縁～体部内外面ヨコナデ、
底部外面ユビオサエ、底部内
面ジグザグ状ヘラミガキ暗文

(“目0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着食好
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率 法技
胎上、含有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

考備

1598 I-3 SD1004 遺構埋土 畔
椀

底径42
器高47

‐４
一局
の

径
台
体

口
高
全

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 1cn)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文

精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 :仄黄色25Y7ρ
外 :黄灰色25Y5/1

瞭報脚斡
や
り

１

着

よ
期

元
吸

に
３

復

素
耗

一

転

炭
磨

Ⅲ

反
面
面
型

部
外

外
泉

一
内
内

和

1599 Ⅱ-3 SD1004 遣構埋土 琳
椀

‐４
一局
の

径
台
体

口
高
全

底径45
器高47

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ(幅03
cm)

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :仄色5Y4/1

一部反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅱ-3期 13C前葉

1600 Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土 瑞
椀

国径150底径45
高台高04器高50
ほぼ完形

口縁外面ヨコナデ、体都外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 25cm)、 底部内面ナデのち
平行ヘラミガキ暗文 (幅015
cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :仄色 N5/0

内外面炭素吸着良好
内外面の一部炭素吸着不良、
重焼痕
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土 瑞
椀

口径146底径35
高台高02器高36
全体の4/5

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 15cm)、 底部内面ナデのち
平行ヘラミガキ暗文

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
外面に重焼痕
和泉型lll-3期 13C前葉

1602 Ⅱ-2 SD1004 遺構坦土 琳
椀

底径49高台高05
残存高17
底部の1れ

体部外面ユビオサエ、底都外
面高台賄付のちナデ、内面ナ
デのち平行ヘラミガキ暗文
(幅 0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :仄色 N5ん

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ期か 12C後 葉～13
C前葉

Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土 餓
碗

口径152残存高34
口縁～体部の1/8

ロクロナデのち内面～体部上
位外面まで施釉

精良 焼成皇好
釉 :グ レイみの責8Y773S
素地 :灰 白色25Y8/2

反転復元
内外面に貫入あり
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

1604 Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土 醜
碗

底径71高台高0,8
残存高33
底部～体部下位ほぼ完
存

ロクロナデのち体部外面回転
ヘラケズリ、高台削り出し、
内面施釉、外面残存部露胎

緻
紅
３Ｓ剤

焼成史好
グレイみの責10YG8 5/

:灰 白色25Y8/1

一部反転復元
釉、貫入あり
大学府分類白磁碗Ⅱ-2a類
1lC後半～12C前半

Ⅱ-2 SD1004 這構埋土
須恵質土器

握鉢
底径84残存高27
底部～体部下位の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 黒、01～ 5
焼成良好
内 ,外 :灰色 N5/0

反転復元
内面使用により磨耗
東播系須恵質土器捏鉢

1606 Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
底径97残存高25
底部～体部下位の1ん

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

‐長、01～ 3 焼

灰白色10YR7/1

石ヽ
好
姑

好
良

史
成
内 鉢

耗
捏

磨

器

り

上
よ
質

に
恵

元
用
須

復
使
系

転

面
播

反
内
東

1607 Ⅱ-3 SD1004 遺構埋土
須恵質
平瓦

長さ45幅73
厚さ20 凹面布目圧痕、凸面板ナデか

良好、石 長、01～ 05
焼成やや示良
凹 :灰責色25Y7/2
凸 :灰 白色25Y8/2

凹面のみ炭素吸着 (や や不
ミ)

胎土に細粒多く、ややザラつ
く

Ⅱ-1 SD1005 這構坦土
土師質土器
柱状高台付

皿

底径41残存高23
底部はほぼ完存

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 外 :浅責橙色 10YR8/3

I-1 SD1005 道樗埋土
瓦器
椀

口径140残存高43
口縁～体部の1/9

国縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 02～ 04
cm)、 体部外面ユビオサエの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
02～ 0 4cm)、 内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅
0.2～ 0 4cm)

ｉ
　
瑚
朗

石
好
色
色

良ヽ
灰
灰

良
成
‥
‥

精
焼
内
外

01～ 05 反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

Ⅱ-1 SD1005 造構埋土 瑞
椀

口径 152底 径42
高台高08器 高5,9
全体の4/5

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
り付けのちナデ、内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 1cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文(幅 0 1cD)

良好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 外 :責灰色25Y4/1

内外面隔離 磨耗により調整
不明瞬
炭素吸着体部外面～口縁内面
良好、その他不良、内外面重
焼痕
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

Ⅱ-1 SD1005 遣構埋土 酪
枕

口径158残存高42
日縁～体部の1た

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、国縁内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)、 体部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅0 3cm)

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 :黄灰色2.5Y5/1
外 :責灰色25Y6/1

葉一副

好

３Ｃ

良

１

着
期

吸

３

素

一

一死
炭

Ⅲ

復
面
型

転
外
泉

反
内

和

Ⅱ-1 SD1005 遺構埋土 琳
椀

口径162残存高41
口縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、林部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅015
cm)

精良、石・長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :灰黄褐色10YR6/2
外 :責灰色25Y4/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

Ⅱ-1 SD1005 澄構埋土 瑞
枕

口径138残存高30
口縁～体言Бの1/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (I幅01
cm)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13
C前葉～中葉

Ⅱ―ユ SD1005 遣構埋土 餓
碗

口径 158残 存高39
口縁 ～体部の1/8

ロクロナデのち内面～体部下
位外面まで施釉、以下露胎

精良 焼成良好
釉 :う すい責緑8Y85/3S
素地 :灰 白色5Y8/1

Ｃ類Ⅳ碗翰］『半、‐２Ｃ前半
反
外
大
後

Ⅱ-3 SD1005 遺樟埋土
土師質土器

萎

日径303頸 径270
残存高146
口縁 ～体言るの1/12

口縁外面ヨコナデ、顕部外面
ユビオサエのちヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちナデ、
口縁内面ヨコナデ ナデ、体
部内面ヨコ板ナデか (幅 不
明)

粗、石 長 赤 金、01～
1 焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/3
外 :灰責褐色10YR5カ

反転復元
外面煤付着
瀬戸内む岸～大阪1弯岸からの
搬入
古代末か

1616 Ⅱ-1 SD1005 這構埋土
須恵質土器

捏鉢
口径298残存高35
口縁の1/H 内クト面 回転 ナデ

良好、石 長 黒、01～ 05
焼成良好
内 1青灰色5B6/1
外 :灰色 N5/0

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期 第2段 階 11
C末～12C前半
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残存率
法技

胎上、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

考備

Ⅱ-1 SD1006
SD1007 遺構埋土

土師質土器
高台付椀

高台高

７
２

０

■
７

ａ
一局
の

径
存
部

底
残
底

外

ナ

部

面

底
内

体部外面ユビオサエ、
面高台貼付のちナデ、
デ

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7/4
外 :明責褐色10YR7/6

着吸素炭がる
成

あ
焼

明

性
炎

不

能
化
期

元
可
酸
時

復

の

ヽ

転
器

し
地

反
瓦
な
産

E-1 SD1006
SD1007 遺構埋土

瓦器
椀

口径156残存高38
国縁～体部の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラ ミガキ (幅01～ 0 2cm)、

内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

精 良、石、01～ 1 焼 成
良好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :責褐色25Y5/3

反転復元

炭素吸着 内面良好、外面やや

不 良
和泉型 Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭

1619 Ⅱ-1 SD1006
SD1007 這構埋土 酪

椀
国径148残存高3.9
国縁～体言卜の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ヨコナデ

成焼一
　
Ｗ
Ｖ

　ヽ
色

色

長
良

灰
灰

不ヽ
黄
責

良

や

‥
‥

精

や
内

外

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内外面磨耗により調整不明瞭
非和泉型か
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

Ⅱ-1 SD1006
SD1007

遺構埋土 醜
碗

□径157残存高26
口縁の1/15

ロクロナデのち内面～体部上
位外面まで施THI、 以下露胎

好
呻
柳

釣

良

み
色

を

成

イ
白

斑

焼

レ
灰
黒

グ

‥
な

良

‥
地
細

精
釉
素
微

反転復元
大宰府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

1621 Ⅱ-1
Ｄ

Ｄ 遺構埋土 醜
碗

口径146残存高18
口縁の1/12

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
和 !黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色 N8/0

反転復元
口縁と体部境内面に沈線 1条
大学府分類白磁碗Ⅷ類 12C
中葉～13C前半

1622 I-1

Ｄ

Ｄ 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

底径84残存高42
底部～体郡下位の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰黄色25Y6/2
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内面使用により磨耗
剥離著しく調整不明瞭
東播系

1623 Ⅱ-1
Ｄ

Ｄ
li構埋土

須恵質土器
蓋

残存高103
体部上位の一部

当

不蚊
幅

面

デ

内

ナ

」痕のちョコ板”
外
具
明

良好、石 長、01～ 3 焼
成不良
内 :にぶい責橙色10YR7/4
外 :仄責色25Y7/2

断面実損1

瓦質焼成気味
産地 時期不明

1624 Ⅱ―ユ SD1006
SD1007 遺構埋土

土師質土器
鍔付鍋

口径%6顕 径225
残存高84
口縁～体部上位の2/5

口縁内外面ヨコナデ、頚部外
面ユビオサエのちヨコナデ、
体部外面ユビオサエのちヨコ
ナデのち鍔部貼付のちナデ、
体部内面ヨコ 斜板ナデ (幅

0 9cm)

粗、石 長 結 赤、01～ 1

焼成良好
内 :橙色2 5YR6/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
口縁内面～外面煤付着
紀伊型鍔付鍋 13C後 半～14

C前半か

Ⅱ-1 SD1006
SD1007 遺構埋土

土師質土器
鍋

口径280頸径245
残存高75
国縁～体言卜の1/14

口縁外面ヨコナデ、頚部～体
部外面タテハケ (6条 /cm)
のちユビオサエ ナデ、回縁
内面ヨコハケのちナデ、頸部
内面ヨコ板ナデ (幅 不明)、

体部内面ヨコハケ(8条 /cm)

良好、石 長 赤 金 角、
01～ 3 焼成良好
内 :に ぶい責橙色 10YR7れ
外 :灰褐色7 5YR4/2

反転復元
外面煤付着
吉備系か 13C代前後か

1626 Ⅱ― ]

Ｄ

Ｄ 遺構埋土 須恵質
平瓦

長さ78幅85
厚さ24 凹面布目圧痕、凸面剰離不明

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
凹面 :仄責色25Y6/2
凸面 :黄灰色25Y6/1

Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土
瓦器
皿

口径96底径81
器高22
全体の4/5

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ナデか

精良、石  長 赤、01～ 1

焼成やや不良

内 :仄色75Y6/1
外 :オ リーブ灰色2 5GY5/1

内外面磨耗 によ り調整不明環

内外面炭素吸着やや不良

和泉型瓦器 皿-3期 併行 か

Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 酪
皿

回径90底径78
器高20
全体の2/3

外面ヨコナデ、底都外面ユビ
オサエ、国縁内面ヨコナデ、
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

焼ヽ儀　ｙｙ

ｋ
　鰤
研

石ヽ好廂庭

好
良
‥
‥

良
成
内
外

炭素吸着外面良好、内面不良
胎土に細粒多く、ややザラつ
く
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

1632 Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 瑞
椀

口径145底径50
高台高05器高49
全体の1/3

国縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 01～ 02
cm)、 体都外面ユビオサエの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

01～ 0 2cm)、 底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 15cm)、 底部内面ナデのち
平行ヘラミガキ暗文 (幅015
rnl)

良好、石 長、01～ 1 焼

成やや不 良
内 :灰色 N4/0
外 :暗灰色 N3/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅱ-2期 12C末～13

C初頭

1633 Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 酪
椀

口径 158底 径59
高台高06器 高52
全体の2/3

回縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 01～ 02
cm)、 体都外面ユビオサエの
ちナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅01～ 0 2cm)、 底 部
外面高台貼付のちナデ、内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 15cm)、 底部内面ナ
デのち斜格子状ヘラミガキ嗜
文 (幅0 15cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成史好
内 :灰色 N5/0
外 :灰 色 N4/0

内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着良好
和泉型 皿-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

1634 E-3 SD1007 遺構埋上
瓦器
椀

口径155底径48
高台高04器高55
全体の3/4

口縁外面ヨコナデのちヨヨ方
向のヘラミガキ (幅0 2cm)、

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼り付けのちナデ、内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ

良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 :褐灰色10YR5/1
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

炭素吸着内面やや不良、外面
不良
内外面磨耗により調整不明瞭
わずかに瓦質焼成気味
和泉型 I-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

1635 Ⅱ-3 SD1007 遺樗埋土 瑞
枕

口径147底径42
高台高04器高48
全体の1/2

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちヨコナデ
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
cm)、 底部外面高台貼 り付け
のちナデ、内面ナデのちヨコ

方向のヘラミガキ(幅 0 3cm)

良好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 外 :灰色5Y4/1

一部反転復元
炭素吸着内面良好、外面やや
不良、重焼痕か
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭

1636 Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 瑞
枕

口径150底径52
高台高05器高48
全体の2/3

方

ヽ
コ
姥
け

コ
ワ
行

『２ｃｍナ伸
山
町
坤
ｍ
坪
‐ｃｍｊ

日
向
体
方

ｃｍ
の
方

ｃｎ
ヘ

良好、石 長 赤、01～ 15
焼成やや不良
内 :黒褐色2.5Y3/1
にぶい黄橙色10YR7/3
外 :黒掲色10Y硝/1

反転復元
炭素吸着内面不良、外面良
好、重ね焼皮か
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭
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Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 瑞
椀

口径144残存高51
口縁～体部の3/5

口縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 02c耐 )、

体郡外面ユビオサエのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (幅02
cm)、 内面ナデのちヨコ方向
のヘラミガキ (幅 0 2cm)

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成やや不良
内 :黒褐色10YR3/2
外 :黒色75Y2/1

反転復元
内外面戊素吸着不良
酸化炎焼成
和泉型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

1638 E-3 SD1007 遺樽埋土 琳
椀

口径 157底 径47
高台高05器 高57
全体の3/5

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅 02～ 0 3cm)、

底郡外面高台貼り付けのちナ
デ、内面ナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅0 3cm)、 底部
内面ナデのち平行ヘラミガキ
暗文 (幅0 3cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 !灰黄色25Y7ρ
外 :責灰色25Y5/1

炭素吸着内面やや不良、外面
良好
内外面磨耗により調整不明瞭
酸化炎焼成気味
和泉型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

[-3 SD1007 遺構埋土 酪
椀

口径14,7底径47
高台高05器高47
全体の1/2

口縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 02～ 0.3
cm)、 体部外面ユビオサエの
ちナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅02～ 0 3cnl)、 底 部
外面高台貼付のちナデ、口縁
内面ナデ ヨコナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 02～ 0 3cm)、 底部内面

ナデのち平行ヘラミガキ暗文
か

良好、石 ,長、01～ 5 焼
成やや不良
内 外 :責灰色2.5Y5/1

一部反転復元
内外面炭素吸着不良、重焼痕
か
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭

I-3 SD1007 遺構埋土 繋
枕

口径155底径46
高台高04器高4,9
全体の1/3

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデか

良好、石 長 赤、01～ 15
焼成やや不良
内 :灰黄褐色10YR6/2
外 :褐灰色10YR4/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味
和泉型 Ⅲ期 12C後 棄～13C
前葉

Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 瑞
椀

口径154底径50
高台高04器高49
全体の1/3

口縁外面ナデ、体部外面ユビ
オサエ、底部外面高台貼付の
ちナデ、内面ナデ、内外面と
もヘラミガキは磨耗のため不
明瞭

良好、石 赤、01ヽ 3 焼
成やや不良
内 :灰責色25Y72
外 :仄黄褐色10YR5/2

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着不良
和泉型 Ⅲ期 12C後 葉～13C
前葉

Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 瑞
椀

国径158底径60
高台高04器高50
全体の1/H

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
り付けのちナデ、内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 15cm)、 底部内面ナデのち
平行ヘラミガキ暗文 (幅01
cm)

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR7/2
外 :仄自色10YR8/2

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成
和泉型Ⅲ-3期か 13C前葉

1643 Ⅱ-3 SD1007 遺構埋土 畔
枕

国径143残存高47
日縁～体部の3れ

国縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキか

良好、石 長 赤、01～ 2
焼成やや不良
内 :灰 白色2.5Y8/1
外 :灰 白色25Y8/2

内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

I-3 SD1007 遺構埋土 琳
椀

口径138残存高47
口縁～体部の1/4

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ(幅03
cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 外 :灰色5Y5/1

一部反転復元
内外面炭素吸着不良、重焼痕
か
内外面磨耗により調整不明瞭
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1645 Ⅱ-3 SD1007 這構埋土 瑞
枕

口径158残存高40
口縁～体部の1/6

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅015
cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成 良好
内 :灰 白色2 5Yyl
外 :灰色5Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1646 Ⅱ-1 SD1009 遺構埋土
土師質土器

皿

口径79底 径63
器高 13
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

内外面磨耗により調整不明瞭

1647 Ⅱ-1 SD1009 遺構埋土
土師質土器

杯

径底

　

０

∩
）

Ａ

‐２
＆

の

径
高
体

口
器
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長 赤 チ、01ヽ
3 焼成良好
内 外 :灰 白色10YR8/2

反転復元
内外面磨耗により調整示明瞭

Ⅱ-1 SD1009 遺構埋土 説
碗

口径 123底 径75
高台高05復 元高27
全体の1/9

ロクロナデのち高台削 り出
し、体部内面圏線 飛雲文施
文、底部内面ヘラ片彫キノコ
状文様施文か、内面～一部高
台内施釉、畳付部の釉掻き取
り

精良 焼成良好
袖 :グ レイみの責8Y773S
素地 :灰 白色 N7/0

一部反転復元
釉の一部粗い貫入
釉透明度悪く、底部内面の文
様不鮮明
大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-4a類 12C中頃～後半

1649 Ⅱ-1 SD1009 遺構埋土
瓦質土器
羽釜

国径199鍔径235
残存高38
口縁の1/8

回縁内外面～鍔部ヨヨナデ、
体部外面ユビオサエ ナデ、
脚部貼り付け、体部内面ヨコ
板ナデ (幅不明)

精良、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
畿内山城地域からの搬入 13
C代

1650 Ⅱ-3 SD1012 遺構埋土
土師質土器

皿

口径79器高10
底径70
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか

焼１
　
７

卜
　
ＹＲ

抹　随
石ヽ
好
灯

好
良

良
成
内

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-3 SD1012 遺構埋土
土師質土器

杯
国径128残存高31
回縁～体

=卜

の1/13 内外面回転ナデ
精良、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :にぶい橙色5YR7れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1652 Ⅱ-3 SD1012 遺構埋土
瓦搭
椀

口径148底径45
高台高05器高55
全体の1/4

口縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅02～03
cm)、 体部外面ユビオサエの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
02～ 0 3cm)、 底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
ヨヨ方向のヘラミガキ(幅02
cm)

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 外 :灰責色25Y7/2

反転復元
内外面炭素吸着なし
和泉型 Ⅲ-1～ 2期 か 12C
後葉～13C初頭
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1653 Ⅱ-3 SD1012 遺構埋土 酷
枕

‐４
一品
の

径
台
体

口
高
全

底径46
器高50

口縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0 2cn)、

体部外面ユビオサエのちヨコ

方向のヘ ラ ミガキ (幅02
cm)、 底部外面高台貼 り付け
のちナデ、日縁内面 ヨコナ
デ、体部内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0.3cm)

良好、石 長、0,1～ 5 焼
成良好
内 外 :責灰色25Y5/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅲ-2期 か 12C末～
13C初頭

Ⅱ-3 SD1012 遺構埋土 酪
椀

口径150残存高45
日縁～体言Бの1/9

口縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 02側 )、

体部外面ユビオサエのちヨコ

方向のヘ ラ ミガキ (幅02
cm)、 口縁内面ヨコナデ、体
部内面ナデのちヨコ方向のヘ

ラミガキ

良好、石 ,長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :黄仄色25Y4/1

反
内

和

１３
12C末～

1655 Ⅱ-3 SD1012 遺構埋土
須恵質
平瓦

長さ143幅 156
厚さ26

凹面板ナデ、凸面離れ砂、端
面板ナデ

精良、石 長 赤、01～ 4

焼成やや不良
凹 凸 :灰責色25Y6/2
離れ砂 石 長 泥・赤

炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味

1656 Ⅱ-3 SD1013 遺構埋土
土師質土器

皿

口径82底径58
器高12
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

内外面磨耗により調整不明瞭

1657 Ⅱ-3 SD1014 追構埋土 畔
椀

口径140残存高39
口縁～体部の1/10

口縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 02t‐ na)、

体部外面ユビオサエ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅02帥 )

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 ,外 :責灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭

Ⅱ-3 SD1014 遺構埋土 瑞
椀

底径55高台高04
残存高36
底部～体部の1/3

体部上位外面ヨコナデ、体部
外面ユビオサエ、底都外面高
台貼付のちナデ、内面磨耗の
ため調整不明

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :栓色7.5YR7/6
外 :褐灰色10YR5/1

反転復元
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
外面の一部のみ炭素吸着 (や

や不良)

酸化炎焼成
和泉型かⅢ-3期前後か 13C
前葉

1659 Ⅱ-3 SD1014 遺構埋土 説
碗

底径52高台高0,9
残存高28
底部～体部下位の1/2

ロクロナデ、高台削り出しの
ち体部内面ヘラ片彫草花文施
文、内面・体都外面～高台外
面まで施釉、一部は畳付をこ
えて高台内側に回る

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
6 5/3S
素地 :灰白色25Y8/1

一部反転復元
太宰府分類龍泉窯系青磁碗
I-2類か 12C中頃～後半

Ⅱ-3 SD1014 遺構埋土 須恵質土器
握鉢

口径259残存高49
日縁～体言るの1/20

内外面 回転 ナデ
良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
東播系須恵質土器捏tt・

森田編年第Ⅱ期第2段 階 12

C夫～13C初頭

1662 Ⅱ-4 SD102] 遺構埋土
土師質土器

皿

口径84器高11
底径75
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか、底卦内面回転
ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
内タト面磨耗により調整不明瞭

1663 Ⅱ-4 SD1024 遺構坦土
土師質土器

皿

口径84器 高20
底径62
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 り、底部内面回転ナデ
のちナデ

精良、石 赤、01～ 1 焼

成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :に ぶい橙色5YR7/4

反転復元

1664 Ⅱ-4 SD1024 遺構埋土 酷
皿

口径85残存高15
底径70
全体の1/4

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエ、底部内面ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

瞭
　
行

明
　
併

不
　
期

整

　

Ⅳ

調
好

ヽ

り
良

３

よ
着

一

に
吸

Ⅲ

耗
素
器

元
磨
炭

瓦

復

面
面
型

転
外
外
泉

反
内
内
和

か

Ⅱ-4 SD1024 遺構埋土 酪
椀

国径138底径45
高台高03器高40
全体の1/5

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
斜方向のヘラミガキ (I疇015
rm)

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13C
前葉～中葉

1666 Ⅱ-4 SD1024 遺構埋土 酪
椀

口径14,0底径37
高台高02器高39
全体の1/6

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
m)、 底部内面ナデのち平行
ヘラミガキ日き文 (幅 0 1cm)

精良、長 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :責灰色25Y4/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
やや酸化炎焼成気味
内面磨耗、外面剥離 磨耗に
より調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13C
前葉～中葉

1667 Ⅱ-4 SD1024 造構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径214残存高33
口縁の1/8

内外面回転ナデ
精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期 1lC後半～
12C前半

Ⅱ-4 SD1024 遺構埋土
土師器
羽釜

回径216鍔径261
残存高50
日縁の1/12

□縁内外面ヨコナデ、鍔部貼
付のちヨコナデ、体部外面ユ
ビオサエ、内面斜板ナデ (幅

不明)

良好、石 長 赤 金、01～
3 焼成良好
内 :にぶい褐色7 5YR5/3
外 !にぶい橙色7 5YR6/4

鞠　蝋元中呻
復

一
　

Ｃ

転
面
　
津

反
内
着
長

1669 Ⅱ-4 SD10% 遺構埋土 瓦質土器
甕

口径368頸径342
残存高92
国縁の1/3

口縁～頚部内外面ヨコナデ、
体部外面格子タタキ、体部内
面ヨコ板ナデ (幅不明)

焼卜
　
訥煎　釦陣

長ヽ
好
恥
随

好
良
‥

良
成
内
外

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内面磨耗、外面景J離 磨耗に
よりPR整不明瞭
亀山焼 草戸編年 I～ Ⅱ期前
半か 13C後半～14C前半

1670 Ⅱ-4 SD10% 遺構埋土
瓦質

有溝土錘

長 さ47幅 40
厚 さ36
重量617g
隼杉

ユビオサエのちナデ
良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :黄仄色25Y6/1

Ⅱ-4 SD1024 這構埋土
瓦質

有溝土錘

長さ48幅36
厚さ37
重量567g
完形

ユビオサエのちナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :仄色5Y4/1
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1672 Ⅱ-4 SD10別 遺構埋土
瓦質

有溝土錘

陣
　
８ｇ

さ
さ
量
形

長
厚
重
完

ユビオサエのちナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰黄色25Y6/2

Ⅱ-4 SD1024 遺構埋土
土師質
管状土錘

径10，
４
錐
形

轟
徹
翌
嘘

全

孔
重

ほ

ユビオサエ ナデ
精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
にぶい橙色25Y6/4

Ⅱ-4 SD1030 遺構埋土
土師質土器

皿

口径85器高13
底径48
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 赤、01～ 2 焼
成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
外面接合痕あり
胎土に細粒多く、わずかにザ
ラつく

1675 Ⅱ-4 SD1031 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 138器 高28
底径 126
全体 の1/5

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ヨヨナ
デ ナデ

良好、石 長 赤 在地花
チ、01～ 3 焼成やや不
良
内 外 :橙色7 5YR76

反転復元
京都 系 土 師器 皿 Dタ イプの
模倣 13C代

Ⅱ-4 SD1031 遺構埋土 醐
碗

底径4.4高 台高06
残存高17
底部～体部下位の1/3

ロクロナデのち高台削 り出
し、内面～体部下位外面まで
施釉、底部内面蛇ノロ釉剥ぎ

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色 N8/0

反転復元
底部内面釉剥ぎ周縁に離れ砂
付着
大学府分類白磁碗Ⅷ類 12C
中棄～13C前半

1677 エー4 SD1031 遺構埋土
土師質土器
鍔付鍋

口径276顕径劉 4

残存高55
口縁の1/10

外面ヨヨナデ ナデ、日縁～
頸部内面ヨヨナデ、体部内面
斜板ナデ (幅不明)

良好、石 長 結 赤、01～
5 焼成良好
内 :灰褐色7 5YR5/2
外 :にぶい橙色5YR6/4

反転復元
外面煤付着
胎土 形状から紀伊型鍔付鍋
とみられる
13C代 搬入品

Ⅱ-5 SD1033
SD1034 遺構埋土 瑞

椀
口径136残存高17
口縁～体部上位の1/10

国縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 01～ 03
cm)、 体部外面ユビオサエの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
01～ 0 3cm)、 国縁内面 ヨコ
ナデ、内面ナデのちヨコ方向
のヘ ラ ミガキ (幅 01～ 02
cm)

精 良、長、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :責灰色25Y5/1 Ｃ帥　‐２Ｃ末．
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Ⅱ-5 鶴
∝

Ｄ

Ｄ 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径288残存高33
□縁の1/16 内外面回転 ナデ

良好、石 長 黒、01～ 4

焼成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁内外面炭素付着、重焼疾
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期 第 1段 階か
12C中葉～後半

1681 Ⅱ-4 SD1033 遺構埋土
土師質土器

皿

口径83器 高 14
底径51
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

粗、石 長 赤 石灰か、
01～ 5 焼成やや不良
内 :責橙色7.5YR7/8
外 :橙色7 5YR7/6

内外面磨耗により調整不明瞭

1682 E-5 SD1033 遺構埋土
土師質土器
柱状高台付

皿

底径40高台高12
残存高2.7
底部の全部

内外面回転ナデ、高台外面ユ
ビオサエ、底部外面回転糸切
りか

精 良、赤、01～ 1 焼 成
不良
内 外 :橙色7 5YR7/6

内外面磨耗著しく調整不明瞭

Ⅱ-4 SD1033 遺構埋土 瑶
皿

口径105底径94
器高18
全体の1れ

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちナデ、内面ヨコナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 03帥 )、 底部内面ナデの

ち平行ヘラミガキ暗文 (幅03
cm)

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :黄灰色25Y6/1
外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行か

16訊 E-5 SD1033 遺構埋土 瑞
椀

口径139残存高42
回縁～体吝Бの1/14

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰白色25Y8/1
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

噺
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杯
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管嘲
Ⅳ．

嘘
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元態
麟
Ⅲ．韓

睦
獅
獅
廻
葉、

反内
内
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Ⅱ-5 SD1033 遺構埋土 琳
椀

口径158残存高33
□縁～体部の1/13

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :仄色 N4/0

反転復元
内外面λ素吸着良好
和泉型Ⅱ-3期か 13C前葉

Ⅱ-4 SD1033 遺構埋上
須恵質土器 頸径92残存高137

顕部の3/4

頸部外面ヨコナデ、体部外面
格子タタキのちヨコナデ ナ
デ、内面ヨコナデのちタテナ
デ

良好、石 長 黒、01～ 3
焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

一部反転復元、合成
十瓶山系須恵質土器壺
佐藤編年 Ⅳ-2～ 3期 12C
代

1687 Ⅱ-4 SD1033 遣構埋土 土師質土器
羽釜

口径247鍔 径300
残存高 7.9
口縁 ～体言[の 1/5

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエのちヨヨナデの
ち鍔部貼り付け、体部内面ヨ
コ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 :橙色7 5YR76
外 :褐灰色10YR5/1

に

　

１２

転
面
し
井
後

反
外
著
奥
Ｃ

1688 Ⅱ-4 SD1033 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径337頸径330
残存高70
日縁の1/8

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ナデ、体部内面部分的にヨ
コハケ

粗、石 長 金 花、0ト
5 焼成良好
内 :橙色5YR76
外 :褐色7 5YR4/3

反転復元
外面煤付着
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入
時期不明

1689 Ⅱ-4 SD1034 遺構埋土
須恵器
高台付杯

口径 149
高台高0.6
全体 の1/9

轍縮
内外面回転ナデ、高台貼り付
1)

精良、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :灰白色10YR71

反転復元
8C後半～9C前半

Ⅱ-4 SD1034 違構埋土
土師質土器

皿

口径87器高17
底径65
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 黒、01～ 05
焼成やや不良
内 :褐仄色10YR5/1
外 :にぶい黄橙色10YR7/3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

E-5 SD1034 遺構埋土 瑞
皿

口径88器高20
底径74
全体の1/6

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ、底部内面ナ
デか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不史
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

Ⅱ-5 SD1034 遺構埋土 琳
皿

口径98器高15
底径8,1
全体の1/6
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内
暗

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か
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号

掲

番 調査区
遺構
番号

出土地点
出上層位

器  種
法量(cm)

残存率
技 法

胎土 、合有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

Ⅱ-4 SD1034 遺構埋土 瑞
椀

口径148底径48
高台高04器高47
全体の3々

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅 02～
0 3cm)

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :黄灰色25Y6/1

内外面炭素吸着やや不良
内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1694 Ⅱ-4 SD1034 遺構埋土 酪
椀

口径14.7底径43
高台高04器高447
全体の9/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅04
cal)、 底部内面ナデのち平行
ヘラミガキ暗文 (幅 0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ ]

焼成宰や不良
内 :灰 白色10YR8/2
外 :灰 白色10YR8/1

内タト面炭素吸着不良
酸化炎焼成
胎土に細粒多く、ややザラつ
く
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

Ⅱ-4 SD1034 遺構埋土 餓
碗

口径156残存高57
日縁～体言卜の1/8

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
和 !黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色 N8/0
微細な黒斑あり

反転復元
大宰府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

1696 Ⅱ-4 SD1034 遺構埋土 醐
碗

底径68高台高08
残存高32
底部～体都下位の1/2

ロクロナデのち外面回転ヘラ
ケズリ、高台削り出しのち内
面施釉、外面残存部は露胎

精良 焼成良好
釉 :黄みのグレイ10YG7 5/
1S
素地 :灰白色25Y8/1

高台畳付部は二次使用により
著しく磨耗
大学府分類白磁碗Ⅳ類か 11

C後半～12C前半

1697 Ⅱ-5 SD1034 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

口径297残存高31
口縁の1/20

内外面回転ナデ
ヽ
石

好
舛

好
良

・

良
成
内

長、01～ 2 焼

灰色 N6/0

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕
口縁部を折り曲げることによ
り口縁内側に凹線をつくる
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階 12

C中葉～後半

1698 E-4 SD1034 遺穏埋土
土師質
管状土錘

全長80径 5,4
孔径23
重量 1682g
ほぼ完存

ユビオサエ ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
灰白色10YR8/2

1700 Ⅱ-5 SD1035 遺構埋土
土師質土器

皿

口径106器高20
底径66
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明のちナデ

精 良、石 長、01～05
焼成良好
内 外 :にぶい橙色5YR7/4

反転復元
中世末 ～近世初頭カ

170] E-5 SD1035 遺構埋土
瓦器
椀

口径138残存高27
口縁～体部の1/10

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面 ナデのち ヨ
コ方 向のヘ ラ ミガ キ (幅02
cm)

良好、石 長、01～05
焼成 良好
内 タト:灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型 Ⅱ-3～ Ⅳ-1期 か
13C前葉～中棄

1702 Ⅱ-5 SD1035 遺構埋土 軸
碗

口径 157残 存高20
口縁 の1/8

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好

和 :グ レイみの黄8Y7rJ13S
素地 :灰 白色 5Y8/1
微細 な黒斑わずか に合 む

反転復元
外面の釉厚く、日縁から体部
に垂下する
大字府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

I-5 SD1035 遺構埋土
陶器

加工円盤

底径50高台高10
残存高1.2

底部全部

を

状
削

部
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は

底
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精良、石 ,長、01～ 1 焼
成良好
釉 :ブ ラウンみの黒6Y0
2 4/1S
素地 :灰白色25Y8/2

近世カ

1704 Ⅱ-5 SD1036 遺構埋土 琳
皿

口径89器高21
底径77
全体の3/4

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0 2cm)、

底部内面ナデか

精 良、石 長 赤、01～05
焼成良好
内 外 :灰色 N6/0
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1705 Ⅱ-5 SD1036 遺構埋土 瑞
皿

口径90器 高 14
底径74
全体 の1/4

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、口縁内面ヨコナデ、
体部内面ナデのち斜方向のヘ

ラミガキ (幅 0 2cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 ,外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

1706 Ⅱ-5 SD1036 遺構埋土 瑞
椀

口径158底径39
高台高04器高46
全体の2/3

国縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 01～ 02
cnl)、 底郡外面高台貼付のち
ナデ、内面ナデのちヨコ方向
のヘラミガキ (幅 0 2cm)、 底
部内面ナデのち平行ヘラミガ
キ暗文 (1幅0 1cm)

精 良、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :灰色 N6/0

一部反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗によ調整不明瞭
和泉型Ⅱ-2期 12C末～13C
初頭

1707 E-4 SD1036 遺構埋土 瑞
椀

口径148残存高41
回縁～体言るの1/6

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 2cm)、 底部内面ナデの

ち平行ヘラミガキ暗文(幅01
cm)

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 外 :黄仄色25Y5/1 葉一削

好
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1708 Ⅱ-4 SD1036 遺樗埋土 琳
椀

底径50高台高03
残存高2.4
底部～体部下位の1/3

体部外面ユビオサエのちナ
デ、底部外面高台貼付のちナ
デ、体部内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ(幅0 15cm)、

底部内面ナデのち平行ヘラミ
ガキ暗文 (幅0 15cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型皿-3期か 13C前葉

Ⅱ-4 SD1036 遺構埋土 叫
椀

底径47高台高04
残存高19
底部～体部下位の2/3

体部外面ユビオサエのちナ
デ、底部外面高台貼付のちナ
デ、内面ナデのち平行ヘラミ
ガキ暗文 (幅 0 1cm)

焼ヽ

脚　ＭＭ

ヽ
石

好
随
庭

好
良
…
…

良
成
内
外

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

Ⅱ-5 SD1036 遺構埋土
瓦質土器
片口鉢

曰径200底 径71
高台高06器 高91
全体の 1/10

口縁外面ヨコナデのちヨヨ方
向のヘラミガキ (幅0 3cm)、

体部外面ユビオサエのちナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)、 底部外面高台貼

付のちナデ、国縁内面ヨコナ
デ、内面ナデのち細い斜方向
のヘラミガキ (幅0 1cm)、 底
部内面ナデのち平行ヘラミガ
キ暗支 (幅0 1cm)

良好、石・長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面戊素吸着やや不良
体部外面重焼痕
和泉型瓦器Ⅲ-2期 併行か
12C末～13C初頭

Il-4 SD1036 遺構埋土 賊
皿

国径97残存高21
国縁～体部の1/8
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精良 焼成良好
―・h:黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色10YR8/2

類皿

嚇］柳葉．‐３Ｃ前半
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備 考

Ⅱ-4 SD1036 遺構埋土 醜
碗

口径153残存高32
回縁～体言bの 1/6

ロクロナデのち施 THI

豫
弾

勒
り

ゃ
み
色
あ

成

イ
黄

斑

焼

レ
灰
黒

グ

‥
な

好

…
地
細

良
釉
素
微

反転復元
焼成甘く、胎土はやや黄色み
を帝びる
内外面ごく粗い貫入あり
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

Ⅱ-5 SD1036 遺構埋土 帥
碗

底径64高台高08
残存高27
底剖∫～体部下位の1/2

ロクロナデのち高台削 り出
し、内面～高台内側まで化粧
土塗布のち内面～体郡下位外
面まで施釉、高台露胎、底部
内面蛇ノロ釉景」ぎ

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y75/3S
素地 :灰白色25Y8/1
微細な黒斑あり

反転復元
釉剥ぎ部に離れ砂付着
化粧土と露胎部の境は赤く発
色
釉は緑黄色気味でわずかに白
濁する
大学府分類白磁碗Ⅷ-2類
12C中 葉～13C前半

I-4 SD1036 遺構坦土
須恵質土器

捏鉢

回径25,7残存高83
回縁～体部の1/10

外面回転ナデのちナデ、内面
回転ナデ

石ヽ
好
舛

好

良

良

成
内

長、01～ 5 焼

黄灰色25Y6/ユ

反転復元
体部下位内面使用により磨耗
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階 12
C中葉～後半

1715 Ⅱ-4 SD1036 遺構埋土
瓦質土器
羽釜

口径232残存高37
回縁の1/16

国縁～体部外面ユビオサエの
ちナデ、鍔部貼付のちナデ、
国縁内面ヨコナデ、体部内面
ヨコ板ナデ (幅不明)

石ヽ
朗
姑

史

成

精

焼
内

長 赤、01～ 1

暗灰責色25Y5/2

Fx転復元
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成
畿 内山城 地域 か らの搬 入 13
C代 か

1716 Ⅱ-5 SD1036 遣構埋土 須恵質
九瓦

長さ84幅79
厚さ22

凹面布目圧痕、凸面板ナデ(幅
不明)

良好、石 長 砂、01～ 1

焼成良好
凹 凸 :灰色5Y5/1

Ⅱ-4 SD1036 遺構埋土 土師質
管状土錘

全長77径 47
重量694g
約1/2

ユビオサエ ナデ
精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
明責掲色10YR7/6

Ⅱ-4 SD1036 遣構埋土
土 師質

管状土錘

６

３

地
形

＆

∈

＆
完

長

径

量

は

全

孔

重

ほ

径10
ユビオサエ ナデ

粗、石 長 赤、01～ ユ
焼成良好
にぶい橙色7 5YR6/4

1719 Ⅱ-4 SD1036 遺構埋土
瓦製

球状加工品

長 さ2.3幅 25
厚 さ20
重量 120宣

瓦片を球状に研削整形
良好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
責灰色25Y6/1

Ⅱ-4 SD1041 遺構埋土
土師質土器

奏

口径304顕径279
残存高78
口縁～体部上位の1/7

口縁 ～頸部外面 ヨコナデ ユ
ビオサエ、体部内外面 ナデの
ちハ ケ (15条 /cm)、 国縁内面
ヨコナデ

精良、石 結か 赤 金
泥 チ か、01～ 7 焼 成
良好
内 外 :に ぶい褐色7 5YR
5/3

反転復元
胎土が微細でなめ らか
含有物 も泥岩 とみ られる黒色
角礫 を多 く合み、異質である
時期不明

172〕 Ⅱ-4 SD1046 遺構埋土
土師質土器

皿

国径85器高15
底径6.8
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤 砂 チ、
01～ 15 焼成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/4
外 :橙色5YR7/6

1722 Ⅱ-4 SD1046 遺構坦土 説
碗

口径1654残存高40
口縁～体部の1/5

ロクロナデのち内面ヘラ描き
飛雲文のち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブグ
リーン10YG5 5/3S
素地 :灰色5Y6/1

反転復元
大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-4類 12C中 頃～後半

1723 Ⅱ-7 SD1053 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器高22
底径65
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 i淡橙色5YR8々
外 :1完 黄橙色10YR8/4

1724 Ⅱ-7 SD1053 遺構埋土
土師質土器

Hll

口径87器高16
底径63
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :i莞責橙色7.5YR8/3
外 :にぶい橙色7 5YR73

反転復元
胎土に細粒多く、わずかにザ
ラつく

1725 I-7 SD1053 遺構埋土
土師質土器

皿

高器
　
ん

儀
ａ

の

径
径
体

国
底
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ 部分的にユビオ
サエ

良好、石 長 赤、01～ ユ
焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

器壁厚く粗雑な作り
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く

Ⅱ-7 SD1053 遺構埋土
土師質土器

皿

口径96器 高 13
底径71
全体 の1海

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

粗、石 長 赤 チ、01～
5 焼成良好
内 外 :浅責橙色 10YR8れ

反転復元

1727 Ⅱ-7 SD1053 遺構埋土
土師質土器

杯

口径146器高29
底径94
全体の1/3

内外面ヨコナデ、底部外面粘
土紐痕のち板目痕、底部内面
ヨヨナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 5
焼成やや不良
内 :褐灰色10YR6/1
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元

1728 I-7 SD1053 遺構埋土 軒
椀

口径147底径53
高台高03器高43
全体の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
付のちナデ、体部内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 3cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1729 I-7 SD10「03 遺構埋土 瑞
椀

□径145残存高42
日縁～体部の1/5

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅0 2cm)、 内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ

(申目0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 2
焼成良好
内 外 :淡橙色5YR8/4

反転復元
炭素吸着内面なし、外面ごく
わずかに残存
酸化炎焼成、被熱によるカー
ボン消失か
和泉型 Ⅲ-2期 か 12C末 ヽ

13C初頭

1730 Ⅱ-7 SD1053 遺構埋土 須恵質土器
山茶椀か

口径136残存高38
回縁～体部の1/12 内外面回転ナデ

精良、石 長 黒、01～ 1

焼成良好
内 :灰責色25Y7/2
外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
灰釉陶器または無釉陶器の可
能性もあるが、内外面に付着
する釉は塗布した痕跡がみら
れないことから自然釉と考え
られるため、ここでは山茶枕
とした
12C代か
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Ⅱ-7 SD10「03 遺構埋土 輔
碗

口径150残存高13
口縁の1/5

ロクロナデのち施TIH

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色5YR8/1
微細な黒斑あり

反転復元
外面釉とびあり
大学府分類白磁碗Ⅷ類 12C
中葉～13C前半

1735 Ⅱ-8 SD1059 遺構埋土 瑞
皿

径底
お
海

よ
一局
の

径
存
体

口
残
全

口縁外面～内面ヨコナデ、底
部外面ユビオサエ

粗、石 長、0卜 05焼
成不良
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元
炭素付着なし、酸化炎焼成
含有物の割合が多いため、在
地産か
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

Ⅱ-8 SD1059 遺構埋土 瑞
皿

口径7.8底 径62
残存高1.5

全体の1/5

目縁外面ヨコナデ、底部外面
ユビオサエ、日縁内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 2cm)、 内面ナデ

良好、石・長 赤、0.1～ 2

焼成良好
内 :責灰色2.5Yν l

外 :灰 白色25Y71

反転復元
内外面え素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行
か

1737 ll-8 SD1059 遺構埋土
瓦器
椀

口径14.4高台高04
底径42器高54
全体の1/2

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底部外面高台貼
り付けのちナデ、内面ナデの
ちヨヨ方向のヘラミガキ (幅

0,3cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅 0 1clll)

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

一部反転復元
内外面炭素吸着良好
器形に歪みあり
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1738 Ⅱ-8 SD1059 遺構埋土 瑞
椀

口径143残存高43
口縁～体部の1/13

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、口縁内面ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ、体
部内面ナデのち平行ヘラミガ
キ暗文

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成堅緻
内 :灰白色5Y71
外 :仄黄色2.5Y7/2

反転復元
炭素吸着なし
須恵質焼成
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1739 ユー9 SD1059 遺構埋土 酪
椀

口径139残存高31
口縁～体部の1/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ヨコナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 1cln)

良好、石・長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :褐灰色10YR4/1
外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1740 I-7 SD1059 遺構埋土 酪
椀

口径14.0残存高24
口縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅03
rm｀

精 良、石、0.1～ 1 焼成
長好
内 :暗灰責色25Y5/2
外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不農
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1741 Ⅱ-9 SD1059 遣構埋土 酪
椀

高台一局
６

３

ａ
高

の

径
存

部

底
残
底

体部外面ユビオサエ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのち平行ヘラミガキ暗文
(幅 0 1cnl)

良好、石 長・赤、01～ 05
焼成良好
内 :黒色10YR2/1
外 :黒色7.5Y2/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
酸化炎焼成気味
和泉型 Ⅲ-2～ 3期 か 12C
末～13C前葉

1742 Ⅱ-8 SD1059 遺構埋土 醜
碗

口径15.6残存高5,0
口縁～体部の1/15

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :う すい黄緑10YG8 5/3S
素地 :灰 白色25Y8/1
微細な黒斑あり

類Ⅷか類

納鞘
白

１３
類

一

衝
船
蝶

転
宰
Ｃ

反
大
１２

Ⅱ-7 SD1059 遺構埋土 須恵質土器
壺

口径178頚径7.6
残存高74
口縁の1/16

内外面回転ナデ

精良、石 長 黒、0.1～ 1

焼成やや不良
内 :灰白色25Y8/1
外 :仄責色25Y7/2

反転復元
口縁内側の凹みがしっかりと
している
口縁端部の作 りがシヤープで
ある
十瓶山系壷B― Ⅱ類、十瓶山
産かは不明
佐藤編年Ⅳ-1期 1lC中葉

1744 Ⅱ-7 SD1059 遺構埋土 須恵質土器
捏鉢

国径278器高93
底径10.7
全体の1/12

内外面回転ナデ

粗、石 長、01～ 10 焼
成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色 N6/0

反転復元
体部下位内面使用により磨耗
口縁外面～体部上位内面炭素
付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第 1段階か
12C中葉～後半

1745 Ⅱ-7 SD1062 遺構埋土 略
発

残存高101
底部～体都下位の一部

不
内

帳
力ヽヽ
，

デ
デ
明

肘勝陣帷的コ板ナデ
部
＞
、
ヨ

体
明
面

良好、石 長、0.1～ 3 焼
成良好
内 :責灰色25Y6/1
外 :褐灰色7 5YR5/1

断面実測
備前焼

1746 Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土
須恵器
蓋

口径14,9残存高29
口縁の1/8

口縁内外面回転ナデ、天丼部
外面回転ヘラケズリ

精良、石 す長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 Ny0

反転復元
古墳時代後期

1747 Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土 須恵器
杯

口径135受部径16.2
残存高2.5
口縁の1/■

内外面回転ナデ
良好、長、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
古墳時代後期

1748 I-7 勤 1063 遺構埋土
灰釉陶器か

碗

底径80高台高1,0

残存高37
底部～体部の1/5

内外面回転ナデ、底部外面高
台貼付のちヨコナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成堅緻
内・外 :灰 白色2.5Yyl

反転復元
底部内面に重焼痕か
体部内面に沈線、ヘラ描き記
号か
灰釉陶器碗であるが残存都は
無釉
H72窯式後半期碗 Bま たは深
碗 1lC初頭か

1749 El-7 SD1063 遺構埋土
土師質土器
脚付杯か皿

残存長30幅 3.6
厚さ19
脚部

ナ デ

良好、石 長 赤、0.1～ 1

焼成良好
内 :橙色7.5YR7/6
外 :浅責橙色7 5YR8/4

皿か杯の底部に脚部貼り付け

1750 I-7 SD1063 遺構埋土
上 師質土器

皿

口径82器高15
底径52
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デか

精良、石・赤、01～ 05
焼成堅緻
内 ,外 :浅黄橙色7 5YRy3

反転復元

Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土 略
皿

口径97器高23
底径5,5
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :暗赤褐色5YR3/3
外 :にぶい赤褐色25Y障れ

反転復元
内面～口縁外面にかけて薄く
和がかかる
国縁の一部にわずかに炭化物
が付着しており、灯明皿か
備前か、近世
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1752 Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土 略
皿

底径45高台高08
残存高20
底部の4/5

ロクロナデ、高台削り出しの
ち施釉、畳付部釉掻き取り

良

‥
地

精
釉
素

焼成良好
ぶい黄8Y75/5S
灰白色25Y8/1

一部反転復元
破面のエッジに

'屯

い部分があ
り、スクレーパー的な二次的
使用によるものか
釉貫入あり
見込み 高台部分に4カ 所砂
目痕あり
砂目の合有物は石 長 黒色
粒、01～ 05
肥前系 16C末 ～17C初頭か

Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土 紳
皿

底径31高台高04
残存高12
底部の2/5

ロクロナデのち高台削 り出
し、呉須絵付き、内面～体部
下位外面 高台内狽1施釉

精良 焼成良好
釉 :あ かるいグレイみの緑
12G75/3S
素地 :灰 白色5Y8/1
微細な黒斑わずかに含む

反転復元

外面芭蕉葉文、内面捻花文
畳付部露胎
小 野分類楽付 皿 C tt I類 15
C後葉 ～16C前半

1754 I-7 SD1063 遺構埋土 際
碗

口径142残存高58
口縁～体部の1/6

ロクロナデのち体部下位外面
回転ヘラケズリのち内面～体
部下位外面施釉

精良、石 長 黒、01～ 1

焼成良好
釉 :ブ ラウンみの黒6Y0
2 4/1S
素地 :灰 白色25Y8/2

反転復元
瀬戸美濃系 天目茶碗

1755 Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土
器
鉢

陶
信

国径260残存高39
回縁の1/20 内外面 回転ナデ

石ヽ
好
舛

好
良

良
成
内

長、01～ 4 焼

黄灰色25Y6/1

反転復元
備前焼
重根編年ⅣA-2期 14C末 ～
15C初頭

1756 ]-7 SD1063 遺構埋土 土師質土器
羽釜

□径235鍔径262
残存高40
口縁の1/10

口縁 内外面 ヨヨナデ、体部外
面ユ ビオサエのちナデ、内面
ヨコ板ナデ (幅 1 2cm)

粗、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 :1支 黄橙色10YR8/3
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

反転復元
外面わずかに煤付着
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入

1757 Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土
土師質土器

羽釜

国径260鍔径282
残存高43
国縁の1/20

口縁外面 ヨヨナデ、体部外面
ユ ビオサエ、 ヨコ 斜板 ナデ

(幅 不 明 )、 内面 ヨコ板 ナ デ
(幅 1 2cm以上 )

良好、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 外 :灰責褐色10YR6カ

反転復元
外面わずかに煤付着
瀬戸内沿岸～大阪i弯岸からの
搬入

1758 Ⅱ-7 SD1063 遺構埋土 畷
菱

口径360頸 径347
残存高98
口縁 ～頸部の一部

内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 35
焼成良好
内 :暗赤掲色2 5YR3/2
外 :仄赤色2 5YR4/2

反転復元
口縁～頸部内面 体部外面に
自然釉付着
備前焼
重根編年V― B期 16C後半

1760 Ⅱ-7 SD1066 遣侍埋土
土師質土器

皿

国径 108器 高16
底径72
全体 の1/6

内外面回転ナデ、底部外面静
止糸切りかのちナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :橙色2 5YR76

反転復元

I-7 SD1066 遺構埋土 酪
椀

口径 149底 径47
高台高06器 高54
全体 の2/5

国縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 2cm)、

体部外面ユビオサエのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (幅02
cn)、 底部外面高台貼 り付け
のちナデ、内面ナデのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (1隔03
cm)連結輪状ヘラミガキ、
底部内面ナデのち平行ヘラミ
ガキ暗文 (幅 0 1cm)

精良、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰 白色25Y8/1

反転復元
体部外面に接合痕あり
炭素吸着内面～口縁外面良
好、体部内面の一部 体部外
面吸着なし、重焼痕
紀伊型瓦器椀か、和泉型瓦器
Ⅲ-1～ 2期 併行 か 12C後
葉～13C初頭

1762 Ⅱ-7 SD1066 遺樗埋土
須恵器

底径86高台高10
残存高25
底部の5/12

内外面回転ナデ、底部外面高
台貼付のち回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 外 :暗赤灰色10R4/1

反転復元
高台外面 底部内面自然釉付
着
8C後半か

1763 Ⅱ-7 SD1066 遺構埋土 土梨
紡錘車

長 さ56幅 51
厚 さ10
重量272g

側面打ち欠きおよび破面研磨

良好、石 長 赤 チ、01～
4 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR6/3
外 :橙色7 5YR7/6

土師器巽体部片の転用
外面のハケ後ナデ、内面のハ
ケ (4条/cm以上)残る

1764 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径93底径82
器高09
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 赤 チ、01～
2 焼成良好
内 外 :淡橙色5YR8/4

反転復元

1765 ]-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径80底 径69
器高 17
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

粗、石 長 赤 チ、01～
2 焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

1766 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

回径84底径53
器高14
全体の1/12

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色10YRy4

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1767 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

１０
■

の

径
高

体

口
器
全

底径60 内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 タト:浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元

1768 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 土師質土器
杯

国径127残存高22
回縁～体部の1/15 内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :淡橙色5YR8/4

反転復元
胎土に細粒多く、わずかにザ
ラつく

1769 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿
口径89残存高1

口縁～体部の1/8
3

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色 10YR8/4

反転復元

I-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

回径84底径59
残存高12
全体の1/8

内外面回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 :にぶい橙色5YR6/4
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

反転復元

177ユ Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

IIR

口径98底 径74
器高17
全体の 1/10

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長、01～ 1 娩
成良好
内 外 :浅責橙色7 5YR8/4

反転復元

1772 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 土師質土器
灯明皿

口径 106底 径67
器高20
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板目痕

良好、石 赤 金、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR6/4
外 :にぶい黄橙色10YR72

内側全面から口縁外面の一部
にかけて炭化物付着

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿
国径119残存高17
口縁～体部の1/14 内外面回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR3/3

反転復元
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1774 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径129底径90
器高19
全体の1/20

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 :に ぶい橙色7 5YR7/3
外 :に ぶい橙色 7 5YR7海

反転復元

1775 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径 128底 径92
残存高19
全体 の1/9

内外面回転ナデ、底都外面切
り離し技法不明

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/3

反転復元

Ⅱ-8 SD1067 澄構埋土
土師質土器

皿
口径 134残 存高18
回縁 ～体言卜の1/11

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 ,外 :1完責橙色7 5YR8れ

反転復元

1777 I-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿
口径144残存高19
口縁の1/10

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成堅級
内 外 :浅責橙色 10YR8/3

反転復元
口縁 に歪みあ り

I-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径166底径109
器高20
全体の1/15

内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明 ナデか

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 !浅責橙色10YR8/3
外 :浅黄橙色7 5YR8/3

多粒
元
細

復

に

転
土

反
胎
く

表面ザ ラつ

1779 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径176器高24
底径116
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8/3

多粒
元
細

復

に

転

土
反
胎
く

表面ザ ラつ

1780 Ⅱ-8 SD1067 違構埋土
土師質土器

皿

口径 116底 径77
器高24
全体 の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 16
焼成良好
内 :黄灰色25Y4/1
外 :淡黄色25Y8/3

反転復元

1781 Ⅱ-8 SD1067 這構埋土
土師質土器

皿

口径87底 径56
器高 13
全体 の1/7

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デか 反転復元

17駐 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径84底径54
器高17
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

1783 Ⅱ-8 SD1067 違構埋土
土師質土器

皿

口径 105底 径70
器高 16
全体の1/7

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好 、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
内面～口縁外面の一部わずか
に煤付着
灯明皿として使用か
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

1784 Ⅱ-8 SD1067 追構坦土
土師質土器

皿

口径105底径63
器高19
全体の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回

転ヘ ラ切 りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 タト:灰白色75Y8/2

一部反転復元

1785 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径■ 8底径77
器高 19
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りかのちナデ、底部
内面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7/2
外 :浅黄栓色7 5YR8/3

反転復元

1786 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿
口径H8残 存高17
口縁～体部の1/14

内外面回転 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8/4
外 :浅責橙色7 5YR8/6

反転復元

1787 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

皿

口径98底径57
器高24
完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘ ラ切 りのちナデ、底部内
面回転ナデのちナデ

精 良、石 長 赤 金、01～
05 焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/3

外面わずかに煤付着
底部外面回転ヘラ切り痕をナ
デ消し
微細な金雲母わずかに含む
中世末か

1788 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
上師質土搭

皿

口径97底 径74
器高32
全体の4/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板ナデ

ヽ∈
　
々穂　榊帥

，
餅
髄
側

良、石賊簿勘

精
１
内
外

外面煤付着
ご く微細 な金雲母含 む

中世末か

I-8 SD1067 追構埋土
土師質土器

皿
口径 100残 存高29
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部内面回
転ナデのちナデ

精良、石 赤、01～ 05
焼成良好
内 外 :浅責橙色7 5YR8/6

外面煤付着
底部外面景」離のため調整不明
瞭
剥離面も煤付着
中世末か

1790 ]-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

杯

口径 138器 高23
底径 102
全体 の1/6

内外面 ヨコナデ、底部外面ナ
デ ユ ビオサエ、底部内面ナ
デ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :1曳黄橙色7 5YR8�

反転復元

179] Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器
杯か椀

国径147残存高36
口縁～体部の1/18

内外面回転ナデ

ヽ

れ　中鋤
石ヽ
朗
溢
廂

好
成
…
…

良
焼
内
外

反転復元

Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

杯か椀

口径138残存高29
口縁ヽ体部の1/10

内外面回転ナデ
石
好
‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、01～ 05

浅責橙色 10YR8/3
反転復元

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
瓦器
椀

口径149高 台高04
底径31器高48
ほぼ完形

口縁外面 ヨコナデのちヨコ方
向のヘ ラ ミガキ (幅 0 2cm)、

体 部外 面ユ ビオサ エ の ち ナ
デ、底部外面高台貼 り付 けの

ちナデ、内面ナデの ちヨコ方
向のヘ ラ ミガキ、底部内面ナ
デのち平行ヘ ラ ミガキ暗文

精良、石 長、01～ 2 焼

成良好
内 外 :責灰色25Y4/1

一部反転復元
内外面炭素吸着良好、外面一
部やや不良、重焼痕
外面斑状に剥離
和泉型Ⅱ-2期 12C末～13C
初頭

1794 Ⅱ-8 SD1067 遺特埋土 琳
椀

国径151残存高48
日縁～体部の1/15

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅 02～ 0 3cm)、

内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅03m)

石
好

‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、01～ 05

灰色 N4/0 葉後
好

２Ｃ

良

１

着

か
吸

１

素

一

元
］反
Ⅱ

復
面
型

転
外
泉

反
内

和

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 瑞
椀

口径 148残 存高38
回縁 ～体部の1/11

口縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面ナデのち ヨ
コ方 向のヘ ラ ミガキ (幅02
cm)

石ヽ
好
片

好
良

良
成
内

長、01～ 4 焼

灰白色25Y7/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内面は炭素の剥離がみられる
和泉型 Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13

C前葵～中葉

Ⅱ-8 SD1067 造袴埋土 琳
椀

口径139残存高27
日縁～体部の1/12

日縁外面 ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、内面 ナデのちヨ
コ方 向のヘ ラ ミガ キ (幅02
cm)

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :仄色 N5/0
外 :灰色 N6/0

期

反
内
和

Ｃ
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Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 瑞
枕

日径137残存高32
回縁～体言卜の1/8

口縁外面ヨコナデ、底部外面
ユビオサエ、内面ヨヨナデ
ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :灰 白色10YR8/2
外 :にぶい掲色7 5YR6/3

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成
内面ミガキ確認できず
和泉型かⅢ-3～ Ⅳ-1期か
13C前棄～中美

1798 Ⅱ-8 SD1067 這梅埋土 餓
碗

口径160残存高30
口縁の1/12

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰自色25Y71
微細な黒斑あり 襲蝉輸̈『半、‐２Ｃ前半

反
内
大
後

Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土 醜
碗

国径152残存高26
国縁の1之3

ロクロナデのち施釉

精良 焼成長好
釉 :グ レイみの黄8Y773S
素地 :灰 白色10Y8/1
微細な黒斑あり

反転復元
わずかに釉 とび、 ご く粗い貫
入

大 学 府 分 類 白磁 碗 Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

1800 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 醜
碗

日径 126残 存高30
口縁 ～体言卜の1/12

ロクロナデ ケズ リのち施釉

精良 焼成良好
釉 :黄みのグレイ10YG7 5/
1S
素地 :灰 白色 N8/0
微細な黒斑あり

反転復元
釉は透明度高くごく粗い貫入
あり
15～ 16Cイtか

Ⅱ-9 SD1067 遺構坦土 醜
碗

底径68高台高08
残存高26
底部の1/4

ロクロナデ、高台削り出しの
ち内面施釉、残存部外面露胎

酪

磁

好

８Ｙ８

‐ＯＹ

良

責

色

成

い
白

焼

す

灰

良

‥
地

精
釉
素

反転復元
釉に貫入あり
大宰府分類白磁碗 E-2類
1lC後半～12C前半

1802 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 説
皿

口径127底径76
高台高08器高37
全体の1刀

ロクロナデのち高台肖Uり 出
し、内面～高台畳付部施釉

良好 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色25Y7/1
微細な白色粒多い

反転復元
釉貫入あ り
14～ 15C代か

I-8 SD1067 遺構埋土 誡
碗

口径153残存高29
口縁～体言るの1/10

ロクロナデのち施釉

良好 焼成良好
釉 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰白色 N7/0
掲色の細粒含む

反転復元
釉に細かい白斑あり、和とび
あり
上田分類D― Ⅱ類 14C後 半～
15C前半

1804 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 説
碗

底径62高台高08
残存高20
底部全体

ロクロナデのち高台削 り出
し、底部内面ヘラ片彫草花
文、内面～高台外側 まで施
釉、一部底部外面におよぶ

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
6 5/3S
素地 :灰 白色N70

大宰府分類龍泉窯系青磁碗
I-2類 12C中頃～後半

1805 Ⅱ-8 SD1067 遣構埋土 青磁
碗

底径58高台高07
残存高19
底部の4/5

ロクロナデのち高台削 り出
し、底部内面印花文、内面～
高台外面施釉、畳付部釉掻き
取り

良好 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
6 5/3S
素地 :灰自色25Y71
微細な石英 黒含む

釉透明度高く、粗い貫入
上田分類 D類か 14C代

1806 ]-9 SD1067 遺構埋土 説
碗

底径62高台高10
残存高24
底部全体

ヽ
夕

で

し

ス
ま

出

字

面

リ
ヨ

外

削
剃
台

台
Ｆ

高

高
文

ヽ

花ヽ

面

デ
印

内

ナ
面
ち

口
内

の

ク
部
プ
釉

口
底

ン
施

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色25Y7/1

一部反転復元
釉は一部畳付を越えて高台内
面におよぶ
上田分類C― Ⅱ-2類か 14

C後半～15C前葉

1807 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
青磁
碗

底径56高台高08
残存高23
底部の4/5

出

底ヽ

り
文

ヽ

口
体

ヽ
面

ク

面ヽ
内

口
し
内

部

Ｙ緑責
　
ん

餅釉　帥刷

成

ィ
　
白

斑

焼
ル
３Ｓ
坂
揮

好
‥
ｙ
地
細

良
釉
ａ
素
微

一部反転復元 合成
きわめて粗い貫入
露胎部は赤く発色
底部内面 高台内側に鉄分付
着
型式等不明であるが15～ 16C
代

1808 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
須恵質土器

握鉢
口径288残存高3.3
口縁の1/13 内外面回転ナデ

焼一嗅　蜘Ｍ

ヽ
石

好
庭
町

好
良
‥
‥

良
成
内
外

反転復元
国縁外面炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階 12
C中葉～後半

1809 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
情

国径264残 存高40
口縁 の1/17

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち揖目 (5条/1 0cm以 上)

良好、石 長、01～ 35
焼成良好
内 :に ぶい赤褐色2 5YR5れ
外 :にぶい赤褐色5YR5/3

反転復元
備前焼
重根編年ⅣA-2期～ⅣB―
1期 14C末 ～15C前葉

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
括

口径275残存高96
口縁～体部下位の1/12

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち悟目 (5条/1 4cm以 上)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :灰赤色2 5YR5/2

反転復元
国縁外面、体部内面自然釉わ
ずかに付着
体部下位内面使用により磨耗
備前焼
重根編年ⅣB-1期 15C前 葉

I-9 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
信

口径279残存高56
口縁～体部の1/8

内外面 回転ナデ

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :灰褐色5YR5/2

反転復元
内面使用により磨耗気味
備前焼
重根編年ⅣB-2期 15C中 葉

1812 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
陶器
福鉢

回径276残存高62
回縁の1/18 内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :灰褐色7 5YR5/2
外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
備前焼
重根編年Ⅳ B-2期 15C中 葉

]-8 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
福

口径263残存高49
口縁の1/20

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち指目 (6条 /cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
須恵質焼成
備前焼
重根編年ⅣB-2～ 3期 15
C中葉～後葉

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
括

口径254残存高32
回縁の1/20 内外面回転ナデ

精良、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 :にぶい赤褐色2 5YR5/3
外 :仄 赤色 10R5/2

反転復元
備前焼
重根編年Ⅳ B-3期 15C後 葉

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
福

口径278残 存高39
口縁 の1/19

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち槽目 (単位不明)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰色 N5/0
タド:灰褐色5YR5/2

期
一

Ⅳ

衝
焼
穂

転
前
根

反
備
重 15C後 棄
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載
号

掲
番 調査区

構

号

遺

番
出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
法技

胎上 、合有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

考備

Ⅱ-8 SD1067 造構埋土 陶器
梧鉢

口径320残 存高44
口縁 の1/6

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち指目

石
好
…

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、01～05

赤仄色2 5YR5/1

反転復元
口縁外面自然釉わずかに付着
備前焼
重根編年ⅣB-3期 15C後 葉

Ⅱ-8 SD1067 竜構埋土
器
鉢

陶
橋

残存高29
口縁の一部

内外面回転ナデ

粗、石 長、01～35 焼
成良好
内 :黒褐色5YR3/1
外 :にぶい赤褐色2 5YR4/4

断面実 ill

備前焼
重根編年 Ⅳ A-2期 14C末 ～

15C初頭

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
陶器
悟鉢

底径130残存高36
底部～体都下位の1た

外面回転ナデ、底部外面不調
整、内面回転ナデのち橋目

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :に ぶい赤掲色2 5YR
5/4

反転復元
内面使用により磨耗
備前焼
重根編年Ⅳ～V期 14～ 16C代

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
器
鉢

陶
指

底径134残存高4.8
底部～体部下位の1/5

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち悟目 (7条 /2 cm)

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 :灰 白色 N7/0
外 :褐灰色5YR6/1

反転復元
内面使用により磨耗
備前焼
重根編年Ⅳ～V期 14～ 16C代

1罷0 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径22.0鍔径243
体部最大径245
残存高55
口縁の1/16

口縁内外面ヨヨナデ、体部タト
面ユビオサエ板ナデ、体部内
面ヨヨ板ナデ (幅 1 4cm)

良好、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内・外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元
鍔部以下煤付着

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

国径272鍔径300
残存高44
口縁の1/20

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのち板ナデか、
体部内面 ヨコ板ナデ (幅 不
明)

良好、石 長 金、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
鍔部以下煤付着

1822 I-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径224鍔径必 7

残存高33
口縁の1/23

口縁内外面 ヨコナデ、体部外
面ユ ビオサエ、体部内面 ヨコ

板ナデ (幅 1 3cm)

良好、石 長・赤、01～ 4

焼成良好
内 :(口縁)橙色2 5YR6/6
(底部)黒色75Y2/1
外 :赤黒色2 5YR2/1

反転復元

1823 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
上師質土器

羽釜

口径246
体部最大径274
残存高65
口縁～体言卜の1/21

回縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちタテ ヨコ板
ナデ (幅 不明)、 体部内面 ヨ
コハケ (3条 /cm)

粗、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 :橙色5YR7/6
外 :精色5YR6/8

反転復元
外面煤付着

1824 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽金

口径236鍔径261
体部最大径267
残存高45
口縁の1/12

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ヨコ

板ナデ (幅不明)

良好、石 ,長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰責褐色10YR6/2
外 :黒色 N15/0

反転復元

鍔部以下煤付着

1825 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径268鍔径289
体部最大径291
残存高48
口縁～体部の1/13

回縁外面ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエのちヨコ板ナデ
(幅不朝)、 体部内面ヨコ板

ナデ (幅不明)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :1完責橙色10YR8/3
外 :にぶい黄褐色10YR5/3

反転復元
鍔部以下煤付着

1826 Ⅱ-9 SD1067 造樗埋土
土師質土器

羽釜

日径248鍔径264
体部最大径264
残存高73
口縁～体部の1/10

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユ ビオサエ ヨコ板ナデ
(幅 不明)、 体部内面ヨコ板

ナデ (幅不明)

粗、石 長 赤 金、01ヽ
4 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6/4
外 :黒色10YR2/1

反転復元
鍔都以下煤付着

エー9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

国径27.6鍔径293
体都最大径310
残存高70
口縁～体部の1/4

口縁内外面～鍔都ヨコナデ、
体部外面ユビオサエのちヨコ

板ナデ (幅 不明)、 体部下位
外面格子タタキのちヨコ板ナ
デ (幅不明)、 体部内面ヨコ

板ナデ

良好、石 長 赤 金、01～
7 焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
鍔部以下煤付着、底部内面わ
ずかに煤付着

1828 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽金

口径245鍔径260
体部最大径267
残存高44
口縁の1/12

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのち斜板ナデ
(幅 不明)、 体部内面ヨコ板

ナデ (幅 1 5cm以上)

良好、石 長 金、01～ 3

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7/4
外 :明黄褐色10YR7/6

反転復元
鍔部以下煤付着

1829 阻-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径/3鍔 径258
体部最大径264
残存高48
口縁～体部の1/20

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエのちタテ ヨコ

板ナデ (幅不明)、 体部内面
ヨコ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元

1830 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径194鍔径210
体部最大径216
残存高50
日縁の1/15

外
ョ
面

棚
嚇
【
け

縁

ユ
ナ

コ

ロ
面
板

ヨ

良好、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
鍔部以下煤付着

1831 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜

日径251鍔径264
体部最大径27.0
残存高54
口縁～体部の1/8

口縁内外面ヨコナデ、体郡外
面ユビオサエのち板ナデ、体
部内面ヨコ板ナデ (幅 1 2cnl)

粗、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 ,外 :橙色5YR7/8

反転復元
鍔部以下煤付着

1832 Ⅱ-8 SD1067 遺構坦土
土師質土器

羽釜
残存高31
回縁～鍔部の一部

国縁～鍔部外面ヨコナデ、体
部外面ナデのち平行 タタキ
(単位不明)、 日縁内面ナデ、

体部内面ヨコナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :にぶい橙色5YR7/4 半後

釜

４Ｃ

器
か

着

土
期

付
質

Ⅳ

煤
師
年

測

下
土
編

実
以

型

川

面
部
磨

谷

断
鍔
播

長

1833 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜
残存高09
底部の一部

外面格子タタキ、内面ヨコ板
ナデ (幅不明)

粗、石 長 赤、01～ 5

焼成良好

内 :黒褐色25Y3/1
外 :黒色25Y2/1 着

着
付

測
付
素

実
煤
炭

面
面
面

断
外
内

1834 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土
土師質土器

羽釜
残存高1,8

底部の一部
外面格子タタキ、内面ヨコ板
ナデ (幅 1 4cm)

粗、石 長 金 花、01～
4 焼成良好
内 :オ リーブ黒5Y3/1
外 :暗灰色 N3/0

断面実測
外面煤 炭化物付着
内面炭素付着

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質土器

鍋
口径312残存高24
口縁の1/31

国縁外面 ヨコナデ、顕郡外面
ユ ビオサエ ナデのちタテハ

ケ (4条 /cm)、 体部外面ユ ビ

オサ エの ち タテハ ケ (4条 /
cn)、 内面 ヨヨナデの ち ヨコ

ハ ケ (8条 /1 lcm)

良好、石 長 赤 角か、

01～ 1 焼成良好
内 外 :浅責橙色 10YR8/4

反転復元
吉備系

1836 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土
須恵器
奏か

残存高37
日縁の一部

内外面 回転 ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :黄灰色25Y6/1
外 :(自 然釉)グ レイみのオ
リーブグリーン10YG5 5/3S

llf面実測
外面自然釉付着
産地不明
平安京Ⅲ期新相 10C中 葉前
後か
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掲載
番号

調査区
構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、合有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

1837 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 餓
壺

口径9.0頸 径81
残存高33
日縁の1/12

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 71S
素地 :仄白色 N8/0

反転復元
13C代か

Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土 際
士霊

国径106顎径114
残存高43
国縁の1/11

内外面回転ナデ

精良、石 赤、01～ 2 焼
成良好
内 :仄 自色25Y8/1
外 :灰褐色5YR5/2

反転復元
口縁内面に自然釉付着
備前焼
三根編年Ⅳ期か 14～ 15C代

1839 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
際

一空
耳部のみ 回転ナデのち耳部貼り付け

内外面施釉

精 良、石 長、01～ 1 焼
成良好
釉 :グ レイみの費色8Y67
3S
素地 :灰責褐色 10YR6/2

和厚一定せず貫入あり、透明
度低い
時期 産地不明

1840 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
陶器
養

口径300残存高39
口縁の1/18

内外面 ヨヨナデ ナデ

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :灰褐色5YR5/2
外 :赤褐色10R5/3

反転復元
備前焼
重根編年ⅣA期 14C後葉～
15C初頭

1841 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋土 略
菱

口径28,0頸径255
残存高65
口縁 の 1/17

国縁内面～外面ヨコナデ、体
部内面ヨコ板ナデ (幅不明)

良好、石 長、01～ 6 焼
成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
備前焼
重根編年ⅣA期 14C後葉～
15C初頭

I-8 SD1067 遺構埋土 略
奏

口径332残存高4.5
口縁の1/10 内外面ヨコナデのちナデ

石
好

外

白ヽ
ｘ
　
３

粗
成
内

ｙ

長 、01～ 4 焼

にぶい赤褐色2 5YR 期ＢⅣ翰識朧棄

反
備
重
後

15C前 葉～

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 略
甕

口径305残存高66
口縁の1/12

口縁内面～外面ヨヨナデ、体
部内面ヨコ板ナデ(幅 17帥 )

粗、石 長 花、0.1～ 10

焼成良好
内 :灰褐色5YR4/2
外 :灰褐色7 5YR4/2

反転復元
備前焼
重根編年ⅣB期 15C前葉～
後葉

1844 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 陶器
奏

口径321残存高45
日縁の1/12

口縁内面～外面ヨヨナデ、体
部内面ヨコ板ナデ(幅 1 5cm)

良好、石 長、01～ 6 焼
成良好
内 タト:にぶい赤褐色2 5YR
4/4

反転復元
備前焼
重根編年ⅣB期 15C前葉～
後葉

Ⅱ-8 SD1067 遺格埋土 略
奏

口径286顎径297
残存高7.2
日縁の2/9

外面回転ナデ、日縁内面回転
ナデ、体部内面ユビオサエ
ナデ

良好、石 長 花、01～ 5

焼成良好
内 :赤掲色10馳/3
外 :にぶい赤掲色5YR4/3

反転復元
外面わずかに自然釉付着
備前焼
重根編年ⅣB期 15C前 葉～
後業

1融6 Ⅱ-8 SD1067 遺樽埋土 略
甕

口径34.2残存高5.5
口縁の1/14

内外面 ヨヨナデ
史好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰赤色2 5YR4/2

反転復元
備前焼
重根編年ⅣB～ VA期 15C
前葉～16C前半

1駐 7 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 畷
奏

口径350残存高70
口縁の1/12

外面ヨコナデ、内面 ヨコナ
デ ナデ

精良、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰赤色7.5R4/2

反転復元
備前焼
重根編年V期 16C代

1848 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 略
甕

□径380残存高67
口縁の1/10 内外面ヨヨナデのちナデ

精良、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :褐灰色7 5YR4/1
外 :黒掲色7 5YR3/1

反転復元
内外面ハゼによる剥離あり
備前焼
重根編年VB期 16C後半

1849 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 瞬
奏

底径300残存高82
底部の1/6

体部外面ヨヨナデ、下端ヨコ
ヘラケズリ (幅 1 3cm以上)、

底部外面ナデか、体部内面ヨ
ヨナデ、下端ヨコヘラケズリ
(幅 1 0cm以上)、 底部内面ナ

デ

精良、石 長 花、01～ 5

焼成良好
内 外 :灰褐色5YR4/2

反転復元
備前焼
重根編年Ⅳ～V期 か 14～ 16
C代

Ⅱ-8 SD1067 遣構埋土
土師質
管状土錘

径
　
ｇ

６
７
ャ
存

記
徹
劃
噛

全
孔
重

ほ

ユビオサエ ナデ
良好、石 長・赤、01～ 3

焼成良好
橙色7 5YR7/8

1851 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長35径 08
丁し径03
重量 180g
全体 の9/10

ナ デ

精良、石 長、0.1～ 1 焼
成良好
灰白色25Y71

遣元炎焼成気味

1852 Ⅱ-9 SD1067 遺構埋上 須恵器か

加工 円盤

長 さ36幅 36
厚 さ11
重量 157g

側面 を円盤状 に研削整形
粗、石 長 チ、01～ 2

焼成良好
内 タト:仄白色25Y7/1

須恵器または須恵質土器を転
用
瓦もしくは瓦質土器転用か
内外面のナデ残る
外面わずかに炭素付着

Ⅱ-9 SD1068 遺構埋土 瑞
皿

口径100器高21
底径87
全体の1/12

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅0 2cm)、 内面ヨヨナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅02～ 0 3cm)、 底部内面

ナデのち平行ヘラミガキ暗文
(幅 0 1fm)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :責灰色25Y4/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-1～ 2期併行
か

1867 Ⅱ-9 SD1068 遺構埋土 酪
椀

口径139残存高25
口縁～体部の1/12

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
内外面戊素吸着不良
和泉型Ⅲ-3～ Ⅳ-1期 13C
前葉～中葉

1868 Ⅱ-9 SD1068 遺構埋土 瓦質土器

鉢か
口径190残存高28
口縁～体部の1/10

口縁外面ヨコナデ
か、内面ヨヨナデ
ヨコ方向のヘラ
02～ 0 3cm)

デ
ち

幅

ナ

の
ぐ

面

デ

キ

外

ナ

ガ

良好、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型瓦器Ⅲ-3期前後併用

1869 Ⅱ-9 SD1068 遺構埋土 醐
碗

残存高2.1
国縁の一部

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
和 :う すい黄緑10YG8 5/3S
素地 :灰白色 N8/0

断面実測
貫入 な し

大宰府分類 白磁碗 皿かⅣ類
llC後半 ～12C前半

18i0 Ⅱ-9 SD1068 遺構埋土 須恵器
蓋

残存高21
国縁の一部 内外面ヨヨナデ

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

断面実測
復元径は30cmを ltえ る、歪み
のある小片のため断面実測と
した
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上 、含有物 、法量 (mm)

焼  成
色 調

備 考

Ⅱ-9 SD1068 遺構埋土
土師質土器

鍋
口径418残存高51
回縁の1/25

口縁 ～顕部内外面 ヨコナデ、
体部外面ハケ (4条 /t‐ nl)、 体
部内面 ヨコ板 ナデ (幅 不明 )

粗、石 長 金 花、01ヽ
5 焼成良好
内 :橙色2 5YR6/8
外 :灰褐色7 5YR4/2

反転復元
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入
古代末か

1872 I-9 SD1069 遺構埋土
土師器か

皿

口径83器高1]
底径58
全体の1/10

内外面 ヨコナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良
内 :橙色5YR6/6
外 :明赤褐色5YR5/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
10C～ 1lC代か

1873 I-9 SD1069 遺構埋土
土師質土器

皿

回径96器高1.6

底径73
全体の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長、01～ 05
焼成やや不 良
内 :橙色5YR7/8
外 :橙色 7 5YR7/6

反転復元

1874 Ⅱ-9 SD1069 遺構埋土 鴎
椀

□径149残存高17
日縁～体言Бの1/15

外面ヨヨナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅
01～02側 )

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

Ⅱ-9 SD1069 遺構埋土
土師質
管状土錘

全長53径 13
孔径05
重量7.05g
ほぼ完形

ナデ ユビオサエ
精良、石 ,長 、01～ 05
焼成良好

責灰色25Y6/1
外面炭素付着
瓦質焼成気味

I-9 SD1069 遺構埋土 上師質
管状土錘

径
　
ｇ
海

轟
徹
舒
仰

全
孔
重
全

ナデ ユビオサエ
洋
韓
帥

好
成
色

良
焼
橙

01～ 05

18η Ⅱ-9 SD1069 這構坦土
土師質
管状土錘

全長35径 10
孔径03
重量28g
ほぼ完形

ナ デ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
にぶい責/V9t色10YR73

Ⅱ-9 SD1069 這構埋土
土師質
管状土錘

全長40径 13
7しイ垂04
重量58g
ほぼ年形

ナ デ

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 4 焼成良好
橙色7 5YR6/6

1879 Ⅱ-11 SD1075 這構埋土
緑釉陶器

皿か
底径46残存高15
底部の1/3

回
面

面
外

外
台

部
高

底

ヽ
ヽ
面

デ
内

ナ
ち

転

の

回
り

面

切

外
糸
釉

内
転
施

精良、石 長 赤、0.1～ 1

焼成やや不 良
内 :(釉 )う す い 責 緑 10YG
8 5/3S
外 :責橙色 10YR8/6

し
成

元
著
焼

睦
瑯
鰺
嗽

反
釉
酸

９

1880 Ⅱ-11 SD1077 造構埋土

器
付

土
台

皿

質
高

か

師
脚
杯

上
高

脚端径89高台高27
残存高41
高台部～杯底部の1/8

内外面回転 ナデか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :浅黄橙色7 5YR8た

反転復元 一部合成

Ⅱ-5 SX1005 遺樗埋土
土師質土器

皿

口径88器 高 18
底径62
全体 の1ん

内外面回転ナデ、外面下端に
沈線 2条、底部外面回転糸切
り

良好、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元
体部下端の沈線 2条は底部糸
切 り時の失敗

1884 Ⅱ-5 SX1005 遺構埋土 瑞
皿

国径88器高16
底径65
全体の1/10

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0 2cm)、

底部内面ナデ

良好、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅲ-3～ Ⅳ期併行

1885 Ⅱ-5 SX1005 這構埋土
瓦器
椀

国径148残存高40
国縁～体部の1/6

口縁外面ユビオサエのちヨコ
ナデ、体都外面ユビオサエの
ちナデ、国縁内面ヨコナデ、
体部上位内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0 3cm)、

体部下位内面ナデのち平行ヘ
ラミガキ暗文 (幅01‐m)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内外面重焼痕
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1886 Ⅱ-5 SX1005 遺構埋土
瓦器
椀

国径152残存高31
回縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 2cll)

精 良、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :灰 白色25Y8/2

反転復元
内外面火素吸着不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

1887 Ⅱ-5 SX1005 這構埋土
須恵質土器

枕
底径57残存高27
底部～体部下位の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

焼一
　

５Ｙ『　魏
石ヽ
好
片

好
良

良
成
内

階段鋤蜘

術
稗
鱒

半

転
播
田
後

反
東
森
Ｃ

Ⅱ-10 SX1008 遺構埋土
土師質土器

皿

国径99底径76
残存高11
全体の1/10

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR78

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1889 Ⅱ-10 SX1008 遺構埋土
土師質土器

皿

口径■ 0底径77
残存高16
全体の2/11

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デか

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成やや不良
内 外 :明黄褐色10YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1890 Ⅱ-10 SX1008 遺構埋土
土師質土器

皿

国径103底径79
残存高16
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

１
　
麗

一
　

Ｒ８

ｍ
　
５Ｙ

珠
　
髄

張
　
離

石ヽ
朗
片

朗
賊
内．

反転復元
胎土に細粒多く、ややザラつ
く

Ⅱ-10 SX1008 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径262鍔径28ユ
体部最大径280
残存高57
国縁～体部の1/11

口A・n内外面～鍔都ヨコナデ、
体部外面ユビオサエのちタテ
板ナデ (幅 不明)、 体部内面
ヨコ板ナデのちユビオサエ

一
　

お釦　櫛”餅魏
好、石賊
一

良

５
内

反転復元
鍔部以下煤・炭化物付着
15C後半～16C代か

Ⅱ-10 SX1008 遺構埋土
土RT質土器

羽釜
残存高43
国縁 の一部

口縁内外面 ヨヨナデ、体都外
面平行 タタキ、体部内面 ヨヨ
ハケ (5条 /cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :黒褐色7 5YR3/2
外 :灰黄褐色10YR4/2

断面実測
鍔部以下煤付着
播磨型土師質土器羽釜
長谷川編年Ⅵ期 15C後半

1894 Ⅱ-10 SX1010 遺構埋土
土師質土器

杯
□径129残存高21
回縁～体部の1/24 内外面回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅責橙色7 5YR8れ

反転復元

1895 Ⅱ-10 SX1010 遺構埋土 略
皿

口径108底径62
高台高03器高21
全体の1/9

内外面回転ナデ、高台削 り出
し、体部内面 タテケズ リ (内
ソギ )、 内外 施釉、底 都 内面
釉掻 き取 り

良好、石 長、01～05
焼成良好
釉 :にぶい責色8Y75/5S
素地 :灰 白色25Y8/2

反転復元
釉に賞入あり
瀬戸美濃系折縁皿 (内 ソギ)

大窯後期 16C後半か

Ⅱ-1 SP10027 遺構埋土 瑞
椀

□径13.3残存高35
回縁～体部の5/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅 01～
0 3cm)、 底部内面ナデのち平
行ヘラミガキ暗文 (幅 01t‐ nl)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 夕|:灰 白色 N8/0

反転復元
内外面炭素吸着なし
fl泉型Ⅳ-1期 13C中 葉
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掲載
番号

調査区
橋
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率
技 法

胎上、
成ヽ
調

物有
焼
色

〈ヨ 法量 (mm)

備 考

1897 Ⅱ-1 SP10033 這構埋土 帥
碗

国径140残存高27
口縁～体部の1/19

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7 5/3S
素地 :灰黄色25Y7泡

反転復元
外面釉とびあり
大学府分類白磁碗V～ lul類

12C中 葉～13C前半

Ⅱ-4 SP10192 遺構埋土 酪
椀

口径157残存高53
日縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅0 2cm)、 内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅02m)

精良、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不 良
内外面磨耗 により調整不明瞭
和 泉 型 Ⅲ-1～ 2期 12C後
葉～13C初頭

1899 Ⅱ-4 SP10193 遺構埋土
土師質土器

皿

国径82底径63
器高15
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切 りのちナデ 板 目
痕、底部内面回転ナデのちナ
デ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :i完 責橙色10YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-4 SP10199 遺構埋土

器
，

壁
蜘
椀

黒
く

底径75高台高05
残存高34
底部～体部の1/4

体部外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅0.4cm)、

底部外面板ナデかのち高台貼
付 ヨヨナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅
03～ 0 4cm)

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :黒色25Y2/1

反転復元
内外面炭素吸着良好

1901 Ⅱ-4 SP10202 違構埋土
黒色土器
(A類 )

枕

底径76高 台高 1]
残存高34
底部の5/6

外面ヨヨナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ、高台貼付のちヨ
ヨナデ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 25cm)

良好、石 長 赤、01～ 5

焼成良好
内 :責灰色25Y4/1
外 :橙色5YR7/6

一部反転復元
内面炭素吸着良好

1902 Ⅱ-4 SP10213 遺構埋土
土師質土器

皿

回径78底径60
器高12
全体の1/12

内外面ヨヨナデ、底部外面ナ
デか

良好、石 赤、01～05
焼成良好
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元

1903 I-4 SP10213 追構埋土
黒色土器

(A類 )

椀

底径67高台高10
残存高18
底部の1/7

外面ヨコナデ、高台貼付のち
ナデ、内面ヘラミガキ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :黒褐色10YR3/1
外 :にぶい黄橙色10YR7/3

反転復元
内面炭素吸着良好、底部外面
炭素付着 (やや不良)

1904 Ⅱ-4 SP10215 遺構埋土
土師質土器
高台付杯

お
稿
靱
閉

‐６
残
高
の

径
台
存
体

回
高
残
全

内外面 ヨコナデ

良好、石 ,長 赤 石灰石
か、01～ 7 焼成良好
内 :浅黄栓色7 5YR8/6
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1905 Ⅱ-4 SP10229 遺構埋土 瑞
椀

口径147残存高51
口縁～体部の1/6

口縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 0 2cm)、

体部外面ユビオサエ ナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 3cm)、 内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 03伽 )

卜
　
狙

α

　

Ｙ

唸
　
笠

跡
根
飯

石ヽ
管姑

餅
賊
卜

後

良

ｎ

転
外
葉

一

反
内
楠
半

1906 Ⅱ-4 SP10251 遺樗埋土
土師質土器

皿

口径78器 高09
底径62
全体の1/12

内外面回転 ナデ、底部外面不
明

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1907 Ⅱ-4 SP10251 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器 高12
底径58
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR6お

反転復元
胎上に細粒多く、表面ザラつ
く

1908 Ⅱ-4 SP10251 遺構埋土 土師質土器
杯

回径121残存高23
日縁の1/10 内外面回転ナデ

良好、石 長 結 赤、01～
05 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6/4
外 :にぶい褐色7 5YR5/4

反転復元
外面煤付着

1909 Ⅱ-4 SP10251 遣構埋土 土師質土器
杯

底径66残存高17
底部の1/48

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長、01～ 05
焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR7た
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-4 SP10251 遺構埋土
黒色土器
(A類 )

椀

口径138残存高29
口縁～体部の1/8

外面ヨコナデ、内面ヨコナデ
のちタテ方向のヘラミガキ

(中冨0 25cm)

精良、石 長 赤、01～ ]

焼成良好
内 :黒色25Y2/ユ
外 :橙色2 5YR7/6

反転復元
炭素吸着内面良好

Ⅱ-4 SP10259 遺構埋土 瓦器
椀

回径153底 径65
高台高08器 高60
全体の9/10

口縁外面ナデ ヨヨナデ、体
部外面ナデのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅04伽 )、 底部外
面高台貼付のちヨコナデ、内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅 0 4cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

内外面炭素吸着良好
外面に重焼痕
和泉型 I-2～ Ⅱ-1期 11

C後半～12C初頭

Ⅱ-4 SP10263 遺構埋土
須恵質土器

捏鉢
国径319残存高42
日縁の1/12

外面回転ナデ、内面 回転 ナデ
のちヨコ板 ナデ (幅 0 8cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :灰色75Y6/1
外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第 I期 第1段 階 12
C中葉～後半

Ⅱ-4 SP10269 遺構埋土
土師質土器

皿

口径97器 高17
底径75
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 ,外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

I-4 SP10269 遺構埋土
器
＞

笠

蜘
抗

黒
ぐ

口径153底径62
高台高05器高49
全体の1/2

外面ヨヨナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅0 2cm)、 底部
外面高台貼付のちヨコナデ、
日縁内面沈線 1条、体部内面
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
cm)、 底部内面連結輪状ヘラ
ミガキ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :黒 色75Y2/1

一部反転復元
幾内系V類 ―Ⅸ期か 1lC後 半

Ⅱ-4 SP10292 遺構埋土
土師質土器

皿

口径91器 高 13
底径63
全然 の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板目痕

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :に ぶい橙色7 5YR7/3
外 :に ぶい責橙色 10YR7/4

反転復元

Ⅱ-4 SP10292 遺構埋土
土師質土器
高台付椀

底径91高台高09
残存高27
底部～体部下位の1/6

体部外面回転ナデ、底部外面
高台貼り付けのちナデ、内面
回転ナデのちヘラミガキ (幅
0.2側 )

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7μ
外 :にぶい責橙色10YR7/3

反転復元

Ⅱ-4 SP10292 遺構埋土

器
ナ

仕

螂
椀

皇
一′く

口径 137残 存高39
口縁 ～体部 の1/12

内外面ヨコナデのちヨコ方向
のヘラミガキ (幅 0 2cm)

精 良、石、01～ 2 焼 成
良好
内 外 :黒掲色25Y3/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
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Ⅱ-4 SP10292 遺樗埋土
須恵質土器

枕
底径58残存高32
底部～体部の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

良好、石 長、0.1ヽ 1 焼
成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
東播系須恵質土器杭
森田編年第 I期 1lC後半ヽ

12C前半

Ⅱ-4 SP10292 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径314頸 径274
残存高 118
ほぼ全体 の1/3

口縁外面ヨコハケのちナデ
ヨヨナデ、体部外面タテハケ
(8条 /1 7cm)、 国縁内面 ヨ

コハケのちナデ、体部内面ヨ
コハケ (8条/1 7cm)

良好、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8/3
外 :灰責褐色10YR6/2

反転復元
吉備系
山本編年Ⅲ-1期 13C前葉

1920 Ⅱ-4 SP10306 遺構埋土
土師質土器

皿

口径 102器 高15
底径71
全体 の1/3

内外面回転ナデ、底都外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 赤、01～ 15
焼成やや不良
内 :橙色5YR7/8
外 :明黄褐色10YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SP10315 遺構埋土 鶏囲鋤
口径157底径73
高台高20器高67
全体の2/3

外 面 ヨコ方 向 のヘ ラ ミガ キ

(幅0 3cm)、 底部外面台部

高台部貼付 のちヨヨナデ、内

面ナデのち タテ方向のヘ ラ ミ
ガキ (幅 0 3cm)

良好、石 ,長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :黒褐色75Y隠/1

外 :にぶい橙色7 5YR7/4

一部反転復元
炭素吸着内面良好、外面やや
不良
外面下位酸化炎焼成

1922 Ⅱ-4 SP10321 遺構埋土
土師質土器

皿

口径80器 高1.8

底径47
全体 の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SP10348 遺穏埋土 酪
椀

高
ん

嚇
翻

ヤ
体

‐２

一

径
縁

日
口

口縁外面ヨヨナデ、体都外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅03～
0 4cm)

良好、長、01～ 3 焼 成
良好
内 :灰責色25Y72
外 :黄仄色25Y5/1

反転復元
口縁内面～体都中位外面炭素
吸着良好、体部内面 体部下
位外面炭素吸着なし、重焼痕
和泉型Ⅳ-2期 か 13C後葉

Ⅱ-4 SP10351 遺構埋土
土師質土器

皿

口径88器高08
底径72
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 赤、01～ 1.5

焼成良好
内 外 iにぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元

1925 Ⅱ-4 SP10351 遺構埋土
土師質土器

杯

国径13.6底径90
器高2,9
全体の1/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面ヨコナ

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

1926 Ⅱ-4 SP10352 遺構埋土
土師質土器

杯

口径138底径96
器高25
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長 赤、01～ 2
焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ-4 SP10352 遺構埋土

器
＞

仕
醐
杯

黒
く

口径13.8底径74
器高31
全体の1れ

体部内外面ヨコナデのちヨコ

方向のヘ ラ ミガキ (幅04
cm)、 底部内外面ナデのち平
行ヘラミガキ (幅04伽 )

精 良、石 長 結 赤、01～
05 焼成良好
内 :掲仄色10YR4/1
外 :黒掲色10YR3/1

反転復元
炭素吸着良好

1928 Ⅱ-4 SP10359 遺構坦土 琳
椀

□径149底径29
高台高03器高49
全体の1/2

口縁外面ヨコナデ、体都外面
ユビオサエ、底都外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅01

t‐ m)、 底部内面ナデのち平行
ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :灰白色 N7/0
外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

I-4 SP10376 遺構埋土
土師質土器

皿

口径88器高12
底径6.0
全体の1/12

内外面ヨコナデ、底部外面切
り離し技法不明

良好、石 長 赤 、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR76

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1930 Ⅱ-4 SP10376 li構埋土 燃
椀

口径 148底 イ塾 0

高台高03器 高47
全体 の1/6

口縁外面ナデ ヨコナデ、体
部外面ユビオサエ、底部外面
高台貼付のちナデ、内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 25cnl)、 底部内面ナデ

のち平行ヘラミガキ暗文

精 良、石、01～ 1 焼 成

良好
内 :灰色 N6/0
外 :責灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

Ⅱ-4 SP10491 這構埋土
土師質土器

杯

口径 139底 径93
器高37
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 赤、01～ 15
焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :浅責橙色7 5YRy6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1932 I-4 SP10520 遺構埋土 瑞
枕

口径137残存高41
回縁～体部の1/7

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ
ヨ方向のヘラミガキ (幅03
cm)平行ヘラミガキ暗文(幅

01帥 )

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
炭素吸着内面良好、外面やや
不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

1933 E-4 SP10530 遺構埋土
黒色土器

(A類 )

椀

口径 158残 存高42
口縁 ～体言Бの1/20

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちヨヨ方向の
ヘラミガキ (幅0 3cm)、 内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 3cm)

精 良、石 長 赤 金、01～
1 焼成良好
内 :黒色25Y2/1
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内面炭素吸着良好

Ⅱ-4 SP10530 遺構埋土

器
＞

仕
蜘
枕

黒
く 国径158残存高38

日縁～体言卜の1/8

外面ナデのちヨヨ方向のヘラ
ミガキ (幅0 4cm)、 内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅 0 4cm)

精良、石 結、01～ 1 焼

成良好
内 :黒色25Y2/1
外 :黒褐色25Y3/1

好良面内
元
着

復

吸
　
産

転
素

良
地

反
炭

不
在

外面やや

1935 Ⅱ-4 SP10「J30 遺構埋土 琳
椀

口径150残存高36
国縁～体部の1/13

面
ラ
内
ミ

凧
オ
ヘ
　
」
フ

榔
陣
輌
のヘ

方ヽ

ａ
向

デ

コ

ヽ
方

ナ

ヨ
ゼ

コ

却妍
ｍ
伸

鰤す舛ウキ

ロ

ヨ
ミ
面

ガ

良好、石 長 金、01～ 15
焼成良好
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
内外面炭素吸着不良
酸化炎焼成
補葉型瓦器椀かⅡ期か 12C
中葉～後葉

1936 Ⅱ-4 SP10638 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径292頸径258
残存高78
口縁～体部上位の1/10

口縁～頸部内外面ヨコナデ、
体部外面ユビオサエのち板ナ
デ (幅 不明)、 体部内面ナデ
のちヨコ板ナデ (幅不明)

粗、石 結 砂、01～ 5

焼成やや不良
内 外 !浅黄橙色10YR3/4

犠拮そ尋継諦核)宅
含む
古代末か

Ⅱ-4 SP10682 遺構埋土 略
皿

口径94底径45
残存高1,8

全体の1/3

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエ、内面ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :黄仄色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
ヘラミガキ確認できず
和泉型瓦器Ⅳ期併行

1939 E-4 SP10684 遺構埋土
土師質土器

皿

口径89器 高15
底径71
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りかのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :橙色5YR7/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明環
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Ⅱ-4 SP10684 遺特埋土
黒色土器
(A類 )

椀

口径154底径80
高台高12器高65
全体の1泡

口縁～体部外面ヨコナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
cm)、 底部外面高台貼付のち
ヨコナデ、内面ナデのちタテ
方向のヘラミガキ (幅01～
0 2cm)の ちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)

精良、石 長 赤、01～ 0.5
焼成良好
内 :黒色5Y2/1
外 :浅黄橙色10YR8μ

反転復元
内面炭素吸着良好

1941 Ⅱ-4 SP10705 遣構埋土
土師質土器

ITN

回径131器高27
底径95
全体の1/10

内外面ヨコナデ、底部外面ユ
ビオサエのちナデ、底部内面
ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元
京都 系 土 師器 皿 Dタ イ プの

模倣 13C代

1942 Ⅱ-4 SP10736 這構埋土
土師質土器

杯

口径123器高40
底径5.2
完形

内外面回転ナデ、底都外面回
転糸切りのち板目痕

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/2
外 :浅責橙色10YR8/4

反転復元
一部剥離

I-4 SP10742 遺構埋土
土師質土器

皿

器高17９

３

形

盈

ａ
完

径
径

ぼ

口
底

ほ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切 りのち板 目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成不良
内 外 :浅黄橙色7 5YR8れ

反転復元
内外面剥離著し▼

1944 Ⅱ-4 SP10742 遺構坦土
土師質土器

皿

口径81器 高 15
底径64
全体 の3/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのちナデ、底部内面
回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤 金、0,1～
1 焼成良好
内 :灰白色10YR8/2
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
わずかに金雲母含む

1945 I-4 SP10773 遺構埋土 土師質土器
杯

口径109器高26
底径81
全体の7/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ

粗、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR7/8

内外面磨耗著しく調整不明瞭

1946 Ⅱ-4 SP10773 遺構埋土
土師質
管状土錘

径
　
ｇ
ｌ０

開
口
な
鋼

長
径
量
体

全
孔
重
全

ユビオサエ ナデ
粗、石・結 赤、01～ 5
焼成やや不史
灰黄褐色10YR5/2

Ⅱ-5 SP10832 遺構埋土 鴎
杭

口径150残存高17
国縁の1/8

内外面ヨコナデのちヨコ方向
のヘ ラ ミガキ (幅 01～ 0.2
cm)、 内面ヨヨナデのちヨコ
方向のヘラミガキ (幅01～
0 3cm)

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗によ調整不明瞭
和泉型 I～ Ⅲ-2期 か 1lC
後葉～13C初頭

l銘8 Ⅱ-5 SP10832 遺格埋土
土RT器

羽釜

口径234鍔径272
残存高28
口縁の1/10

国縁内外面～鍔部ヨヨナデ、
体部外面ナデ、体部内面ヨコ
板ナデ (幅 1 2cm)

粗、石 赤、0卜 4焼
成良好
内 :褐灰色10YR4/1
外 :褐灰色10YR5/1

着付煤に

一九
ゅ
雌

復

面

Ｃ

転
外
津

反
内
摂

1949 Ⅱ-5 V108留 遺構埋土
土師質土器

皿

口径98底径63
器高18
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りかのち板目痕

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

Ⅱ-5 SPl1023 遺構埋土
須恵質土器

頸径102
体部最大径224
底径131
復元残存高336
全体の2/5

頸部外面工具痕のちヨヨナ
デ、体部外面格子タタキのち
ナデ、底部外面不調整、頸部
内面ヨコナデ、体部内面無文
当具痕のちナデ ー部ヨコ板
ナデ (幅 1 5cm以上)、 底部内
面ナデ

良好、石 長 黒、01～02
焼成良好
内 :灰色 N6カ
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元、合成復元
内面断面に粘土ヒモ接合痕顕
者
十瓶山窯系須恵質土器こ、同
地の産であるかは不明
佐藤編年Ⅳ-2期 12C初 頭
前後

1952 Ⅱ-5 SPl1229 遺構埋土 瑞
杭

国径149残存高43
口縁～体部の1た

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ、内面ナデのちヨコ
方向のヘラミガキ (幅 02t‐ m)

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 外 :暗仄色 N3/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
体部外面重焼痕
和泉型Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭

Ⅱ-5 SPl1240 遺構埋土
土師質土器

皿

口径81底径68
器高10
全体の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ

粗 、石 赤 泥か、01～ 1

焼成良好
内 :に ぶい橙色7 5YRi 4
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

Ⅱ-5 SPl1240 遺構埋土
土師質土器

皿

口径84底径74
器高14
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのち板目痕、底部
内面回転ナデのちユビオサエ

粗、石 長 赤 チ 泥、
01～ 5 焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8た

器形に歪みあり
成形後底部を押し出す、底都
内面にユビオサエ

Ⅱ-5 SPl1240 遺構埋土
土師質土器

皿

口径87底 径68
器高 16
完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :橙色5YR7/8
外 :橙色2 5YR6/8

器形に歪みあり
内外面磨耗により調整不明瞭
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1956 Ⅱ-5 SPl1240 遺構埋土 土師質
管状土錘

全長75径 36
孔径 14
重量7177g
ほぼ完形

ユビオサエのちナデ
良好、石 長・赤、01～ 2

焼成良好
橙色5YR7/8

磨耗により調■k不 明瞭

1957 Ⅱ-7 SPl1357 遺構埋土
土師質土器

皿
口径99残存高15
口縁～/4k都 の1/6

内外面 回転 ナデ
長、0,1～05

仄 自色 10Y8/2

石
好
‥

良ヽ
外

好
成

良
焼
内

反転復元
口縁瑞部に粘上の継足痕あり

1959 Ⅱ-7 SPl1480 遺構埋土
土師質土器

皿

口径108器高18
底径53
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明、
底部内面回転ナデのちナデ

長 金、01～ 1

灰黄褐色10YR6/2

ヽ
石
朗
舛

好
成

・

良
焼
内

反転復元
内外面わずかに煤付着

1960 Ⅱ-7 SPl1495 遣構埋土
土師質土器

羽釜

国径250鍔径290
残存高41
口縁の1/11

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ヨコナデの
ちヨコ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
鍔部以下煤付着
播磨型土師質土器羽釜
長谷川編年V期 前後か 15C
前半

196ユ Ⅱ-7 SPl1547 遺構埋土
土師質土器

椀
口径150残存高46
日縁～体部の1/4

外面～口縁内面ヨコナデか、
体部内面ヨコナデ ナデのち
ヘラミガキか

良好、石 長 赤 ,チ 石
灰か泥か、01～ 4 焼成
良好
内 タト:灰 白色10Y8/2

反転復元
内外面磨耗・剥離著しく調整
不明瞭
内面なめらかな仕上がり、ヘ
ラミガキによるものか
時期不明、共伴遺物なし

[-7 SPl1620 遺構埋土 土師質土器
皿

口径 106器 高21
底径63
全体 の11/12

内外面回転ナデ、底部外面静
止糸切り糸切りのちナデ、底
部内面回転ナデのちナデ

良好、石 長 金、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅責橙色10YR8た

1963 Ⅱ-7 SPl1655 遺構埋土
土師質土器

皿

国径149器高21
底径96
全体の1/7

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デ消しにより切り離し技法不
明、底部内面回転ナデのちナ
デ

良好、石 長 赤、01～05
焼成やや不良
内 外 :灰黄褐色 10YR5/2

反転復元
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1964 I-7 SPl1677 遺構埋土 瑞
皿

口径90器 高15
底径75
全体の1/3

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ
オサエ、国縁～体部内面ナデ
のちヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)、 底部内面ナデの

ちヘラミガキ (幅 0 3cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型瓦器Ⅳ期併行

Ⅱ-7 SPl1679 遺構埋土 説
皿

口径124残存高21
口縁～体部の1/10

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y65/3S
素地 :灰白色25Y7/1
微細な黒斑含む

反転復元

釉透明度高 く、粗い貫入あ り
15C代か

1966 Ⅱ-7 SPl1741 遺構埋土
土師質土器

皿

日径94器高16
底径62
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

精良、石 長、01～05
焼成良好
内 外 :仄白色2 5Yy2

反転復元

1967 E-7 SPl1741 遺構埋土
土師質土器
皿か杯

底径70残存高11
底部の1/2

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :浅黄橙色10YR8/3
外 :にぶい責橙色10YR7/2

反転復元

1968 Ⅱ-7 SPl1741 遺構埋土
器
鉢

陶
括

国径264残存高51
口縁の1/10

口縁外面回転ナデ、体部外面
回転ナデのちナデ、内面ヨコ
ナデのち悟日 (4条 /1 2cm)

良好 、石 長 赤、01～ 4
焼成良好
内 :にぶい赤褐色2 5YR4/3
外 :灰褐色7 5YR4/2

反転復元
備前焼
重根編年 ⅣB-2期 か 15C
後葉

Ⅱ-7 SPl1745 遺構埋土 酷
椀

口径117残存高35
口縁～体部の1/9

内外面ヨヨナデ、底部外面ユ
ビオサエ、底部内面ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/2
外 :灰黄掲色10YR6/2

反転復元
炭素吸着内面不良、外面やや
不良
内面ヘラミガキ確認できず
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く
和泉型かⅣ-3期か 13C末 ～
14C初頭

Ⅱ-7 SPl1766 遺構埋土
土師質土器

皿
口径106残存高15

口縁～体部の1/6
内外面回転ナデ、底部外面切
り離し技法不明ナデか

良好、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

Ⅱ-7 SPl1877 遺構埋土
土師質土器

皿

国径106器高22
底径60
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ、底部内
面回転ナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成堅級
内 外 :i完黄橙色7 5YR8/3

反転復元

1973 Ⅱ-7 SPl188] 遺構埋土
土師質土器

皿

口径71器 高16
底径60
全体 の3/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 チか、01～
5 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7々
外 !橙色7 5YR6/6

内外面剥離み られる

1974 Ⅱ-7 SPl1881 遺構埋土
瓦質土器

鍋
口径296残存高34
口縁の1/23

ヨ

エ
ェア

面
サ

ナ

外
オ

縁
ビ

デ

ロ

ユ
ナ

ヨナデ、体部外面
ナデ、内面ヨコ

粗、石 長 結 泥、0ト
65 焼成やや不良
内 外 :仄色 N6/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不良

Ⅱ-7 SPl1914 遺構埋土
土師質土器

皿
底径74残存高17
底部～体部の1/7

内外面回転ナデ、底郡外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長 黒、01～ 06
焼成良好
内 :黒色 N2/0
外 :にぶい橙色5YR6々

反転復元
内面厚 く煤 炭化物付着
灯明皿として使用か

Ⅱ-7 SPl1914 遺構埋土
土師質土器

羽釜

国径258鍔径286
体部最大径285
残存高80
口縁～体部の1/20

口縁内面～鍔部ヨコナデ、体
部外面ユビオサエのちタテ板
ナデ (幅 不明)、 底部外面 ヨ
コ 斜板ナデ、体部内面ヨコ
板ナデ (幅 1 5cm)

良好、石 長 赤、01～ 55
焼成良好
内 外 :灰黄褐色10YR6/2

反転復元
外面煤付着
底部を板ナデ調整しているの
は県西部 (三好郡)で多くみ
られる技法、吉野川下流域で
はごくわずか
15C～ 16C代

1977 Ⅱ-7 SPl1934 遺構埋土
上師質土器

杯

国径105器高23
底径60
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りかのちナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元

1978 E-7 SPl1934 遺構埋土 醜
皿

底径48高台高04
残存高17
底部の1/2

ロクロナデのち高台削 り出
し、内面施釉、残存部外面は
露胎、底部内面重焼による目
痕2カ 所あり (計 4カ 所か)

精良 焼成やや不良
和 :責みの白8Y85/1S
素地 :灰白色10YR8/1

反転復元
割高台
釉貫入あ り
全体的に黄み を帯び焼成 はよ

くない

森 田分類 白磁 皿 D群 15C前
半

1980 Ⅱ-8 SP12096 遺構埋土 誡
碗

口径144残存高35
口縁～体きБの1/10

ロクロナデのち施釉

石
好
レ
　
灰
黒

良ヽ
グ
３Ｓ
‥
な

良
成
‥
７
地
細

精
焼
釉
ａ
素
微

長、01～ 03

イみの黄緑10YG

む珈鳩
み
ず

色
わ

白

斑

反転復元
釉透明度高く、粗い貫入あり
上田分類 D類 14C後半～15

C初頭

1981 E-8 SP12126 遺構埋土
器
鉢

陶
橋

残存高62
口縁の一部

内外面回転ナデ

良好、石 長 花、01～ 5

焼成良好
内 :灰褐色5Y馳/2
外 :灰掲色5YR5/2

断面実測
口縁外面自然釉付着
備前焼
重根編年ⅣA-2期 14C末 ヽ

15C初頭

Ⅱ-9 SP12274 遺構埋土
土師質土器

鍋

口径250頸径240
残存高50
回縁の1/18

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面平行タタキ (5条 /2 cm)、

体部内面ヨコハケ (8条/12
cm)

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 :黒褐色7 5YR3/1
外 :橙色5YR7/8

鍋

１５輸瞬］鉤珈

反
外
播
長
１６

後半ヽ

1984 Ⅱ-9 SP12315 遺構埋土
土師質土器

釜か
口径322残存高47
日縁の1/15

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ヨコヘラケズリ (幅 05～ 09
cm)ユ ビオサエのちタテハ

ケ (5条 /cm)、 内面ヨコ板ナ
デ (幅 1 2cm以上)

粗、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 :橙色7 5YR6/6
外 :明赤褐色2 5YR5/6

反転復元
搬入品

Ⅱ-9 SP12356 遺構埋土
土師質土器

羽釜

口径 199鍔 径216
残存高39
口縁の 1/10

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、内面ヨ
コ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :黒褐色10YR3/1

反転復元

鍔部以下煤付着
般入品

Ⅱ-9 SP12387 違構坦土
土師質土器

杯

口径100残存高23
口縁～体部の1/4

内外面 ヨコナデ
良好、石 長 金、01～ 4
焼成堅緻
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/6

反転復元
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1987 E-9 SP12388 遺構埋土 土師質土器
杯か椀

口径H8残 存高39
口縁～体部の1/6

内外面回転 ナデ
精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :灰責褐色 10YR6/2

反転復元

Ⅱ-9 SP12515 遺構埋土 瓦質土器
円形火鉢

残存高76脚底部43
脚部のみ

ら
部

調

か
底

面
脚
空

外

中ヽ

ち

所
は

の
力
面

デ

ー
内

ナ
孔
部

コ
穿
体

ョ
ュ削
脚

部
成

ヽ
明

体

焼

デ
不

脚

の
ナ
整

ヽ釦　財
赤
　
υ

，
朗
敷

好、石賊
一

良
ユ内

内外面炭素吸着良好
わずかに酸化炎焼成気味
円形火鉢の脚部
金雲母多量
脚体部内は中空で穿孔は焼成
時の破裂を防止する空気穴と
みられる

1990 Ⅱ-9 SP12532 遺構埋土 土師質土器
杯

口径128器高26
底径78
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デのち板目痕 切り離し技法
不明、底部内面回転ナデのち
ナデ

精良、石 長、01～05
焼成良好
内 :掲灰色7 5YR5/1
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元

I-9 SP12538 遺構埋土
土 師質土器

皿

国径■ 0器高1.8

底径58
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石・長 赤、01～ 05
焼成良好
内 外 :に ぶい黄橙色lllYR
7/3

反転復元

1992 Ⅱ-9 SP12559 包含層
土師質土器

羽釜

口径216鍔径248
体部最大径25.3
残存高96
国縁～体部の1/8

口縁外面～鍔部ヨコナデ、体
部外面ヨコナデ ,平行 タタ
キ、日縁内面ナデ、体部内面
ヨコハケ (18条/cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6れ
外 :にぶい橙色5YR6れ

後
聡
期

輸
瞬
］

谷ナ‐‐編年Ⅳ、Ｖ

・‐５Ｃ後半

反
鍔
播
長
半

Ⅱ-9 SP12629 遺構埋土
土 師質土器

皿

口径94器高14
底径83
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

反転復元
内外面磨耗気味

1994 Ⅱ-9 SP12647 遺構埋土
土師質土器

皿

国径104器高21
底径59
全体の5/12

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面ナデ

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

反転復元

1995 Ⅱ-9 SP12668 遺穏埋土
土師質土器
高脚高台付

皿

口径7.2底径51
高台高20器高27
全体の4/5

内外面ヨヨナデ、高台部外面
ユビオサエのちヨコナデ、高
台部内面ヨコナデ

良好、石 長 赤、01～ 4
焼成良好
内 :仄白色10Y8/2
外 :浅責橙色10YR8々

Ⅱ-10 SP12892 遺構埋土 略
皿

口径146残存高20
口縁～体部の1/7

ロクロナデのち内面～体部下
位外面施釉

精良 焼成良好
釉 :う すい黄緑10YG8 5/3S
素地 :灰 白色25Y8/1
微細な黒班あり

反転復元
体部外面下端は釉は薄 くな
り、一部素地が見える、以下
露月台か
わずかに釉とびあり
胎上の一部赤味をおびる
肥前系磁器 17C前半

1997 Ⅱ-11 SP13085 遺構埋土
土師質土器

皿

口径103底径67
器高16
全体の1/10

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元
胎土に細粒多く、表面ザラつ
く

1998 I― H SP13108 遺構埋土 説蜘
口径154残存高19
国縁の1/13

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7 5/3S
素地 :灰白色 N8/0

反転復元
釉厚い
口縁端部わずかに外反する
残存部は無文
型式不明 14C代以降か

1999 Ⅱ-11 SP13108 遺構埋土
土師質土器

羽金

口径269鍔径300
体部最大径298
残存高52
回縁～体部の1/13

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエ、体部内面ヨコ
板ナデ (幅不明)

良好、石 長 赤 金、01～
3 焼成良好
内・外 :橙色7 5YR76

着付物化山灰煤
元
下

復
以
品

転
部
入

反
鍔
搬

2000 Ⅱ-11 SP13248 遺構埋土 瑞
枕

口径148残存高49
口縁～体部の1/8

国縁内外面ヨコナデのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (幅02
cm)、 体部外面ユビオサエ、
体部内面ナデのち平行ヘラミ
ガキ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰黄色25Y6/2

反転復元
内外面炭素吸着やや不史
和泉型Ⅲ-2期 12C末～13C
初頭

I― H SP13268 遺構埋土
土師器
羽釜

口径201頚径255
残存高27
口縁の1/12

口縁端部～外面ナデ 鍔部貼
り付け、内面ヨコ板ナデか(幅
不明)

粗、石 長 角か、01～ 2
焼成良好
内 :橙色5YR76
外 :にぶい栓色7 5YR6々

反転復元
摂津 C型羽金
大阪湾岸からの搬入品

2002 Ⅱ-11 SP13299 遺構埋土
土師質土器

皿

口径88底径58
器高16
全体の1/9

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

焼

反転復元

2003 I-11 SP13299 遺構埋土
土師質土器

杯
口径124残存高29
口縁～体部の1/8 内外面回転ナデ

精良、石 長、01～ 03
焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

2004 Ⅱ-11 SP13299 遺構埋土
器
付

土
台

皿

質
高

か

師
脚
杯

土
高

脚端径■ 0
残存高台高42
脚部の1ん

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、01～ 2
焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元

Ⅱ-11 SP13318 遺構埋土 酪
皿

回径90残存高21
日縁～体をБの1/5

外面ヨコナデ、底部外面ユビ
オサエのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅01～ 0 2cm)、 内面
ヨコナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 2cm)、 底部内面
ナデのち平行ヘラミガキか
(幅01～ 0 2cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :浅責橙色10YR8々

行併
し

ヽ２期
獅

筋

呻
型瓦器Ⅲ． ‐
２Ｃ 後葉． ‐３Ｃ

転
外
泉

１

反
内

和
か

2006 Ⅱ-11 SP13318 遺格埋土 琳
皿

口径94残存高21
口縁～体部の1/7

外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ(幅01～ 0 2cm)、

底部外面ユビオサエのちヨコ
方向のヘラミガキ (幅01～
0 2cm)、 内面ヨコナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅01～
0 2cnl)

α
　
７

卜
　
ＹＲ

　ヽ
色

赤

　
仄掲

長
好

…

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅲ-1～ 2期併行
か 12C後葉～13C初頭

騒―H SP13318 遺構埋土 瓦器か
椀

口径154残存高30
口縁～体部の1/6

回縁外面ナデ、体部外面ユビ
オサエ、国縁内面ヨコナデ、
体部内面ヨコナデのちヨコハ
ケ (11条/cm)

精良、石 長 金、01～ 05
焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面炭素吸着なし、酸化炎
焼成
内外面ヘラミガキ確認できず
形状は和泉型瓦器椀に近似す
るが、瓦器ではない可含ヒ性あ
り
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号

掲

番 調査区
遺構
番号

出土地点

出土層位
器 種

法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

2008 Ⅱ―H SP13318 遺構埋土 鋤
皿

国径125底径46
高台高02器高26
全体の1潟

ロ クロナ デ の ち高 台 削 り出
し、内面櫛描花文のち内面 ～

体部外面施釉、高台露胎

精良 焼成良好
釉 :う すい黄8Y85/3S
素地 :灰 白色25Y8/1

反転復元
柚粗い貫入あり
内面に櫛描花文
太宰府分類自磁皿Ⅶ-lb類
1lC後半～12C前半

Ⅱ一H SP13323 遺構埋土
土師質土器

皿

口径105底径67
器高23
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面 回
転ヘ ラ切 り

良好、石 長 チか、01～
3 焼成ややハ良
内 外 :にぶい黄橙色10YR
7/4

瞭明不整調
り

り
作

よ
な

一死
に
雑

復

耗
粗

転
磨

に

反
面
的

部
外
体

一
内
全

2010 Ⅱ-11 SP13355 遺構埋土
土師器

高脚高台付
皿

口径121底径7.4
高台高15器高24
全体の2/3

内外面回転ナデか、底部外面
高台貼付のちヨコナデ

精良、石 長 赤 黒色鉱
物、01～ 3 焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

一部反転復元

Ⅱ-11 SP13355 遺構埋土 黒色土器か

椀

口径146残存高49
口縁～体部の1/8

外面ヨコナデ、内面ヨヨナデ
のちヘラミガキか、底部内面
ナデのちヘラミガキか

良好、石 長 赤、01～05
焼成やや不 良
内 :にぶい責橙色 10YR7/4
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗 景U離 により調整
不明瞭
酸化炎焼成であるが、内面わ
ずかに炭素吸着

2012 Ⅱ-11 SP13387 遺構埋土 瑞
椀

口径146残存高40
全体の1/8

口縁外面ナデ、体部外面ユビ
オサエのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅 0 2cnl)、 国縁内面ヨ
ヨナデ、体部内面ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ(幅01～
0 2cm)

良好、石 長 赤 金 花、
01～ 2 焼成良好
内 :黒色 N15/0
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
炭素吸着内面良好 外面な
し、酸化炎焼成
内外面磨耗 剥離により調整
不明瞭
口縁端部やや尖る
スタンダードな和泉型ではな

和泉型瓦器Ⅲ-1～ 2期併行
12C後葉～13C初頭

Ⅱ-11 SP13387 遺構埋土
土師質
有溝土錘

長さ44幅22
厚さ24
重量216E

ユビオサエのちナデ
精 良、石 長 赤 金、01～
1 焼成良好
オリープ褐色5Y3/1

外面炭素付着

2014 Ⅱ-11 SP13387 遺構埋土
土師質

有溝土錘

長 さ51幅 2.3
厚 さ21
重量233g

ナ デ

良好、石 長 赤 金、01ヽ
1 焼成良好
灰褐色7 5YR5/2

Ⅱ-5 第1包合層
須恵器
蓋

日径138残存高23
日縁の1/8

内外面回転ナデ
良好、石 長 黒、01～ 1

焼成良好
内 タト:仄白色N7/0

反転復元
古墳時代後期

Ⅱ-5 第 1包含層
須恵器

杯

口径111受部径136
底径101残存高41
全体の1/12

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラケズリ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰白色25Y7/1

反転復元
古墳時代後期

Ⅱ-3 北側溝
須恵器
高台付杯

国径108底径69
高台高08器高47
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面高
台貼付のち回転ナデ

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰 白色 N7/0

反転復元
8C後半か

Ⅱ-5 西狽I溝
土師質土器

皿

１
７
形

缶

Ｌ
完

径
高

ぼ

口
器

ほ

底径50 内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成良好
内 外 :歳黄橙色10YR8/4

Ⅱ-5 西側構
土師質土器

皿

径
高

形

口
器
完

底径55 内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ ユ
焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

2020 Ⅱ-5 南西側溝
土師質土器

皿

口径79底径54
器高17
ほぼ年形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り、底部内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8れ

Ⅱ-4 第1包含層
上師質土器

皿

口径81底 径55
器高17
全体 の1カ

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR76

反転復元

底都切 り離 し技法 は回転糸切
りではあるが、回転力は弱い

2022 Ⅱ-5 西側溝
土師質土器

皿

口径83底径59
器高17
ほぼ完形

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :i完責橙色10YR8泡

胎土に細粒多く、ややザラつ
く

2023 Ⅱ-11 第 1包含層
土師質土器

皿
回径83残存高09
口縁の1/4

内外面 ヨコナデ

精良、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元

2024 Ⅱ-3 第 1包含層
土師質土器

柱状高台付
皿

口径74底径38
高台高11器高29
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切りか

一部合成 反転復元

Ⅱ-5 第 1遺構面
直上

器
付

土
台

蘇二
局
皿

師

脚
土
高 口径95残存高17

皿部分の1/2
外面回転ナデ、内面回転ナデ
のちナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :浅黄橙色7 5YR8/3
外 :にぶい橙色7 5YR7れ

反転復元

2026 Ⅱ-5 第1遺椅面
直上

器
付

土
台

質
高

杯

師
脚

土
高

底径8_2高 台高33
残存高45
脚都から杯底部の2/3

内外面 回転 ナデ
良好、石 長 赤、01～ 6

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

一部反転復元

2027 Ⅱ-5 西側溝
土師質土器

杯

国径 123底 径5]
器高38
全体の4/5

内タト面回転ナデ、底部外面回
転糸切りのち板目痕、底部内
面回転ナデのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4

内外面剥離 磨耗により調整
不明瞭

2028 Ⅱ-4 西側溝
土師質土器

杯

口径124器高27
底径87
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

粗、石 長 赤 チ か、01～
1 焼成やや不 良

内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :浅黄橙色7 5YR8/3

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭

2029 ]-5 西側溝
土師質土器

杯

□径12.8底径84
器高2,5
全体の1/2

内外面ヨコナデ、底部外面板
目痕、底部内面ナデ

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :浅黄橙色 10YR8/4

反転復元
器形に歪みあり、非回転台成
形によるものか

2030 Ⅱ-4 第 1包含層
土師質土器

杯

口径 144器 高37
底径84
全体 の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りかのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8/3
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出上層位

器 種
法量 (cm)

残存率 肢 法
胎上、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

2031 Ⅱ-4 第1包含層
器

，

但

蜘
枕

黒
ぐ 口径132残存高36

口縁～体部の1/6

外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅0 3cm)、 内面
ヨヨナデのちヨコ 斜方向の
ヘラミガキ (幅 0 3cm)

ヽ∈
　
１
お

く　瑚５ＹＲ７

張　
御
笠

石ヽ朗
駆
難

様
賊
正
店

反転復元
内面～口縁外面炭素吸着良好
外面磨耗により調整不明瞭

2032 Ⅱ-4 第 1包含層
器
ナ

但

螂
枕

里
い′ぐ

底径80高台高12
残存高36
底部～体部の1/3

体部外面ナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅0 3cm)、 底部
外面高台貼付のちヨヨナデ、
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅03‐nl)

精 良、石 長 赤、01～ 05
焼成やや不良
内 外 :褐灰色 10YR4/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
ヘラミガキはやや粗略
胎土は暗褐色で黒化していな

瓦器椀の初期か

2033 Ⅱ-4 第1包含層

器

，仕
蜘
椀

里
９
、

口径 141底 径72
高台高1.1器 高61
底部 は完形

面

ラ
底
内

ミ
部

回

ヨ
ミ
部

面
ガ
内

一

］”̈脚
良
■
内
外

一部反転復元
内外面炭素「/k着良好

2034 Ⅱ-4 第1遺構面 酪
皿

径底

５
３

１
■
〃

＆
一局
の

径
存

体

口
残

全

口縁～体部外面ヨコナデ、底
部外面ユビオサエのちナデ、
内面ヨコナデのちナデ

粗、石 長 、0卜 5焼
成やや不 良
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
胎土粗い、器形の歪み大きい
口縁外面のヨコナデ弱い、内
面にヘラミガキ確認できない
非和泉型か、和泉型瓦器Ⅳ期
併行

2035 Ⅱ-3 北側溝 瑞
皿

口径87底径74
器高19
全体の1/2

外面ヨヨナデ、底部外面ユビ

高称夭ラ宵界章¬穐浄F亀屯
cm)、 底部内面ナデのち平行
ヘラミガキ暗文 (幅 0 2cm)

石ヽ
好
片

好
良

良
成
内

長、01～ 2 焼

灰色5Y4/1

内外面災素吸着良好
重焼痕あり
和泉型瓦器Ⅲ-3期併行

2036 匝-4 第1包含層 瑞
枕

底径66高台高09
残存高3.3
底部～体部の1/3

体部外面ユビオサエのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (幅03
clll)、 底部外面高台貼付のち
ナデ、内面ヨコナデのちヨコ
方向のヘ ラ ミガキ (幅03
cm)、 底部内面ナデのち平行
ヘラミガキ (幅 0 3cm)

良好、石 長 黒、01～ 15
焼成良好
内 :灰色 N5/0
外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面とも級密なヘラミガキ
を施す
和泉型か I-3～ Ⅱ-1期か
1lC末～12C前葉

2037 I-11 包合層 第1包含層
瓦器
椀か

口径138残存高19
国縁～体部の1/12

口縁外面ヨコナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅 01～ 02
cm)、 体部外面ユビオサエの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
01～ 0 2cln)、 国縁内面 ヨコ
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅01～ 0 2cm)、 体 部 内
面ナデのち平行ヘラミガキ暗
文 (幅01m)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :灰 白色2.5Y7/1
外 :灰色 N4/0

反転復元
口縁内面～外面炭素吸着良
好、内面重焼痕
内面の平行ヘラミガキ暗文が
口縁付近まであがってきてい
ることから、器高が低い皿か
和泉型 Ⅲ-2期 か 12C末～
13C初頭

Ⅱ-5 包含層 畔
椀

口径154底径56
高台高06器高5.4
全体の3れ

口縁外面ヨヨナデのちヨコ方
向のヘラミガキ (幅02～ 04
cm)、 体部外面ユビオサエの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅
02～ 0 4cm)、 底部外面高台
貼付のちナデ、内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅
02～ 0 4cm)、 底部内面ナデ
のち平行ヘラミガキ暗文 (幅
02～ 0 3cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

一部反転復元
内外面炭素吸着良好
外面重焼痕あり
和泉型 Ⅱ-1期 12C初 頭～
前葉

2039 Ⅱ―〕 包含層 瑞
椀

口径148底径51
高台高05器高51
全体の1/6

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラミガキ (幅0 3cm)、 底部外
面高台貼り付けのちナデ、内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅 02t‐ m)、 底部内面ナ
デのち格子状ヘラミガキ暗文
(幅01～ 0 2cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
炭素吸着内面やや不良、日縁
外面良好、以下不良
内外面に重焼痕
和泉型皿-1期 12C後茉

Ⅱ-1 包含層 瑞
枕

口径140残存高47
口縁～体部の1/8

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 02伽 )、 内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 :灰色N70
外 :灰色 N6/0

反転復元
炭素吸着内面良好、外面やや
不史
外面に重焼痕
和泉型 Ⅲ-2期 か 12C木～
13C初頭

Ⅱ-1 第 1遺構面
(埋土)

瓦器
椀

口径148残存高43
口縁～体部の1/7

口縁外面ヨヨナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨ

品々幣儡洗笑架平
キ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長 赤、01～ ユ
焼成やや不良
内 :責灰色25Y5/1
外 :褐灰色10YR5/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着やや不良
胎土酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

2042 Ⅱ-4 第 1包含層 酪
抗

口径139底径38
高台高02器高41
全体の1/4

回縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちナデ、底部外
面高台貼付のちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅01～ 0 2cm)、 底部内面

攻羅β盈所
行ヘラミガキ暗文

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
内外面剥離 磨耗 によ り調整
不明瞭
和泉型 Ⅲ-3期 13C前葉

2043 Ⅱ-5 南側溝
瓦器
椀

口径149底径42
高台高04器高45
全体の1/3

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、底都外面高台貼
付のちナデ、内面ナデのちヨ
コ 斜方向のヘラミガキ (幅
01～ 0 3cm)

チ
　
ん
れ”卿的的

好、石‐・６辮辮

良
∈
内
外

だ

ヽ
　

３

衝
嘘
伏ポ．腿
べ産ヵ、働

財嫁
師
力
▲賊
倒
勅

2044 Ⅱ-4 第 1包含層
緑釉陶器

碗

底径70高 台高07
残存高 16
底部の1/3

体部回転ナデ、底部外面回転
糸切りのち高台貼り付け、内
面～高台外面施釉、高台畳
付 底部外面の一部に釉付着

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 外 :に ぶい責緑10YG
5 5/5S

反転復元
全体的 に釉の剥離著 しし

近江産か 10C後半
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掲載

番号
調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
法技

胎上、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

考備

2045 Ⅱ-5 不 明 包含層 醐
皿

口径81残 存高 13
口縁 ～体言卜の1/8

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色25Y8/2

反転復元
釉に貫入あり
大学府分類白磁皿V～ Ⅶ類か
1lC後半～12C前半

2046 I-5 不明 包含層 帥
碗

一局ム
ロ

高

お
ん

＆
高

の

径
存

部

底
残
底

ロクロナデ、高台削り出しの
ち内面施釉、残存部外面露胎

精農 焼成良好
釉 :黄みのグレイ10YG7 5/
1S
素地 :灰白色25Y8/1

反転復元
貫入あり
大字府分類白磁碗 Ⅱ類 1lC
後半～12C前半

2047 ほ-5 不 明 包含層 馘
碗

口径162残存高27
口縁～体部の1/10

ロクロナデのち施釉

精良 焼成良好
釉 :黄みのグレイ10YG7 5/
1S
素地 :灰 白色25Y8/1

反転復元
貫入なし
大宰府分頚白磁碗 Ⅱ類か 1〕

C後半～12C前半

2048 Ⅱ-4 第 1包含層 醜
碗

口径170残存高29
回縁～体部の1/10

ロクロナデのち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色 N8/0
微細な黒斑あり

反転復元
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

2049 Ⅱ-4 第 1包含層 餓
碗

口径157残存高27
国縁～体言るの1/6

ロクロナデのち内面～体部中
位外面施釉

精良 焼成良好

釉 :グ レイみの黄8Y75/3S
素地 :仄白色 10YR8/1

反
釉
大
後

2050 Ⅱ-1 第 1造構面
精査

鍼
碗

口径 153残 存高27
口縁 ～体部の1/12

ロクロナデのち施釉 ＹＧ８
躙

好

１０

Ｎ

良
白

色

成

の
白

焼

み
灰

黄

‥

良

‥
地

精
釉

素

反転復元
大宰府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

2051 Ⅱ-5
第1遺構面

直上
西狽j

効
碗

底径64高台高08
残存高33
底部は完形

ロクロナデ、高台削り出しの
ち内面～体部下位外面施fFH、

体部下端外面以下露胎

海Ｙ

ｌ

好
帳

５Ｙ８

良

み
色

成

イ
白

焼

レ
灰

グ

‥

良

…
地

精
釉
素

一部反転復元
高台内側削り出し途中で終え
る
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC
後半～12C前半

2052 Ⅱ-1 第1遺構面
精査

醜
碗

底径62高台高08
残存高31
底部の1/4

ロクロナデのち体部下位外面
回転ヘラケズリ、高台削り出
しのち内面～体部下位外面ま
で施釉、以下露胎、底部内面
蛇ノロ状に釉剥ぎ

精良 焼成良好
釉 iグ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :灰白色25Y7/1
微細な黒斑含む

類
一

枷船翰妙”反大１２
Ⅱ-4 第1遺構面

検出時
青磁
皿

口径94底径49
高台高05器高25
全体の1/2

ロクロナデ、高台削り出し、
内面～体部下位外面施釉

良好 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブグ
リーン10YG5 5/3S
素地 :仄白色5Y7/1
微細な黒斑含む

反転復元
釉ごく粗い貫入あり
14C～ 15C代か

2054 Ⅱ-4 第 1包含層 誡
碗

底径62高台高09
残存高40
底部～体部の1/2

ロクロナデ、底部内面ヘラ片
彫による草花文、体部内面ヘ

ラ片彫櫛描施文、体部下位外
面 タテ ケズ リ (幅 2 0cm以
上)、 高台削 り出し、内面～

高台外面途中まで施釉、釉は
一部畳付を越えて高台内面に
達する、畳付部の釉は掻き取
り

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
6 5/3S
素地 :灰 白色 N7/0

反転復元
釉透明度高く貫入あり
大学府分類龍泉窯系青磁碗
I-2類か 12C中頃～後半

2055 Ⅱ-3 西側溝 説
碗

口径159残存高40
国縁～体

=Б

の1/11

ロクロナデのち体部外面ヘラ
片彫飼蓮弁文施文、内外面施
釉

精良 焼成良好
釉 iグ レイみの黄緑10YG
65/3S
素地 :灰白色 N7/0

反転復元
大 学 府 分類 龍 泉窯 系 青 磁 碗
I-5b類 13C初頭 ～前半

2056 Ⅱ-4 第 1包含層 説
碗

口径165残存高23
口縁～体部上位の1/10

内外面ロクロナデのち内面ヘ

ラ片彫施文、内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブ
8Y55/3S
素地 :灰 N7/0

反転復元
釉荒れ目立つが透明度は高い
上田分類 D類 の一種か 14C
代か

I-4 機械掘削
青磁
盤か

底径106高台高07
残存高24
底部の1/9

ロクロナデのち高台削 り出 し

(碁 笥底状 )、 内外 面施 釉、

高台畳付の一部露胎

良

‥
地

精
釉
素

焼成良好
ぶい黄緑10YG5 5/5S
灰白色 N8/0

反転復元
袖厚めにかかる、貫入あり
一部酸化炎焼成気味
型式年代不明
中世後半期とみられる

2058 Ⅱ-4 第 1遺構面
検出時

青自磁
碗か皿

残存高19
体部の一部

ロクロナデのち内面ヘラ先に
よる蕨手状の陰刻のち内面～

体部中位外面まで施釉、以下
露胎

精良 焼成良好
和 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色 N8/0

反転復元
釉の荒れ著しく、文様不鮮明

2059 Ⅱ-1 第1遺構面
精査

青磁
合子蓋

口径70残存高15
口縁の1/6

外面型押し、内面ヨコナデ、
天丼部～体部外面 天丼部内
面施釉、日縁外面～体部内面
露胎

精良 焼成良好
釉 :う すい黄緑10YG8 5/3S
素地 :灰白色10YR8/1

反転復元

2060 ]-4 第1包含層
東端

青白磁
合子蓋

残存高06
天丼部の一部

外面型押し、内面ナデか、の
ち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :黄 みの自10YG8 5/1S
素地 :灰 白色5Y8/0

断面実測
内外面粗い貫入あり

]-4 第1包含層 鮒
皿

底径2.8高 台高04
残存高17
底部の1れ

ロクロナデのち高台削 り出
し、外面呉須絵付芭蕉葉文、
内面呉須絵付花文か、のち施
釉、体都外面下端～高台畳付
釉掻き取り露胎

精良 焼成良好
釉 :青みの白4r085/1S
素地 :灰 白色2 5GY8/1

類群
微

如
葉． ‐６Ｃ前半

転
野
後

反
小
Ｃ

2062 Ⅱ-5 廃土
第1包含層

知
碗

残存高28
体部下位の一部

ロクロナデのち外面呉須絵付
(ア ラベスク文)

精良 焼成良好
和 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色 N8/0
胎土に微細な黒斑含む

断面実測
小野分類衆付碗 D群Ⅳ類 15

C後葉～16C前半

2063 Ⅱ-4 第1包含層 知
碗

残存高25
体部の一部

ロクロナデのち外面呉須絵付
(ア ラベスク文)

精良 焼成良好
TFH:う すい緑みのスカイ
16gB8 5/1S
素地 :灰 N8/0

断面実測
小野分類染付碗 D群 Ⅳ類 15

C後業～16C前半

2064 [-5 廃土
第1包含層

期
皿

一局ム
ロ

高

２

８

ａ
高

の

径
存

部

底
残
底

ロクロナデのち内外面呉須十
宇花文絵付のち施和、高台畳
付和掻き取り露胎

精良 焼成良好
釉 :白 18B85/OS
素地 :白 2R85/0

反転復元
小野分類染付皿Bl群Ⅵ類か
15C後葉～16C前半

2065 Ⅱ-6 側蒲
瓦質土器
悟鉢

残存高45
口縁の一部

外面 ヨヨナデ、内面 ヨヨナデ

かのち橋 目 (3条 /0 5cnl)

良好、石 長 率吉 砂、01～
5 焼成やや不良
内 :仄 白色 N8/0
外 :灰白色 N7/0

断面実瀕J

内外面炭素吸着不良
内外面磨耗により調整不明瞭
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載
号

掲
番 調査区

構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率 技 法

胎土、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

2066 Ⅱ-4 第 1包含層
須恵質土器

捏鉢
残存高51
回縁片口部の一部

内外面回転ナデのちナデ、片
口部ユビオサエのちナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰責色25Y6/2
外 :灰 白色25Y7/1

断面実預1

胎土に細粒多く、ややザラつ
く
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階か
12C中 葉～後半

2067 Ⅱ-1 第 1遺構面
精査

須恵質土器
捏鉢

口径252残存高29
口縁の1/16 内外面回転ナデ

良好、石 長 黒、01～ 15
焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第1段 階 12
C中葉～後半

Ⅱ-6 側溝
陶器
悟鉢

国径224残存高52
回縁の一部

口縁外面回転ナデ、体郡外面
ユビオサエのち回転ナデ、内
面ヨコナデのち悟目 (7条 /
2 0cm)

良好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 :赤灰色2 5YR4/1
外 :にぶい赤褐色2 5YR5μ

反転復元
備前焼
重根編年ⅣB-1期 15C前
葉

2069 Ⅱ 第1包含層
器
鉢

陶
福

口径244残存高73
回縁の1/4

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち楯目 (10条 /1 5cm)

良好、石 長、01～35
焼成良好
内 :黄灰色25Y6/1
タト:灰 白色2.5Y7/1

反転復元
備前焼
重根編年ⅣB-1期 15C前
葉

20‐0 I-4 第1包含層
器
鉢

陶
悟

口径315残存高68
不明

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち悟目 (4条/1 0cm)

良好、石 長 赤、01～ 4

焼成良好
内 外 i仄褐色5YR6泡

Ⅳ翰紬鵬

反
備
重
美

B-2期 15C中

Ⅱ-5 第 1包含層
土師器
巽

口径154頸径138
体部最大径168
残存高82
国縁～体部中位の1/12

口縁～頸部外面ナデ ヨコナ
デ、体部外面タテハケ(6条/
1 4cm)、 口縁～頸部 内面 ナ
デ ヨヨナデのちヨコハケ
(5条 /1 3cm)、 体部内面ナ

デのちタテ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 結 赤、01～
8 焼成良好
内 :にぶい橙色5YR6れ
外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元

Ⅱ-4 第 1包含層
土師質土器

鍋

回径278頚径260
残存高34
回縁の1/12

口縁 ～顕部外面 ヨコナデ、体
都外 面 タテハ ケ (5条 /cm)
か、内面 ヨヨナデか

良好、石 長 結 赤、01～
5 焼成やや不良
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
口縁内外面煤付着
内外面磨耗により調整不明瞭

2073 I-1 第 1遺構面
土師質土器

鍋

口径243頸径215
残存高105
口縁～体部下位の3/25

口縁～顕部外面ヨヨナデ 斜
ハケ (5条/0 5cm)の ちヨコ
ナデ、体部外面ユビオサエの
ち ヨコ 斜 ハ ケ (12条/15
cm)、 国縁～顕部内面ヨコナ
デのちヨコ板ナデか、体部内
面ヨコハケ (12条 /15帥 )

精良、石 長 赤 全 角
か、01～ 1 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7麗
外 :にぶい責橙色10YR6/3

反転復元
外面煤付着
瀬戸内沿岸～大阪湾岸からの
搬入

2074 Ⅱ-6 機械掘削
土師質土器

鍋

口径232頸径226
残存高69
口縁の一部

口縁～頚部内外面ヨコナデ、
体部外面平τタタキ、体部内
面ヨコ板ナデ

良好、石 長 赤、01～ 15
焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい橙色5YR6/4

反転復元
外面媒付着
播丹型
長谷川編年Ⅵ期 15C後半～
16C前葉

2075 Ⅱ-4 第 1包含層
土師器
羽釜

口径219鍔径272
残存高41
回縁の1/12

日縁内面～鍔端部ヨコナデ、
鍔郡下位ユビオサエのちヨコ
ナデ、体部外面ナデのちタテ
板ナデ (幅 1 3cm)、 体部内面
ナデのちヨコ板ナデ (幅 18
cm以上)

、
　

３

３

儀

　

Ｒ６

Ｒ５

金
、

　

５Ｙ
５Ｙ

跡
好
髄
髄

張
娘
舶
肺

ヽ
石
焼
に
に

粗
３
内
外

反転復元
摂津C型羽釜

Ⅱ-5 第1包含層
土師質土器

羽金

口径203鍔 径228
残存高53
口縁の1/8

口縁内外面～鍔部ヨヨナデ、
体部外面ユビオサエのち斜板
ナデ (幅 1 3cm)、 体部内面ヨ
コ板ナデ (幅 1 3cm)

粗、石 長 赤  金 、01～
4 焼成良好
内 :浅黄橙色 10YR8/4
外 :灰 白色 10YR8/2

反転復元

鍔部以下わずかに14r付着
搬入品 15C後半 ～16C代

2077 Ⅱ-4 第 1包含層
土師質土器

羽釜

口径254鍔径277
残存高37
口縁の1/13

口縁端部ヨコナデ、鍔郡ユビ
オサエのちナデ、体部外面ヨ
コ板ナデ (幅 07伽以上)、 内
面ヨコ板ナデ (幅 1 4cm)

粗、石 長 赤 金、01～
5 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR74
外 :にぶい褐色7 5YR6/3

反転復元
鍔部以下外面煤付着
搬入品 15C後半～16C代

2078 Ⅱ-4 第 1包含層
土師質土器

羽釜

国径245鍔径272
残存高39
国縁の1/24

口縁外面～鍔部ヨヨナデ、国
縁内面沈線、体部外面ユビオ
サエ ナデのちヨコ板ナデ、
内面ヨコ板ナデ (幅 2 0cm)

粗、石 長 赤、01～ 4
焼成良好
内 外 :浅黄橙色 10YR8/4

反転復元
鍔部以下煤付着
搬入品 15C後半～16C代

Ⅱ-5 廃土

第 1包含層
瓦質土器

羽釜
残存高40
日縁 の一部

口縁～鍔部外面ヨコナデ、体
部外面ヨコ板ナデか、内面ヨ
コナデか

良好、石 長 金、01～ 2
焼成やや不良
内 外 :灰色5Y6/1

断面実測
内外面炭素吸着不良
鍔部以下煤付着
i可 内型瓦質土器羽釜
河内Ⅲ～V型 のいずれか 15
C代か

2080 I-4 第 1包含層
須恵質土器

菱
口径298残存高52
日縁の1/13

口縁内外面ヨコナデ、頸部外
面平行 タタキ (4条/cm)の
ちヨヨナデ、頚部内面ヨコ板
ナデ (幅0 8cm以上)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 タト:灰 白色5Y7/1

反転復元
東播系須恵質土器菱 12C代
か

2081 Ⅱ-4 第 1包 含層 略
奏

口径333残存高62
回縁の1/10

ナデ、肘
コ

コ

面
ち
ナ

外
の
上

内面 ヨ

デ (幅 2
デ
以

ナ

ｃｍ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :青灰色5PB6/1

反転復元
外面剥離あ り
備前焼
重根編年 Ⅳ B期 15C代

E-4 第1遺構面
検出時

瓦質
有溝土錘

長さ49幅37
厚さ37
重量584g
完形

ナ デ 一薇醐
石ヽ
管
鬱

好
成
仄

良
焼
責

赤、01～ 2

外面炭素吸着やや不良

2083 Ⅱ-4 第 1遺構面
検出時

瓦質
有溝土錘

長 さ47幅 37
厚 さ35
重量594g
年形

ユビオサエのちナデ
焼一洋

報

枷

好

や
色

良
成

灰
炭素吸着やや不良

2084 Ⅱ-4 第1遺構面
検出時

瓦質
有溝土錘

さ
さ
量
形

長
厚
重
完

幅37

3g
ナ デ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
暗灰黄色25Y5/2

炭素吸着やや不良

2085 E-4 面梅
時

遺

出
１
検

第 瓦質
有溝土錘

長さ43幅37
厚さ36
重量529g
完形

ナ デ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
灰黄色25Y6/2

炭素吸着やや不良
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掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上 、含有物 、法量 (mm)

焼  戊
色 調

備 考

2086 Ⅱ-4 第1遣構面
検出時

土師質
管状土錘

全長50径 11
孔径0.3
重量401g
ほぼ完存

ユビオサエ ナデ
良好、石 長、01～ 06
焼成やや不良
暗灰黄色25Y4/2

磨耗により調整不明瞭

2087 Ⅱ-4 第 1遣構面
検出時

土師質
管状土錘

全長51径 12
孔径03
重量478g
ほぼ完存

ユビオサエ ナデ
精良、石 長、01～ 05
焼成やや不良
黄灰色2.5Y4/1

磨耗 によ り調整不明瞭

2088 Ⅱ-3 第 1遺構面

直上
瓦製

加工円盤

長 さ27幅 28
厚 さ16
重量 165g

瓦片の側面 を研削整形 し、円

盤状 に作 る

良好、石 長、01～ 1 焼

成良好
内 外 :灰 白色25Y8/1

瓦質平瓦片
四面の布目圧痕、凸面の板ナ
デ痕残る
凹面炭素吸着あり

2089 Ⅱ-6 側 構
須恵質土器
加工円盤

長さ72幅63
厚さ25 体部片 を円盤状 に打 ち欠 く

粗、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 外 :青灰色5B5/1

斐体部の転用、陶器か
研削整形は積極的に行つて立
ない

2099 I-10 第1包合層
須恵器
杯

口径 131受 部径 154
残存高30
回縁 ～体音卜の1/6

内外面回転ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :青灰色5PB6/1

反転復元
古墳時代後期

Ⅱ-10 第 1包含層
須恵器
杯

口径120受部径143
底径88器高35
全体の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラケズリ

良好、石 長、01～ 1 焼

成やや不良
内 外 :仄 白色 7 5YR3/2

一部合成、反転復元
古墳時代後期

Ⅱ―H 第 1包含層
須恵器

杯

口径136受部径162
残存高43
口縁～体部の1/8

内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :灰色5Y6/1
外 :灰責色25Y6/2

反転復元
古墳時代後期

Ⅱ-10 第1包含層
須恵器

杯

口径131受部径154
残存高26
口縁～体部の1/8

内外面回転ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼

成やや不 良
内 外 :灰 白色75Y7/1

反転復元
古墳時代後期

2103 Ⅱ-7 第 lB
包合層

土師質土器
皿

口径85器高14
底径63
完形

内外面回転ナデか、底部外面
回転糸切り、底部内面回転ナ
デかのちナデ

粗 、石 長 、01～ 2 焼

成やや不良
内 外 :橙色2 5YR6/6

回転糸切 りであるが、回転力
が弱い

Ⅱ-9 東側溝
土師質土器

皿
口径107残存高21
日縁～体部の1/3

内外面 回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 05
焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :に ぶい橙色 7 5YR6/4

反転復元

Ⅱ-9 欠香 包含層
土師質土器

皿
口径108残存高18
口縁～体言卜の1/7

内外面回転ナデか

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成不 良
内 :橙色5YR7/6
外 :橙色7 5YR76

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

2106 Ⅱ-9
Ｂ

屠細
鈴

土師質土器
皿

口径87器高18
底径51
全体の5/12

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成堅徹
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元

E-9 第 1包含層
土師質土器

皿

高器
　
海

儀
ａ

の

径
径
体

口
底

全

内外面回転ナデ、底部外面磨

耗のため調整不明、底部内面

回転 ナデのちナデ

精 良、石、01～ 1 焼 成
良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

Ⅱ―H 包含層
土師質土器

皿

□径98底 径60
器高 17
全体 の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

2109 Ⅱ-10 第 1包含層
土師質土器

皿
口径99残存高16
口縁～体言るの1/12

内外面回転ナデ
良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 タト:灰 白色10Y7/2

反転復元

Ⅱ-9 東側溝
土 師質土器

皿

口径98器高16
底径65
全体の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 2

焼成良好

内 外 :浅黄橙色7 5YR8/4
反転復元

Ⅱ-9 欠番 包含層
土師質土器

皿

口径109器高15
底径72
全体の1れ

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明、
底部内面ヨコナデのちナデ

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :灰黄褐色10YR6/2
外 :灰責褐色10YR72

反転復元
外面わずかに炭素付着

2112 Ⅱ-10 第 1包含層
土師質土器

皿

口径109底径73
器高18
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好

内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
胎土に細粒多く、ややザラつ

く

I-9 第 lB
包含層

上師質土器
皿

口径107器高22
底径70
全体の1/2

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰 白色10YR8/2
外 :i完 黄橙色10YR3/3

Ⅱ-7 欠番 包含層
土師質土器

皿

■
■

の

径
径
体

口
底
全

器高 17 内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切 りのちナデ 板 目
痕、底部内面回転ナデのちナ
デ

精良、石 長 赤、01～ ユ
焼成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/4
外 :淡責色25Y8/3

一部反転復元

Ⅱ-9 第 lB
包含層

土師質土器
皿

口径 110器 高22
底径77
全体の1/6

内外面回転ナデ、体部下端外
面回転ヘラケズリ、底部外面
回転ヘラ切り

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元

2116 Ⅱ-9 欠番 包含層
土師質土器

杯
口径139残存高22
日縁～体言卜の1/14

内外面 回転ナデ
良好、石・長 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :浅黄橙色7 5YR8泡

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

2117 Ⅱ-9 包含層 琳
皿

口径82底径68
残存高09
口縁～体部の1/4

口縁～体部内外面ヨヨナデ、
底部外面ユビオサエのちナ
デ、底部内面ナデのちヘラミ
ガキか

良好、石 赤、01～ 1 焼

成良好
内 :仄白色25Y8/2
外 :灰 白色25Y8/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
胎土に細粒多く、表面ザラつ

く
非和泉型か、和泉型瓦器Ⅳ期
併行か

Ⅱ-9 包合層 酪
皿

口径87底径5,4
残存高15
口縁～体部の1/7

口縁～体部外面ヨヨナデ、底
郡外面ユビオサエ、内面ヨコ
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 2cm)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :黄灰色25Y5/1
外 :責灰色25Y4/1

反転復元
炭素吸着やや不良
和泉型瓦器Ⅳ期併行か
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掲載
番号

調査区
構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率 技 泌
胎土 、含有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

Ⅱ-7 包
溝

Ｂ
倒

１
南

瓦器
皿

口径86器高15
底径70
全体の1/3

外面 ヨヨナデ、底部外面ユ ビ

オサエ、内面 ヨコナデ ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
内面磨耗により調整不明瞭、
ヘラミガキ確認できず
内外面とも底部～体部の境に
段を有する
和泉型瓦器Ⅳ期併行か

2120 Ⅱ-7 第1包含層 酪
椀

口径139残存高42
回縁～体部の1/8

国縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ 斜方向
のヘラミガキ (幅0 5cm)、 内
面ナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅 0 1 5cm)

精良、石 長、01～ 15
焼成良好
内 外 :暗灰色 N3/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-2期 か 12C末 ～
13C初頭

Ⅱ-7 第1包含層 酪
椀

口径145残7i高43
全体の1/4

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ方向のヘ
ラ ミガキ (幅02～03帥 )、

内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 02t‐m)

精良、石 長、01～ 05
焼成良好
内 :黄灰色25Y4/1
外 :浅責橙色10YR8/4

反転復元
炭素吸着内面良好、外面なし
内面磨耗により調整不明瞭
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-2期 か 12C末 ～
13C初頭

2122 Ⅱ-7 Ｂ

層知
鈴

瓦器
椀

国径144残存高43
日縁～体部の1れ

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエのちヨコ 斜方向
のヘ ラ ミガキ (幅 01～ 03
cm)、 内面ナデのちヨコ方向
のヘラミガキ (幅 0 2cm)

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 !黒色25Y2/1

反
内
和

１３
12C末ヽ

Ⅱ-8 側 溝 瑞
椀

口径142高台高04
底径46器高48
全体の1/2

回縁外面ヨヨナデ、体部外面
(上位)ユ ビオサエ (中 ～下

位)ユ ビオサエ、底部外面高
台貼 り付けのちナデ、内面ナ
デのちヨコ方向のヘラミガキ
(幅01～ 0 3cm)、 底部内面

ナデのち平行ヘラミガキ暗文
(中目01～ 0 2cm)

　ヽ
　
　
１

α

　

　

Ｒ６

ヽ
　

Ｏ

Ｙ

長

良

ν

Ю

不

Ｎ
色

石

や
色

灰

ヽ
や
灰
掲

好
成

‥
‥

良
焼
内
外

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味
体部外面に接合痕あり
和泉型Ⅲ-3期 13C前業

2124 I-9 包合層 酪
椀

国径148残存高23
日縁～体部の1/15

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエナデ消し、体部
内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅 0 3cn)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 外 :灰 白色10YR8/1

反転復元
内外面炭素吸着不良
内外面磨耗により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

Ⅱ-9 欠呑 包含層 酪
椀

口径149残存高26
日縁～体部の1/22

口縁外面ヨコナデ、外面ユビ
オサエ、内面ナデのちヨコ方
向のヘラミガ羊 (幅 0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰色5Y5/1
外 :灰色5Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着良好
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

2126 Ⅱ-7 Ｂ

層細
鈴

瓦器
椀

底径46高台高03
残存高12
底部の9/10

外面高台貼付のちヨコナデ
ナデ、内面ナデのち斜格子状
ヘラミガキ暗文 (幅 01t‐ m)

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :黒色 N3/0

一部反転復元
底部内面のヘラミガキ暗文は
彫 り深く、沈線状を呈する
和泉型 Ⅲ-2～ 3期 か 12C
末～13C前葉

Ⅱ-7 欠呑 包合層
冗質土器か

杯

曰径130器高39
底径78
全体の1/3

切

ヽ

面
リ

デ

外
あ

ナ

部
痕
ち

底

目

の

板ヽ

デ

デ
明

ナ

ナ
不
転

転
法

回

回
技
面

面
し
内

外
離
部

内
り
底

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色N4/0

反転復元
炭素吸着やや不良
胎土色黒い、国縁内外面に重
焼痕
器形に歪みあり
瓦質としたが、土師質か

2128 Ⅱ-9 包合層
須恵質土器

携か
底径56残存高14
底部の5/12

内外面回転ナデ、底部外面回
転糸切り

焼ヽ ３

　

ＹＲ８『良噸
石ヽ
杯
片

良

や

精
成
内

反転復元
東播または備前か
12C後半～13C代か

Ⅱ-9 包含層
灰釉陶器

碗
口径142残存高17
口縁の1/14 内外面回転ナデのち施釉

精良、石 長、01～ 0.5
焼成良好
内 :灰黄色25Y7/2
外 :仄 白色25Y7/1

反転復元
型式 時期不明

Ⅱ-9 包含層 軸
皿

口径134残存高20
日縁～体言るの1/30

ロクロナデのち施釉

良好 焼成良好
釉 :黄 みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色 5Y8/1
黒斑 あ り

反転復元
内面に弱い段を有するため中
世前半期とみらえる
且つ端反りで回禿でないもの
大学府分類白磁皿Ⅲ類 12C
中葉～13C前半または大学府
分類 自磁皿Ⅳ-1類か 1lC
後半～12C前半

Ⅱ-7 第1包含層 軸
碗

底径52高台高09
残存高17
底部の3/4

ロクロナデ、高台削り出し、
底部内面ヘラ先毛彫り文、内
面施釉、外面残存部は露胎

精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8 5/1S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
内面釉の荒れが著 しい部分は

文様見えない

大学府分類 白磁碗 V類 または
Ⅵ類 1lC後半 ～12C前半

2132 I-10 第1包含層 説
皿

口径108底 径82
器高19
全体の1/8

ロクロナデのち施釉、体部外
面下端以下露胎か

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色75Y7/1

皿磁

元
“
眸

２Ｃ 中頃ヽ後半

復

土
府

１

転
粧
宰

か

反
化
大

類

2133 Ⅱ-7 Ｂ

層細
鎗

説
皿

底径42高台高002
残存高10
底部の2/5

ロクロナデのち底部外面ヘラ
ケズリか、のち内面～体部上
位外面施釉、体部下位外面～
底部外面露胎

精良 焼成良好
和 :グ レイみの黄8Y65/3S
素地 :灰白色N70
わずかに黒を含む

反転復元
底部外面のケズリ残しがわず
かに高台状の段となる
大学府分類龍泉窯系青磁皿 I

類 12C中 頃～後半

2134 Ⅱ-9 第1包合層 説
碗

残存高20
体部下位の一部

ロクロナデのち外面ヘラ片彫
蓬弁文およびタテ櫛描文施
文、内面ヘラ片彫及び櫛描文
により施文、内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみ の 黄 緑 10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色 N7/0

反転復元
釉は透明度高く、貫入はみら
れない
大宰府分類龍泉窯系青磁碗
I-6類 12C中頃～後半

Ⅱ-7 第1包含層 説
碗

口径144残存高33
口縁の1/12

ロクロナデのち体都外面ヘラ
片彫蓮弁文施文、内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブグ
リーン10YG4 5/3S
素地 :灰白色25Y8/1

反転復元
上田分類 A― I類 13C後 業～

14C前葉

2136 Ⅱ-8 第 1包 含層 知
碗

底径48高台高08
残存高20
底部の1/2

出
外
部
外

ク

蓮ヽ

面
施

口
し
面
内

面

精良 焼成良好
和 :緑みの白2R85/1S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
釉表面 に黒褐色の小斑わずか
にみ られる

小野分類染付 碗 C tt V類 15
C後半 ～16C前半
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載

号

掲
番 調査区

情
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率
技 法

胎上、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

2137 Ⅱ-7 第 1往含層
須恵質土器

捏鉢

国径263残存高28
口縁の1/13

内外面回転ナデ
良好、石 長 泥か、01～
3 焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
口縁外面炭素付着、重焼痕
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期 12C中 葉～
13C初頭

Ⅱ-9 包含層
須恵質土器

捏鉢
口径300残存高42
口縁の1/18

内外面回転 ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色5Y6/1

鉢
Ｃ

捏
１２

行
中
的

頻

転
播
田
Ｃ

反
東
森
１３

中棄～

Ⅱ-7 第1包含層
器
鉢

陶
悟

口径260残存高69
口縁～体部の1/10

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち橋目 (8条 /2 cm)

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :灰責褐色10YR5/2
外 :灰掲色7 5YR5/2

反転復元
備前焼
重根編年ⅣA-2期 14C末 ～
15C初頭

Ⅱ-8 第 1包含層
器
鉢

陶
箔

口径300残存高47
口縁の1/12

口縁端部凹線 2条、外面回転
ナデ、内面回転ナデのち悟目
(10条 /2 3cm)

精良、石 長 花か、01～
5 焼成良好
内 :責灰色25Y5/1
外 :褐灰色5YR5/1

反転復元
口縁外面自然釉付着
近世備前焼か
乗岡編年近世 I― C期 か 17

C初頭

匝-9 欠番 包含層 略
発

口径360残存高50
口縁の1/12

内外面 ヨコナデ

良好、石 長、01～ 4 焼

成 良好
内 :灰褐色5YR5/2
外 :灰褐色5YR4/2

反転復元
備前焼
重根編年ⅣB期 15C代

Ⅱ-8 側溝 鰐
菱

口径334残存高64
口縁の1/7

外面 ヨコナデ、内面 ヨコナ
デ ナデ

良好、石 長、01～ 7 焼
成良好
内 外 :灰褐色5YR5/2

期ＡＶ一Ⅳ

衝
焼
鱒
辞

転
前
根

Ｃ

反
備
重

１６
15Cヽ

2143 Ⅱ―H 第1遺構面
土師器
奏

径頚６
鶯
ぉ

‐９
一局
の

径
存

縁

日
残

口

国縁～頭部外面ヨコナデ、体
部外面タテハケ (6条 /cm)、

内面ヨコハケ (6条 /cm)

良好、石 長 結、01～ 3

焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

2144 Ⅱ-7 Ｂ
層細

鈴
上師質土器

鍋

口径321顕径/8
残存高55
口縁の1/8

口縁端部ヨコナデ、国縁外面
ヨコハケ (5条 /cm)、 頸部～

体部外面タテハケ (5条/17
cm)ユ ビオサエ、頸部～体
部内面ヨコ板ナデ (幅 15～
3 cm)

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :灰 白色10Yy2
外 :にぶい責橙色10YR7/2

反転復元
外面煤付着
古代末から中世初頭か

2145 Ⅱ-9 第 1包含層
土師質土器

鍋

口径332顕径301
残存高35
日縁の1/9

内外面 ヨコナデ

粗、石 長 金 花、01～
4 焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR6/8

反転復元

Ⅱ-9 第 1包合層
土 師器
羽釜

口径278鍔径331
復元残存高250
全体の1れ

口縁内面～鍔部ヨコナデ ナ
デ、体部外面ユビオサエのち
タテハケ (5条 /cm)、 底部外
面ユビオサエのちタテハケの
ちヨコ板ナデ (幅 不明)、 体
部上位内面ヨコ板ナデ (幅不
明)、 体部下位内面タテ板ナ
デ (幅不明)

粗、石 長 花、01～ 2

焼成やや不 良
内 外 :灰責褐色 10YR6/2

反転復元
内外面磨耗 黒」離により調整
不明瞭
雲母は確認できない
長津 C型羽釜 10C～ 1lC代 か

Ⅱ-7 第 1包含層
土師器
羽釜

口径262鍔径316
残存高40
口縁の1/8

口縁外面ヨヨナデのち鍔部貼
り付けのちヨヨナデ、体部外
面ユビオサエのちヨコナデ
ナデ、内面ヨコ板ナデ(幅 18
cm)

粗、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 外 :にぶい黄橙色10YR
6/3

反転復元
摂津 C型羽釜 10C～ 1lC代 か

Ⅱ-9 欠番 包含層
土師質土器

羽釜

口径267鍔 径293
残存高41
口縁の 1/15

口縁内外面～鍔部ヨヨナデ、
体部外面ユビオサエのち板ナ
デ (幅不明)、 体部内面ヨコ

板ナデ (幅 1 3cm以上)

良好、石・長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :浅費橙色7 5YR8/4

着付煤にかずわ面外
元

下

復

以
品

転
部

入

反
鍔
搬

Ⅱ-7 機械掘削
土師質上器

羽釜

口径226鍔 径240
残存高50
回縁の 1/10

口縁内面～鍔部ヨコナデ、体
部外面ユビオサエ、内面ヨコ

板ナデ (幅不明)

良好、石 長 赤 金 花、
01～ 4 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7れ
外 :黒褐色10YR3/1

反転復元

鍔都以下煤付着
投入品

] -10 第 1包含層
土師質土器

羽釜
残存高55
国縁～体部上位の一部

国縁内面～鍔部ヨコナデ、体
部外面板ナデ、体部内面ユビ
オサエのち板ナデ

ヽａ
　
んな　枷卸

，
餌
髄
倒

良、石賊辮瀞

精

２
内
外

断面実測

鍔部以下煤付着
搬 入品

Ⅱ-7 機械掘削
土師質土器
円形火鉢 脚部残存長72 脚部ナデ 刺突文、鉢部ヨコ

ナデ ナデ

良好、石 長 赤 金、01～
2 焼成良好
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/4

獣足 を意識 したデザ インか

搬入品

2152 E-9 第 ユ包含層
瓦質土器

蓋

口径146最大径146
かえり部径110
残存高15
全体の1/6

口縁外面強いヨコナデ、天丼
部外面ナデか、内面ハケ (14

条/cm)、 かえり部貼付のちヨ
コナデ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :暗灰責色25Y5/2
外 :黄灰色25Y4/1

の
類

器

に

容
跡

外
遺

筒
社

経
大

は

日

好

た
春

良
ま
和

元
着
蓋
大
ケ

復
吸

の
く

り

転
素
筒

か
あ

反
炭
経
蓋
例

Ⅱ-9 包含層 難柳
全長41径 17
孔径03
重量85g
ほぼ完存

ユビオサエのちナデ
一赤長

　
お

石ヽ
朗
５ＹＲ

好
成
色

良
焼
橙

胎上に細粒多く、表面ザラつ
く

2154 Ⅱ-8 第 1包含層
瓦製

加工 円盤

長 さ36幅 36
厚 さ18
重量2907々

瓦片の側面を琲削整形し、円
盤状に作る

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色N4/0

瓦質瓦片を転用
凹凸面炭素吸着良好
凹凸面磨耗により調整不明瞭

Ⅲ SK1006 遺構埋土
土師質土器

皿

口径78器 高 12
底径67
全体 の1/3

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デにより切り離し技法不明

良好、石 長 赤 チか、
01～ 1 焼成良好

内 外 :浅黄栓色 10YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

2163 Il SK1006 迫構埋土 鴎
椀

口径 148残 存高 16
日縁の1/13

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエのちナデ、内面
ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ

良好、石 赤、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色5Y6/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
和泉型Ⅲ-3期 か 13C前葉

ll SD1001 遺構埋土 識
碗

国径146残 存高37
回縁 ～体音Бの1/7

ロクロナデのち外面ヘラ片彫
蓮弁文施文、のち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
7 5/3S
素地 :灰 白色5Y8/1

反転復元
上田分類 B― I類 14C後 葉～

15C前葉
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載
号

掲
番 調査区

構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率
技 法

胎土、合有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

2165 Ⅲ SP1020 遺構埋土 須恵器
蓋

口径118残存高19
口縁の1/15 内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 タト:灰 白色 N7/0

反転復元

Ⅲ SP1020 遺構埋土 須恵器
蓋

残存最大径150
残存高1.4

天丼部の1/10
内外面回転 ナデ

良好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 :灰白色ЮYR8/1
外 :グ レイみの責緑10YG
7 5/3S

反転復元
外面 自然釉厚 く付着
細かい貫入あ り

Ⅲ SP1020 遺構坦土 略
皿

国径128残存高20
口縁～体著Бの1/8

内外面回転ナデ
精良、石・長、01～ 05
焼成良好
内 外 :灰 白色10YRyl

反転復元
器表面白色化、
肥前系陶器皿 I

C末～17C前半

か

‐６四”第33表 宮ノ本遺跡 I～ Ⅱ地区出土遺物観察表 金属製品

載
号

掲
番 調査区

構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器 種 材質
法  量  (cm)

備考
長 さ 幅 厚 み 重量 (9)

628 〔-3 SKl181 遺構埋土 鉄 刀
/rt %2 1940 茎先の一部を欠損

752 I-9 SK1435 遺橋埋土 藝 か 鉄 25 3 両端部欠損

I-9 SK1475 遺構埋土 紡錘車 鉄

761 I-9 SK1497 遺構埋土
銅銭

(熙寧元賓)

真書体
北宋
1068年初鋳

錆化により銭文不鮮明
輪の一部欠損

762 I-9 SK1497 遺構埋土
銅銭

(元豊通質 )

02 14
祭書体
北朱
1078年初鋳

背、闊縁
左下部を欠く
劣化著しく銭文不鮮明

763 I-9 SK1497 遺構埋土 銅銭
(政和通費)

27
察書体
北宋
1111年初鋳

緑青多い
背面密着痕あり
輪の一部欠損

766 I-9 SK1508 遺構埋土 銅銭
(大観通奮 )

16 北宋
1107年初鋳

錆化著しくもる虚
縁端部を欠損

I-9 SK1508 遺構埋土
銅銭

(銭文不明、
四文字 )

01 15
彫り,完 く劣化著しいため銭文不明、四文字
郭が広い、輪の欠損著しい
鋳写しを繰り返した私鋳銭の可能性あり

785 I-9 SK1533 遺構埋土 鉄釘 鉄 頭部欠損

I― ユ
SD1002
SD1003
の間

遺構埋土 鉄刀 鉄 23 380 3 茎 に目釘穴 1あ り

l SD1005 遺構埋土 鈍 か 鉄 40 09 67 一部欠損

3 SD1028 遺構埋土 鉄釘 鉄 5,1 07 0.5 両端部を欠く
7 SD1049 遺樗埋土 鉄 釘 鉄 28 07 145

1124 10 SD1056 遺構坦土 鉄 釘 鉄 172
8 SX1008 遺構埋土 鉄 釘

yJk
46 13

2 SP10655 遺樗埋土 藝 カ 鉄 11 2 15 先端部欠損

1253 7 SPl1705 遺構埋土 犬釘状鉄製品 鉄 23 先端部欠損
1326 8 第 1赳合層 鉄 刀 鉄 27 287 9 茎に目釘穴を2カ 所穿孔

1343 Ⅱ-3
SA1002
EP2

SP10137
遺構埋土

銅銭
(寛永通費)

(古寛永)

01
鋳造地未確定
1636年 ～1656年
初鋳

縁端の一部欠損

I-4
SA1009
EP23

SP10228
遺構埋土

用途不明
板状鉄製品

鉄 153 5

1393 Ⅱ-5
SA1046
EP2

SPl1206
遺構埋土

銅銭
(寛 永通費 )

(新寛永 )

1668年初鋳
背文 (正字文)

緑青みられるが良好

1423 Ⅱ-9
‐０５６

Ｐ‐

２４０２

ＳＡ

Ｅ

ＳＰｌ
遺構埋土 銅銭

(開元通費 )

2.4 01 18 唐
621年初鋳 錆化のため欠損部多�

1424 Ⅱ-9
SA1056
EPl

SP12402
遺構埋土

銅銭
(聖宋元費)

0,1 14
察書体
北宋
1101年初鋳

背鋳ズレ
劣化著しく鋳文不鮮明
上部欠損

1425 Ⅱ-9
SA1057
EP6

SP12539
遺構埋土

用途不 明
鉄製品

鉄 19 02

Ⅱ-11
SA1036
EPl

SP13300
遺構埋土 犬釘か顛 鉄 98 19 1 1

1463 Ⅱ-4 SK1075 遺構埋土 鎖 か 鉄 47 19 16 3点 を連結する

1573 Ⅱ-2 SD1001 遺構埋土 煙 管 言 銅 28 雁首
皿部 に炭化物付着

1574 Ⅱ-4 SD1001 遺構埋土 銅銭
(天聖元賓 )

24 01
真書体
北宋
1磁3年初鋳

緑青著しく銭文不鮮明

1575 Ⅱ-4 SD1001 遺構埋土
銅銭

(寛永通費 )

(古寛永 )

37 岡山銭か
1637年初鋳

1576 Ⅱ-4 SD1001 遣構埋土
銅銭

(寛永通費)

(古寛永)

鋳造地不明
1636年 ～1656年
初鋳

Ⅱ-4 SD1034 遺構埋土 顛 か 鉄 74 13 419
I-7 SD10「o3 遺構埋土 鍋 か 鉄 60 72 07 1464 鋳造品

1759 Ⅱ-7 SD1063 遺樽埋土
銅伐

(大観通費)
01 北宋

1107年初鋳
錆による劣化著しく、銭文や輪 郭の一部剥離

-3H―



載
号

掲
番 調査区

構
号

遺
番

出土地点
出上層位

器種 材 質
法  量  (cm)

備 考
長 さ 幅 厚 み 重量 (ol

1853 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 /1ヽ 柄 青銅 91 1.7 13,7 析分たれみ

す

が

残

部
を
化

明

分
黒
判

部

の
と

茎
状
錆

の
膜

の

製
皮
属

鉄
漆
金

に
に
呆

部

面
結

内
表

の

18M Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
銅銭

(元豊通費)

23
真書体
北宋
1078年初鋳

背鋳ズレ

1855 E-10 SD1067 遺構埋土
銅銭

(大観通賓 )

23 01 北宋
1107年初鋳

内外磨耗により薄く、鋳文不鮮明

1856 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 銅銭
(嘉泰通費)

01
南宋
1201年初鋳

に
刻や

背

や

1857 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 峨穀向
0.2

鋳造地不明
1668年～初鋳

おて着固銹に
明

面
不
字

表
背

細

鋳造地不明

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土
銅銭

(寛永通賓 )

(新 寛永 )

01 鋳造地不明
1700年～初鋳

表面に錆固着しており、鋳造地不明
無背
細字

1859 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 鉄 釘 鉄 08 ほぼ完形

1860 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 鉄釘 鉄 先端部久損

1882 Ⅱ-5 SX1004 遺構埋土 煙管雁首 19 皿部に炭化物残る

1893 Ⅱ-10 SX1008 這構埋土
銅銭

(熙寧元質 )

察書体
北宋
1068年初鋳

彫り浅い、錆化のため銭文不鮮明
背穴ズレあり
左半部欠損

1958 Ⅱ-7 SPl147ユ 遺構埋土 鉄 釘 鉄 147 先端部欠損

1972 Ⅱ-7 SPl1877 遺構埋土
銅銭

(皇未通費)

01 16
真書体
北宋
1039年初鋳

明鮮不文鋳
　
損

り
　
欠

よ

い
を

に
深
部

着

は
半

固
り
上

錆

彫
左

1982 Ⅱ-9 遺構埋土 尾又鏃 鉄 11_3 51 先端部欠損

1988 Ⅱ-9 SP12510 遺構埋上 用途不明
鉄製品

鉄 12 50 5

I-4 第 1包含層
銅銭

(熙 寧元賓 )

24 22
真書体
北宋 神宗
1068年初鋳

穴ズレあり
縁部剥離 欠損あり

2091 Ⅱ-4 第 1包含層
銅銭

(洪武通賓 )

明朝
1368年初鋳

錆化著しく、緑劣化により剥離 ,欠損

2155 Ⅱ-11 第 1包含層

銅銭
(寛永通費)

(古寛永)

17 建仁寺銭
1653年初鋳

寛字の足が窮屈、通字右側が輪に沿って湾曲
気味、賓字の貝が横に広がることから、建仁
寺銭とみられる
劣化によりもろい
右下の一部に割れ 欠損あり

Ⅱ―H 第1包合層
銅銭

(寛永通賓)

(古寛永)

17
鋳造地不明
1636年 ～1656年
初鋳

緑青者しく鋳文不鮮明、内部も劣化
輪に欠損あり

2157 Ⅱ-9 第 1包含層
銅銭

(寛 永通賓 )

(古覧永 )

01 27 1639年初鋳か 岡山銭 に近似す る

2158 Ⅱ-8 第 1包含層 鉄銭帯同銭 29 33 06

銭貨 3点融着
上は鉄銭、中 下は銅銭
錆によって固着しており、銭種不明
上位の鉄銭上にさらに1点 の銭密着痕あり

I-10 第 1包含層 鍾 か 鋲 46 1,7 12 102 先端部欠損

Ⅱ-10 第 1包含層 錬 鉄 81 03 ほぼ完形、刃の一部欠損

第34表 宮ノ本遺跡 I～ Ⅱ地区出土遺物観察表 石器・石製品

載
号

掲
番 調査区

遺橋
番号

出土地点
出土層位

器種 石材
法  量  (cm)

偏 考
長 さ 幅 厚 重量 (q)

2 Ⅱ-5 SX4001 遺構埋土 スクレイパー サヌカイト 1_2 27 ユ 収穫用石器の可能性 あ り

3 Ⅱ-5 Sメ蟄002 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (15) 15 (06)
i支い凹基、三角形鏃
先端部久損

Ⅱ-5 SX4003 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 15
浅い凹基
先端部欠損

11 Ⅱ-5 SX4003 遺構埋土 スクレイパー 十ヌカイト 6.5 (0,7) (241) 収穫用石器の可能性 あ り

Ⅱ-4 SB3001 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 1) 12 (04)
凹基
先端部欠損

Ⅱ-4 SB300ユ 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 12 (03)
平基
先端部欠損

Ⅱ-4 SB3002
EHl

遺構埋土
打製石鉄 サヌカイト 17 03 凹基、五角形鏃

Ⅱ-4 SB3002 床面遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 18 05 平 基

Ⅱ-4 SB3002 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (11) (03)
平基
先端部欠損

Ⅱ-4 SB3002 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (14) (1 (03) (04)
五角形鏃
基部欠損

Ⅱ-4 SB3002 遺構埋土 打製石鏃
(未製品 )

サヌカイト 05

Ⅱ-4 SB3002 遺構埋土 打製石鏃

(未 製品 )

サヌカイト 15 03 04

Ⅱ-5 SB3002 遺構埋土 スクレイパー サヌカイト 49 07 132

Ⅱ-4 SB3002 遺構埋土 剥 片 サヌカイト 15 11

Ⅱ-4 SB3002
EHl

造構埋土
剥 片 サヌカイト 30 12 03 07

Ⅱ-4 SI13002 遺構埋土 凹石 砂 岩 91 730 0

Ⅱ-5 SB3004 遺構坦土 打製石鏃 サヌカイト (11) 10 02 平基
先端部欠損

Ⅱ-5 SB3004 遺構埋土 剥 片 サヌカイト 17 15 1 1

Ⅱ-5 SB3005 遺梼埋土 打製石鏃 サヌカイト 1_0 10 02 平 基
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器種 石材
法  量  (cm)

備考
長 さ 幅 厚 重量 (q)

Ⅱ-5 SB3005 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (1 1) 13 (03)
平基
先端部欠損

Ⅱ-5 SB3006 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 7 14 平基

Ⅱ-5 SB3006
EHl

遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 14 l〕 03 02 平基

M Ⅱ-5 SB3006 遺構埋土 石錐 サヌカイト 先端部やや磨耗

Ⅱ-5 SB3006 遺構埋土 剥 片 サヌカイト 07 47
56 Ⅱ-5 SB3008 遺構埋土 磨石 口「石 砂 岩 85 57 1,090 0 硬質で比重高し

Ⅱ-5 SB3008 遺構埋土 磨石・口Π石 砂岩 79 280 0

Ⅱ-5 SB3008 遺構埋土 磨石 ロロ石 砂 岩 5100 硬質で比重高ヽ

66 Ⅱ-5 SX3004 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (17) (10) (03) (0,3) 基部久損

67 Ⅱ-5 SX3004 遺構埋土 石錐 サヌカイト 25 07 先端一部欠損

Ⅱ-5 SK3013 遺構埋土 スクレイタヾ― サヌカイト ll

路 I-5 SK3018 遺構埋土 スクレイアヾ― サヌカイト (16) (19) (06) (1.8) 欠損

75 Ⅱ-5 SK302] 遺構埋土
打製石鏃
(未製品)

サヌカイト 03

Ⅱ-5 第3包含層
打製石鏃
(未製品)

サヌカイト 20 20 07 19 先端部欠損

Ⅱ-4 第3包合層 打裂石鏃 サヌカイト (1 (12) 03 (04)
か
部

基
端

平
先 基部欠損

Ⅱ-5 第3包含層 楔形石器か サヌカイト 19 13 12
Ⅱ-5 第 3包含層 楔形石器 サヌカイト 05

Ⅱ-5 第 3包含層 剥片 サヌカイト 05
Ⅱ-4 第 3包含層 剥片 サヌカイト 19

Ⅱ-4 SB2003 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (16) 03 (04)
凹基
先端部欠損

]-4 SB2005 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 06 凸基

Ⅱ-4 SB2005 遺構埋土 H口 石 砂岩 690 0

Ⅱ-4 SB2005 遺構埋土 叩石 砂 岩 (9,8) 36 (2600)
108 I-4 SB2005 遣構埋土 叩石 砂岩 150 0

109 Ⅱ-4 SB2005 遺構埋土 磨石 ロロ石 砂 岩 (72) (280 0)

Ⅱ-4 SB2006 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 18 07 凹 基

Ⅱ-4 SB2007 遺構埋土 用途不 明
石製品

泥岩か

Ⅱ-4 SB2007 遺構埋土 石錘 砂 岩 21 完形

Ⅱ-4 SB2007 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (24) l] (1 凸基

Ⅱ-4 SB2007 遺構埋土 叩石 砂岩 75

Ⅱ-4 SB2007 遺構埋土 石包丁 サヌカイト 310 0 完形

Ⅱ-5 SB2010 遺構埋土 石錐 サヌカイト 一部欠損あ り

Ⅱ-5 SB2010 遺構埋土 石斧 緑色片岩 34 420 0

Ⅱ-5 SB2010 遺構埋土 叩石 砂 岩 27 230 0

144 Ⅱ-5 SB2010 遺構埋土 砥 石 砂岩 6,790_0

Ⅱ-5 SB2010 遺構埋土 砥 石 砂岩 270 (27 0) (1,1930)
1「j2 Ⅱ-7 SB2011 遺構埋土 石斧 結晶片岩 (122) (「」400)
153 Ⅱ-7 SB2011 這構埋土 砥 石 砂 岩 121 71 5] 450 0 被熟部分 あ り

154 E-7 饂 2011 遺構埋土 叩石 砂岩 114 1700 粒子細か く、泥岩 に近し

I-7 SB2011 遺構埋土 叩石 砂岩 51 440 0 被熱部分 あ り

[-7 SB201 遺構埋土 台石 砂 岩 13 8 9,000 0

157 Ⅱ-7 SB2011 遺構埋土 台石 砂 岩 31 4 37 0 117
164 I-4 SX2003 遺構埋土 叩石 砂 岩 107 51 330 0

174 Ⅱ-5 SX2010 遺穏埋 土 石錐 サヌカイト

Ⅱ-5 SX2012 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 18 15 07 平 基

Ⅱ-5 SX2012 遺構埋土 石斧 結晶片岩 17 4 1,030 0

Ⅱ-7 SX2016 遺構埋土 楔形削器か サヌカイト l.4

Ⅱ-79 SX2018 這構埋土 叩石 砂岩 47 380 0

Ⅱ-79 SX2018 遺構埋土 凹 石 砂岩 12 7 97 790 0

Ⅱ-79 SX2018 遺構埋土 砥 石 砂岩 (57) (49) 41 (120 0)

Ⅱ-5 SX2020 遺構埋土 叩石 砂岩 12.4 53 900 0

Ⅱ-5 SX2020 遺構埋土 口
1〕 石 砂岩 (11.3) 52 (480 0)

Ⅱ-5 SX2020 遺構埋土 砥 石 砂 岩 (68) (50) (24) (700) 使用痕乏 しt

Ⅱ-4 SK2018 遺構埋土 楔形石器 サヌカイト 32 14

222 Ⅱ-4 SK2019 遺構埋土 凹石 砂岩 118 77 950 0

223 E-4 SK2020 遺構埋土
用途不明
石製品

砂岩 (75) 19 (987) スクレイパーの可能性あり

Ⅱ-5 SK2043 遺構埋土 叩 石 砂岩 35 320 0

I-5 SK2055 遺構埋土 叩石 砂 岩 (65) (95) (2900)

240 Ⅱ-7 SK2089 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト 13 21 未製品の可能性あり
凸基

Ⅱ-8 SK2091 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (26) 14 (25)
未製品の可能性あ り
凸基

Ⅱ-8 SK2092 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (26) 19 (20) 凹基

257 Ⅱ-9 SK2097 遺構埋土 叩 石 砂 岩 129 600 0
258 Ⅱ-9 SK2097 這構埋土 叩石 砂 岩 13 1 9,000 0

260 Ⅱ-9 SK2103 遺構埋土 楔形石器 サヌカイト 19 16
267 Ⅱ-10 SK2104 遺構埋土 叩石 砂岩 133 670 0
272 Ⅱ-10 SK2105 遺構埋土 叩石 砂 岩 (93) (2000)
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掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器種 石瓶
法  量  (cm)

備 考
長 さ 幅 厚 重量 (g)

274 Ⅱ-8 SK2106 遺構埋土 砥石 砂 岩 205 19 8 H0 4 920 0

Ⅱ-10 SK2106 遺構埋土 砥石 砂岩 16.0 137 29 720 0 板状、ところによりごく,支 い筋状の凹みあり

Ⅱ-5 SP2174 遺構埋上 叩 石 石英質片岩 65 50 450 0 完 形

283 I-8 遺構埋土 打製石鏃 サヌカイト (23) 03 (09)
凸基
下部欠損

287 Ⅱ-5 SP2261 遺構埋土 叩石 砂岩 135 92 49 780 0

I-9 第 2包合層 打製石鏃 サヌカイト 26 18 14 凹基

298 I-8 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (53) 09 (60) 凸基有茎

299 I― 〕 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 39 19 凸基有茎
先端部欠損

300 I-9 第 2包含層 叩石 砂 岩 (81) (237.3)

A～ D面の中央部に蔽打痕集中
上半欠損
A C面に擦痕あり、砥石として使用

I-7 第2包合層 叩石 砂岩 17 0 60 1,1000
一部わずかに赤変部 黒変部あり、被熟による
ものか
端都及び側面の一部に蔽打痕

387 Ⅱ-5 第2包含層 打製石鏃 サヌカイト (1 04 (03) 凹基

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (12) 12 03 (05) 平基

339 Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 3 03 凹基

]-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 23 7 15 平基

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (23) 7 (16) 平基

342 Ⅱ-5 第2包含層 打製石鏃 サヌカイト 9 15 平 基

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (1 1) (02) 平 基

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (14) 13 (06)
凹碁か
下半部欠損

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (20) 20 05 (12)
凹基
先端部欠損

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 15 1 1 凸基

Ⅱ 第2包合層 打製石鏃 サヌカイト 29 17 18 凸基

E 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 18 14 0.4 凸基有茎

Ⅱ-5 第2包合層 打製石鏃 サヌカイト (09) 03 (05) 凸基

Ⅱ-5 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 14 凸基

Ⅱ-5 第 2包含層 石錐か サヌカイト

352 ]-5 第2包合層 石包丁か サヌカイト (3,7) (35) 10 4)

353 Ⅱ-5 第 2包含層 スクレイパー サヌカイト 53 エグリ 2カ 所あ り

354 Ⅱ-4 第 2包含層 石斧 緑色岩 (138) 73 (980 0)

Ⅱ-6 第 2往含層 石斧 緑色岩 120 64 490 0

[-5 第 2包含層 台 石 砂 岩 (126) 4) 102 (1,3700)

Ⅱ-5 第2包合層 叩 石 砂 岩 10 5 47 180 0

匝-5 第 2包含層 凹石 砂 岩 11 6 73 420 0

Ⅱ-5 第2包含層 凹 石 砂 岩 11 2 60 1,000 0

Ⅱ-4 第 2俎含層 凹石 砂 岩 116 8〕 800 0

Ⅱ-11 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト (2ユ 2 (08) 平 基

]-1] 第2包合層 打製石鏃 サヌカイト 4 1 1 平 基

Ⅱ-11 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 17 0 03 凸基

Ⅱ-9 第 2包合層 打製石鏃 サヌカイト (25) (15) 凸基有茎
先端郡欠損

Ⅱ-9 第 2包含層 打製石鏃 サヌカイト 21 19 凸基有茎

423 Ⅱ-9 第2包含層 打製石鏃 サヌカイト (29) 06 (33)
凸基有茎
先端部、基部欠損

Ⅱ-7 第 2包合層
打製石鏃
(未 製品 )

サヌカイト 06

Ⅱ-10 第2包含層
平
斧

一用
石

型

刃

小
片 結晶片岩 (30) 06 (100)

Ⅱ-9 第 2包含層 石包丁か 結晶片眼 49 15 102 5 狭り、刃部等の加工不明瞭

427 I-9 第 2包合層 凹石 砂岩 77 75 27 240 0

Ⅱ-7 第 2包含層 叩石 砂岩 87 56 27 210 0

Ⅱ-9 第 2包含層 叩 石 砂 岩 108 6.2 29 290 0

Ⅱ-11 第 2包合層 叩石 砂 岩 105 57 320 0

452 I-7 SB1001 遺構埋土 台石 砂 岩 30 0 180 17 0 13,400 0

I-4 SA1020
EP4 遺構埋土 石 鍋 滑 石 1048

鍔径280残存長25残存率 1/9

口縁外面タテケズリ、鍔部外面ヨコケズリ、体
部外面タテケズリ、内面ヨコケズリ
色調 内 外 :黒褐色 7 5YR3/1
外面煤付着あり
鍔部下面以下炭化物固着する
木戸分類Ⅲ―a-2類 12C後半

[-1 SK1002 遺構埋土 砥 石 砂 岩 146 3,100 0

肌理ネ田かい
4面使用
破面とも境も若千磨耗
破面の一部に敲打痕あり

603 I-1 SK1025 遺構埋土 石鍋 滑 石 19 8
蘇吾房ケ警映ュ,(幅 1 2cm)、 内面ケズリ
色調 外 :黒褐色25Y3/1内 :黒色25Y2/ユ
残存部に鍔部削除痕なし
木戸分類Ⅲ―a-1～ 2類か 12C代

604 I-2 SK1040 遺構埋土 台石 砂岩 17 1 163 H3 3,550 0
4面使用
各面中央部にわずかな敲打痕 擦痕あり

64ユ I-6 SK1257 遺構埋土 黒碁石 泥岩 21 10
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

点
位

地

層

土
土

出
出 器種 石初

法  量  (cm)
備考

長 さ 幅 厚 重量 (g)

655 I-7 SK1287 遺構埋土 砥石か 軽石 25,8 需磐
|1空

聖§?警憲
ヽ色調は褐灰色、石英 角

側面を研削加工している
表面削痕あり

I-7 SK1310 遣構埋土 叩石 砂 岩 91 6ユ 482.4
A面中央 B面上端の一部に敲打痕あり
欠損部のエッジはやや緩い

I-7 SK1310 還構埋土 砥 石 疑灰岩 2,936 0
エッジはゆるめで破損後も使用の痕跡あり
砥面はつやが出るほど使い込まれている
石英 長石 角閃石 金雲母を含む

764 I-9 SK1497 遺構埋土 砥 石 凝灰岩
B D面 を砥面として使用
A C面 、上端面に切断痕
下方欠損

786 I-9 SK1533 遺構埋土 砥 石 砂 岩 117 4,250 0
A,C面 を砥面として使用
B面に敲打痕

I― ユ SD1005 遺構埋土 砥 石 砂岩 21 2 77 1,750 0
1面 を破面として使用
節理はみられるが肌理は細かい
被熱のためか、煤付着

I-3 SD1028 遺構坦土 温石か 滑石 1.6

石鍋転用
径 1～ 2 Hul深 さ05～ l mmの穿孔が凹面に12カ

発上身扉妖

'力

所あるが用途不明、貫通する穿

凸面に石鍋整形時のミガキ痕、擦過による浅い
溝状の凹みあり

963 I-6 SD1028 遺樽埋土 砥 石 砂岩 14,7 13.5 117 3,700 0
2綿使用
きめ細かい砂岩を使用
わずかに敲打痕あり

964 I-6 SD1028 遺構埋土 砥 石 砂岩 250 6
きめ細かい砂岩礫を使用
2面使用

[-3 SD1028 遺構埋土 砥 石 砂岩 破片
破面のエッジがやや緩いことから欠損後も使用

966 I-6 SD1028 遺構埋土 叩 石 砂 岩 27 下端面に敲打痕あり
側面を砥面として使用、使用頻度低V

I-6 SD1045 遺構埋土 石 鍋 滑石 98,7
号岳桝首鍔 狭与争褒量

生徐蘇環吾」舎ヶズ
色調 内 :責灰色25Y5/1外 :黒色 N2/0
外面煤付着あり
鍔部下面以下炭化物固着する
木戸分類Ⅲ―a類 12C代

1125 I-10 SD1056 遺構埋土 硯 粘板岩 128 7
下面に二次加工としての撃痕あり
海と陸の間に顕著な高低差はみられなし
周縁部の欠損著しい

1126 I-9 SD1056 遺構埋土 砥 石 砂岩 2135
A～D面の4面 を砥面として使用

鶯原
榊 剤 かな凹凸あ吹 一部「FTと して使

I-9 SD1056 遺構坦土 砥 石 砂岩 275,2
A～C面の3面を砥面として使用
上面欠損部も使用によりわずかに磨耗

SD1056 遺構埋土 砥石 砂 岩 2,000 0 A～D面 を砥面 として使用

SD1057 遺格埋土 砥 石 砂岩 658 9 2面 を砥面として使用
1327 1 第 1包含層 石鍋 滑石 29 68,1 木戸分類 Ⅲ一a類か 12C代

I-1 第1包合層
用途不明
石製品

滑石

8唇 易扉甕
ケズ吹 研磨による面整形

③面 円弧外縁に沿って沈線、ケズリ、研磨に
よる面整形
④面 切断痕
⑤面 円5A外縁に沿って沈線、端部に溝状の切
れ込み、面には擦痕

1329 I-7 第 1包含層 砥 石 粘板岩 11 両端欠損面も含め、 6面を砥面として使用
回転による円錐状の凹みあり

1330 I-1 第 1包含層 叩石 砂岩 819.5 扁球形の砂岩礫を敲石として使用
中央部に敲打痕あり

I-1 第1包含層 HΠ石 砂岩 226 2
1/2遺存
扁平な砂岩礫を使用
A・ B面に敲打痕

1358 Ⅱ-4
SA1009
EP10

SP10231
遺構埋土 砥 石 砂岩 1196 4面 を使用す る

1380 I-4
SA1011
EP15

SP10384
遺構埋土 砥 石 凝灰岩 23 3,1 15 81 A～ Dの 4面 を砥面として使用

1381 Ⅱ-4
SA1012
EP3

SP10396
遺構埋土 台石 安山岩 18.0 61 2,2400 柱穴の根石に転用か

1395 Ⅱ-4

SA1049
EP3+EP2
SP10320

+
SP10356

遺構埋土 台石 砂岩 4,400 0 破砕後に柱穴の根石に転用
3片に破砕

Ⅱ-7
SA1054
EP3

Vl1702
遺構埋土 黒碁石 泥岩 1,7 0,7 完形

1430 Ⅱ-11 蜘ＥＰ・ＳＰ・３３００
遺構埋土 石錘か 滑 石 57 27 93 8

Ⅱ-1 SK1058 遺構埋土 砥 石 砂 岩 22.5 2,234.4
A B Btt Cの 4面 を砥面として使用
B裏面は使用弱く、自然面を多く残す

1509 Ⅱ-4 SKl125 遺構埋土 砥石か磨石 砂岩 77 560.0 被熱により欠損
1520 [-5 SKl190 遺構埋土 砥 石 砂 岩 67 A～Cの 3面 を砥面として使用
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載
号

掲
番 調査区

遺橋
番号

出土地点
出土層位

器種 石羽
法  量  (cm)

備 考
長 さ 幅 厚 重量 (q)

1526 I-7 SK1209 遺構埋土 叩石 砂岩 6.3 490 6
一部砥面として使用
部分的に改打痕あり

1531 Ⅱ-7 SK1215 遺構埋土 砥 石 砂岩 470.0
A B面 を砥面として使用
B面は使用による磨耗少なし

1627 Ⅱ-1 ＳＤ
罰

遺構埋土
用途不 明
石製品

結晶片岩

周囲研削調整後縄掛け状の滞、上端 1カ 所、下
端2カ所巡る
石錘か

正-1 SDlCX16
SD1007

遺構埋土 砥 石 砂岩 1351 Att A面裏 B面の 3面を砥面として使用

1629 Ⅱ-1 SD1006
SD1007

遺構埋土 砥 石 砂 岩 300.0
A～Cの 3面 を砥面として使用
D面は蔽打痕著しい

1661 I-3 SD1014 遺構埋土 叩石 砂 岩 71 710.5 完形

Ⅱ-5
ＳＤ

ＳＤ 遺構埋土
用途不明
石製品 粘板岩 11

上面丁寧な研磨の後、中心部回転により凹みを
穿つ
側面 下面の一部にわずかな研磨整形
用途不明

1733 Ⅱ-7 SD1053 遺構埋土 砥石 砂岩 370.0
A～Dの 4面 を砥面として使用
A C面 中央に散打痕

1734 E-7 SD1053 遺構坦土 砥 石 砂岩 77
A～Cの 3面を砥面として使用

肇雰喬抱紬欧腺によるものか
1864 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 「田石 砂 岩 15 2100 完形

1865 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 叩石 砂岩 900,0 完形

Ⅱ-1 SXllll11 遺構埋土 紡錘車 滑石

1937 Ⅱ-4 SP10654 遺構埋土 砥 石 凝灰岩 2面使用

1951 Ⅱ-5 SPl1028 遺構埋土 叩石 砂 岩 1,250.0

1979 Ⅱ-8 SP11978 遺格坦土 砥石 粘板岩 20 3
3面使用
硯などの転用品の可能性あり

2092 Ⅱ-4 第 1包含層 白碁石か 石英 08

Ⅱ-4 第 1包含層 黒碁石 泥岩

2094 Ⅱ-4 第 1包含層 黒碁石 砂岩 2.2 粒子 の細かい砂岩製

2095 Ⅱ-3 第 1包含層 石鍋 滑石

厚さ1,3残存長8.0体部下位の一部

嫌冨雫包乱 愛告惚唇猿似南、二次使用による

榛痕か

Ⅱ-5 第 1包含層
用途不 明
石製品

滑 石 ll.0 2.1
召謝箸綸路が本来の口縁、木戸分類Ⅲ―a類
12C代か
鍔部は削り取る

Ⅱ-10 第 1包含層 黒碁石 砂岩 1.6 19 粒子の細かい砂岩製

第35表 宮ノ本遺跡Ⅱ地区出土遺物観察表 木製品

掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種 樹 種
法量 (cm)

残存率
備 考

1861 Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 木製
用途不明品

ス ギ

さ

さ
長
厚

幅6.3 蚤魯ぞ季負;語る[塁監彰モ酵&彗 ;tl」 :二脅指考の痕が無
数 についている。

Ⅱ-8 SD1067 遺構埋土 樫
続

ケヤキ
口径18.2底径9.2
高台高13器高8.3

反転復元
内外面黒漆塗

1863 Ⅱ-8 SD1067 遺構坦土 繹
椀

ク リ
口径15,7底径62
高台高0.8復 元高70

曇彰響τく歪むため、法量の数値は全て推定復元値となる

界吾量襟稜変珍幸字文を九四みした文様を赤漆で描 く
積木取 り

2097 Ⅱ-6 確認 トレンチ 樫
椀

トチ
口径12.2底径57
高台高1.0器高74

反転復元
外面黒漆塗、内面赤漆塗
時期不明

I-6 確認 トレンチ西 樫
続

トチ 残存高5,4
反転復元
内外面赤漆塗

―- 316 =一
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第36表 大原遺跡 1区掘立柱建物一覧表 ※〈 )内の数値は廂を含めた規模

調査区 遺構番号
グリッド 構造(間 )

東西×南北

※規模(m) ※面積

(浦 )
主軸方向 柱穴数 備 考

中 4ヽ 束西 南北

1区 SA1001 δ一 I m～o23 2× 3 N22° W 総柱建物

1区 SA1002 δ― I o^― q23 2× 3 43 24 9 N29° W 掘立柱建物

1区 SA1003 δ-1 p q 1 2 2× 2以上 38 29以上 HO以 上 N77° E 5
側柱建物
北側は調査区外に延びる

1区 SA1004 δ― ] o p 4 5 2× 2
43

〈52〉
163

〈19 8〉 N38° W 9 北側に庇を持つ側柱建物

1区 SA1005 δ一 I pq34 2× 3 22 7 N27° WV 掘立柱建物

1区 SA1006 δ― I 卜m56 1× 2 113 N18° W 6 側柱建物

第37表 大原遺跡 1区検出遺構一覧表 掘立柱建物 柱穴

調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考
中 /1ヽ 径 深 度

1区 SA1001

SPl196 δ一 m2 土質羽か鍋カ

EP02 SP1066 δ― n2 根石あ り

SP1086 δ n2 弥生、近世陶磁  瓦

EP04 SP1085 δ一 近世瓦

EP05 SPl195 δ m2 土 質 根石あ り

EP06 SP1088 δ n2 弥 生

EP07 SP1089 n2 % 弥生

EP08 SP1090 n2 根石あり
EP09 SPl193 心― mn3 弥生、土質羽
EP10 SP1093 δ n3 弥生、土質羽

EPll n2 土質羽、染付 根石あり
EP12 δ o2 弥生、近世瓦

1区 SA1002

EP01
SPl179 弥生、土質供 羽 、 木片

SP3010 δ 弥生

EP02 SPl177 p2 弥生、土質供

EP03 SPl174 D2 弥生、土質供

EP04 SPl157 D2 近世陶磁 (肥前系)

EP05 SP2069 δ― o3

SPl180 δ― っ 3 弥生、自皿

EP07 SPl173 δ一 p23 弥生

EP08 SP1293 δ― 土質羽

EP09 SP1350 δ p3

EP10 SP1353 δ p3 64 土質供 羽、焼土塊

SP13M δ― o3 根石あ り

1区 SA1003

SPl139 δ ql 12 弥生

EP02 SPl164 δ― 2

EP03 SPl147 δ pql
EP04 SPl159 δ q2

SPl167 δ― q2 近世瓦

1区 SA1004

EP01
SP1269

δ― I
o4 14

SP2021 δ― I

EP02 SP1274 δ o4 弥生

EP03 SP1287 δ o4 44 染付

EP04 SP1289 δ oっ 34 弥生、土質供、焼土塊
EP05 SP1286 δ p4 弥生、上 質供、焼土塊

EP06 SP1295 5- っ 4 24

EP07 SP1284 δ o5 塾 土質供 羽 SP1274が切 る

EP08 SP1299 δ D4 6

EP09 SP1300 δ っ 4 弥生

1区 SA1005

EP01 SP1319 δ p3 SP1312 SP1313が切 る

EP02 SP2056 δ― っ 3 土質供、焼土塊
EP03 SK1009 δ q3 土質供、木片 (柱材か)

EP04 SP3003 δ― q3 SP1331が切 る

EP05 SP1314 δ― っ 4 土質杯、木片 (柱材か)

EP06 SP2061 δ― c4 土質供、瓦椀、瓦質羽か鍋、焼土塊
SP1324 δ― q8 58 弥 生

SP1345 δ― q3 40 土質供

SP1308 δ― D4 24 弥生、土質供

SP1326 δ― q4 14 弥生、土質供 羽

SP300J δ― q4 SP1351が切 る

SP1343 δ― Q4 弥生、木片 北側側溝が切 る

l区 SA1006

EP01
SP1213 δ

15
SP2210 δ 土質供

EP02 SP1223 δ 15 16 土質供

EP03 SP1228 δ― m5

EP04
SP1216

156 東側側溝が切 る

SP2208

EP05 SP1221 δ― m5

EP06
SP1253 δ

m5
弥生

SP2198 弥 生
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第38表 大原遺跡 1区検出遺構一覧表 土坑

調査区 遺構番号 日遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考

中 /1ヽ 長 軸 短軸 深度

区 SK100] SK1002 δ― ] 1 独 土質羽、板状木製品

区 SK1002 SK2020 δ― jk3 1レ 近世瓦、木 (箸 付木 )

区 SK1003 SK1004 δ 13 16 弥生、中世陶

区 SK1004 SK1005 δ― 123 17

区 SK1005 SK1016 δ 卜m34 10 弥生

区 SK1006 SK1015 δ 卜m34 102 青碗

区 SK1007 SK1014 δ― m5 126 66 弥生、土質供

区 SK1008 SK2014 δ m2 % 弥 生 SA1001EP lが切 る

区 SK1009 SK1006 δ n2 青碗 、近世瓦

区 SK1010 SK2009 δ― n2 Ю 駐 SD1009が 切 る

区 SK1011 SD1001 δ―V 0 20 5 備灯明皿 (回糸)

区 SK1012 SK2015 δ―V o 20 9 SK1011が 切 る

区 SK1013 SK2012 δ―V・ I 020■ 弥生 SP1096が切 る

区 SK1014 SP2120 δ― I Ol 2 弥生

区 SK1015 SK1007 δ―V p q 20 162 土質供、近世瓦

区 SK1016 SK1013 δ mn5 86 弥生、土質供 羽、近世陶磁 SP1215が切 る

区 SK1017 SK1012 δ― n5 162 弥 生

区 SK1018 SK2002 n34 (1儀 ) 88 3 弥生 SX1003が 切 る

区 SK1019 SK2003 δ n34 7 弥 生

区
SK1020

SK2004 δ― n34 6 弥 生 SD1006 SPl148 SPl149/3ゞ 切る

区 SK2005 n34 弥 生

区 SK1021 SK2006 δ― o3 104 13 弥生

区 SK1022 SK2007 o3 路 6 弥生鉢

区 SK1023 SP2084 op2 7 弥 生

区 SK1024 SK1008 ql 7 弥 生

区 SK1025 SP1261 o5 弥生、土質供 羽

区 SK1026 SD1007 δ― p4 ll 弥生、土質羽 撹乱が切 る

区 SK1027 SK1010 δ 4 弥 生 北側側溝が切 る

第39表 大原遺跡 1区検出遺構一覧表 清

調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

主軸 出 土 遺 物 備 考

中 ノよヽ 長 さ 深 度

と区 SD1001

SD1008

δ― I i～ k 1～ 6 (2,598) (326) 104 N69° E

瓦ヽ
生弥

皿
土質供、近世陶磁肥前

東 西 南側側溝が切る
SD2013

弥生重 高杯、土質供 羽、
備前養、近世陶磁、木片

SD2014 弥生高杯

SR1001
須恵壺、土質羽、備前播、青
碗、近世陶磁、本片

SR3001 備前貯、木 (箸 板材)

区 SD1002 SD2012 δ j～〕1～ 6 (2581) N69° E 弥生、瓦椀 西 ,東側側溝が切 る

区 SD1003 SD1004 δ p12 522 9 N75° E 土師、近世瓦

区 SD1004 SD1005 δ一 pq3 (898) N夕7° W 弥生、土質供 羽 北側側溝が切 る

1区 SD1005 SD1006 δ― I q45 (472) 90 N70° E 土質、近世唐津
東側倒溝が切る
西側中途で途切れる

区 SD1006 SD2001 δ一VI 1～ q20～ 5 (3,334) 46 N42° W 弥生 北側側溝 SX1002が 切る

区 SD1007 SD2008 δ― I k――n 1～ 5 (2,846) 6 N51° E 弥生、土質供 西 東側側溝が切 る

区 SD1008 SD2009 δ― I k～ m 1～ 4 (2,094) N61° E 弥生 西側側溝が切る

1区 SD1009
SD2011

δ―V I k― q20´-4 (3.598) 170 N44° W 弥生豆 高杯 途中で南方向に傾く
Hヒ側側溝 SD1002捻 切ゞる9 弥生甕

1区 SD1010 SD1002 δ―V I O p 20 1 7 N22° W 弥生 SD1009,SK1015が 切る

1区 SD1011
SD2005

δ― ] 1～ q 1～ 6 (3,426) 66 10 N51° W 弥生、土質供 途中で南方向に傾く
】ヒ 東側狽J溝 力ヽ 刀る

SD2006 殊生発、須恵斐、土質羽

1区 SD1012 SD2002 δ― I t11 4 N43° E 弥生甕 SD101l SPl183が 切 る

第40表 大原遺跡 1区検出遺構一覧表 不明遺構

調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考

中 可ヽ 長軸 短軸 深度

1区 SX1001 SX1001 δ― I に■45 84
弥生、土質供 羽、備前福、近世瓦、
木 (木桶 板状木製品 棒状木製品
下駄)

1区 SX1002

SX1003
δ― I no34

近世瓦

SX1002
土質羽、染付皿、近世陶磁 (初 期伊万
里か)、 近世瓦

1区 SX1003 SX1004 δ― I o34 生
＞

弥

戸
土質供 羽、備前、近世陶磁 (瀬 SP1279が t刀 る

1区 SX1004 SK1011 δ― I o34 7 弥生、土質茶釜、備前、近世陶磁 (瀬戸)

第41表 大原遺跡 1区検出遺構一覧表 柱穴

調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考

中 Jヽ 径 深度

1区 SP2216 δ― I 1 9

1区 SP1002 SP2218 δ一 I 1 12

1区 SP1003 SP2217 δ― I ユ 12
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調査区 遺構番号 旧遺構番号
クリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考
中 径 深度

区 SP1004 SP1001 δ― 1 7

区 SP1005 SP1003 δ ik」 7

区 SP1006 SP1006 δ― k 22 3

区 SP1007 SP2163 δ k SP1006が切る
区 SP1008 SK1003 δ― k 8

区 SP1009 δ に 2

区 SP1010 SP2164 δ k

区 SP1011 SP2162 δ― k 2

区 SP1012 SP1011 δ k 41

区 SP1013 δ― k 5

区 SP1014 SP2165 δ k 6

区 SP1015 SP2166 δ k 66 19

区 SP1016 SP2168 δ― k 5

区 SP1017 SP2221 δ k

区 SP1018 SP1009 δ― k 4 南側検出できず
区 SP1019 SP1029 δ k 5

区 SP1020 SP2220 δ k2 15

区 SP1021 SP1019 δ― k2 34

区 SP1022 SP1017 δ― に 2 土質羽

区 SP1023 SP1015 δ― k2

区 SP1024 δ― k2 12

区 SP1025 SP2169 δ― k2

区 SP1026 SK1001 δ― k2 ワ

区 SP1027 SP1022 δ に 2

区 SP1028 SP2170 δ― k2 6

区 SP1029 SP1023 δ 3 馘

区 SP1030 SP1024 心― に 3 12

区 SP1031 SP1211 δ―

区 SP1032 SP1032 δ k■ 1

区 SP1033 SP2161 δ― 11 7

区 SP1034 SP2160 δ―V 1 20 西側側溝が切る
区 SP1035 SP1035 δ―V
区 y1036 SP2158 δ― I 11 7

区 SP1037 SP1039 δ― ] 11 4 殊 生

区 SP1038 SP1041 δ―V 24 5

区 SP1039 SP2150 δ―V 54

区 SP1040 ♂ 217] δ―V 1 20 8

区 SP104] SP1027 δ― 13

区 SP1042 SP2224 δ 13 17 SD1008捻 切ゞる
区 SP1043 SP2223 δ― 13 弥生 SD1008が切る
区 SP1044 SP1063 δ 卜m2 11

区 SP1045 SP1064 δ― 卜m2 9

区 SP1046 SP2173 δ― lm3
区 SP1047 SP2175 δ 134 弥 生

区 SP1048 SP1208 δ― 14 24

区 SP1050 δ―V m20 28 弥生

区 SP1050 SP1072 δ―V m20 34 12

区 SP1051 SP1052 δ― 2 弥 生

区 SP1052 SP1054 δ 7 土質供

区 SP1056 δ―

区 SP1054 SP1057 δ m12 9

区 SP1055 SP1060 δ―V m20 3 弥生

区 SP1056 SP2146 δ― I m2 15

区 SP1057 SP2147 δ― ] m2 12

区 SP1058 SP106〕 δ一V m20 16

区 SP1059 SP1062 δ―V m20 12

区 SP1060 SPl198 δ― m23 8

区 SP1061 SPl192 δ― m3

区 SP1062 SPl191 δ― m・ n3 弥生

区 SP1063 SP2142 δ― mnl 弥生

区 SP1064 SP1070 δ― ml 7

区 SP1065 SP1069 δ― ml 3

区 SP1066 SP1065 δ― 弥生 SA1001EP 2が切 る

区 SP1067 SP2141 δ―V n 20 10

医 SP1068 SP2139 δ―V 10

区 SP1069 SP2138 δ―V 4 弥生

区 SP2125 δ―V n 20

区 SP2137 δ―V 閉 5

区 SP1072 SP2129 δ― I nユ

区 SP1073 SP2126 δ―VI n 20 1 11

区 SP1074 SP1079 δ― I nl 2

区 SP1075 SP1080 δ― I nl 5

区 SP1076 SP1081 δ-1 nl 3 弥生
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調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考

中 径 深 度

l区 SP1077 SP2143 δ一 I n12 5 弥生高杯 SP10埼が切 る

区 SP1078 SP2227 δ― I 弥 生

1区 SP1079 SP2228 δ一 I n2

1区 SP1080 SP1087 δ― I n2 弥生、土質土錘

区 SP1081 SP2226 δ― I

1区 SP1082 SP1084 δ― I nl 10

区 SP1083 SP2229 δ-1 nol 10 弥 生 SP1082が切 る

1区 SP1084 SP2111 δ一V 別 西lH岬 J溝が切る

1区 SP1085 SPl108 δ―V

区 SP1086 SPll14 δ一V o 20 7

区 SP1087 SP2110 δ―V 7

区 SP1088 δ―V 7 SP1087が切 る

区 SP1089 SPll16 δ一V 0 20 15

l区 SP1090 SP2107 δ―V 0 20 42

区 SP2106 δ―V o 20

1区 SP1092 SP2105 δ―V 0 20 13

1区 SP1093 SP2104 δ―V o 20

区 SP1094 SP2101 δ―V o 20 8

1区 SP1095 SP2122 δ―V

1区 SP1096 SPl120 δ―V 0 20 40 4

1区 SP1097 SP2115 δ―V
1区 SP1098 SP2113 δ―V 0 20 3

区 SP1099 SPl102 δ-1 01 8

l区 SPl100 SP2121 δ― I Ol 9

区 SPl101 SP2131 δ― I 01

1区 SPl102 SP2130 δ― I 01 SP1363が切 る

1区 SPl103 SP2133 012 4 弥 生

区 SPl104 SP2231 δ o2 7 弥生

1区 SPl105 SP2134 δ― I 02 8

1区 SPl106 SP2119 δ― I つ 1 8 弥 生

1区 SPl107 SP2118 δ一 pl 9

1区 SPl108 SPl121 δ―V 28 2 SD1010が 切 る

区 SPl109 SP2099 δ―V

1区 SPll10 SPl122 δ―V っ 20 24 15 近世瓦

1区 SPllll SP2100 δ―V 5

区 SP2098 δ一V o 20

1区 13 SP2097 δ―V
区 SP2096 δ―V p 20 弥 生

1区 SPl SP2094 δ―V
区 SP2093 δ―V
区 7 SP1212 δ― I 15 5

1区 SP2209 δ― I 5 SPll17が切 る

区 9 SP1217 δ一 I 5 弥生、土質供 SA1006EP 4が七刀る

1区 SP SP2206 δ― I 5

区 SP SP2207 δ― I 5 土質羽か鍋か SPl120が切る

区
SPl122

SP1214
δ― ]

5 9

1区 SP2204 15

1区 SPl123 SP1215 5 焼 石

1区 SPll閉 SP2203 15 8

1区 SPl125 SP1226 14

1区 SPl126 SP1225 δ 14 15 SPl125が切る

1区 SPl127 SP1219 δ 5 16 土質羽

1区 SPl128 SP1218 δ 5 14

1区 SPl129 SP1220 δ― Im5 72 土質羽、白磁皿

1区 SPl130 SP1222 δ― m5 弥生、上質供

1区 SPl131 SP1227 δ― m4 弥生

1区 SPl132 SP2176 δ m4 13

1区 SPl138 SP1201 δ m3 12

1区 SPl134 SPl199 δ m3 6

l区 SPl135 SP1204 δ m3 11

1区 SPl136 SP1203 δ m3 16

1区 SPl137 SP2202 δ m3 14 SPl136が切 る

1区 SPl138 SP1207 δ m4

1区 SPl139 SP1205 δ m3 15

1区 SP1202 δ m3 11

1区 SPl141 SP2074 δ mn3 15

1区 142 SPl190 δ― n3 28

l区 143 δ n3 44 弥生 、備前甕

1区 SPl144 SPl189 n3

1区 SPl145 SPl188 δ― ] n3

1区 SPl146 SPl187 δ n3 弥 生

l区 SPl147 SP2077 δ― I I13 弥 生 SD1009が 切る

1区 SPl148 SPl186 δ― I 土質供
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調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考
中 4ヽ 径 深度

区 SPl185 δ― n3 SPl148が切 る

区 SP2072 n3 根石あり

区 SP SP2071 δ― no3 5 弥 生

区 SP 磁 SP2080 δ― 02 8 弥生 SA1001EP12拘 切ゞる

区 路 SP2070 δ o3 弥生

区 SPl178 δ― o3

区 SP SP2086 9 弥 生

区 SP 望 δ― p

区 SP δ― 2 須 恵

区 158 δ― 5 弥 生

区 159 δ― 8

区 SPl153 δ p2 土質供

区 SPl150 δ― pl 5ユ

区 SPl151 δ― pl

区 SPl133 δ 1 20 6

区 δ― D01 19 SPH63が切 る

区 SPl130 δ 1

区 SP2090 δ― q 20 14 SD1009が 切 る

区 SP2089 δ― つ 1 44 弥生、木片

区 SP2091 δ q 20

区 SPl132 δ― ql

区 SPl131 δ ql 土質羽

区 SPl171 SPl176 δ― p2

区 SPl172 δ―V 2

区 SPll翻 δ 2 土質杯

区 SPl175 70 δ― p2 弥生、土質供

区 SPl176 58 δ― 2 SD1011が 切 る

区 SPl177 δ― ユ

区 SPl δ― q2 34 弥生、土質羽

区 SPl δ pqユ 7 弥生、土質供 羽 鍋 SA1003EP 3カ 】刀る

区 SPl δ― q 24

区 δ― 22

区 SPl182 δ― 38 51 弥生、土質供  羽

区 SP δ― 76 弥生

区 84 δ

区 δ― q

区 SP δ― 10 SPl185が切る

区 SPl SP δ 弥生、土質供 北側側溝が切 る

区 250 δ― 16 9 土質羽

区 δ 62

区 91 δ― q 8 土質羽

区 SP δ― q2

区 SP δ q2 19

区 銘 δ― Q2 土質羽

区 163 δ q2 北側狽1溝 が切 る

区 SP2066 δ― q23
区 97 SPl165 δ― o2 JI「 世 九

区 SP SPl166 δ q2

区 SP2065 δ― o23 北側側溝が切 る

区 SP1200 SP2181 δ― m4 10

区 SP1201 SP2201 δ― n4 6

区 SP1202 SP2195 δ― n5

区 SP1203 SP2179 δ― m4 7

区 SP1204 SP2180 δ― m4 弥 生

区 SP1205 SP1239 δ一 m5 弥 生

区 SP1206 SP1238 δ― m5 弥生 染付 鉄

区 SP1207 SP2219 δ― m5 23 SP1206が切 る

区 SP1208 SP1229 δ― m5 30 10 弥生、備前福

区 SP1209 δ― m5 53 土質供

区 SP1210 SP2199 δ― m5 23

区 SP1211 SP1231 δ― m5

区 SP1212 SP2197 δ― m5 26 土質供、焼土塊 東側側浦が切 る

区 SP1213 SP1237 δ― m5 14 弥生、焼土塊

区 SP1214 SP2182 δ― m5 土質皿 SP1213が切 る

区 SP1215 SP2183 δ― mn5 土質供 羽か鍋か 根石あ り

区 SP1216 SP2189 δ― mn5 土質供、焼土塊、木片

区 SP1217 SP1233 δ― mn5 土質供

区 SP1218 SP1232 δ― mn5 焼土塊

区 SP1219 SP2196 δ― n5 弥生、土質供 羽か鍋か 凍側側滞が切 る

区 SP1220 SP1235 δ n5 弥生、土質供、焼土塊

区 SP122〕 SP1234 δ― n5 弥生、土質供 羽 SP1220が切る

区 SP1222 SP2188 δ― n5 弥生

区 SP1223 SP21割 δ― n5 6 SD1011が 切る
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調査区 遺構番号 旧遺橋番号
グリッド 規模(cm)

出 土 遺 物 備 考
中 /1ヽ 径 深 度

区 SP1224 SP2185 δ n5 弥 生 SD1011が 切 る

区 SP1225 SP2186 δ n5 12

区 SP1236 δ n5 4 弥 生

区 SP1227 SP2194 δ― n5 16 中世陶皿 (志 野 ) SK1017 SP1226が 切 る

区 SP1228 SP2192 δ n5 2 土質供 羽 SK1017が 切 る

区 SP1229 SP2193 δ n5 7 弥生斐 SP1228が切 る

区 SP1230 SP2191 δ ■ 5 SK1017が 化刀る

区 SP1231 SP2190 δ n5 土質供 羽か鍋か、白磁皿 SK1017が 切 る

区 SP1232 SP2187 δ― n5 弥生、土質羽か鍋か SK1017が 切 る

区 SP1233 SP1242 δ n5 52 13 弥生、土質供、焼土塊

区 SP1234 SP1241 δ n5 12 弥生、焼土塊 、鉄 SP1233が切 る

区 SP1235 SP2037 δ― n5 28 8 土質供 鍋か、焼土塊

区 SP1236 SP2034 δ n5 土質供 、木片

区 SP1237 SP2035 δ n5 SP1236カ半刀る

区 SP1238 SP1244 δ n5 弥生、土質供 皿 羽、焼土塊

区 SP1239 SP1243 δ n5 12 弥生、土質供

区 SP1240 SP2155 δ― n5 11 土質供  皿

区 SP124] δ n4 17 弥生

区 SP1242 SP1240 δ n4 弥生

区 SP1243 SP1352 δ n4 木片

1区 SP1244 SP2043 δ n4 弥生 SX1003が 切 る

区 SP1245 SP2041 δ― n4 M 7 弥生、土質供

区 SP1246 SP2042 δ n4 34 6 弥 生 SP1245が切 る

区 SP1247 SP2039 δ n4 72 弥生、上質供 羽か鍋か

区 SP1248 SP2030 δ― n4 38 土質供

1区
SP1249

SP203] δ― n4
~8

弥生、上質供

1区 SP2032 δ― n4 弥生、土質供 羽か鍋か

区 SP1250 SP1245 δ n5 7 土質供 皿 羽、焼土塊

区 SP1251 SP1246 n5 弥生、土質供 羽 鍋、焼土塊

区 SP1252 SP1247 δ― n5 4 土質

区 SP1253 SPl%8 no5 土質供 羽、焼土塊

区 254 SP1249 δ― no5 弥生、土質供 羽 鍋

区 255 SP2027 δ o5 土質供 東側側溝が切る

区 256 SP2026 o5 土質羽か鍋か

区 SP1252 δ― o5 殊生、土質似

区 SP1258 SP1256 δ o5 弥 生

区 SP1259 SP2028 no45
区 SP1260 SP2153 04

1区 SP1261 SP2154 o4 弥生、土質供 羽か鍋か、焼土塊

1区 SP1262 SP2029 δ― n04 弥生

区 SP1263 SP2156 δ n4 SP1262が 1刀 る

区 SP1264 SP1258 δ 045
区 SP1265 SP1257 δ o5 6 土質供

1区 SP1266 SP1259 δ o5 と5 弥 生

区 SP1267 SP1254 δ― o5 土質供、備前悟

区 SP1268 SP1255 δ― o5

区 SP1269 SP2025 δ― o5

区 SP1270 SP1262 δ― o5 19 弥生、土質供 羽 煮

区 SP1271 SP1264 δ― o5 土質供 羽、焼土塊

区 SP1272 SP1263 δ― o5 66 弥 生 SP1271が切 る

区 SP1273 SP1285 δ― o5 17 東狽1側溝が 切る

区 SP1274 SP1283 δ― o5 20 弥生、土質供

区 SP1275 SP1267 δ― o5 15

区 SP1276 SP2022 δ― o4

区 SP1277 SP1268 δ o4 弥生、土質供、焼土塊、木片

区 SP1278 SP1270 δ o4

区 SP1279 SP1272 δ― o4

区
SP1280

SP2020 δ
o4

区 δ―

区 SP1282 SP1278 δ o4 土質供、焼土塊

区 SP1283 SP2019 δ o4 6 SP1282が切 る

区 SP1284 SP1277 δ o4 土質皿 羽か鋼か、近世悟、木片

区 SP1285 SP2016 6 o4 14 弥生、土質供、焼土堤

区 SP1286 SP2017 δ― 。 4 弥生養 SP1284 SP1285が切 る

区 SP1287 SP2018 δ o4 26 11 弥 生

区 SP1288 SP1279 δ― o4

区 SP1289 SP1281 δ o4 6 焼 石

区 SP1290 SP1280 δ o4 24

区 SP129] SP2023 δ o4 43 弥 生

区 SP1292 SP1349 δ o45 弥生、土質供、 /Jt土塊 撹乱が切 る

区 SP1293 SP1351 δ― o5

区 SP1294 SP1275 δ O判 弥生、土質供、青碗 SX1004が切る

区 SP1295 SP1290 δ― op3 9
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調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模(cm)

出 土 這 物 備 考
中 」ヽ 径 深 度

区 SP1296 SP1291 δ p3 4 土質供

区 SP1297 SPl182 3

区 SP1298 D3 弥生、土質供

区 SP1299 SP1317 δ― o3

区 SP1300 SP1316 δ― D3

区 SP1301 SP1297 δ― p4

区 SP1302 SP1321 δ― 4 7 弥生、土質供、砥 石

区 SP1303 SP1298 δ 7

区 SP13C14 SP1296 δ― 弥 生

区 SP1305 SP2051 δ― p4

区 SP1306 SP1313 δ― p4

区 SP1307 SP2012 δ― Q4 40 土質供 羽か鍋か

区 SP1308 SP2014 っ 4 弥生高杯  鉢、土質供

区 SP1309 SP3009 δ― p45
区 SP1310 SP1302 δ― p5 弥生

区 SP1311 SP1322 δ― p3

区 SP1312 SP1323 δ― っ 3 44 土質供、焼土塊 SP1311が切る

区 SP1313 SP1320 δ 34 61 焼土塊 SP1312が切る

区 SP1314 SP2054 δ― D3

区 SP1315 SP2055 δ D3 22

区 SP1316 SP215] δ― p3 土質羽か鍋か、焼土塊 SP1315が切 る

区 SP1317 SPl18] δ― っ 3 19 弥 生

区 SP1318 SP1315 δ p4 土質供  羽

区 SP1319 SP2059 δ― っ 4 24

区 SP1320 SP1311 δ っ 4

区 SP1321 SP1309 δ― D4 弥生

区 SP1322 SP1310 δ― っ 4

区 SP1323 SP1312 δ p4 土質供 楯

区 SP1324 SP2011 δ― っo45 SP1323が切 る

区 325 δ 5 弥生高杯 壷  斐

区 326 SP1305 δ― pq 弥 生

区 SP2057 δ 3 土質供 羽か鍋か、焼土塊

区 SP2058 δ― q3 44 娩土塊 SA1005EP 3が切る

区 SPl169 δ― t13 10 土質羽か鍋か

区 SPl168 δ q3 34 木材 (柱材 )

区 SP3002 δ― 。 2 30 SD1004が 切 る

区 SP1332 SP1347 δ q3 51 木片

区 SP1333 SP1346 δ― q3

区 SP1334 SP3001 δ― q3 15

区 SP1335 SP1344 δ q3 北側側溝が切 る

区 SP1336 SP2007 δ― Q4 28

区 SP1337 SP2008 δ q4 58 14

区 SP1338 SP2062 δ― o34 土質供

区 SP1339 SP1325 δ 口 4

区
SP1340

SP1328 δ― SD1005が 切 る

区 SP2009 δ― 土質供、木片

区 SP1341 SP1327 δ q4 弥生、土質供 皿

区 SP1342 SP2010 δ― o4

区 SP1343 δ q4

区 SP1344 SP1307 δ― q4

区 SP1333 δ― Q4 土質供

区 SP1346 SP1332 δ q4 SP1345カ 刀ヽる

区 SP1347 SP1330 δ一 Q4 土質供

区 SP1348 SP1331 δ q4 16 弥生、土質土錘、灰陶皿 SD1005が切る

区 SP1349 SP1334 δ― o4

区
SP1350

SP2002 δ 11 SD1005が 切 る

区 SP3007 δ―

区 SP1351 SP1340 δ― 5

区 SP1352 SP1342 δ q4 34

区 SP1353 SP2003 δ― o4 38 土質供

区 SP1354 SP2152 δ q4 SP1353が切る

区 SP1355 SP1339 6- q4

区 SP1356 SP1338 δ― q4

区 SP1357 SP1336 δ― o4

区 SP1358 SP1335 δ一 Q4

区 SP1359 SP2015 δ― p4

区 SP1360 SP2205 δ― 15 9 弥 生 SPl127が切 る

区 SP1361 SP2048 δ― n4 8 弥生発 SX10明 の下で検出

区 SP1362 SP1012 δ― k12 5 弥生 SP1009が切 る

区 SP1363 SP1099 δ― O] 7 弥 生

区 SP1364 SP2040 δ― n4 8 弥 生 SP1245 SX1003が 切る

区 SP1365 SP2036 δ― n5 弥生、土質供、焼土塊 SK1017の 下で検 出

区 SP1366 SP2045 δ― n4 4 弥生 SX1003の 下 で検 出
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調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考
中 径 深度

区 SP1367 SP2046 δ― I n4 ll 弥生
SP1366が切る
SX1003の 下で検出

区 SP1368 SP2050 δ n04 弥生 003の下で検出

区 SP1869 SP2052 δ o3 9 弥生 004の下で検 出

区 SP1370 SP2053 δ― o3 4 弥生 SK 0餡の下で検出

区 SP1371 SPl184 δ o3 4 弥 生 SX1004が 切 る

第42表 大原遺跡 2区検出遺構一覧表 溝

調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

主軸 出 土 遺 物 備 考
中 長 さ 幅 深度

2区 SD1001 SD1001 δ-1 ij 13 (592) N6pE 備前皿 南 北狽I、 調査区外へ延びる

第43表 大原遺跡 2区検出遺構一覧表 水田面

調査区 遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cn)

出 土 遺 物 備 考
中 東西 南 北

2区 S11001 第 1水 田面 δ― I ij 12 13
土質、近世陶磁器

南北方向の鋤溝 6条検出

2区 S11002 第1水 田面 δ― I i～ 113～ 15 (1,270) 南北方向の鋤溝 7条検 出

第44表 大原遺跡 1 2区出土遺物観察表 土器・陶磁器

載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

点
位

地
層

土
土

出
出 器  種

法量(cm)

残存率
技 法

胎土 、
成ヽ

調

物有
焼
色

〈日 法量 (mm)

備 考

1 1区
SA1002
EP6 餓

皿
口径88残存高21
回縁～体部下位の1/10

内外面ロクロナデのち内面～

体部下位外面施釉、体部下位
下端以下露胎

精良 焼成良好
釉 :灰 白色5Y8/1
素地 :灰白色10YR8/2
微細な黒斑あり

反転復元
微細な貫入あり
口禿
胎土わずかに責色味を帝びる
森田分類白磁皿 D群 15C代

2 1区
SA1005
EP5

土師質土器
材`

口径104残存高32
口縁～体部下位の1/8

内外面回転ナデ

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :灰白色25Y8/1
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元

5
一メ

一
SK1022 弥生土器

鉢
口径226残存高49
口縁～体部の1/20

外面平行 タタキ (2条/07
cm)、 国縁内面ヨコハケ、体
部内面斜ハケ (8条 /cm)

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR6/4
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

6 1区 SD1001 弥生土器
童か鉢

底径33残存高14
底部は完存

外面 タテヘラケズ リ (幅 不
明)、 内面不明

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 8 焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色7 5YR6/6

一部反転復元
内タト面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半か

7 l区 SD1001 弥生土器
高杯

残存高34
脚部上位の9/10

内外面不明

良好、石 長 結、01～ 1

焼成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :橙色 7 5YR6/6

一部合成
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

l区 SD100]
弥生土器
高杯

残存高53
脚部上位の4/5

内外面不明

負好、石 長 赤 チか、
01～ 2 焼成良好
内 :明赤褐色2 5YR5/8
外 :橙色2 5YR6/8

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

9 1区 SD1001
弥生土器
高杯

３

の

と
位

一局
上

存

部
残
脚 内外面不明

良好、石・長 結 赤、01～
3 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/6

一部反転復元
内外面磨耗により訓整不明瞭
焼成前穿孔 1カ 所あり
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 SD1001 略
皿

国径136底径47
高台高06器高32
全体の3/5

ロクロナデのち高台削 り出
し、内面～体部中位外面施rll

以下露胎、釉の一部は畳付を
越えて高台内側に達する

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :灰 白色25Y7/1
外 :灰責色25Y7/2

一部反転復元
底部内面砂目跡4カ 所あり
高台畳付の砂目跡は3カ 所
肥前系陶器皿 Ⅱ期 17C前半
か

1区 SD1001 説
碗

口径118底径41
高台高08器高60
全体の1/4

ロクロナデのち内外面施釉、

畳付部釉掻 き取 り

精良 焼成良好
釉 :あ かるいグレイみの緑
12G75/3S
素地:灰 白色 N8/0

反転復元
肥前系磁器碗 17C代か

1区 SD1001
土師質土器

羽釜
残存高51
日縁 の一部

口縁 内面 ～鍔 郡 外 面 ヨ コナ

デ、体部外面ユ ビオサエのち
ヨコ板 ナデ (幅 不 明 )、 内面
ヨコ板ナデか (幅不明 )

一
良

６

８
〕囀鋤ω

石
焼
橙
橙

粗
２
内
外

金、01～
断面実潰1

体部外面わずかに煤付着

1区 SD1001 須恵器
底径86高台高10
残存高18
底部の1/4

内外面回転ナデ、底都外面回
転ヘラケズリのち高台貼付

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
内面磨耗気味
高台端部を欠損
器形に歪みあり

14 1区 SD1001
器
鉢

陶
橋

口径340残存高55
口縁～体部上位の1/12

外面回転ナデ、内面回転ナデ
のち橋目 (6条 )

良好、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 :紫灰色5P6/1
タト:オ リーブ灰色2 5GY6/1

反転復元
口縁外面自然釉付着
外面重焼痕
備前焼
重根編年ⅣA-2期 14C後
葉～15C初頭

15 l区 SD100]
器
鉢

∽
糟

口径268残 存高50
口縁 の1/9

内外面回転ナデ、体部内面回
転ナデのち悟 日 (2条/05
cm)

良好、石 長 赤 黒、01～
4 焼成やや不良
内 :灰色 N5/0
外 :灰色N6/0

反転復元
備前焼
重根編年 ⅣB-2期 15C中
葉

17 1区 SD1009 弥生土器
口径 176頸 径 114
残存高38
回縁の1/8

内外面 ヨヨナデ

良好、石 長 結 赤、01～
7 焼成やや不良
内 :にぶい褐色7 5YR5/4
外 :にぶい責橙色10YR6/3

反転復元
広 口壺

弥生時代後期後半 ～古墳時代

前期初頭か
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載
号

掲

番 調査区
遺構
番号

点
位

地

層

土
土

出
出 器 種

法量(cm)

残存率
技 法

胎土 、
成ヽ

調

物有
焼
色

〈日 法量(mm)

備 考

1区 SD1009 幹雑
底径40残存高26
底部の1/2

外面タテ方向のヘラミガキ
(幅04～ 0 5cm)、 底部外面

ナデ、内面不明

良好、石 長 結 赤、01～
3 焼成良好
内 :にぶい橙色7.5YR6/4
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 SD1009 弥生土器
高杯

残存高41
脚部上位の9/10

外面タテ方向のヘラミガキ
か、内面ナデ 絞り痕あり

良好、石 赤、01～ 4 焼
成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

一部反転復元、一部合成
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

と区 SD1011 弥生土器
奏か重

底径49残存高22
底部は完存

外面タテハケ (6条 /cm)、 下
端ユビオサエ、底部外面ユビ
オサエ ナデ、内面不明

良好、石 長 結 赤、01～
6 焼成良好
内 :橙色7 5YR6/6
外 :にぶい橙色7 5YR6れ

一部合成
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 SD1012 弥生土器
斐

口径132頸径112
残存高31
口縁～体部上位の1/8

口縁～頭部内外面ヨヨナデ、
体部内外面不明

良好、石 長 結 赤、0ト
2 焼成良好
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元、一部合成
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
弥生時代後期後半か

1区 SX1002 納
皿

底径42高台高05
残存高19
底部の1/3

削
ち
取

台

の
き

高

け
掻

ち
付

釉
力雛
帥

ナ
呉
台

口
面
高

ク
丙
］

ヽ

口

釉ヽ

面
し
施

外

出
外

内
り
内
り

精良 焼成良好

製亀亨突留雹誓辞息ガ/1S
れ
　
か

離
　
期

て
　
２

け

　

ヽ

か

　

１

に
　
　
一

側

　

Ⅱ

内

　
皿

一
　

器

元
付
　
磁

睦
鑓
慌
綜
嗽

反
高

砂
肥

１７

泌 1区 SX1002 土師質土器
羽釜

残存高45
日縁の一部

国縁内面～鍔部外面 ヨヨナ
デ、体部外面ユビオサエのち
ヨコ板ナデ (幅 不明)、 内面
ヨコ板ナデ (幅不明)

粗、石 長 赤 金、01～
4 焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR7/3
外 :黒褐色10YR3/2

lT面実測
鍔部以下媒付着

1区 SP1077 弥生土器
高杯

脚端径 198
残存高34
脚都の1/10

外面ヨコナデか、内面不明
粗、石 長 結、01～ 4

焼成不良
内 外 :明赤褐色2 5YR5/6

反転復元
内外面磨耗 により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 SPl129 軸
皿

口径120残存高21
口縁～体部下位の1/6

内外面ロクロナデのち内面～
体部下位外面施釉、体部下位
下端以下露胎

精良 焼成良好
釉 :黄みの自10YG8 5/1S
素地 :灰白色 N8/0

一Ｅ群Ｅ
代卿

‐６Ｃ
白

か輸蜘初

反

森

２

1区 SPl129 土師質土器
羽釜

口径190鍔径211
体部最大径211
残存高49
国縁～体部の1/10

口縁端部～鍔部ヨコナデ、体
部外面平行 タタキ (4条 /
cm)、 内面 ヨコハ ケ (6条 /
cH)、 鍔部貼 り付け位置内面
ヨコナデ

Ｒつ］呻
張
２
＄

石
卜
引

好

　ヽ
４

良
泥
内
７

口
叩
‐５輸瞬］鉤婉

反
外
播
長
１６

後半ヽ

1区 SPl143 酪
萎

残存高50
口縁の一部 内外面 ヨコナデ

良好、石 長、01～ 3 焼
成長好
内 外 :灰褐色5YR4/2

断面実測
備前焼
重根編年 Ⅳ B期か 15C前葉～

16C初頭

1区 SPl174
土師質土器

杯

口径106残存高25
日縁～体部下位の1/13

内外面回転ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :浅責橙色7 5YR8れ

反転復元

l区 SPl182 土師質土器
羽釜

口径229鍔径252
体部最大径252
残存高83
回縁～体部の1/5

国縁端部～鍔部ヨコナデ、体
部外面平行 タタキ (4条 /
cm)、 口縁内面ヨコハケ (3
条/0 5cm)、 鍔部貼 り付け位
置内面ヨコナデ、体部内面ヨ
コハケ (5条/1 3cm)

良好、石 長 金 角、01～
1 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR6/4
外 :にぶい責橙色10YR6/3

反転復元
外面煤付着
体部内外面剰離あり
播磨型羽釜の搬入品
長谷川編年Ⅵ期 15C後 半～
16C初頭

1区 SP1214 土師質土器
皿

口径100残存高13
日縁の1/10 内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

反転復元

1区 SP1229 弥生土器
甕

底径46残 存高 15
底部の1/4 外面ナデ、内面不明

良好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 :掲色7 5YR4/6
外 :黒色75Y2/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
外面に煤付着

1区 SP1231 鍼
皿

底径40高台高05
残存高14
底部はほぼ完存

内外面ロクロナデのち高台削
り出し、内面施Tll、 外面残存
部は露胎

精良 焼成良好
釉 :仄 白色5Y8/1
素地 :灰白色10YR8/2
微細な黒班あり

一部反転復元
釉は薄く細かい貫入あり
胎土はやや責みがかる
森田分類白磁皿 E群 (E-2
類)か 16C代

1区 SP1238 土師質土器
皿

口径117残存高24
口縁～体部下位の1/5

内外面 回転ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :浅責栓色7 5YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 SP1238 土師質土器
皿

径底８
　
々

Ｈ
歩

の

径
高

体

口
器
全

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

精良、石 長 金、01～ 1

焼成良好
内 外 :浅黄橙色10YR8/3

反転復元

1区 SP1240 土師質土器
皿

国径■ 2底径60
器高18
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り、底部内面回転ナ
デのちナデ

良好、石 長 金か、01～
1 焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
7/4

反転復元

l区 SP1250 土師質土器
皿

口径103残存高15
回縁～体部下位の1/7

内外面回転ナデ

良好、石 長 結か、01～ 1

焼成良好
内 :浅黄橙色10YR8れ
外 :浅責橙色10YR3/3

反転復元

38 1区 SP1250 土師質土器
皿

口径 106残 存高23
日縁 ～体部下位の1/7

内外面回転ナデ

良好、石 長 結か 絹、
01～ 1 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7た
外 :橙色5YR7/6

反転復元

1区 SP1250 土師質土器
皿か

口径121残存高26
回縁～体部下位の1/9

内外面 回転 ナデ

良好、石 長 結か 絹か
金か、01～ 05 焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

反転復元

l区 SP1253 土師質土器
杯 か皿

底径48残存高15
底部の1泡

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/3
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

瞭

つ

明

ラ

不
ザ

整

や

調

や

に
多

耗
粒

元
磨
細

復

面

に

転
外

土

反
内
胎
く
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載

号

掲

番 調査区
構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率
技 法

胎上、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

1区 SP1253
土師質土器

羽釜
残存高44
口縁 の一部

口縁～鍔部外面ヨヨナデ、体
部外面ユビオサエのち斜板ナ
デ (幅 1 2cm)、 内面ヨコ板ナ
デ (幅06～ 1 5 cm)

粗、石 長 赤 金、01～
6 焼成良好
内 :橙色7 5YR7/6
外 :褐色7 5YR4/3

断面実測
鍔部以下煤付着

1区 SP127Э
土師質土器

羽釜
駐

一

昔回
の

存
縁

残
口

回縁内面～鍔部外面 ヨコナ
デ、体部外面ユビオサエのち
斜板ナデ (幅 1 2cm)、 内面ヨ
コ板ナデ (幅不明)

粗、石 長、01～ 4 焼
成良好
内 :橙色2 5YR6/8
外 :黒色 N15/0

断面実測

鍔部以下媒付着

1区 SP1270
土師質土器
煮炊具

残存高56
底部の一部

体部外面ユビオサエのちナ
デ、底部外面格子タタキ、内
面ヨコ板ナデ (幅 10帥以上)

良好、石 長 赤 金・花、
01～ 3 焼成やや不良
内 外 :にぶい褐色7 5YR
5/3

断面実涙J

外面煤付着
搬入品か

1区 SP1284
土師質土器

皿
底径61残 幕高 13
底部 の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 赤 チ、01～
1 焼成良好
内 :浅黄橙色7 5YR8/3
外 !浅責橙色10YR8/3

反転復元

1区 SP1286
弥生土器

甕
底径42残存高29
底部の1/2

ケ紹手二1萬吾歩す買ラ夢饗
り (幅不明)

良好、石 長 結軒目、01～
3 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6海
外 :にぶい黄橙色10YR6/3

反転復元

1区 SP1308
弥生土器

鉢
国径268残存高46
口縁～体言ヽの1/10

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面平行タタキ (3条/18伽 )、

体部内面不明

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 4 焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

1区 SP1308
弥生土器

高杯

脚端径210
残存高33
脚部の1/11

外面不明、内面ヘ ラ ミガキか

良好、石 長 砂 泥  チ、

01～ 5 焼成やや不 良

内 :橙色5YR6/8
外 :明 赤褐色5YR5/8

瞭
代

明
時

不
墳

整
古

調

一

り
半

よ
後

に
期

耗
後

か

元
磨

代

頭

復

面
時
初

転
外

生
期

反
内
弥
前

1区 SP1325
弥生土器

発

口径128残存高15
口縁の1/11

内外面 ヨコナデ

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成良好
内 :灰黄掲色10YR6/2
外 :橙色5YR6/6

反転復元
弥生時代後期後半か

1区 SP1325
弥生土器 口径194残存高38

口縁の1/20
内外面ヨヨナデか、体郡不明

良好、石 長 結、01～ 5

焼成やや不皇
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6れ

反転復元
二重口縁重
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 SP1341
土師質土器

皿

口径78底 径55
器高 10
全体 の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切りのちナデ

良好、石 長 赤、0,1～05
焼成やや不良
内 :浅黄橙色7 5YR8/4
外 :に ぶい責橙色10YR7/3

反転復元

1区 SP1348
土師質
管状土錘

全長52径 16
孔径05
重量100g
ほぼ完形

ユビオサエのちナデ
良好、石 長、01～ 05
焼成良好
にぶい橙色7.5YR6た

1区 SP1361
弥生土器

甕
底毎 3残存高40
底部の1/3

外 面 タテ方 向 のヘ ラ ミガ キ

(幅0 5cm)、 底都外面 ナデ、

内面斜 ヘ ラケズ リ (幅 0 7cm
以上 )

良好、石 長 結 赤、01ヽ
2 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6/4
外 :に ぶい褐色7 5YR5/4

反転復元

1区 第 1包含層
弥生土器

口径204顎径102
残存高67
口縁～頸部の3れ

口縁端部ヨコナデのち凹線 3

条、頸部外面タテハケ(9条 /

cm)の ちヨコハケ (8条 /cm)、

内面ヨコナデ

良好、石 長 赤 角か、
0.1～ 3 焼成やや不良
内 i明赤褐色5YR5/6
外 :赤褐色5YR4/6

一部合成、反転復元

広 口重
弥生時代後期

54 1区 第 1包含層
弥生土器

口径220頭径H4
残存高69
口縁～頸部の1/3

口縁端部ヨコナデのち凹線 2

条、頸部外面平行タタキ(2～
3条/cm)ョ コナデ 凹線、
内面ヨヨナデ

粗、石 長 結 赤、01～ 9

焼成やや不良
内 外 :にぶい黄橙色10YR
7/4

反転復元
広口こ
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第1包合層
弥生土器 口径194残存高49

口縁の1/3

口縁外面ヨヨナデのち凹線文
2条か、国縁内面ヨヨナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅

0 2cm)、 頭部内面ナデか

良好、石 結 赤、01～ 6

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6/4
外 :にぶい橙色7 5YR6/3

反転復元
広 口重
弥生時代後期後 半～古墳時代

前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 日径192残存高47

国縁の1/5

口縁外面ヨコナデのち凹線文
2条、口縁内面ヨヨナデのち
ヨコ方向のヘラミガキか、顕
部内外面ヨコナデか

良好、石 結 赤、01～ 6

焼成やや不良
内 :にぶい橙色5YR614
外 :にぶい橙色7 5YR6れ

瞭

代
明
時

不
墳

整
古

調

ヽ

り
半

よ
後

に
期

耗
後

か

一死
　
磨

代

頭

復
壺

面
時
初

転

日
外
生
期

反
広
内
弥
前

1区 第 1包含層
弥生土器 国径194残存高45

回縁の1/12
口縁端部凹線 2条、頭部外面
ヨコナデ、内面不明

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成やや不良
内 外 :橙色7.5YR6/6

反転復元
広口壼
内外面磨耗 剥離により調整
不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

壼

口径165頸径101
残存高54
口縁～顕径1/11

頸部外面 ヨコナデ、口縁外
面～内面不明

良好、石 ,長 ネ吉 赤、01～
2 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
広口壺
内外面磨耗 剥離により調整
不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
殊生土器 口径18.2残存高57

口縁の1/5
外面 ヨコナデか、国縁 内面 ヨ

ヨナデ、体部内面不明

良好、石 長 結 赤 金、
01～ 7 焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい褐色7 5YR5/4

反転復元
広口五
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 日径226残存高62

口縁の1/5
内外面不明

良好、石 長 結、01～ 8

焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

反転復元
広口壷
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か
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掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率 技 法

胎上、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

1区 第 1包含層
器牡

・霊

弥 口径200残存高46
口縁の1/7

国縁外面ヨコナデのち凹線文
1条、頸部外面～内面不明

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR74
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
広口壺
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期～古墳時代前期
初頭か

1区 第1包合層
弥生土器 口径230残存高3]

口縁の1/6

口縁端部ヨヨナデ、頸部外面
タテハ ケ (3条 /0 6cm)、 内
面不明

良好、石 長 結、01～ 5

焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい黄橙色10YR7/3

瞭
代

明
時

不
墳

整
古

調

一

り
半

よ
後

に
期

耗
後

か

一死
　

磨
代

頭

復
壺

面
時
初

転

日
外
生
期

反
広
内

弥
前

1区 第1包合層
弥生土器

口径190頸径■ 2

残存高42
□縁の1/6

口縁端部ヨヨナデのち凹線 2
条、顕部～体部外面不明 凹
線 2条あり、内面不甥

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成良好
内 :浅責橙色7 5YR3/3
外 :にぶい橙色7 5YR7/3

反転復元
広口重
内外面磨耗 内面剥離により
調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

64 1区 第 1包含層
弥生土器 ２２

の

径
縁

口
口

残存高31 口縁端部 ヨコナデ 凹線 2
条、外面ナデか、内面ヨコナ
デか ヨコハケ (11条 /cm)

良好、石 ,長 結 赤、0.1～
3 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
広 日重
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
弥生時代後期 ～古墳時代前期
初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 口径180残存高18

国縁の1/8

国縁端部ヨヨナデのち凹線 2

条、顕部外面ユビオサエのち
ヨコナデ、内面不明

良好、石 長 赤、01～ 3
焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
広口重
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期～古墳時代前期
初頭か

1区 第 1包含層
弥生上器 回径210残存高25

日縁の1/5
口縁端部 ヨコナデ・凹線 2
条、内外面不明

良好、石 長 結・赤、01～
3 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7.5YR74
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
広口重
内外面磨耗により調整不明瞭
口縁端部の四線も不明瞭
弥生時代後期～古墳時代前期
初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 口径215残存高3.5

口縁の1/9
口縁端部ヨヨナデ、内外面ナ
デか

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 4 焼成やや不良
内 :明褐色7 5YR5/6
外 :にぶい黄橙色10YR6/4

反転復元
広 口壺
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
弥生時代後期 ～古墳時代前期
初頭か

l区 第 1往合層
弥生土器 口径214残存高33

口縁の1/5

口縁端部凹線 1条、口縁外面
ヨコ板ナデ (幅 不明)、 外面
ナデ

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 :構色7 5YR6/6
外 :にぶい橙色7 5YR6た

反転復元
広口三
内外面磨耗により調整不明瞭
外面のヨコ板ナデは細かいハ
ケ
弥生時代後期～古墳時代前期
初頭か

l区 第1包含層
弥生土器

口径186
残存高34
口縁の1/7

国縁端部 内面ヨコナデ、外
面不明

粗、石・長 在地花、01ヽ
3 焼成やや不 良
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
広国重
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期～古墳時代前期
初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 口径248残存高25

口縁の1々

口縁外面竹管を用いた円形刺
突 文 (径 0.4t‐ m)2列 、内面
不明

精 良、石 長 結 赤、0.1～
1 焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
広 口重
弥生時代後期か

1区 第 1包含層
弥生土器

頸径 120
残存高38
頸部のlμ

外面ヨコナデ タテハケ (9
条/cm)、 内面ヨコナデ

良好、石 長 結 赤、01～
6 焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい橙色7 5YR6々

反転復元
広 口壺
内外面磨耗 によ り調整不 朔瞭
弥生時代後期 ～古墳時代前期
初頭か

1区 第1包含層
弥生土器

口径118頚径94
残存高51
回縁～体部上位の1/5

外面不明、口縁内面 ヨコナ
デ、頚部内面ヨコナデのちタ
テヘラケズリ (幅 1 0cm)部
分的に絞り痕か、体部内面タ
テヘラケズリ (幅 1 2cm以上)

良好、石 長 結 赤、01～
3 焼成やや不良
内 外 :橙色7 5YR7/6

広 国こ
Ⅵ様式力

1区 第1包合層
弥生土器 口径196残存高38

国縁の1/8 内外面不明

良

か
良
内
外

花
不

枷
曽

一賊
長

３
石
ト

好

ヽ

にぶい橙色7 5YR6/4
にぶい橙色 7 5YR7/4

反転復元
二重回縁壺
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 口径176残存高31

杯部口縁～体部の1/9
内外面ヨコナデ

良好、石 長 結か 赤
絹か、01～ 2 焼成良好
内 :にぶい橙色5YR6/4
外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
二重 回縁重
弥生時代後期後半 ～古墳 時代
前期初頭か

1区 第1包含層 弥生土器 顕径118残存高50
顕部の1/6 内外面 ヨヨナデ

粗、石 長 結 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
二重 口縁重
内外面磨耗 剥離 によ り調整
不明瞭
弥生時代後期後半 ～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

残存都最大径202
残存高30
口縁の1/8

外面 ヨヨナデ ナデ、内面 ヨ
ヨナデ ロ縁 に沈線 1条

良好、石 長 結、01～ 5
焼成やや不 良
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
二重口縁壺
内面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

77 1区 第 1包含層
器牡

一霊

弥 残存部最大径179
残存高33
国縁～額部の1/7

内外面不明
良 好、石 長 結 赤、01～
4 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
二重日縁壺
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 顕径100残存高39

顕部の1/6 内外面 ヨコナデ
史 好、石 結 赤 軒目、01～
5 焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
二重 口縁壷
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
弥生時代後期後半 ～古墳時代
前期初頭か
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掲
番 調査区

構
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遺
番

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
法技

胎土、合有物、法量 (mm)

焼 戊
色 調

考偏

79 1区 第 1包含層
器牡

士⊆

弥
頸径160
残存部最大径276
残存高60
頸部の1/7

外面ヨコナデ、内面ヨコナデ
か

良好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色7 5YR7/6

瞭
代

明
時

不
墳

整

古
調

一

り
半

よ
後

に
期

三

耗
後

か

元
縁
磨
代

頭

復

口
面
時
初

転
重
外

生
期

反

二
内

弥
前

1区 第 1包含層
弥生土器

顕径100
残存部最大径184
残存高54
頸部の1/6

内外面不明、頸部外面ヘラ先
による刺突文

良好、石 長 赤、01～ 4

焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR7/6

瞭
代

明
時

不
墳

整
古

調

ヽ

り
半

よ
後

に
期

重

耗
後

か

元
縁
磨
代

頭

復

口
面
時
初

転
重
外

生
期

反

二
内

弥
前

1区 第 1包合層
弥生土器

頸径100
残存高36
回縁～頸部の1/5

内外面ヨコナデか

良好、石 長 赤 在地花、
01～ 3 焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

反転復元
二重 回縁壺

内外面磨耗 によ り調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包合層
弥生土器

頚径109
残存高49
口縁～頭部の1/10

国縁外面平行タタキ (3条 /

cm)の ちヨコナデ ナデ、日
縁内面ヨヨナデ、体部内面タ
テユビナデ

良好、石 長 結 赤、01～
5 焼成やや不良
内 外 :にぶい褐色7 5YR
5/4

反転復元
二重 口縁壷

内外面磨耗 によ り調整不明瞭
弥生時代後期後半 ～古墳時代
前期初頭か

1区 第1包合層
弥生土器

口径262頸径201
残存高70
口縁～体言Б上位の1れ

内外面不明、頸部外面ヨヨナ
デか

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不良
内 :明赤掲色5YR5/6
外 :栓色5YR6/6

瞭明不整調
か

り

頭
よ
初

に
期

一霊
筆
空
削

元
縁
磨
代

復
口
面
時

転
重
外
墳

反
二
内
古

1区 第 1包含層
弥生土器

口径 144頸 径 155
残存高60
口縁 ～顕部 の1/6

外面部分的にタテハケ(5条 /

05伽 )が残る、内面斜 ヨ
コハケ (6条 /05t‐m)

良好、石 長 赤 金、01～
1 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR6れ
外 :にぶい掲色7 5YR6/3

反転復元
直回童の一種
内外面磨耗により調整不明瞭
矢野遺跡 SB2058 石井城ノ
内遺跡SK2023に 類例あり
古墳時代前期初頭か

1区 第1包合層
器牡

十霊

弥 口径107残存高79
口縁～頸部の1/3

内外面不明

良好、石 長 結 赤、01～
3 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :にぶい橙色7.5YR6れ

反転復元
直口壼
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器 口径190残存高80

口縁～頸部の1れ
外面不明、内面ヨコナデか

粗、石 長 結 赤、01～ 7

焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR6/8

反転復元
直国壺

内外面磨耗 によ り調整不明瞭

弥生時代後期後半～古墳時代

前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

顕径90
体部最大径16.5
底径52残存高180
全体の1カ

口縁外面タテハケ (4条/05
cm)、 頸部外面ユビオサエの
ちヨコナデ、体部外面タテハ

ケ (7条/cm)、 底郡外面ナデ
か、口縁内面ヨコ 斜ハケ(10

条/cm)、 体部～底部内面ユビ
オサエのち (上位)ヨ コハケ
(8条/cm)(下位)タ テハケ
(8条 /cn)

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 4 焼成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR6れ
外 :にぶい黄橙色10YR6/8

反転復元
広口こか
体部中位に内面からの打撃に
よる穿孔あり
Ⅵ様式期

1区 第 1包含層
弥生土器

養

口径172頸径150
残存高42
回縁～体部上位の1/6

回縁内外面ヨコナデ、体部外
面タテハケ (9条 /cm)、 体部
内面ユビオサエのちナデ

良好、石 '長 絹、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい褐色7 5YR5/4
外 :にぶい黄橙色10YR6�

反転復元
内外面磨耗 剥離 によ り調整

不明瞭
弥生時代後期後半か

1区 第 1包含層
弥生上器

妻

回径20.2頸径178
残存高42
口縁～体部上位の1/10

外面～口縁内面不明、体部内
面ユ ビオサエか

良好、石 結 赤、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半か

90 1区 第 1包合層
弥生土器

菱

口径195頸径176
残存高32
国縁の1/14

口縁外面～内面不明、体部外
面タテハケ (7条 /cm)

精良、石 長 結、01～ 1

焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい橙色7 5YR6た

反転復元
弥生時代後期後半か

1区 第 1包含層
弥生土器

奏

口径 190頸 径 156
残存高 15
口縁 の1/10

内外面ヨヨナデか

良好、石 長 結か ,赤、
01～ 1 焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :にぶい栓色7 5YR6/4

反転復元
内外面磨耗 により調整不明瞭

弥生時代後期後半か

1区 第 1包含層
弥生土器

奏

口径178頸径163
残存高68
日縁～体部上位の1/6

口縁～頸部内外面ヨコナデ、
体部外面タテハケ (4条/05
cm)、 頭部内面ヨコヘラケズ
リ (幅 10‐nl)、 体都斜ヘラケ
ズリ (幅0 8cm以上)

長 結、01～ 2

にぶい黄橙色10YR
石ヽ
餌
店

好
成
　
４

良
焼
内
σ

反転復元
口縁外面煤付着
弥生時代後期後半か

1区 第 1包合層
弥生土器

甕

口径170頸径154
残存高87
口縁～体言卜の1/6

口縁～頸部内外面ヨヨナデ、
体部外面 タテハ ケ (5条 /
cm)、 体部内面タテヘラケズ
リ (幅 1 lcm)

粗、石 長 結 赤、01～ 5

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
弥生時代後期後半か

Й 1区 第 1包含層
弥生土器

発

口径160頸径144
残存高54
口縁～体部上位の1/6

国縁～頸部内外面ヨヨナデ、
体部外面 タテハ ケ (7条 /

cna)、 体部内面タテヘラケズ
リ (幅0 8cm以上)

良好、石 長 結 赤、01～
1 焼成良好
内 :明赤褐色5YR5/6
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
内外面磨耗 剥離 によ り調整

不明瞭
弥生時代後期後半か

1区 第 1包含層
弥生土器

妻

口径144頸径130
残存高37
口縁～体部上位の1/9

口縁内外面 ヨヨナデ、体部外

面 タテ ハ ケ (6条/08ω )、

体部内面 ヨコヘ ラケズ リ

良好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 :にぶい赤褐色5YR4/4
タト:赤 t_3色 5YR4/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半か

1区 第1包含層
弥生土器

発

口径124頸径106
残存高45
回縁～体部上位の1/9

□縁～頸部内外面ヨコナデ、
体部外面 タテハ ケ (6条 /

cm)、 体部内面斜ヘラケズリ
(幅 1 0cm以上)

良 好、石 長 結 赤、01ヽ
3 焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :灰黄色25Y6/2

反転復元、一部合成
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包 含層
弥生土器

発

口径149頭径122
残存高54
口縁～体部上位の1/6

口縁～頸部内外面ヨコナデ、
体言ヽタト面タテハケか、体言Б内
面 ヨコハケ (5条 /0 5rnl)
ヨコ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成良好
内 :にぶい黄栓色10YR6/4
外 :にぶい褐色7 5YR5々

瞭
代

明
時

不
墳

整
古

調

ヽ

り
半

よ
後

に
期

耗
後

か

元
磨
代

頭

復

面
時
初

転
外
生
期

反
内

弥
前
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量(cm)

残存率
法技

胎土、合有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

考備

1区 第 1包含層
弥生土器

菱

口径72頸径64
体部最大径81
底径31器高71
ほぼ完存

国縁端部～口縁内面 ヨコナ
デ、日縁～頸部外面タテハケ
(5条/cm)、 体郡外面ヘラケ

ズリか、底部外面不明、内面
ナデか

良好、石 長 結 赤、01ヽ
6 焼成やや不良
内 :灰黄色2.5Y6″
外 :橙色5YR6/6

内外面磨耗 剥離により調整
不明瞭
内面炭素付着
弥生時代後期末～古墳時代前
期初頭

1区 第 1包合層
弥生土器

奏

径頚

　

２

６
ヮ
Ａ

‐３
高

の

径
存

縁

口
残

口
外面 ヨコナデ、内面不明

粗、石 長 角 花、01～
1 焼成不良
内 外 :43色 7.5YR4/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
瀬戸内沿岸 (吉備地方か)か
らの搬入品か
古墳時代前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

鉢

口径282底径57
器高89
全体の1/9

口縁内外面ヨコナデ、体部外
面斜ハケ (8条/cm)の ちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅02
cm)、 底部外面ヘラミガキ(幅
0 2cn)、 体部内面タテハケ(8
条/cm)タ テヘラケズリのち
ヘラミガキ (幅 0 2cm)

良好、石 長 結 赤、01～
4 焼成良好
内 :にぶい掲色7 5YR6/3
外 :にぶい橙色7 5YR6れ

反転復元
外面一部炭素付着
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

1区 第 1包含層
弥生土器

鉢
口径208残存高28
口縁の1/8

口縁外面ヨコナデ、体部外面
ヨコハケ (4条/05側 )、 内
面ヨコナデのちヨコ板ナデ
(幅0 5cm以上)

良好、石 長 結、01～ 1

焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR6れ
外 :にぶい黄橙色10YR6潟

反転復元
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

102 1区 第 1包含層
弥生土器

鉢
口径250残存高55
回縁～体部の1/14

口縁外面ヨコナデ、体部外面
斜 ヨコハケ (8条 /cm)、 日
縁内面 ヨコハケ (3条/05
cm)、 体部内面ヨコハケ (4
条/0 5cm)の ち斜 ヨコ方向
のヘ ラ ミガキ (幅02～03
cn)

粗、石 長 結 赤、01～ 5

焼成良好
内 外 :にぶい黄橙色10YR
6/4

反転復元
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

1区 第 1包合層
弥生土器

鉢
口径28.8残存高28
口縁の1/9

日縁外面ヨコナデ、体都外
面～内面ヨコハケ (4条/05
cm)

良好、石 ,長 結、01～ 5

焼成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

104 1区 第 1包含層
弥生土器

鉢
口径352残存高78
口縁～体言[の 1/12

口縁外面ヨコナデ、体部外面
斜ハケ (5条 /0 5cm)、 内面
不明

良好、石 長 結・赤 絹、
01～ 7 焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR6/3
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗 剥離により調整
不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

105 1区 第 1包含層
弥生土器

鉢
口径378残 存高45
口縁 ～体言卜の1/14

口縁～頸部内外面ヨヨナデ、
体部外面タテハケ (5条/05
cm)、 体部内面ヨコナデ ナ
デ

長 結、01～ 7

にぶい黄橙色10YR
好
‥

石
良
外

成ヽ
　
３

粗
焼
内
７

反転復元
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

1区 第1包合層
弥生土器

鉢

国径145
体部最大径150
残存高69
口縁～体部下位の1/5

外面タテハケ (8条 /cm)、 内
面不明

良好、石 長 結、01～ 3
焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
外面部分的に炭素付着
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

l区 第1包合層
弥生土器

鉢

国径130
体部最大径133
残存高6.6
口縁～体部下位の1/9

□縁外面ヨヨナデか、タト面タ
テハケ (6条/帥 )、 内面ヨコ
のちタテハケ (8条 /t‐ nl)

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

整
　
代

調
　
時

り
　
墳

よ
　

古

に

　

ヽ

離
　
半

剥
　
後期

着

耗
　
後

元
付
磨
　
代
頭

復
煤
面
瞭
時
初

転
面
外
明
生
期

反
外
内
不
弥
前

1区 第 1包含層
弥生土器

鉢

口径134
体部最大径142
底径43器高105
全体の1/2

外面タテハケ (7条 /cm)、 底
部外面ナデ、内面ナデのちハ
ケ (7条/側 )

良好、石 長 結 赤、01～
4 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7海
外 :にぶい黄橙色10YR6/4

一部反転復元
体部内外面炭素付着
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

1区 第 1包含層
弥生土器

鉢

口径125底径39
器高64
全体の1/5

内外面 ヨコナデ、体部下位外
面 ヨヨナデのちナデ、底部外
面 ナデ

良好、石 長 結、01～ 5

焼成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR6/3
外 :にぶい責橙色10YR6々

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭

1区 第 1赳含層
弥生土器
三か鉢

底径41残存高33
底部の1れ

外面タテハケ(6条 /05m)、
内面タテハケ (3条/0.3伽 )

精良、石 長・赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :にぶい褐色7 5YR5々
外 :にぶい黄橙色10YR6/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 第 1包合層
弥生土器
五か鉢

底径35残存高25
底部の1/2

外面タテハケ (5条 /0 5cm)、

内面タテヘラケズリ

良好、石 長 結、01～ 1

焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :にぶい黄橙色10YR6々

反転復元

1区 第 1包含層
弥生土器
壷 か鉢

底径56残存高41
底部の2/3

体部外面 タテハ ケ (7条 /
cm)、 底部外面ナデ、体部内
面タテ方向のヘラミガキ (幅
0 4cm)、 底部外面ハケ(6条 /
cm)の ちナデ

良好、石 長 結 赤、01ヽ
2 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6れ
外 :灰費色25Y6/2

反転復元

1区 第1包含層
弥生土器
重か鉢

底径34 残存高33
底部は完存

外面タテハケ (6条 /cm)、 底
部外面ナデ、内面タテ ヨコ
ハケ (8条 /t‐ nl)

良好、石 長 結 赤、01～
5 焼成良好
内 :黒褐色2.5Y3/1
外 :にぶい黄橙色10YR7海

一部反転復元
内外面一部炭素付着

1区 第 1包含層
弥生土器
こか鉢

底径52 残存高20
底部の1/3

外面ナデ ユビオサエ、底部
外面ナデか、内面ナデ

良好、石 長 結 赤、01～
3 焼成やや不良
内 :にぶい黄掲色10YR5/3
外 :にぶい褐色7 5YR5れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

l区 第1包含層
弥生土器
五か鉢 海

ａ
の

径
部

底
底

残存高21
内外面調整不明

良好、石 長 結、01～ 5

焼成やや不良
内 外 :明赤褐色2 5YR76

内外面磨耗により調整不明瞭

t区 第1包含層
弥生土器

重か
底径79 残存高33
底部の1/2

外面 タテハケ (7条 /0 5cm)、

底 部外 面 ナ デ ハ ケ (5条 /
0.3cm)、 内面 タテヘ ラケズ リ
(幅0 6cm以 上 )

史好、石 長、01～ 3 焼
成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR6/3
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

一部合成

1区 第 1包合層 呻鋳
底径54 残存高42
底部の1/3

外面タテハケ (7条 /cm)、 下
端外面ユビオサエ、底部外面
ユビオサエ ナデ、内面タテ
ヘラケズリ (幅 不明)、 底部
内面ナデか

良好、石 長 結、01～ 2

焼成やや不良
内 :にぶい黄褐色10YR5/3
外 :にぶい褐色7 5YR5/3

反転復元
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1区 第 1包含層
弥生土器
甕か

底径36 残存高24
底部の1/2

外面タテハケ (4条 /0 5cm)
のちタテ方向のヘラミガキ

(幅01～ 0 2cm)、 底部外面
ヘラミガキ、内面ナデ

良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :にぶい褐色7 5YR5/4
外 :オ リーブ黒色5Y3/1

反転復元
外面煤付着

1区 第 1包含層
弥生土器
甕か

底径38 残存高2.8

底部の1/2

外面タテハケ (8条 /cm)、 底
部外面ハケ (4条 /0 5cm)、

内面タテヘラケズリ (幅 不
明)

良好、石 長 赤、01～ 5

焼成良好
内 :にぶい黄掲色10YR5/3
外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
外面煤付着

120 1区 第 1包含層
弥生土器
甕か三

底径42 残存高27
底部は完存

外面タテハケ (10条 /t‐ m)、 底
部外面ハケ (15条 /cm)、 内面
ナデ タテヘラケズリ(幅09
cm)

粗、石 長 結 赤、01～ 4

焼成良好
内 :責灰色25Y4/1
外 :にぶい橙色7 5YR6胸

一部反転復元
外面一部炭素付着

1区 第 1包含層
弥生土器
甕か五

底径50 残存高29
底部の1/2

外面ナデのちタテハケ(7条 /

t‐ m)、 底部外面ナデ、内面ナ
デか

良好、石 長 結、01～ 4

焼成良好
内 :暗灰責色25Y5/2
外 :にぶい責橙色10YR6/3

反転復元
外面一部炭素付着
内面磨耗により調整不明瞭

1区 第 1包含層
弥生土器
甕かこ

底径40 残存高45
底部の1/4

底
ケ

Ｌ
フ加

淋
条

タ

６

面

く

内
外面タテハケ
部外面不明、
ズリか

良好、石 長 結、0.1～ 6

焼成良好
内 :にぶい赤掲色5YR4/3
外 :黒色25Y2/1

反転復元
外面煤付着

1区 第 1包含層
弥生土器
奏か壺

ａ

の

径
部

底
底

残存高26 体部外面タテ方向のヘラミガ
キ (幅 08帥 )、 底部内外面ユ
ビオサエ、内面不明

良好、石 長 結、01～ 3

焼成やや不良
内 :橙色5YR6/8
外 :にぶい赤褐色5YR4れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 第 1包含層
弥生土器
斐か

底径41 残存高35
底部の1/3

タト面タテハケ(5条 /0 5cm)、

底部内外面ユビオサエのちハ

ケ (5条 /0 5cm)、 内面 タテ
ヘラケズリ (幅0 8cm以上)

良好、石 長 結、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR6れ
外 :褐灰色10YM/1

反転復元
外面媒付着

l区 第 1包含層
弥生土器
箋か重

底径52 残存高13
底部の1/2

外面不明、底部外面ハケ (4

今貿ザ寡iρ 昭縣鈷

良 好、石 長 結 赤、01～
2 焼成やや不良

内 :に ぶい責橙色 10YR7/4
タト:に ぶい黄褐色 10YR5/3

外面一部炭素付着
内外面磨耗により調整不明瞭

l区 第 1包含層
弥生土器
甕かこ

底径50 残存高21
底部の1/2

外面タテハケか、底部外面ナ
デ、内面ナデのちタテヘラケ
ズリか

良好、石 長 結 赤、01～
7 焼成やや不良
内 :にぶい責褐色10YR5/3
外 :にぶい赤褐色5YR5/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 第 1包含層
弥生土器
甕か壷

底径48 残存高33
底部の3れ

外面タテ方向のヘラミガキ
(幅05側 )、 底部外面ナデ、

内面ナデのちタテヘラケズリ
か (幅不明)

良好、石 長 結 赤、01～
4 焼成良好
内・外 :橙色5YR6/6

外面一部炭素付着

1区 第 1包含層
弥生土器
斐か重

底径55 残存高42
底部の1/3

体部外面ユビオサエのちヨコ

会家、(凛今☆毬レξ災リワ奏
り、底部内面不明

良好、石 長 結、01～ 3

焼成良好
内 :にぶい橙色5YR7/4
外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
内外面磨耗 剥離により調整
不明瞭

l区 第 1赳含層
弥生土器
甕かこ

底径56 残存高32
底都は完存

底

テ
／ｃｍ，
井

条
ナ

６
面

く
内

ケ

かヽ

ハ
ケ

リ

テ

ハ
づ^

夕
面

ケ

面
外

ラ

外
部

ヘ

粗、石 ,長 結 赤、01～ 4

焼成やや不良
内 :にぶい責色25Y6/3
外 :にぶい掲色7 5YR5/4

外面一部炭素付着
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 第 1包含層
弥生土器
斐か三

底径55残存高26
底郡は完存

外面ナデのちタテハケ(5条 /

cm)、 底部外面ナデのちハケ
(7条 /cm)、 内面ナデのちタ

テヘラケズリ (幅不明)

良好、石 長 結、01～ 10

焼成やや不良
内 :暗仄責色2.5Y5/2
外 :明赤褐色5YR5/6

底部外面付近炭素付着
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 第1包含層
弥生土器
斐か

底径50残存高15
底部の1/2

外面ヨヨナデのちタテ方向の
ヘラミガキか、底部外面ハケ
(4条 /0 5cm)、 内面 タテヘ

ラケズリ

良好、石 長、0.1～ 1 焼
成やや不良
内 :灰黄色25Y6/2
外 :に ぶい責橙色10YR6/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
外面煤付着

1区 第 1包合層
弥生土器
甕か壺

底径4,7残存高19
底都の1/2

外面ナデ ユビオサエ、底部
外面ハケ (5条 /0.5cm)、 内
面タテヘラケズリ (幅不明)

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成不良
内 :にぶい橙色7 5YR6れ
外 :にぶい黄橙色10YR6/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

1区 第 1包含層
弥生土器

甑

底径56残存高51
底部の1/4

外面ユビオサエ ナデ、内面
タテヘラケズリ (幅 0 8cm以
上)、 底部に焼成前穿孔

良好、石 長 結、01～ 2

焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR6/4
外 :黒褐色25Y3/1

反転復元
外面煤付着

134 1区 第 1包含層
弥生土器
甑か鉢

底径20残存高13
底部は完存

外面不明、内面ナデか
粗、石 結 赤、01～ 5

焼成やや不良
内 外 :橙色5YR7/6

焼成後内外面からの穿孔か

135 1区 第 1包含層
弥生土器

高杯

口径254残存高33
杯部口縁～体部の1/H

内外面不明、体部内面ヨヨナ
デか

良好、石 長 結・赤、01～
5 焼成やや不良
内 :明赤掲色2 5YR5/6
外 :橙色7 5YR6/6

瞭

代
明
時

不
墳
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調

一
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生
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弥
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1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

口径238残存高41
杯部回縁～体部の1/12

回縁外面 ヨコ 斜ヘラミガ
キ、体部外面ナデのちヘラミ
ガキか、国縁内面ヨヨナデの
ちヘラミガキか、体部外面タ
テハケか、体部内面放射状ヘ

ラミガキ

良好、石 長 結、01～ 1

焼成良好
内 :仄黄褐色10YR4/2
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第1包含層
弥生土器
高杯

口径257残存高35
杯部口縁～体部の1/13

口縁外面ヨヨナデのちタテハ

ケ(8条 /t‐ m)、体部外面不明、
口縁内面ヨコ方向のヘラミガ
キ、体部内面ヨコハケ(8条 /

07m)の ち放射状ヘラミガ
キ (幅 0 2cm)の ち部分的に
ヨコ方向のヘラミガキ(幅03
cm)

良好、石 長 結、01～ 5

焼成良好
内 :にぶい黄褐色10YRプ3

外 :にぶい黄橙色10YR6/3

反転復元
杯部内面部分的に炭素付着
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

口径306残存高35
杯部口縁～体部の1/13

内外面 ヨヨナデか

良好、石 長 結 赤、01～
3 娩成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6/4
外 :にぶい褐色7 5YR5/4

瞭
代

明
時

不
墳

整
古

調

ヽ

り
半

よ
後
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[区 第1包含層
弥生土器
高杯

口径280残存高45
杯部のソ17

テ

ご
ア

ヽ
方

・
３

″獅鉤獅］”

”株日ヽ縁芽蜘カ

陣
膊
４Ｃｍナ随
動
体＞

外

方

∈
方

ａ
向

帥

良好、石 長 結・絹、01～
3 焼成良好
内 :にぶい責橙色10YR73
外 :にぶい黄橙色10YR6/4

反転復元
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

国径314残存高38
口縁の1/14 外面 ヨコナデ、内面不明

良好、石 長 結、01～ 3
焼成やや不良
内 :明赤掲色2 5YR5/8
外 :明赤褐色2 5YR5/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1往含層
弥生土器

高杯
口径296残存高43
杯部口縁～体部の1ん

内外面不明

良好、石 長 結、01～ 3
焼成やや不良
内 :明赤掲色2 5YR5/6
外 :明褐色7 5YR5/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第1包含層
弥生土器
高杯

口径286残 存高36
口縁 の1/6

外面ヨコ方向のヘラミガキ
(幅0 3cm)、 内面不明

良好、石 長 結、01～ 4
焼成やや不良
内 :明赤褐色2 5YR5/8
外 i黒色5Y2/1

反転復元
内外面磨耗・剥離により調整
不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包合層
弥生土器
高杯

口径314残存高31
杯部口縁～体部の1/8

外面ヨヨナデのちタテハケ
(6条/09t‐m)、 内面 ヨコハ

ケ (5条/0 4cm)の ちタテ方
向のヘラミガキ (幅 0 2cm)
ヨコ方向のヘラミガキ(幅02
伽 )

良好、石 長 結 赤、01～
1 焼成やや不良
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6れ

反転復元
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

144 1区 第1包含層
弥生土器
高杯

口径269残存高33
杯部口縁～体部の1/13

外面ヨヨナデのちタテハケ
(9条/cm)、 内面ヨコハケ(6

条/0 5cm)

良好、石 長 結 絹、01～
2 焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

代墳古ヽ半後期後

か

元
代

頭

復
時

初

転

生
期
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1区 第1包含層
弥生土器

高杯
口径278残存高40
杯部回縁～体部の1/15 内外面不明

良好、石 長 結・赤、01～
5 焼成やや不良
内 :橙色5YR6ん
外 :にぶい橙色7 5YR7れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

ユ区
弥生土器
高杯

国径348残存高38
口縁～体言るの1/9

内外面ヨコナデ

良好、石 長 結、01～ 6
焼成やや不良
内 :明褐色7 5YR5/8
外 :明褐色7 5YR5/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

残存高98
杯底部～脚部 中位の
1/3

杯底部内外面ナデ、脚部外面
タテ方向のヘラミガキ(幅02
cm)、 脚部内面絞り痕

良好、石 長 結、01～ 8
焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR6/4
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包合層
弥生土器
高杯

残存高45
杯底部～脚部上位の3/
5

杯部外面ナデか、脚部外面ヨ
ヨナデ ナデのちタテ方向の
ヘラミガキ(幅 02～ 0 3cm)、

杯部内面ヨコナデ ナデのち
ヘラミガキか、脚部内面ナデ

良好、石 長 結、01～ 3

焼成不良
内 :明赤褐色5YR5/6
外 :明褐色7 5YR5/6

一部反転復元、一部合成
内外面磨耗 剥離 により調整
不明瞭
弥生時代後期後半 ～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

高杯

残存高49
杯底部～脚部上位の4/
5

杯底部～脚部上位外面タテ方
向のヘラミガキ (幅 0 4cnl)、

脚部下位外面タテハケ(4条 /
0 5cm)、 脚部内面ナデ 絞り
痕あり

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成やや不良
内 :灰責色25Y6/2
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

瞭
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1区 第1包含層
弥生土器
高杯

残存高76
杯底部～脚部 中位の
4/5

内外面不明、内面絞り痕あり

良好、石 長 結 赤、01～
8 焼成やや不良
内 i明赤褐色2 5YR5/8
外 :明赤褐色2 5YR5/6

内外面暦耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

残存高6.8
杯底部～脚部上位 の
9/10

脚部外面 タテ方向のヘ ラ ミガ
キ、杯底部内面不明、脚部内
面ナデか

良好、石 長 結、01～ 5

焼成やや不良
内 外 :明赤褐色5YR5/6

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第1包含層
弥生土器
高杯

残存高59
脚部上位はほぼ完存

外面ヘ ラ ミガキか ヘ ラケズ

リか、内面不明

良好、石 ,長 結、01～ 2

焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :灰色5Y6/1

内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

高杯
残存高33
脚部上位の4/5

外面タテ方向のヘラミガキ
(幅 04t‐ nl)、 内面ナデか

良好、石 結・赤 率目、01ヽ
2 焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

lM 1区 第1包含層
弥生土器

高杯
残存高47
脚部上位の1泡

外面ヨコナデのちタテ方向の
ヘラミガキ (幅0 4cm)、 内面
絞り痕あり

良好、石 長 結 赤、01～
4 焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

反転復元、一部合成
弥生時代後期後半 ～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
Q-20、  1

弥生土器
高杯

残存高43
杯底部～脚都中位 の
4/5

外面不明、内面ヨコヘラケズ
リ (幅不明)

良好、石 長 結、01～ 5

焼成やや不良
内 :橙色7 5YR6ん
外 :橙色 7 5YR7/6

内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

156 1区 第 1包合層
弥生土器
高杯

残存高55
脚部上位の2潟

外面不明、内面ナデか タテ
ヘラケズリ (幅不明)

良好、石 長 在地花、0.1～
5 焼成やや不良
内 外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

残存高38
脚部上位の4/5 内外面不明

良好、石 長・結・赤、01～
5 焼成不良
内 :明掲色7 5YR5/6
外 :にぶい褐色7 5YR5れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

l区 第1包合層
弥生土器
高杯

残存高44
脚部上位の9/10 内外面不明、内面絞り痕あり

粗、石 結 赤 軒胃、01～
4 焼成やや不良
内 外 :明赤褐色2 5YR5/8

瞭

代
明
時

不
墳

整
古

調

一

り
半

よ
後

に
期

耗
後

か

磨
代

頭

面
時
初

外

生
期

内

弥
前

1区 第1包含層
弥生土器
高杯

残存高50
脚部上位の1れ 外面不明、内面 タテユ ビナデ

良好、石 長 結、01～ 7

焼成不良
内 :にぶい橙色7 5YR6た
外 :にぶい黄橙色10YR6/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か
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載
号

掲
番 調査区

構
号

追
番

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率
技 法

胎上 、含有物 、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

1区 第 1包含層
弥生土器

高杯

脚端径 198
残存高69
脚部の1/4

外面タテハケ (12条 /cm)、 内
面ナデ ヘラミガキか

良好、石 長 結 赤、01ヽ
4 焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

反転復元
弥生時代後期後半 ～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器
高杯

脚端径 198
残存高30
脚部の 1/10

外面タテハケ(5条/05‐na)

下端部凹線 2条、内面不明

粗、石 長 結 赤 絹、01ヽ
4 焼成やや不良

内 :橙色5YR6/6
外 :褐色75Y馳 /4

反転復元
穿孔復元径約 2 cm

内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包合層
弥生土器

高杯

脚端径206
残存高30
脚部の1/3

内外面不明

良好、石 長 在地花、01～
6 焼成やや不良
内 :橙色5YR6/8
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

高杯

径
高
の

端
存
部

脚
残
脚

内外面 ヨコナデ ナデか

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成やや不良
内 :明褐色7 5YR5/6
外 :にぶい掲色7 5YR5/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内タト面ともハケの可育ヒ性ある
が確認できない
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

高杯

脚端径208
残存高37
脚部の1/6

内外面不明

粗、石 長 赤、01～ 6

焼成やや不良
内 ,外 :橙色5YR6/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

高杯

脚端径190
残存高34
脚部の1/7

内外面不明

良 好、石 長 率吉 赤、01～
4 焼成やや不 良

内 :灰責褐色 10YR6/2
外 :明褐色7 5YR5/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
焼成前穿孔 1カ 所あり
弥生時代後期後半～古墳時代
前期初頭か

1区 第 1包含層
弥生土器

器台

口径90残存高50
口縁～脚部上位はほぼ
完存

内外面不明

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成やや不 良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色7 5YR7/6

内外面磨耗により調整不明瞭
脚部穿子し1カ 所あり
古墳時代前期初頭

1区 第 1包含層
弥生土器

器台

残存高50
杯底部～脚部上位の
1/4

外面不明、内面ユビオサエか

良好、石 長 結 赤、01～
4 焼成やや不良
内 外 :にぶい橙色7 5YR
6/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
古墳時代前期初頭

1区 第1包含層
弥生土器

器台

残存高25
杯底部～脚部上位の
2/3

内外面不明

良好、石 長 結か、01～ 1

焼成やや不良
内 :明赤褐色5YR5/6
外 :栓色5YR6/6

一部反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
古墳時代前期初頭

1区 第 1包含層
須恵器
杯か

底径108高台高06
残存高13
底部の1/6

底部外面切り離し技法不明
高台貼付のちヨコナデ、底部
内面回転ナデか

良好、石 長 結 赤、01～
2 焼成やや不良
内 外 :浅責色25Y7/3

反転復元

と区 第 1包含層
土師器

皿

口径115底径98
器高16
全体の1/5

内外面ヨコナデ、底部外面ナ
デ

精良、石 長、01～05
焼成良好
内 :に ぶい責橙色10YR7/4
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

反転復元
遺元炎焼成気味

1区 第 1包含層
土師器

皿

国径146底径118
器高18
全体の1/6

内タト面 ヨコナデ
良好、石 結 赤、01～ 5

焼成良好
内 外 :明赤褐色2 5YRy6

反転復元
内外面赤彩あり

1区 第1包含層
土師質土器

杯
口径94残存高24
国縁～体部上位の1/4

内外面回転ナデ
石
好
‥

良ヽ
外

良
成

精
焼
内

長、01～ 05

橙色5YR7/6
反転復元

173 1区 第1包含層
土師質土器

杯
底径89残存高15
底部の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :にぶい橙色7 5YR6μ
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元

174 1区 第 1包合層 説
皿

底径44残存高18
底部～体部下位の1/2

内外面ロクロナデのち体部下
位外面～底部外面回転ヘラケ
ズリ、底部内面ヘラ描き 櫛
描による施文、内面～体部下
位外面施釉、体部下端外面～

底部外面露胎

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの責緑10YG
6 5/3S
素地 :灰 白色75Y7/1

皿

翻・後半
窯
頃

安

中
同
Ｃ

類

１２翰紛・‐類

反
大

Ｉ

1区 第 1包含層
O-2 餓

皿

底径50高台高10
残存高21
底部の1/12

ロクロナデのち高台削り出し
のち施釉、畳付部釉掻き取り

精良 焼成良好
釉 :責みの白10YG8 5/1S
素地 :灰白色75Y8/1
微細な黒斑わずかにあり

反転復元
畳付部露胎、離れ砂付着
森田分類白磁皿 E群 16C代

176 1区 第 1包含層
白磁

多角杯

底径44高 台高05
残存高 17
底部の1海

出
ズ

体

リ
ケ

ヽ

口
体
内

面

ク

ヽ

外ヽ

口
し
り
部

酪
醜

好

８Ｙ８
‐ＯＹ

良
黄
色

成

い
白

焼
す
灰

良

…
地

精
釉
素

反転復元
高台は狭りがある、言」高台(狭

りは4カ 所)

釉に細かい貫入あり、釉とび
あり
釉 胎土とも黄味をおびる
森田分類白磁 D群 15C代

177 1区 第 1包含層 知
皿

底径38高台高05
残存高18
底部の1/4

ロクロナデのち高台削 り出
し、呉須絵付け、体部外面芭
蕉葉文 底部内面花文、のち
施和、畳付～高台 (碁笥底)

内面は露胎

ｙ

ＭＭ
餅柳ω

成

イ
白

焼

レ
灰

グ

‥

良

‥
地

精
釉
素

反転復元

胎土 は責み を帯 びる

釉 に細かい貫入あ り

小野分類染付 皿 C tt I類 15

C後葉 ～16C前葉

178 1区 第1包含層 際
碗

体都最大径124
残存高56
体郡下半の1/6

ロクロナデ、体部下位外面回
転ヘラケズリ、高台削り出し
のち内面～体部下位外面施釉

精良、石、01～ 10 焼成
良好
鉄釉 :(内 )黒色2R10/0
(タト)く らい赤2R2 4/5S
素地 :灰 白色25Y8/1

反転復元
瀬戸美濃系、天目茶碗
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載
号

掲
番 調査区

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率 技 法

胎土、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

1区 第1包含層
土師器

甕

国径398残存高76
国縁～体部の1/10

外面タテハケ (3条 /cm)、 国
縁内面斜 ヨコハケ (2～ 3

条/伽 )、 体部内面ヨコのち斜
ハケ (2～ 3条/cm)

良好、石 長 結 赤、01～
4 焼成良好
内 :にぶい赤褐色5YR5々
外 :橙色5YR6/6

反転復元
ハケ1条の幅 1～ 3 cmあ り、
太い
口縁は内面ハケ後端部を貼付
にて継ぎ足してさらにヨコハ
ケ
体部内外面わずかに煤付着

1区 第1包含層
土師質土器

羽釜

国径374鍔径392
残存高49
日縁～体部上位の1/14

鍔部～口縁内面ヨヨナデ、体
部外面ユビオサエのちヨコ板
ナデ (幅 1 3cnl以 上)、 体部内
面ヨコ板ナデ (幅 1 5cm以上)

II、 石 長 赤 花 か、01～
5 焼成良好
内 外 :橙色7 5YR6/6

径口め
一苑
た

復

の

転
片

反
小
確

傾 きは不正

1区 第 1包含層
土師質土器

羽釜
残存高44
回縁 の一部

口縁内外面ヨヨナデ、体部外
面ユビオサエのちナデ ヨコ
板ナデ (幅 不明)、 体部内面
ヨコ板ナデ (幅 1 5cm)

粗、石 長 金、01～ 3
焼成やや不良
内 :黒褐色7 5YR3/1
外 :橙色7 5YR6/6

断面実測
鍔部以下煤付着

182 1区 第 1包含層
N-2

土師質土器
羽釜

残存高43
口縁の一部

外面ユビオサエのちナデ、内
面ヨコ板ナデ (幅 1 2cm)

良好、石 長 赤 金 花、
01～ 5 焼成良好
内 外 :にぶい栓色7 5YR
7/4

断面実測

183 1区 第1包含層
土師質土器

羽釜
残存高37
口縁の一部

国縁内外面ヨコナデ、体部外
面ユビオサエのち斜 ヨコ板
ナデ (幅 1 3cm)、 体部内面ヨ
コ板ナデ (幅不明)

良好、石 長 金、01～ 2

焼成良好
内 :浅責橙色10YR8/3
外 :にぶい黄橙色10YR7/2

断面実測
外面煤付着

1区 第 1包含層
須恵質土器

捏鉢
口径250残存高29
口縁の1/15

内面ヽ国縁外面回転ナデ、体
部外面ユビオサエのち回転ナ
デ

粗、石 長 赤、01～ 2

焼成不良
内 iにぶい責橙色10YR7/2
外 :灰 白色10YR8/2

反転復元
酸化炎焼成気味
東播系須恵質土器捏鉢
森田編年第Ⅱ期第 2段 階 12
C末～13C初頭

1区 第 1包合層
器
鉢

陶
楯

口径326残 存高64
口縁の 1/15

内外面回転ナデ、
転ナデのち悟 目
cm)

回

お

面

″

内
条

部

８

体
く

張
　
Ｍ
Ｍ

石ヽ
朗
庭
庭

朗
賊
正
片

花、01～ 6

翰敵鵬

反
備

重
葉

Ⅳ B-2期 15C中

186 1区 第 1包含層
P-1

器
鉢

陶
億

口径266残存高51
口縁の1/6

内外面回転ナデ、体部内面回
転ナデのち橋目 (6条 /2 cm)

良好、長 赤、01～ 3 焼
成不良
内 外 :橙色5YR7/6

反転復元
備前焼か、酸化炎焼成
備前なら、重根編年ⅣB-2
期 15C中葉

1区 第 1包含層
器
鉢

陶
悟

残存高37
体部の一部

内外面回転ナデ、体部内面回
転ナデのち悟 目 (8条/33
cm)

精良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :橙色2 5YR6/6
外 :にぶい赤褐色2 5YR5/4

断面実測
備前焼

188 1区 第1包合層 略
甕

底径316残存高55
底部の1/6

体部外面タテ板ナデ (幅 17
cm以上)、 下端ヨコナデ、底
部外面ナデ、体部内面ナデ
ヨコ板ナデ (幅 不朝)、 底部
内面ナデ

良好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 :褐灰色5YR5/1
外 :にぶい赤褐色5YR5/4

反転復元
備前焼

189 1区 第 1包含層
土師質土器

lH摘
口径52器高24
ほぼ完存

外面ユビオサエ ナデ、内面
銅津付着のため不明

良好、石 ,長、01～ 2 焼
成良好
内 :オ リーブ黒色5Y3/1
極暗赤掲色2 5YR2/3
外 :灰 白色10YR3/2

回縁外面褐色付着物、自然釉
か
内面銅津付着
小さな片□あり

1区 第 1包含層
瓦質
軒九瓦

長

厚 巴文

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 2 焼成良好
内 :灰色5Y6/1
外 :暗灰色 N3/0

絹雲母目立つ
内外面炭素吸着良好

1区 第1包含層 辮蜘
全長57径 13
7し径04
重量688g

ユビオサエ ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
橙色5YR6/6

192 1区 第 1包含層
土師質
管状土錘

全長45径 11
孔径04
重量561宜

ユビオサエのちナデ
精良、石 長、01～ 05
焼成良好
灰責褐色 10YR6ρ

1区 第1包含層
土師質

管状土錘

全長42径 12
孔径03
重量4,68g

ユヒオサエ ナデ
精良、石 長 結か 絹か、
01～ 1 焼成良好
浅責橙色10YR8/4

194 1区 第 1包含層 難鞠
全長42径 10
孔径03
重量386g

ユビオサエのちナデ
良好、石 ,長 泥、01～ 05
焼成良好
橙色2 5YR7/6

ユ区
第1包含層
K-3

土師質
管状土錘

全長42径 10
孔径03
重畳396宜

ユビオサエ ナデ
良好、石 長、01～ 2 焼
成良好
橙色5YR6/6

胎土に細粒多く、ややザラつ
く

196 1区 第 1包含層
土師質
管状土錘

全長35径 11
孔径03
重量44々

ユビオサエ ナデ
良好、石 長・赤、01～ 1

焼成やや不良
にぶい橙色5YR6/4

外面剥離 磨耗 のため調整不
明瞭

197 1区 第 1包含層
土師質
管状土錘

全長36径 11
孔径04
重量358g

ユビオサエのちナデ
精良、石 長 赤、01～08
焼成良好
橙色2 5YR7/6

1区 第 1包含層
O-2

土師質
管状土錘

残存長22径 09
孔径02
重量 145質

ユビオサエ ナデ
良好、石 長、01～ 1 焼
成良好
橙色2 5YR6/6

l区
層

１

含

ヽ

包

２０

１

一

第

Ｑ
土師質
管状土錘

残存長29径 15
孔径05
重量513宮

ナ テ 張
租
∞

石ヽ
管
５ＹＲ

餅
賊
髄

赤、01～ 2

磨耗気味

2区 SD1001 略
皿

底径53残存高0.8
底部の1/4

内外面回転ナデ、下端外面回
転ヘラケズリ、底部外面回転
糸切り

良好、石 長、01～ 6 焼
成良好
内 :灰褐色5YM犯
外 :責灰色25Y4/1

反転復元
近世備前焼 皿

2区 S11001
S11002 水田面 略

碗
残存高30
口縁の一部

ロクロナデのち外面呉須絵付
けのち内外面施釉

精良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 ,外 :責緑 10YG7 5

断面実測
内外面釉に貫入あり
近世肥前系

―- 335 
・ 一



掲載
番号

調査区
遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎土、含有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

202 2区
０‐
磁

Ы
Ы 水田面

染付
皿か碗

残存高1.6

口縁の一部
内外面ロクロナデのち外面呉
須絵付けのち内外面施釉

ジ
好
螂
Ｍ

良
白
色

成
の
自

焼
み
灰

緑
‥

良
‥
地

精
釉
素

断面実測
内面釉に貫入あり
近世肥前系

第45表 大原遺跡 1区出土遺物観察表 木製品

載
号

掲
番 調査区

構
号

遺
番

点
位

地
層

土
土

出
出 器 種 樹 種

法量 (cm)
帝在逮

備 考

3 1区 SK1002
木製食事具

箸
22.2× 07× 07

完形
全面を多角形に削り、棒状に形成
下部を細く円錐状に削る

4 l区 SK1002 木製食事具か
箸か

223× 0,7× 0.7
ほtF完形か
全面を多角形に削り、棒状に形成

l区 SD1001 木製食事具か
箸か

26,7× 08× 07 成形
，
に

損
状
形

欠
棒
円

し

楕ヽ

少
り
は

端
削
部

下
に
中

＜
形

ヽ

か
角
形

形
多
円

完
を
は

ぼ
面
部

ほ
全
上

22 と区 SX1001
木製服飾具

下駄
221× 11.2× 5,7

ほば完形だが全体的に磨滅している
長方形の下駄、左足用か
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第46表 庄境遺跡掘立柱建物一覧表

遺構番号
グリッド 構造(間 )

東西×南北

※規模 (m) ※面積
(請 )

主軸方向 柱穴数 備 考中 /1ヽ 東西 南 北

SA1001 ε~Ⅱ f富 15 2× 2 32 42 NO° WE 6 側柱建物

第47表 庄境遺跡検出遺構一覧表 掘立柱建物 柱穴

遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考中 /1ヽ 径 深 度

SA1001

SP1047 C~Ⅱ f 15 土 師供 奏、須恵、瓦椀

EP02 SP1052 e― I 宜 15 8 土師供 煮、瓦皿
EP03 SP1050 ε

~]
24 土師供

8P04 C~] f15
EP05 SP1048 ε~D f 15 土師供  煮

EP06 C~] 15 土師供、須恵杯  重

第48表 庄境遺跡検出遺構一覧表 土坑

第50表 庄境遺跡検出遺構一覧表 不明遺構

遺構番号 旧遣構番号
グリッド 規模(cm)

出 土 遺 物 備 考中 4ヽ 長軸 短軸 深 度

SK1001 SP1072 ε~Ⅱ e14 7] 土師供 甕

SK1002 SP1075 C~Ⅱ 弥生斐か、土 師供

SK1003 SP1077 C~Ⅱ f14 11

SK10114 SK1013 C~Ⅱ 宜13 194 土師杯 皿 甕、須恵杯 壼 発、瓦枕、須質捏か
SK1005 SK1001 e― E f14 130 土師杯、須恵、瓦椀
SK1006 SK1002 ε~Ⅱ f 14 15 土師杯、須恵 SX1001 SK1005 SA1001 EPl力乳可る
SK1007 SK1003 ε

~] e f 15 17 土師、須恵

SK1008 SK1004 e― ] f 15 34 土師、須恵杯、備前悟

SK1009 SK1005 ε
~] f1415 土師、須恵杯 蓋 発

SK1010 SK1006 ε~B f g 14 15
塞T綴慈盈 響屍

杯 瓶か 鯉 ¬ 、瓦椀、須質捏

SK1011 SK1022 C~] 寛 14 14

SK SK1007 C~] 土師、須恵、瓦椀
SK1012 ε~Ⅱ e 16 11 土師杯  皿 斐、須恵整、瓦杭

SK1011 e f 16 土師杯、須恵杯
SK1015 SK1010 e― Ⅱ f 16 土師、須恵

SK SK1008 C~Ⅱ f1516 土師蓋

SK1017 SK1023 e― Ⅱ g 15 16 10 土師霊、須恵貯
SK1018 SK1016 ε~Ⅱ 12 土師杯  皿 奏

SK1019 SK1009 C~Ⅱ に 17 東側溝が切 る
SK1020 SK1014 C~Ⅱ 土師供 杯 皿 (赤)甕 壷、鉄製刀子
SK1021 SK1015 e― Il 13 72 6 土師杯 皿 煮
SK1022 SK1020 ε~Ⅱ 12 土師杯 皿 (赤)甕、製塩、須恵供
SK1023 SK1021 e― Ⅱ 213 土師杯  煮 奏、黒椀 (A)
SK1024 SK1017 C~I 14 土師杯 皿 甕、製塩、須恵供
SK1025 SK1018 C~Ⅱ 土師杯 皿 甕、須恵供

第49表 庄境遺跡検出遺構一覧表 溝

遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

主 軸 出 土 遺 物 備 考中 ′|ヽ 長 さ 幅 深 圧

SD1001 SD1013 ε
~]

f～ h16 (鋭 3) N10° W
土師供 (赤 ほか)杯 皿 煮 発、須恵
杯 貯 斐 蓋、土質羽 加工円盤、黒椀
瓦椀、近世陶磁瀬戸供

中途で途切 れる

SD1002 SD1014 ε~Ⅱ fg
15～ 17 N90° MIE 土 R市供 杯  皿 煮、須恵供 ,貯 蓋 TFt

SP1081を 含む
中途で途切れる

SD1003 SD1015 C~Ⅱ f14 N25° W 土師供 煮、鉄釘か

遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考中 4ヽ 長軸 短 軸 深度

SX1001 SX1001 C~Ⅱ f 14 15 360 土師杯 皿 奏、須恵杯 妻、瓦椀、灰釉、白磁皿 SK1009 SP1019が 切 る
SX1002 SX1002 c― E d1314 土師警、須恵杯 蓋 萎、土質土錘、近世陶磁無釉焼締 南西 を側溝 で切 られている

第51表 庄境遺跡検出遺構一覧表 柱穴

遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考中 径 深度

SP100] ε
~] e 13 土師供

SP1002 SP1038 ε~B d14
SP1003 C~] d e 14 土師供、須恵奏

SP1004 SP1036 ― ] e 14 青 碗

SP1039 ] e14 土師供

SP1069 ε
~] 土師杯 皿 (いずれも赤ほか)菱 、須恵供 奏

SP1007 SP1070 Ⅱ d e 15 1」 土師斐、須恵杯、土質杯 皿 (いずれも回糸)、 瓦椀
SP1008 SP1071 C~Ⅱ e16 土師供 甕、須恵供、瓦椀カ
SP1009 SP1033 C~Ⅱ e13 土師供 発、須恵箋
SP1010 SP1034 Ⅱ e 13 土師供 煮、須恵塞

SP1011 SP1073 ε~Ⅱ e14 土師供 奏
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遺構番号 旧遺構番号
グリッド 規模 (cm)

出 土 遺 物 備 考
中 /1ヽ 径 深 度

SP1012 SP1040 ε~Ⅱ e 14 土師供・煮

翌 1013 SPl餌 5 ε
~] 11 里

ヽ

SP1014 SP1044 C~Ⅱ 14 土師供 煮、瓦椀

SP1015 V1042 C~Ⅱ 14 須恵重

SP1016 SP1041 8~Ⅱ 11 土師供 ♂ 1017が切 る

SP1017 SP1074 e― Ⅱ 14 11 土師、瓦枕か

SP1018 SP1043 ε~Ⅱ

SP1019 SP1076 C~Ⅱ 14 11 土師供、土質羽 (播磨)、 瓦質三脚釜

SP1020 C~Ⅱ 13 土師供、瓦杭

SP1021 SP1032 ε~Ⅱ 土師供

SP1022 SP1046 e― Ⅱ 14 土師供

SP1023 SP1099 ε~Ⅱ

SP1024 SP1078 ε~Ⅱ 14 酪 土師供 杯 煮、製塩

SP1025 SP1080 ε
~I 宮 14 土師供 甕、白碗

SP1026 SP1060 e― Ⅱ 宜14 54 土師供・奏

SP1027 SP1059 e― Ⅱ 営 14 37 7 土師供、瓦椀か

SP1028 SP1058 e― E g 14 土師供、須恵蓋、瓦椀か

SP1029 SP1057 ε一 Il 7 須恵供、瓦椀か

y1030 SP1056 C~Ⅱ 宜14 5 土師か、瓦椀

SP1031 SP1054 一 Ⅱ g 15 34 土師供 、瓦椀

SP1032 SP1053 ε~Ⅱ 貿 15 土師杯 煮、須恵貯

SP1033 SP1051 e一 ] f宮 15 土師供 煮 SK1012が 切 る

SP1034 SP1068 C~] 東側は検出できず

SP1035 SP1082 C~Ⅱ f16 82 SD100勤 切ゞる

SP1036 SP1096 e― ] 9 土師杯  皿 奏 SK1017が 切る

SP1037 SP1084 C~D f17

SP1038 SP1065 ε
~] 2 17 土 師

SP1039 SP1064 ε
~] 宜 16・ 17 土師供 甕、須恵莞

SP1040 SP1097 C~Ⅱ 質 17

SP1041 SP1063 ε
~I g 16 近世陶磁、瓦

SP1042 SP1061 e― Ⅱ 買 16 別 土師供 奏

SP1043 SP1062 8~Ⅱ h 16 22

SP1044 SP1066 C~Ⅱ h 17 瓦椀か

SP1045 SP1030 ε~Ⅱ 質 13 1ユ 土師煮

SP1046 SP1029 8~I 宮13 11 土師供 ,奏

SP10は7 SP1028 e― Ⅱ FF 12 土師箋、瓦椀

SPl図8 SP1087 c― E h 12 土師供 (赤 )

SP1049 SP1007 ― Ⅱ h 12 13 開 14 土師、須恵円面硯、須質捏

SP1050 SP1086 C~Ⅱ hi 12 土師供 養、須恵

SP1051 SP1021 8~Ⅱ 土師甕

SP10ヲ SP1022 ε~Ⅱ 土師 SP1021カ乳刀る

SP1053 SP1088 C~] 土師供

SP10「J4 SP1089 ― Ⅱ 土師供 杯 (回ヘラ)煮、須恵供 貯

SP1055 SP1019 e一 Ⅱ 土師

SP1056 V1024 ε~B 34 41 土師杯  皿 (いずれ も赤ほか)弩
SP1057 SP1091 C~Ⅱ 60 土師杯・皿 椀 (いずれも赤)・ 甕、製塩、須恵貯、黒椀A
SP1058 SP1005 ε~Ⅱ 11 11 土 師

SP1059 SP1004 ε~Ⅱ 12 土 師

SP1060 e一 Ⅱ 12

SP1061 SP1018 ε
~I 13 土師供、製塩

SP1062 SP1094 C~Ⅱ 11・ 12 土師供 煮、製塩

SP1063 SP1003 C~Ⅱ k ll 土師杯 皿 (いずれも赤ほか)甕、黒椀 (A)

SP1064 SP1001 C~Ⅱ k ll 55 製塩

SP1065 SP1009 e一 Ⅱ 113 7 土師鍋

SP1066 SP1027 ε
~I j・ k14 土師杯 皿 (いずれも赤ほか)菱 、製塩、須恵杯 北半分を撹乱が切る

SP1067 SP1010 C~1 k■ 13 土師奏

SP1068 SP1012 C~Ⅱ 113 土師杯 皿 (いずれも赤ほか)、 製塩、須恵蓋、黒椀 (A)

SP1069 SP1090 C~Ⅱ 土師杯 皿・甕、製塩、須恵杯 奏、瓦椀

SP1070 SP1026 e― Ⅱ に 15 土師供

SP1071 SP1025 一 Ⅱ k 15 土師供

SP1072 SP1016 C~] 115

SP1073 SP1015 C~] 1 15 須恵菱

SP1074 SP1013 ε~Ⅱ 1 14 9 土質土錘

SP1075 SP1079 ε
~] f宮 13 8 土師供 甕
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第52表 庄境遺跡出土遺物観察表 土器・陶磁器

載
号

掲
番

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、含有物、法量 (mm)

焼 戊
色 調

備 考

l

‐００

Ｐ２

Ａ

Ｅ 瑞
皿

口径90底径79
器高20
全体の2/3

外面ヨコナデのちヨヨ方向のヘ
ラ ミガ キ (幅01～ 0 2cm)、 底
部外面ユどオサエのちナデ、内
面ナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅 0 2cm)、 底部内面ナデの
ち平行ヘラミガキ (幅 0 2cm)

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良
内 :に ぶい責橙色 10YR6/3
外 :黒褐色 10YR3/1

一部反転復元
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成
和泉型瓦器かⅢ-1～ 2期併行
か 12C後棄～13C初頭

2
SA1001
EP2 瑞

皿
国径89残存高14
口縁～体部下位の1/7

オ

キ

コ

ビ

ガ

ヨ
＞

帷粽務的

部

の
ナ
ぐ‐

デヽ底珈内ヽ面謝

サ
伸
卯
彰

ヨ
の
α

の

面

工
幅
向

外

サ
く

方

良好、石 長・赤、01～ 2
焼成不良
内 :tB」 灰色10YR4/1
外 :黒褐色10YR3/1

行併期

転
外

化
泉

１

反
内

酸
和
か

3
SA1001
EP6

須恵器
杯

口径128残存高36
口縁～体部下位の1/10

内外面回転ナデ、日縁 体部境
に沈線 2条

良 好、長 黒、0卜 1焼
成良好
内 :青灰色5PB5/1
外 :青灰色5B5/1

反転復元
7C前葉 ～中葉

4 SK1008 須恵器
杯

口径120底径81
器高40
ほぼ完形
口縁の一部を欠く

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切 り

良好、石 長 花 か、01～
5 焼成良好
内 外 :灰色 N6/0

5 SK1008 須恵器
杯 か

口径144残存高25
日縁の1/11

内外面回転ナデ

良 好、石 長、01～ 2 焼
成やや不良
内 :灰白色75Y8/1
外 :灰 白色75Y7/1

反転復元
内外面磨耗気味

6 SK1009 須恵器
蓋

口径 182残 存高16
口縁の1/14 内外面回転ナデ

良好、石 長 チ、01～ 55
焼成やや不良
内 :灰 白色75Y71
外 :灰色75Y5/1

反転復元
内外面磨耗気味

7 SK1009 須恵器
杯

口径146残存高26
口縁の1/15 内外面回転 ナデ

良好、石 長、01～ 2 焼成
やや不良
内 :灰色 N4/0
外 :青灰色5B5/1

反転復元

8 SK1009 須恵器
発

残存高120
体部下位の一部

キ

メ

タ

キ
タ
勤幡卿蜘

外
ち
状

(3条/cm)の
、内面 同心 円

良好、石 長、01～ 22 焼
成良好
内 外 i灰色 N6/0

lT面実測

9 SK1010 灰釉陶器
皿

底径78高台高08
残存高14
底部の1/5

内外面回転ナデ、底郡外面高台
貼付のち回転ナデ

精良、石 長、01～ 06 焼
成良好
内 タト:灰 白色 N7/0

反転復元
底部内面滑らか、使用によるも
のか
釉の塗布、付着はみられない
9C前半か

SK1010 須恵器
瓶か

残存高19
把手部の一部

把手部ナデ、体部内面回転ナデ

良成焼］

朗
鋤

　ヽ
色

灰

石
　
灰
青

　ヽ
青
暗

良

　

‥

精
好
内
外

断面実測
体部の厚みから中型の瓶類に付
く

11 SK1010 訥
碗

残存高20
日縁の一部

ロクロナデのち体部外面ヘラ片
彫蓮弁文施文のち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG7 5/
3S
素地 :灰 白色75Y8/1

断面実測
大学府分類龍泉窯系青磁碗 I―
5類 13C初頭～前半

SK1014 土RT器

杯

口径 H5底 径65
器高29
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7/4
外 :にぶい橙色5YR7れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

13 SK1014 須恵器
杯

口径90受部径110
残存高16
回縁の1/7

内外面 回転 ナデ
精 良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
7C前葉 ～中葉

14 SK1014 須恵器
杯

口径170残存高29
口縁の1/9 内外面回転ナデ

精良、石 長、01～ 08 焼
成良好
内 :灰 白色5Y7/1
外 :灰色5Y6/1

元
く

復

ご

転

面
反
内 わずか に自然釉付着

15 SK1016 土師器
蓋

回径192残存高20
回縁の1/13 内外面 ヨヨナデ

史好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色2 5YR6/8

反転復元
8C後半か

16 SK1020 土師器
皿

口径178残存高18
口縁の1/14

内外面 ヨコナデ
反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9C～ 10C初頭か

SK1023 土師器
杯

口径157残存高23
口縁～体部の1/20 内外面ヨコナデ

良 好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
小片のため口径 傾きは不正確

SK1023
黒色土器
(A類 )

椀

口径130残存高19
口縁～体吉Бの1/13

外面ヨコナデ、口縁内面ヨヨナ
デ、体部内面ヨコナデのち斜方
向のヘラミガキ (幅 0 15cm以 上)

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 45 焼成良好
内 :黒色5Y2/1
外 iにぶい橙色7 5YR7/4

反転復元
内面炭素吸着 良好
9～ 10C代か

SD1001 須恵器
杯

日径109残存高34
口縁～体部の1/5

内外面回転ナデ

良好、石 長 黒、01～ 2

焼成良好
内 :責灰色25Y6/1
外 :灰 オリープ色5Y5/2

反転復元
内外面 自然釉付着
胎土 は粒子が粗 くザ ラつ く

21 SD1001 須恵器
斐

口径170頭径151
残存高66
回縁～顕部の1/6

口縁～頸部内外面回転ナデ、体
部外面格子タタキ、体部内面同
心円状当具痕

赤

　
　
海

張
薇

剛
鮒

石

や
色
白

ヽ
や
灰

灰

良

成

‥
‥

精
焼
内

外

01～ 1

反転復元

SD1001 土師質土器
加工円盤

長さ30幅30
厚さ10重量781g

側面を研削整形 し、円盤状に作
る

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 :橙色5YR7/8
外 :栓色7 5YR76

土師質土器片 (杯か)の転用
内外面磨耗により調整不明瞼

SD1002 土師器
皿

口径126底径94
器高15
全体の1/3

内外面ヨヨナデ、底部外面ナデ

良好、石 長 結、01～ 13
焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR7/3
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

あ

に

彩
耗

元
赤
磨

復

面
面

転
外
外

反
内
内 り調整不明瞭

SD1002 須恵器
瓶か

国径88残存高39
日縁の1/8

内外面回転ナデ

精 良、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 :灰 色75Y6/1
外 :灰 白色5Y7/1

反転復元
口縁内面に自然釉付着
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掲載
番号

構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器  種
法量(cm)

残存率
技 法

胎上、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

SX1001
土R碩器
養

口径224頸 径 191
残存高58
口縁 ～頚部の1/6

口縁内外面 頸部外面 ヨヨナ
デ、体部外面 タテハケ (4条 /

cm)ヨ コナデ、顎部内面 ヨコ
ハケのちヨコナデ、体部内面ヨ
コハケ (5条/cm)の ちタテハ
ケ (5条たm)

粗、石 長 赤 花、01～
4 焼成不良
内 外 :に ぶい責橙色10YR
6/4

反転復元
外面に煤付着
8C後半～9C代

SX1001 須恵器
発

残存高102
体部中位の一部

内

デ
ヽ
ナ彬

コ板
外
面
ぐ

良 好、石 長、01～ 3 焼
成不良
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色7 5YR7/6

断面実測
復元体部最大径27 6cm

SX1001 須恵器
奏

残存高63
体部中位の一部

外面擬格子 タ
のち回転ナデ、
のち回転ナデ

＞

痕３条／ｃｍ理
く
無

キ
面

夕

内

精良、石 長 黒、01～ 2 焼
成良好
内 :灰色N5/0
外 :灰色5Y5/1

断面実測
平安時代

SX1002 須恵器
蓋

回径120残存高34
口縁～天丼部の1々

外面回転ナデ ナデ、内面回転
ナデ

精 良、石 長 泥か、01～ 3

焼成やや不良
内 外 i灰 白色 N70

反転復元
7C中葉か

SX1002 須恵器
杯

口径140残存高46
口縁～体部下位の1/15

内外面回転ナデ

粗、石 長、0卜 2焼 成
やや不良
内 :灰責色25Y6/2
外 :灰責色25Y7/2

反転復元
小片のため口径 傾きは不正確
8C末 ～9C代か

SX1002
須恵器

高台付杯カ

皿

底径■ 3高台高05
残存高15
底部の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付のちナデ

良好、石 長 黒、01～ 2 焼
成良好
内 :灰 白色 N7/0
外 :灰白色25Y7/1

反転復元
9C前半か

31 SX1002
土師器

発

口径156顕径128
残存高55
口縁～体部上位の1/2

口縁～顕部外面ヨヨナデ、
タト面タテハケ (4条 /cm)、

ヨコハケ (4条 /cm)

郡
面

体
内

粗、石 長 赤、01～ 3 焼
成良好
内 :にぶい責橙色10YR6/3
外 :にぶい赤褐色5YR5/4

反転復元、一部合成
8C後半～9C代

SX1002 須恵器
発

残存高95
体部中位の一部

外面格子タタキのちナデか、内
面同心円状当具痕のちナデか

精 良、石 長、01～ 5 焼

成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N5/0

断面実潰」
タタキ 当具痕ともに不明瞭、
ナデ消しによるものか
平安時代 (9C)頃 か

SP1007
須恵器

高台付杯か

皿

１〇
一局
の

径
存

郡

底
残
底

高台高05 内外面回転ナデ、底部外面高台
貼付のちナデ

精良、石 長、01～06 焼

成良好
内 :オ リーブ灰色2 5GY6/1
外 :暗 オリーブ灰色2 5GY4/1

反転復元
内外面磨耗気味
8C後葉～9C前葉か

SP1024
土師器

杯
口径164残存高42
口縁～体部下位の1/6

内外面回転ナデか
良好、石 長 赤 金、01～
3 焼成やや不良
内 外 :橙色2 5YR6/8

反転復元
微細な石英粒目立つ
小片のため口径 傾きは不正確

SP1025 醜
碗

口径164残存高42
口縁～体部下位の1/6

ロクロナデのち体部下位外面タ
テヘラケズリ、のち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :灰 白色75Y7/1
素地 :灰白色5Y7/1
胎上に微細な黒斑あり

類
り

Ⅳ

あ
碗

び
磁

元
と
白

復
釉
府
半

庫姉
癖
�

1lC後半～12

土師器
杯

口径 167残 存高32
回縁 ～体部下位の1/8

外面ヨヨナデ、日縁内面ヨコナ
デ、体部内面ヨコナデのち放射
状ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長 結 赤、01～
05 焼成やや不良
内 :明赤掲色2 5YR5/6
外 :にぶい橙色7 5YR6/4

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭

平城 Ⅳ期か

SP10吐 9
須恵器
円面硯

口径130鍔 径 141
脚端径 187器 高 100
全体の2/3

内外面回転ナデ、陸部ナデ、脚
部に透かし孔 8カ 所

精 良、石 長、0卜 2焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

一部反転復元
陸部は使用による磨耗著しい
脚部 に方形の透か し孔 は8カ
所、幅 高さ 間隔は不規則
透かし孔穿孔時の粘土はみ出し
は削り取る
9C前後

SP1056
土師器

皿

口径 146底 径 120
器高14
全体 の1/6

内外面ヨヨナデ、底部外面回転
ヘラ切りのちナデ

良好、石 長 結 赤 絹 、
01～ 15 焼成やや不良

内 :にぶい橙色7 5YR74
外 :にぶい橙色7 5YR6れ

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
9C後半か

SP1056 土師器
皿か

口径 16.0残存高20
回縁 ～体部の1/16

内外面 ヨコナデ

良好、石 長 結か 赤、01ヽ
15 焼成良好
内 :仄責褐色10YR6/2
外 :にぶい黄橙色10YR6/3

反転復元
9C後半か

SP1056
土 師器

杯

口径141残存高15
国縁の1/16

内外面回転 ナデ

良好、石 長 赤、01～ 15
焼成やや不良
内 :明 赤褐色5YR5/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗気味
内外面とも赤彩あり

41 SP1056
土師器

杯

口径■ 8残存高2.3
回縁 ～体部下位の1/12

内外面 ヨヨナデのちナデ
良好、石 結 赤、01～ 25
焼成良好
内 外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面とも赤彩あり

SP1057
土師器
杯

口径134残存高23
口縁～体部下位の1/10 内外面回転ナデ

良好、石 長、01～ 06 焼
成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5R7/6

反転復元
微細な石英粒目立つ
小片のため口径 傾きは不正確

SP1057
土師器

杯

口径134残存高18
国縁～体音卜の1/15

内外面 ヨヨナデか

良 好、石 結、0卜 4焼
成良好
内 :明赤褐色2 5YR5/6
外 :にぶい赤褐色2 5YR5/4

反転復元
内外面とも赤彩あり
小片のため口径 傾きは不正確

SP1057 土師器
杯 か

口径134残存高14
口縁の1/13

外面ヨヨナデ、内面ヨコナデの
ちヨコ方向のヘラミガキ (幅02
‐
nl)

良好、石 長 結、01～ 12
焼成良好
内 外 :明赤褐色2 5YR5/6

反転復元
内外面とも赤彩あり

SP1057 土師器
杯 か

口径136残存高16
口縁～体部の1/10

内外面 ヨコナデ

精良、石 長 赤 絹、01～
1 焼成良好
内 :明赤掲色2 5YR5/6
外 :淡橙色5YR8/4

反転復元
内面赤彩あり、外面確認できず

土師器
皿

口径156底径120
器高14
全体の1/8

内外面ヨコナデ、底部内外面ナ
デか

良好、石 長 結、01～ 2

焼成良好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面赤彩わずかに残る
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載
号

掲
番

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率 法技
胎土 、含有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

考備

SP1063 土師器
杯

口径144残存高24
日縁～体部の1/8

内外面 ヨコナデ
良好、石 長 結 赤、01～ 2

焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

り調整不明瞭

翰呻中
反
内

９

SP1063 土師器か
杯

口径144残存高2.6
口縁～体音るの1/7

内タト面 ヨヨナデ

良好、石 長 結 赤、01～ 4

焼成良好
内 :橙色7 5YR76
外 :橙色5YR7/6

り調整不明瞭

翰呻中
反
内

９

SP1063 土師器
杯

□径117残存高24
口縁～体部の1/8

内外面 ヨコナデ

良好、石 結 赤、01～ ]

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR74
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9C～ 10C代か

SP1063
黒色土器か

(A類 )

椀

国径128残存高33
国縁～体郡下位の1/10 内外面 ヨヨナデ

史好、石 長、01～ 14 焼
成良好
内 :責灰色25Y4/1
外 :にぶい橙色7 5YR7れ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内面炭素吸着の痕跡あり
9～ 10C代か

51 SP1066
須恵器

高台付杯 か
皿

底径110高台高06
残存高15
底部の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付

良好、石 長 結 、01～ 4

焼成やや不 良
内 :灰 白色5Y7/1
外 :灰色5Y6/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
8C末 ～9C前半か

SP1068 須恵器
蓋

回径143残存高14
回縁～天丼部の1/16
つまみ部を欠く

内外面回転ナデ、天丼部外面回
転ヘラケズリ

長、0.1～ 1 焼 成

灰責色25Y7/2

石
　
外

良ヽ
粗
不
内

反転復元
9C前半カ

SP1068
器
＞

鶴

螂
椀

里
守
＼

口径161残存高30
国縁～体部下位の1/8

外面 ヨコナデ、内面 ヨコナデ
ナデのち ヨコ方 向のヘ ラ ミガキ

(幅0 15cm)

精良、石 長 結、01～ 1

焼成良好
内 :オ リーブ黒5Y3/1
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内面炭素吸着やや不良
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C代か

Й SP1069 須恵器
杯

口径140残存高27
口縁～体部下位の1/16 内外面回転ナデ

精 良、石 長 黒、01～ 0.5
焼成やや不良
内 外 :灰 白色5Y71

反転復元
□縁内外面わずかに炭素付着、
重焼痕か
小片のため国径 傾きは不正確
8C末 ～9C前葉か

SP1073 須恵器
養

残存高135
体部中位の一部

外面格子 タタキ、内面 同心 円状
当具痕

粗、石 長 赤 花、0,1～
2 焼成不良
内 :浅黄橙色7 5YR8/3
外 :浅責橙色10YR8/3

断面実測
酸化炎焼成
外面わずかに炭素付落

第 1包合層
弥生土器

口径150顕径111
残存高53
口縁～頸部の1/9

口縁内外面～体部外面 ヨヨナ
デ、体部内面ユビオサエのちナ
デ

精良、石 長 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
広日重

第 1包含層
土師器

皿

口径247底径202
器高21
全体の1/7

内外面ヨヨナデのちナデ、底部
外面回転ヘラケズリ

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 7 焼成やや不良
内 外 :にぶい橙色7 5YR7れ

反転復元
内外面赤彩あり
平城Ⅳ～V8C後 半

58 第 1包合層
土師器

皿

口径 139底 径 104
器高14
全体 の1/10

内外面ヨヨナデ、底部外面ナデ
か

精良、石 長 結 絹、01～
2 焼成良好
内 :に ぶい責橙色 10YR6/3
外 :に ぶい責橙色 10YR6/4

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包合層
土師器

皿

口径134底径100
器高21
全体の1/7

内外面ヨヨナデか、底部外面回
転ヘラケズリか

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 2 焼成やや不良
内 外 :に ぶい橙色7 5YR7れ

反転復元
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

皿

底径10.6‐４
■

の

径
高
体

口
器
全

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切り

良好、石 長 結 絹、01～
10 焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :1莞 黄橙色10YR8/3

反転復元
9～ 10C前半

第1包含層
土師器

皿

口径230底径200
器高19
全体の1/7

内外面 ヨコナデ、底部外面ナデ
良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 2 焼成やや不 良
内 外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第1包合層
土師器

皿

口径 168底 径 136
器高1,9

全体 の1/5

内外面ヨコナデ、底部外面磨減
不明

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 6 焼成やや不良
内 外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
内面赤彩あり
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土 師器

皿

□径13.8底径96
器高17
全体の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切り、底部内面回転ナデの
ちナデ

良好、石 長 花か、01～ 5

焼成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7た
外 :浅黄橙色10YR8/3

反転復元
9～ 10C前半

第1包合層
土師器

皿

回径152底径115
器高14
全体の1々

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切 り、底部内面回転ナデの
ちナデ

良好、石 長 結・絹、01～
08 娩成良好
内 :にぶい橙色7 5YR7れ
外 :灰責褐色10YR6/2

反転復元
外面に赤彩あり
9～ 10C前半

第 1包合層
土師器

皿

口径 130底 径90
器高17
全体 の2/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切 り、底部内面回転ナデの
ちナデ

良好、石 長 結 赤 絹、
01～ 3 焼成良好
内 !明赤褐色2 5YR5/6
外 :橙色2 5YR6/8

反転復元
底部外面に刻書あり
内外面赤彩あり
9～ 10C前半

第 1包含層
土 師器

皿

径底０
　

″

‐３

■

の

径
高

体

口
器
全

外面ヨコナデ、底部外面回転ヘ
ラ切り、内面磨減不明

良好、石 ,長・結 赤、01～ 4

焼成やや不良
内 :浅黄橙色7 5YR8/4
外 :浅黄橙色10YR8/3

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

皿

口径136底径102
器高13
全体の1/17

内外面ヨコナデ、底部外面ナデ
か

良好、石 長 結、01～ 4

焼成やや不良
内 :に ぶい橙色 7 5YR7れ
外 :橙色 7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗 によ り調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

皿

口径 132底 径92
器高 14
全体 の1/6

内外面 ヨコナデか

良好、石 長 赤、01～ 2

焼成良好
内 :にぶい赤掲色2 5YR5/4
外 :浅責橙色10YR8/4

反転復元
内外面赤彩あり
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

皿

口径 140底 径82
器高17
全体 の1/5

内外面 ヨヨナデ
良好、石 長 結 絹、01ヽ
5 焼成良好
内 外 :1莞黄橙色10YR8れ

反転復元
9～ 10C前半

第1包含層
土師器

皿

国径142底径85
器高20
全体の1/4

外面磨減不明、内面ナデか
精良、石 長 結 赤、01～ 1

焼成良好
内 外 :に ぶい橙色7 5YR6/4

反転復元
内外面磨耗により調墾不明瞭
9～ 10C前半
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載
号

掲
番

構
号

遺
番

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

第 1包含層
土師器

皿

口径145底径120
器高15
全体の1/8

内外面回転ナデか、底部外面回
転ヘラ切り

良好、石 長 結、01～ 3

焼成やや不良
内 外 :に ぶい責橙色10YR
6/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

ワ 第 1包含層
土師器

皿
口径138残存高11
回縁の1/8

内外面ヨコナデ
良好、石 結 絹、01～05
焼成やや不良
内 外 :に ぶい橙色7 5YR7/4

なれみ

棘め
ヽ
る

額
拗
螂
叫

転
面

ヽ
ヽ

反
内

い
９

第 1包含層
土師器
皿か

底径88残 存高1.3

底部の1/2
内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りか

良 好、石 長、01～ 4 焼
成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/3
外 :橙色7 5YR7/6

反転復元
9～ 10C前半

殉 第 1包含層
土師器

皿

口径90底径73
器高13
全体のlμ

内外面ヨコナデか、底部外面ナ
デか

負好、石 長 結 絹、01～
4 焼成やや不良
内 外 :橙色7 5YR7/6

瞭

か
明
Ｊ

不
＃

整
Ｆ

調
り

り
あ

よ
書
り

に
刻
あ
半

耗

に
彩

前

元
磨

面
赤

Ｃ

睦
頻
翻
師
・‐０

反
内
底
内

９

第 1包含層
土師器
高台付皿

口径180底径92
高台高09器高39
全体の1/3

内外面ヨコナデ、底部外面高台
貼付のちナデ

良好、石 結 赤、0.1～ 5

焼成やや不良
内 外 :橙色5YR6/8

反転復元
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器
杯

回径124残存高26
口縁～体部の1/5

口縁内外面ヨコナデ、体部外面
ヨヨナデのちヨコ方向のヘラミ
ガキ (幅 01t‐ m)、 体部内面 ヨコ

ナデのち部分的にヨコ方向のヘ

ラミガキ (幅0 1cm)の ち放射
状ヘラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長・金、01～ 1 焼
成良好
内 外 :明赤褐色2 5YR5/8

反転復元
7 C tt TK217型式併行期か

第 1包含層
土師器

杯
口径154残存高28
日縁～体部の1/16

国縁外面ヨコナデ、体部外面ヨ
コナデのちヘラケズ リ (幅 不
明)、 内面ヨヨナデのち放射状
ヘ ラ ミガキ暗文 (幅 05～ 10
cm)

良好、石 ,長 赤、01～ 1

焼成貞好
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
小片のため口径 傾きは不正確
8C中葉～末

第1包含層
土師器

杯

口径185残存高39
口縁～体部の1/16

ナ

コ
，

コ

ヨ

Ｃｍ

ヨ

ち

■

輌
刃ｍ

縁

ナ
キ

ロ

コ
ガ一̈一

面

向ヽ

外
デ
方
か

良好、石 長 金、01～ 05
焼成やや不良
内 :赤褐色5YR4/6
外 :にぶい掲色7 5YR5海

反転復元
小片のため口径・傾きは不正確
内外面磨耗により調整不明瞭
8C中葉～末

79 第1包含層
土師器
杯

口径202残存高43
日縁～体言Бの1/10

内外面ヨコナデ、体部下位外面
ヘラケズリ、体部内面放射状ヘ

ラミガキ暗文 (幅 0 1cm)

良好、石 長 結 赤、0.1～

05 焼成良好
内 外 :橙色5YR6/6

末一

元

葉

復

中

転

Ｃ

反

８

第1包含層
土師器
杯

口径220残存高34
口縁～体言るの1/17

口縁外面ヨコナデ、体都外面ヨ
コナデのちヨコ方向のヘラミガ
キ (幅0 2cm)、 内面不明

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不良
内 :橙色2 5YR6/6
外 !明赤掲色2 5YR5/8

稗簡
如
群

径
磨如

艤
　
・末

輸縁脚瞭韓

反
小
内

明

８

第 1包含層
土師器

杯
底径132残存高31
底部の1/7

体部外面ヨコナデ ナデのちヨ
コ方向のヘラミガキ (幅01～
0.2cm)、 底部外面ヘラケズリの
ちヘラミガキ (幅05～ 0 8cm)、

内面ヨヨナデのち放射状ヘラミ
ガキ暗文 (幅 005～ 0 1cm)

良 好、石 長、01～ 1焼
成良好
内 外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
8C中葉 ～末

82 第 1包合層
土師器
杯

底径121残存高11
底部の1れ

外面 ヨコ方向のヘ ラ ミガキ、内

面 ナデのち放射状 ヘ ラ ミガキ暗

文

良 好、石 長、01～ 1焼
成良好
内・外 :明赤褐色5YR5/6

反転復元
小片のため径は不正確
8C中葉～末

第 12含層
土師器

杯

口径118底径7ユ

器高33
全ltNの 1/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切り

良好、石 長 泥か チか、
01～ 3 焼成良好
内 外 :に ぶい黄橙色10YR
7/3

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第1包合層
土師器
杯

口径 118底 径78
器高27
□縁 ～体部下位 の1/6

内外面ヨコナデか、底部外面回
転ヘラ切りか

良好、石 長 結、01～ 5

焼成良好

内 :に ぶい責橙色 10YR6/4
外 :橙色5YR6/6

に
半

耗
前

元
磨

Ｃ

復
面

１０

転
外

ヽ

反
内

９
り調整不明環

第 1包含層
土師器
杯

口径 126底 径80
器高29
全体の 1ィ

/5
内外面回転ナデ

良好、石 長 結、01～ 3

焼成良好
内 :橙色7 5YR6/6
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

杯

口径142底径100
器高28
全体の1/6

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切り

良 好、石 結、0卜 7焼
成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR6/4

反転復元
9～ 10C前半

第1包合層
土師器
杯

日径146底径105
器高26
口縁～体部下位の1/10

内外面 ヨコナデか

良好、石 長 結、01～ 3

焼成良好
内 :に ぶい橙色5YR6/4
外 :橙色5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

杯
口径122残存高23
日縁～体部の1/3

内外面 ヨコナデ
良好、石 長 結 泥、01～
2 焼成やや不良

内 外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元
内外面に赤彩あり
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器

杯

口径124残存高20
日縁～体言卜の1/11

内外面 ヨコナデ

良好、石 長、01～06 焼
成やや不良
内 :にぶい黄橙色10YR7/4
外 :橙色2 5YR7/6

に
半

耗
前

元
磨

Ｃ

復

面

Ю

転
外

ヽ

反
内

９
り調整不明瞭

90 第 1包含層
土師器

杯

口径134残存高21
回縁～体

=焉

の1/8
内外面 ヨヨナデか

良好、石 長 赤、01～ 1

焼成やや不 良
内 :に ぶい橙色7 5YR7/4
外 :に ぶい橙色7 5YR6た

反転復元
9～ 10C前半

第1包含層
土師器

杯

口径13.0残存高28
口縁～体部の1/10

内外面 ヨコナデ
精良、石 長 結、01～ 2

焼成やや不良
内 外 :にぶい橙色5YR6/4

反転復元
内外面赤彩あ り
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器
杯

口径 164残 存高36
口縁 ～体部の1/6

内外面 回転ナデ

良好、石 長 イと、01～ 3 焼
成良好
内 :橙色2 5YR7/6
外 :にぶい橙色7 5YR7/4

反転復元
9～ 10C前半
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載
号

掲
番

遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率 技 法
胎土、合有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

93 第 1包含層
土師器
椀

口径174残存高4.1
口縁～体部の1/6

内外面 ヨコナデか

精良、石・長 結 赤・絹、
01～ 2 焼成やや不良
内 :橙色5YR6/6
外 :橙色5YR7/6

反転復元

肉筈累影哲垢
より調整不明瞭

9～ 10C前半

餌 第 1包含層
土師器
椀

口径144残存高3.4
口縁～体部の1/7 内外面ヨコナデ

良好、石 長 結・赤、01～ 2

焼成貞好
内 外 :橙色2.5YRν6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
9～ 10C前半

第 1包含層
土師器
高台付椀

高台高

６
８

０

２
．ｙ

盈
高

の

径
存

部

底
残
底

体部外面ヨコナデのち一部ヨコ
方向のヘラミガキ (幅01～ 0.2
帥)、 底部外面高台貼付のちナ
デ、内面ヨヨナデのちナデ

精史、石・結、0.1～05 焼
成やや不良
内・外 :にぶい橙色7 5YR6//4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内面見込みもヘラミガキの可能
性あり
9～ 10C前半

96 第1包含層
土師器
鉢か椀

口径200残存高44
口縁～体部の1/10

内外面ヨコナデのちヨコ方向の
ヘラミガキ (幅 0.lcm)

焼一長、　酪醒
Ｙ
Ｙ

石
　
笛
６

良、朗
端
姶

精
成
内
外

反転復元
内外面景じ離・磨耗により調整不
明瞭

第 1包含層
土師器
甕

日径136頚径■ 0

残存高4.3
口縁～頚部の1/10

内外面 ヨヨナデか

粗、石・長 赤、0.卜 3焼
成やや不良
内 :橙色5YR6/8
外 :にぶい橙色7 5YR6々

反転復元
外面煤付着付着
7C代

第 1包含層
土師器
甕か

口径18.8残存高27
口縁の1/13

口縁外面～内面ヨヨナデ、顕部

徐Fヨ
コナデのち斜ハケ(6条/

精良、石 長 金、0.1～05
焼成良好
内 :に ぶい黄橙色10YR6/4
外 :にぶい責橙色10YR74

反転復元
7C代

第 1包含層
土師器
奏

口径168顕径154
残存高62
口縁～体部上位の1/8

口縁内外面ヨコナデ、頸部外面
ヨコハケ (3条 /cm)、 体部外面
タテハケ (5条/cm)、 頸部～体
部内面ヨコハケ (6条 /cm)

粗、石・長 結 赤、0,卜 3
焼成やや不良
内 :にぶい赤掲色5YR74
外 :にぶい褐色7.5YR5/4

反転復元
8～ 10C代か

第 1包含層
土師器
菱

口径18.8頚径15.8
残存高6.2
日縁～頸部の1/5

外面ヨヨナデ、内面ヨコナデ・
ハケ (5条 /cm)

粗、石 長・結か 砂 泥、
0.1～ 5 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7.5YR74
外 :にぶい橙色5YR7々

反転復元、一部合成
8～ 10C代か

第1包含層
土師器
発

口径160顕径14.0
体部最大径14.2
残存高68
口縁～体部中位の1/10

口縁～頸部外面ヨコナデ、
外面タテハケ (3条 /cm)、

磨滅不明

部
面

体
内

粗、石・長 赤、0.1～ 6焼
成不良
内 :浅黄色2.5Y74
外 :にぶい橙色7 5YR6た

反転復元
内面磨耗により調整不明際
8～ 10C代か

102 第1包含層
土師器

甕

口径166頸径14,7

残存高4.4

口縁～体部上位の1/10

口縁端部～頸部外面ヨヨナデ、
体部外面タテハケ (7条 /cnl)、

内面ヨコハケ (6条 /cH)

良好、石・長 赤 砂、0,1～
4 焼成良好
内 :橙色5YR7ん
外 :橙色2.5YR6/6

反転復元
8～ 10C代か

103 第1包含層
土師器
甕

口径197頭径17.8

体部最大径19,4

残存高10.2

口縁～体都中位の1/6

日縁～頚部外面ヨヨナデ ユビ
ナデ、体部外面タテハケ (5～
6条 /cm)、 日縁～頭部内面ヨコ

ナデのちヨコハケ (5条 /cm)、

体部内面ヨコ板ナデ

粗、石 。長 金・角、0卜 2

焼成良好
内 :褐色7 5YR4/4

外 :褐色7.5Y馳/6

反転復元、一部合成
8～ 10C代か

104 第 1包含層
土R下器
甕

口径26.0頸径23.0

残存高31
口縁～頚部の1/23

外面ヨヨナデ、内面ヨヨナデ
ハケ (4条 /cll)

粗、石・長・赤 泥、0.卜 4

焼成不良
内 :にぶい黄褐色10YR5ん

外 :にぶい橙色7.5YR74

反転復元
小片のため径は不正確
8～10C代か

第1包合層
土師器
奏

口径32.0残存高27
口縁の1/8

外面ヨコナデか、内面ヨコハケ
(5条 /c14)

粗、石 長・結 赤、0.1～ 11

焼成やや不良
内 :橙色2 5YR6お

外 :明赤褐色2 5YR5/8

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
小片のため口径 傾きは不正確
8～ 10C代か

第1包合層
土師器
発

口径268残存高33
日縁の1/21

内外面 ヨヨナデ

良 好、石 長、0,卜 2焼
成良好
内 :明褐色7 5YR5//6

外 :明赤掲色2 5YR5/6

反転復元
8～ 10C代か

107 第 1包含層
土師器
甕

口径27.1残存高2.8

日縁～頸部の1/17
外面ヨコナデ、内面ヨヨナデの
ちハケ (4条/cm)

良好、石・長 結、01～ 3

焼成良好
内 :明赤褐色5YR5/6
外 :にぶい褐色7.5YR5/4

反転復元
8～ 10C代か

第 1包含層
土師器
甕

口径20.7顕径16.6

残存高4.1

口縁～体部上位の1/14

口縁端部～頭部外面ヨコナデ、
体部外面タテハケ (5条 /cm)、

国縁～頸部内面ヨコハケ (5条 /

cm)、 体部内面タテハケ (5条 /

cm)

粗、石・長・赤、0卜 2焼
成不良
内 :暗灰黄色25Y5/2
外 :にぶい黄褐色10YR5/3

反転復元
小片のため口径 傾きは不正確
8～ 10C代か

第1包含層
土師器
甕

口径24.6頸径20,9

残存高9.3

口縁～体部上位の1/7

口縁～頸部内外面ヨコナデ、
部外面タテハケ (4条 /cm)、

部内面ヨコ板ナデ (幅 1.2cm)

体

体

良好、石 長・金 花、01～
4 焼成良好
内 :橙色5YR7/6
外 :にぶい橙色5YR6れ

反転復元
8～ 10C代か

第 1包含層
土師器
密

日径270頸径230
残存高5.4

口縁～体部上位の1/15

口縁端部～頚部外面ヨコナデ、
体部外面 タテハ ケ (3条/05
cm)、 日縁～頸部内面 ヨコハケ
(5条 /cm)、 体部内面ヨコハケ
(7条 /c囮 )

粗、石 長・結、01～ 6焼
成良好
内 :橙色2.5YR78
外 :明赤褐色2 5YRν6

反転復元、一部合成
8～ 10C rtか

111 第 1包含層
土師器
甕

口径22,9頚径20.3

残存高47
日縁～体部上位の1/16

内外面 ヨコナデか

粗、石 。長 結、0.1～5.5

焼成不良
内 :にぶい橙色7.5YR6/4

外 :にぶい橙色7.5YR7/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
8～10C代か
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掲載
番号

遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎土、含有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

第 1包合層
土師器

発

口径30.0頸径26.7

残存高43
口縁～体部上位の1/11

口縁外面～内面ヨヨナデ、体部

外面ヨヨナデのちユビオサエか

粗、石 。長 赤・チ、0,卜 2

焼成良好
内 :にぶい黄橙色10YR72
外 :橙色2 5YR6/6

反転復元
8～ 10C代か

第 1包含層
土師器
甕

口径29.0頸径И.2

残存高4.0

口縁～顕部の1/10

口縁外面ヨコナデ、頭部外面タ

テハケ (5条/cm)、 日縁～頸部

内面 ヨコナデのちヨコ板ナデ

(幅 1.5cH)、 体部内面ヨコ板ナ

デ (幅不明)

粗、石・長 赤 金 花、0.1～
4 焼成良好
内 :にぶい褐色7 5YR5/3

外 :にぶい褐色7 5YR5μ

反転復元
体都外面煤付着付着
8～ 10C代か

第 1包含層
土師器

鋼

口径392顕径33.0

残存高7.8

口縁～体部上位の1/13

口縁端部 ヨコナデのち沈線 2

条、内外面ヨコナデ

良好、石 結・赤・絹 砂、
01～ 5 焼成やや不史

内 :浅責橙色7 5YR8/4

外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
8～ 10C代か

第 1包含層
土師器

甑

口径246残存高12.5

口縁～体部の1/30

外面タテハケ (5条 /cnl)、 把手

部貼付・ユビオサエ、内面ヨコ

ハケ (5条 /cH)

良好、石 長・赤・花、01～
3 焼成良好
内 :浅責橙色10YR8/4

外 :にぶい赤褐色5YR5/3

反転復元

第 1包含層
土師器

口径136顕径129
残存高59
口縁～体部上位の1/8

内外面ヨコナデか

粗、石・長・赤、0,卜 4焼
成やや不良
内 :浅黄橙色10YR8/4

外 :淡橙色5YR8/4

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
小片のため傾きは不正確

第1包含層
土師器
電

残存高89
廂部分の一部

ヨコナデ ナデ
粗、石 長・結・赤、0,1～ 4

焼成良好
内 外 :にぶい橙色7 5YR6//4

118 第 1包含層
黒色土器
(A類 )

椀

口径134残存高2,3
口縁～体部の1/12

外面ヨコナデ、内面ヨヨナデの
ちヨヨ方向のヘラミガキ (幅02
cm)

良 好、石・長、0,卜 1焼
成良好
内 :黒褐色25Y3/1
外 :橙色7 5YR6/6

反転復元
内面～口縁外面炭素吸着良好
9～ 10C代か

第 1包含層
黒色土器

(A類 )

椀

底径69高台高06
残存高22
底部の1/5

体部外面ヨコナデ、底部外面高
台射付のちヨヨナデ ナデ、内
面ナデのちヘラミガキ (幅 0.1～
0 3cm)

精良、石 。長・結、01～05
焼成良好
内 :オ リーブ黒5Y3/1
外 :にぶい褐色7 5YR5/4

反転復元
内面炭素吸着良好
9～ 10C代か

第 1包含層

器
，

仕
蜘
椀

黒
く

底径7.8高 台高09
残存高20
底部の1/4

体部外面ヨヨナデ、底部外面高
台貼付のちナデ、内面ヘラミガ
キ (幅0.3cm)

精良、石 。長 結、0.1～ 2

焼成良好
内 :黒褐色10YR3/1
外 :にぶい黄橙色10YR74

着付

り

好

素
あ

良
炭
書

着
部
刻

か

元
瓢

陸
酢
蝋

復
炭
内
外

１０

転
面
台

部

一

反
内
高

底

９

第1包含層
須恵器
蓋

口径11,8器高45
全体の1/3

内外面回転ナデ
良 好、石 。長、0.卜 1焼
成良好
内 外 :灰色 N6/70

反転復元
TK217飛′島Ⅱ 7C第 2四半期

第 1包含層
須恵器
霊

口径10.4残存高3.8
日縁～天丼部の1潟

内外面回転ナデ、天丼部外面回
転ヘラケズリ

焼一張
　
Ｗ
Ｗ

石
　
色
色

好ヽ
灰
灰

良
良
‥
‥

精
成
内
外

反転復元
飛鳥Ⅲ 7C中頃か

123 第 1包含層
須恵器
蓋

口径130残存高32
口縁～体部の1/10

内外面回転ナデ、天丼部外面回
転ヘラケズリ

焼一

石．長　卿枷

好、朗
坂
坂

良
成
内
外

反転復元
7C前葉～中葉

124 第 1包含層
須恵器
蓋

口径13.0残存高25
口縁～体部の1/10

内外面回転ナデ
良 好、石 。長、0.1～ 3焼
成やや不良
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
飛鳥Ⅲ 7C中頃か

第 1包含層
須恵器
蓋

口径10.8残存高28
日縁～体部の1/13

内外面回転ナデ

焼一

慕　卿硼
好、餅
恢
恢

良
成
内
外

反転復元
飛鳥Ⅲ 7C中頃か

126 第 1包合層
須恵器
蓋

口径11.2
かえり部径9,0
残存高19
口縁～体部の1/12

内外面回転ナデ

一

っ枚色７．５Ｙ７‐枷
石ヽ
曽廂
随

好
成
‥
‥

良
焼
内
外

反転復元
飛鳥Ⅲ～平城 1 7C中 頃～8C
初頭

第 1包含層
須恵器

蓋

口径16.8
つまみ部径3.3
器高3.4
全体の1/4

口縁～体都外面 内面 回転 ナ
デ、天丼部外面回転ヘラケズ
リ、つまみ部貼付のち回転ナデ

良 好、石 。長、0.卜 1焼
成不良
内 :灰白色 N7/0
外 :灰白色75Y71

一部反転復元
8～ 9C代

第1包含層
須恵器
蓋

残存高1,7

体部～天丼部の1/8

天丼部外面回転ヘラケズリ、体
部内外面回転ナデ、天丼部内面
回転ナデのちナデ

良好、石 '長、01～ 0.6 焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
天丼部外面につまみ部剥離痕あ
り
8～ 9C代

第 1包含層
須恵器
蓋

口径152残存高19
口縁～体部の1/8

内外面回転ナデ
良好、石 長、01～04 焼
成良好
内 外 :責仄色25Y4/1

反転復元
8C末～9C中頃か

第1包含層
須恵器
蓋

口径150残存高14
口縁～体部の1/9

内外面 回転 ナデ

史好、石 長 泥か、01～ 1

焼成良好
内 :灰色5Y4/1
外 :暗責灰色25Y5/2

反転復元
8～ 9C代

第 1包含層
須恵器

蓋

口径18.4
かえり部径179
残存高1.5

口縁～天丼部の1/8

口縁～体部外面・内面回転 ナ
デ、天丼部外面回転ヘラケズリ

精 良、石 。長、0卜 1焼
成良好
内 :灰白色 N7/0
外 :灰色 N6/0

反転復元
8～ 9C代

第 1包含層
須恵器

蓋

口径158残存高1,7

口縁～天丼部の1/8
内外面回転ナデ、天丼部内面回
転ナデのちナデ

焼一

　

〇

Ｏ

　

Ｎ
・結、　
髄

長
　
灰

石ヽ
餅
堺

粗
成
内

反転復元
8C末 ～9C前半か

第 1包含層
須恵器
蓋

口径168残存高12
口縁の1/10

内外面回転ナデ
精良、石 長、0,1■05 焼
成良好  ～
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
9C前半か
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構
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遺
番

出土地点
出土層位 器 種

法量(cm)

残存率 技 法

胎上、含有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

第 1包含層
須恵器

蓋
口径160残存高14
口縁～体部の1/10 内外面回転ナデ

良好、石 長 砂か、0,1～ 1

焼成良好
内 外 :灰 白色25Y8/2

反転復元
8～ 9C代

第 1包含層
須恵器

蓋
口径140残存高18
口縁～体言るの1/13 内外面回転ナデ

良 好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :灰 白色5Y71
外 :灰色5Y6/1

元
蝋

復
９

転

一

反
８

第1包含層 須恵器
蓋

つ まみ部径21
残存高21
つ まみ部のみ完存

天丼部内外面回転ナデ、つまみ
部貼付のち回転ナデ

良好、長、01～ 2 焼成良
好
内 :灰色5Y6/1
外 :灰黄色25Y6/2

8～ 9C代

第1包合層
須恵器
蓋

つまみ部径24
残存高14
つまみ部のみ完存

天丼部外面回転ナデかのちつま
み郡貼付、天丼部内面回転ナデ

良 好、石 長、01～ 1焼
成良好
内 :灰掲色7 5YR5/2
外 :灰色5Y4/1

8～ 9C代

第 1包含層
須恵器

蓋

つまみ部径24
残存高16
つまみ言るの9/10

天丼部外面回転ナデのちつまみ
郡貼付、内面回転ナデ

石

　

‥

好ヽ
外

良
良

精
成
内

長、01～05 焼

灰色 N6/0

一部反転復元
低位上部内面に同心円状当具痕
がナデ消されずに残っている
8～ 9C代

第 1包含層
須恵器

杯

□径106受部径130
底径60残存高36
口縁～体部下位の1た

内外面回転すデ、底部外面回転
ヘラケズリ

良好、石 長 泥か、01～ 15
焼成良好
内 :灰 白色 Nろれ9
外 :灰色 N5/0

反転復元
7 C tt TK217型式併行期か

第1包合層 須恵器
杯

国径HO受 部径130
残存高21
口縁～体部下位の1/10

内外面回転 ナデ

焼卜
　

れ

泡

∈

　
Ｙ７
Ｙ８

長

　
と
分

良
色
色

石
不
白
白

ヽ
や
灰
灰

好
や
…
…

良
成
内
外

反転復元
7C前葉～中葉

第 1包含層
須恵器
杯

口径148底径93
器高56
全体の1/8

回縁～体部外面回転ナデ、体部
下位外面回転ヘラケズリ、底部
外面回転ヘラ切 り、内面回転ナ
デ、底部内面回転ナデのちナデ

良 好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
平城 Iま たはそれ以前、 8C初
頭頃

第 1包含層
須恵器
杯

口径118残存高35
日縁～体部の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラケズリのち回転ナデ

精 良、石 長、01～ 1焼
成良好
内 :灰色N6/0
外 :灰色5Y5/1

反転復元
外面 自然釉 わずか に付着
9C頃 か

第1包含層
須恵器

杯
口径132残存高34
口縁～体部の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りか

焼ヽ

【租鉤鋤
好、管
恢
恢

良
成
内
外

反転復元
外面磨耗により調整不明瞭
8C末 ～9C前半か

第 1包含層 須恵器
杯

口径 138底 径94
器高30
全体 の1/7

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りか

良好、石 長 泥、01～ 3
焼成不良
内 :淡責色25Y8ん
外 :浅責色25Y74

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
酸化炎焼成気味
9C中頃か

第 1赳含層
須恵器
杯

口径 136底 径86
器高48
ほぼ完存
口縁 の一部欠損

内外面回転ナデ、底部外面ナ
デ ユビオサエ、底部内面ユビ
オサエのち回転ナデ

精良、石 長、01～15 焼
成やや不良
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N5/0

8C末 ～ 9C前半か

146 第 1包含層
須恵器

杯
口径143残存高38
日縁～体郡の1/9

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラケズリか

精良、石 長 黒、01～ 1.5
焼成良好
内 外 :黄灰色25Y6/1

反転復元
9C前半～中頃か

第1包含層
須恵器
杯

国径 125底 径90
器高33
全体の1れ

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切り

良 好、石 長、0卜 2焼
成やや不 良
内 :灰黄褐色 10YR5/2
外 :黒褐色 10YR3/2

反転復元
8～ 9C代

第 1包含層
須恵器
高台付杯

口径144底径100
高台高08器高47
全体の1/8

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付

精 良、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 :仄色5Y6/1
外 :灰色5Y5/1

反転復元

第 1包含層
須恵器
高台付杯

口径116底径63
高台高08器高48
全本の1/2

内外面回転ナデ、底郡外面回転
ヘラ切りのち高台貼付

精 良、石 長、01～ 2焼
成良好
内 外 :灰色75Y6/1

反転復元
平安 I期以降 9C中頃

第 1包含層 須恵器
杯

口径119残存高39
口縁～体部下位の1/8

内外面回転ナデ
良 好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色5Y6/1

反転復元
8C末～9C前半か

第1包含層
須恵器

杯
口径150残存高29
口縁～体部の1/11

内外面回転 ナデ
良 好、石 長、0卜 2焼
成良好
内 外 :灰色 N5/0

反転復元
8C末 ～ 9C中頃か

第1包合層 須恵器
杯

底径97残存高28
底部の1/5

内外面回転ナデ、底部外面ナデ
か

精 良、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 :青灰色5B5/1
外 :青灰色5B6/1

反転復元

153 第 1包含層
須恵器

杯
底径105底部の1/4

残存高27
内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切り

良 好、石 長、01～ 1 焼
成やや不良
内 外 :灰白色 N7/0

反転復元
8C末 ～ 9C前半か

第 1包含層
須恵器

高台付杯か
IIL

底径102高台高07
残存高31
底部～体都下位の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切 りのち高台貼付 回転ナ 朝良勒Ｍ

不
色
色

石

や
黄
白

ヽ
や
灰
仄

好

成

‥

良
焼
内
外

01～ 1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭

第1包合層
須恵器

高台付杯か
皿

底径132高台高06
残存高19
底部の1/7

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付 ヨヨナ

焼ヽ『
　
珈
Ｍ

石　
髄
髄

好、朗
顛
顛

良
成
内
外

反転復元

第1包含層
須恵器

高台付杯か
皿

底径l16高台高05
残存高13
底部の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付

良 好、石 長、01～ 5 焼
成良好
内 外 :灰色5Y6/1

反転復元
8C末 ～9C前半のいずれか

第1包含層
須恵器

高台付杯か
皿

底径133高台高05
残存高15
底部の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付のちナデ

良 好、石 長、01～ 3 焼
成不良
内 :橙色7 5YR7/6
外 :灰白色75Y7/1

反転復元
内面酸化炎焼成
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掲載
番号

遺構
番号

出土地点
出土層位

器  種
法量 (cm)

残存率
技 法

胎上、合有物、法量 (mm)

焼 成
色 調

備 考

第1包含層

器
杯

恵
付

皿

須
台一局

底径100高台高06
残存高15
底部～体部下位の1/5

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付のちナデ

良好、石 長 赤、0,1～ 2

焼成やや不良
内 :にぶい責橙色10YR6/4
外 :灰責色25Y72

反転復元
内面酸化炎焼成

159 第1包含層

器
杯

恵
付

皿

須
台一局

底径■ 2高台高05
残存高11
底部の1/9

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台貼付 ナデ

良 好、石 長、01～ 2焼
成良好
内 :灰色 N5/0
外 :灰色5Y5/1

反転復元
体部外面わずかに自然釉付着

第 1包合層
須恵器

高台付杯か
皿

底径95高台高06
残存高18
底部の1/7

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切 りのち高台貼付

良 好、石 長、01～ 2 焼
成良好
内 外 :灰色75Y6/1

反転復元

第1包含層
須恵器

高台付杯か
皿

底径93高台高06
残存高15
底部の1/7

底郡外面回転ヘラ切りのち高台
貼付のちヨヨナデ、内面回転ナ
デ

良 好、石 長、0卜 2焼
成良好
内 外 :仄色 N6/0

反転復元
内外面やや磨耗気味

162 第1包含層
須恵器

高台付杯か
皿

底径103高 台高07
残存高27
底部の1/4

内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切りのち高台敗付

良 好、石 長、0卜 2焼
成良好
内 :明オリーブ灰色2 5GY71
外 :灰色 N6/0

反転復元

第1包合層
須恵器

高台付杯か

皿

ｎ
一局
の

径
存

部

底
残
底

高台高09 内外面回転ナデ、底部外面回転
ヘラ切 りのち高台貼付のちヨコ

ナデ

史好、石 長 角、01～ 1

焼成良好
内 :灰 白色 N70
外 :灰色 N6/0

反転復元

164 第1包合層 鶴蔀
残存高38
杯底部～脚上部の1/2

調整不明

良好、石 長 赤、01～ 3

焼成不良
内 外 :オ リーブ黒75Y3/1

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素付着
瓦質焼成気味
7C前半

第 1包含層
須恵器

日径104頸径88
残存高35
口縁～頸部の1/8

内外面 回転ナデ
良 好、石 長、0卜 1焼
成良好
内 外 :責灰色25Y6/1

反転復元
外面わずかに自然釉付着

第 1包含層
須恵器 口径■ 7残存高1.8

口縁の1/10
内外面 回転 ナデ

精良、石 長、01～ 05 焼
成良好
内 :灰黄色2.5Y6/2
タト:灰色75Y4/1

反転復元

第 1包含層
須恵器
瓶

口径126残存高61
口縁の1/20

内外面 回転 ナデ

精 良、石 長 黒、01～ 2 焼

成堅緻
内 :灰責色25Y7/2
外 :に ぶい黄25Y6/3

反転復元
平瓶か
内面に自然釉付着
9Cか

第1包含層
須恵器
壷か瓶

国径128頸径102
残存高46
口縁～頸部の1/7

内外面 ヨヨナデ ナデ

精良、石 長 黒、01～ 3 娩
成良好
内 :灰黄色2.5Y7/2
外 :灰 白色 N70

反転復元
口径の大きい平瓶か
9C頃か

第 1包含層
須恵器 頚径72残存高102

顕部の1/5
内外面回転 ナデ

精良、石 長、01～ 12 焼
成良好
内 外 :灰色10Y5/1

反転復元

長頸壺
外面の一部 に自然釉付着

170 第 1包含層
須恵器

体部最大径222
残存高6.4
体部中位の1/5

内外面回転ナデ、体部下位外面
回転ヘラケズリ

精 良、石 長、01～ 3焼
成良好
内 :灰色 N5/0
外 :仄色 N4/0

反転復元
肩部外面に自然釉付着
8C後半以降

第 1包含層
須恵器

底径64高台高07
残存高26
底部の1/2

内外面ヨコナデ、底部外面回転
ナデのち高台貼付 ヨヨナデ

良 好、石 長、01～ 2焼
成良好
内 :灰色 N6/0
外 :灰色 N5/0

反転復元
内外面のヨコナデは指頭による
強いヨコナデ
8C前半か

172 第 1包含層
須恵器

底径120高台高09
残存高23
底部の1/9

体部外面回転ナデ、底部外面回
転ヘラケズリのち高台貼付のち
回転ナデ、体部内面回転ナデ
ナデ、底部内面板ナデ (幅 10
cm)

良 好、石 長、0卜 1焼
成良好
内 外 :灰色 N6/0

反転復元
8C前半か

173 第 1包含層
須恵器

体部最大径183
底径101高 台高08
残存高185
頚部～底部の2/3

体部内外面回転ナデ、底部外面
高台貼付のちナデ、底部内面ユ
ビオサエ ナデ

精 良、石 長、01～ 1焼
成良好
内 :灰色 N6/0
外 :オ リーブ灰色2 5GY6/0

蜃需 面径約■及mの 円形に自
然釉付着
体部上位外面自然和付着
8C前半か

174 第 1包含層
須恵器

甕
残存高44
口縁の一部

文

回

状

面

波
内軸単位、

の

２ガ�随条／‐．デ
獅ω
け

精良、石 長 角か 黒、01ヽ
3 焼成良好
内 :灰白色5Y7/1
外 :灰黄色25Y6/2

Ll面実測
内外面わずかに自然釉付着
8C代か

175 第 1包含層
須恵器

甕

口径250頸径202
残存高67
口縁～顕部の1/6

内外面回転ナデ

焼一張
　
Ｗ
Ｍ

石
　
色
色

好ヽ
灰
灰

好
良
‥
‥

良
成
内
外

反転復元
8C代か

第 1包合層
須恵器
甕

口径258残存高45
口縁～頸部の1/9

外面回転ナデのちヨコヘラケズ
リ、内面回転ナデ

精良、石 長、01～ 06 焼

成良好
内 :オ リーブ灰色2 5GY6/1
外 :灰色 N6/0

反転復元
内面に自然釉付着
8C代か

177 第 1包含層
須恵器
菱

口径338残存高37
国縁～頸部の1/20

内外面 回転ナデ

焼一

慕　卿卿
良、餅
叡
恢

精
成
内
外

暴野傷死め口径 傾きは不正確
8C代か

第 1包含層
須恵器

奏
口径374残存高49
口縁の1/15

外面回転ナデのち沈線 2条、肉
面回転ナデ

焼一長、　
η
灼

；　い御

好、餅
顛
販

良
成
内
外

反転復元
内面わずかに自然釉付着
8C代か

第 1包含層
須恵器
奏

残存高145
体部下位の一部

に
円

的
心

分

同爛輌
舛
明＞、

夕
不

賠
剤

顛

面
ナ
当

外
板
状

良 好、石 長、01～ 2焼
成やや不良
内 :仄自色75Y7/1
外 :灰 白色5Y7/1

ヨ
行平

テ
見

夕
一
∋

なため、隣

ぁ

る
る

で
な
え

キ
異

見

測

夕
が

に

実

夕
幅

キ

面

子

の
タ

断
格

コ
タ

第 1包含層
須恵器

鉢

口径160
盗部最大径172
残存高67
口縁～体部の1/12

内外面 回転ナデ
良 好、石 長、01～ 2焼
成良好
内 タト:灰色 N6/0

反転復元
金属器写しの器形
8C前半か
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載
号

掲
番

構
号

遺
番

出土地点
出土層位 器  種

法量(cm)

残存率 法技 成ヽ

調

物有
焼
色

胎土、含 法量(mm)

考備

第 1包合層
緑釉陶器

皿

口径136底径64
高台高06器高20
全体の2/3

内外面回転ナデ、底部外面削 り
出し円盤状高台

良 好 、石、01～ 5 焼 成 不
良
内 i ttk責色25Y7ん
外 :灰 白色25Y8カ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
和は確認できない
口縁内外面わずかに炭素付着
土師質焼成
含有物法量大きい
9C前半か

第 1包合層
灰釉陶器

皿
口径13.6残存高16
口縁の1/12 内外面回転ナデのち施釉

石 長、0.1～ 1 焼

:灰黄色25Y6/2
良、朗
靭

精
成
内

反転復元
袖に細かい貫入あ り

183 第 1包合層
灰釉陶器

碗

口径108残存高30
日縁～体言Iの 1/11

内外面回転ナデのち施釉

精 良、石 長、01～ 2 焼
成良好
釉 :う すい黄8Y85海 S
素地 :にぶい責橙色10YR7珍

細
も

の
る

向

よ

方

に
コ
離

ョ
剥

く

が

薄

る
て
残

明

衝
肪
雄
師

転
き
筋
か

反
釉
い
の

184 第1包合層
灰釉陶器
碗か皿

底径83高台高1.1

残存高18
底部の1/8

内外面回転ナデ、底部外面高台
貼付のちヨコナデ、内面施釉の
ち底部内面蛇ノロ釉ハギか

精 良、石、01～ 1 焼 成 長
好
釉 :グ レイみの責8Y6.5/3S
素地 :灰 白色 N8/0

反転復元
053窯式～H2窯式か、10C前 半～
1lC初頭

第 1包含層
灰釉陶器
碗 か皿

底径100高台高13
残存高19
底部の1/12

内外面回転ナデ、底部外面高台
貼付、底部内面施釉のち蛇ノロ
袖ハギ、底部外面露胎

精 良、石 長、01～ 1焼
成やや不良
内 外 :灰 白色2.5Y7/1

反転復元

第 1包含層
仄釉陶器
碗か皿

底径59高台高10
残存高14
底部の1/2

外面回転ナデのち高台貼付、内
面回転ナデのち施釉

良 好、石 長、0卜 2焼
成良好
釉 :にぶい黄緑10YG6.5/5S
素地 :灰 白色 N7/0

反転復元
釉に細かい貫入あり
斑状のムラがある

187 第1包合層
灰釉陶器
碗か皿

底径75高台高08
残存高18
底部の1/5

内外面回転ナデのち施/HI、 底部
外面高台貼付のちナデ、底部内
面蛇ノロ釉ハギ

精良、石 長、01～ 06 焼
成良好
釉 !あ さい黄みのブラウン
6yo5 5/5S
素地 :灰色5Y6/1

反転復元

第 1包合層
灰釉 陶器
碗か皿

底径90高台高07
残存高13
底部の1/13

内
央中ヽ

付

部

貼
底

ム
ロ

ヽ

高

釉
ち
施

の
ち

ア^
の

ナ

デ

転

ナ

回
転

胎

面

回
露

外
面

は

精良、石 長 微細な黒、01～
1 焼成良好
釉 :グ レイみの責8Y75/3S
素地 :灰 白色25Y7/1

施
薄
り

は
く

取

面
ご
き

内

が
掻

部

る

ヽ

底
あ
り

ヽ
で
お

胎
胎

て

露
露

し
か

は
は
存

の

衝
輌
被
競
益

転
部

釉ヽ
よ

反
底
釉
く
に

第1包含層
灰釉陶器
碗か皿

底径56高台高08
残存高20
底部の1/3

内外面回転ナデ、底部外面回転
ナデのち高台貼付、内面～高台
外面まで施釉

良好、長、0,1～ 1 焼成良
好
和 :グ レイみの黄8Y75ん S
素地 :灰白色5Y7/1

反転復元
釉に細かい貫入あり
高台と体都外面境に焼成時の割
れあり

第1包含層
土師質土器

杯

口径 138底 径80
器高25
全体の1/20

内～口縁外面ヨコナデ、体部ヽ

底部外面ユビオサエのちナデ

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
金雲母やや多く含む
京都系土師器皿 Dタ イプの搬入
または槙倣

第 1包含層
土師質土器

羽釜

口径214鍔径231
残存高32
口縁～鍔部の1/9

国縁～鍔部内外面ヨコナデ、体
部内外面ヨコナデ ナデ

長・赤、01～ 1

浅黄橙色7 5YR8/6

石
好
‥

良ヽ
外

好
成

良
焼
内

反転復元
長谷川編年播磨型Ⅳ期 15C後
半～16C初頭

192 第 1包含層
須恵質土器

発

口径226頸径200
残存高39
口縁～頸部の1/10

部
の

体
＞

ヽ

Ｃｍガ岬
コ

イ
く

中”ガ
日
外
ち

良 好、石 長、0,1～ 2 焼
成不良
内 :にぶい責橙色10YR73
外 :にぶい責橙色10YR6/3

反転復元
酸化炎焼成気味
東播系須恵質土器奏
森田編年第 I期 第2段階か 1lC
後半～12C前半

第 1包含層
須恵質土器

握鉢
□径288残存高62
回縁～体部の1/10

口縁内外面回転ナデのちナデ、
体都外面回転ナデ ユ ビオサ
エ ナデ、体部内面回転ナデの
ちヨコ板ナデ (幅 1 5cm以上)

良好、石 長、01～ 25 焼
成やや不良
内 外 :灰黄色25Y7/2 第

半
一
後

階

Ｃ坤婢２Ｃ末、．３
衝舞的咄

転
播
田
第

反
東
森
期

194 第1包含層 繋
枕

口径 154残 存高37
□縁 ～体部下位 の1/8

国縁外面ユビオサエのちヨコナ
デ ヨコ方向のヘラミガキ (幅
0 2cm)、 14k部 外面ユビオサエの
ちナデ、回縁内面ヨコナデ、体
部内面ナデのちヨコ方向のヘラ
ミガキ (幅0 2cm)、 底部内面ナ
デのち平行ヘラミガキ暗文 (幅
01t‐m)

良 好、石 長、01～ 1焼
成やや不良
内 :灰 白色25Y7/1
外 :責仄色25Y5/1

初Ｃヽ末
良

２Ｃ

不

１

着
期

吸

２

素

一

元
炭

Ⅲ

復

面
型

転
外
泉

反
内

和

頭

第1包含層
瓦器
椀

□径146底径42
高台高01器高38
全体の2ん

ユ
の
向
部
暗

面
付
方
底
キ

外
貼

コ

ガヽ

脚論
伸効
禾

タト面ョョナデ
、『

デ
ヽ

内面ナデの
『
”

噛

縁
オ
ナ
ヘ
面
で

ロ
ビ
ち
の
内
文

良 好、石 長、01～ 3 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

内外面炭素吸着良好
磨耗 剥離により調整不明瞭
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

196 第1包含層 瑞
椀

口径156残存高32
□縁～体部下位の1/8

口縁内外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、体部内面ナデのち

品デ
方向のヘラミガキ (幅02

焼卜
　
　
∽

口　珈的

石
種
髄
鋭

好、管
顛
恢

良
成
内
外

反転復元
内外面磨耗により調整不明瞭
内外面炭素吸着不良
和泉型Ⅲ-3期 13C前葉

第 1包含層
瓦器
椀

口径152残存高28
口縁～体部の1/13

口縁内外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、内面ナデのちヨコ
方向のヘラミガキ (幅02m)

良 好、石 長、0卜 1焼
成良好
内 外 :オ リーブ黒5Y3/1

反転復元
内外面炭素吸着やや不良
酸化炎焼成気味
和泉型Ⅲ-3期前後か 13C前葉

第 1包含層 瑞
椀

口径14.6残存高26
回縁～体部下位の1/6

口縁内外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、体部内面ナデ

良好、石 長 黒、01～ 2 焼
成やや不良
内 :灰自色25Y8/1
外 :灰 白色25Y7/1

反転復元
内外面炭素吸着なし
酸化炎焼成気味
内外面磨耗により調整不明瞬
ヘラミガキ確認できない
和泉型Ⅲ-3期前後か 13C前葉

第1包含層 瑞
椀

口径148残存高39
日縁～体部下位の1/10

口縁内外面ヨコナデ、体部外面
ユビオサエ、体部内面ナデのち
ヨコ方向のヘラミガキ (幅 02～
0 3cm)

良 好、石 長、01～ 1 焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
内外面磨耗により調整不明瞭

第 1包含層 邸
椀

底径44高台高04
残存高07
底部の1れ

『聯辮 ヨぐ挿`瀧良 好、石・長、0卜 1焼
成良好
内 外 :灰色 N4/0

反転復元
内外面炭素吸着良好
紀伊型の可能性あり
和泉型Ⅲ-3期前後 13C前葉
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載
号

掲
番

構
号

遺
番

点
位

地
層

土
土

出
出 器  種

法量 (cm)

残存率
技 法

胎土、合有物、法量(mm)

焼 成
色 調

備 考

第 1包含層
質
鉢

瓦

播
口径258残存高7.1
口縁～体部中位の1/8

口縁内外面ヨコナデ、体部外面
ユ ビオサエ、体部内面 ヨコナ
デ ナデのち信目 (3条/1 2cm)

粗、石・長・赤 泥か・チ、
0.1～ 2 焼成不良
内・外 :黄灰色25Y5/1

反転復元
内タト面炭素吸着不良
在地産か

202 第 1包含層
器
鉢

陶
悟

口径26.8残存高4.3
日縁の1/10

口縁内外面～体部内面回転ナ
デ、体部外面回転ナデのちタテ
板ナデ (幅 1 0cm以上)

良 好、石・長、01～ 6焼
成良好
内 外 :黒褐色2.5Y3/2

反転復元
備前焼
重根編年ⅣA-1期 14C中葉

第 1包含層 畔
奏

口径40.0残存高75
口縁～顕部の1/10

内外面 ヨコナデのちナデ
良 好、石 長、01～ 3焼
成良好
内・外 :灰色 N70

反転復元
口縁外面にハケ状の擦痕あり
口縁端部 体部外面に自然釉付
着
備前焼
重根編年ⅣB期か 15C代

第1包含層 鰐
甕

残存高165
体都中位の一部

外面ナデのちタテ板ナデ (幅不
明)の ち押印文、内面ヨコナデ
のち斜板ナデ (幅不明)

良 好、石 長、0卜 6焼
成良好
内 :にぶい褐色7.5YRν3

外 :赤褐色10R4μ

断面実測
常滑焼か
型式不明
12C後半～14C代か

第 1包含層 醜
碗

日径154残存高2.6
口縁～体部上位の1/16

ロクロナデのち施釉
精良 焼成良好
釉 :黄みの白10YG8.5/1S
素地 :灰白色 N8/0

反転復元
大学府分類白磁碗Ⅳ類 1lC後
半～12C前半

206 第 1包含層 訥
皿

口径98残存高15
口縁～体部下位の1/8

ロクロナデのち内面見込み部分
櫛描き文施文、のち内外面施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG6 5/
3S
素地 :灰白色25Y71

反転復元
口縁部磨耗により釉が削れ素地
が見える、二次使用によるもの
か
体部外面の凸部も磨耗気味
大学府分類龍泉窯系青磁皿 I―
2類か 12C中頃～後半

第1包含層 訥
碗

底径49高台高0,8
残存高36
底部～体部下位の1/3
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内
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し
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棚
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端
糊繭
策
帷

力
彰螂
獅
帥

け獅
文、静
胤

ψ榔
劫
面．付ｔこ

精良 焼成良好
釉 :グ レイみのオリーブグ
リーン8Y559S
素地 :仄白色5Y6/1

反転復元
大学府分類龍泉窯系青磁碗 I―
5c類 13C中葉～14C初頭

208 第1包含層 誡
碗

高台高

２

２

６

か

１／
ャ

＆
高

の

径
存
部

底
残
底

内外面ロクロナデのち高台削 り
出し、内面～底部外面途中まで
施釉

精良 焼成良好
釉 :グ レイみの黄緑10YG7 7
3S
素地 :灰白色10YR8/1

反転復元
畳付部の釉薄い、掻き取 りのた
めか
釉に貫入あり
破面の

=部
磨耗、二次使用によ

るものか
大学府分類龍泉窯系青磁碗 I―
1類 12C中頃～後半

第1包含層
青白磁
合子

口径60受け部徴 8

底径36器高2.0
ほぼ完存

体部外面型押 し、日縁端部～内
面ロクロナデ、底部外面回転ヘ

ラケズリのちナデ、のち内面
体部上位外面施釉

精良 焼成良好
釉 :う すい青みの緑14BC8 7
3S
素地 :灰白色25Y8/2

和に細かい貫入あり

第 1包含層 輔 羽 口 復元径約7.0

粗、石・長 赤・石灰、01～ 6

焼成やや不史
内 :橙色7.5YR7/6
外 :仄色10Y6/1

外面被熱により硬化

第 1包含層
土師質
有孔土錘

残存長5.2径 23
孔径0.5
重量26.03g
全体の1/2

ユビオサエ ナデ、焼成前穿孔
1カ 所

良好、石・長・赤 泥か、01～
2 焼成やや不史
浅黄橙色10YR8/3

第 1包含層 製塩土器
残存高45
口縁の一部

外面ユビオサエ・ナデ、内面布
目圧痕

粗、石 長・砂 泥 石灰か、
01～ 5 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR74
外 :にぶい黄橙色10YR7/4

断面実測
内外面磨耗により調整不明環

213 第 1包含層 製塩土器
残存高4.2
日縁の一部

外面ユビオサエのちナデ、内面
不明

良好、石 長 砂・石灰か、
0.1～ 4 焼成やや不良
内 :にぶい橙色7 5YR6た
外 :橙色5YR76
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第 1包含層 製塩土器
残存高27
体都の一部

外面ユビオサエのちナデ、内面
布目圧痕

石

”蝉帥
動酎徹

０

．
‥

石

外ヽ

粗
灰
内

断面実測

第 1包含層 製塩土器
残存高2.2
口縁の一部

外面ユビオサエのちナデ、内面
布目圧痕

粗、石・長 赤 砂・泥・石
灰か、01～ 5 焼成良好
内 外 :橙色7.5YR6/6

LF面 実測

第 1包合層 製塩土器
残存高2.l
体部の一部

外面ナデ、内面布目圧痕
良好、石 長 砂・石灰か、
01～ 2 焼成良好
内・外 :橙色5YR6/6

Lf面実測

第53表 庄境遺跡出土遺物観察表 金属製品

載
号

掲
番

遺構
番号

出土地点
出土層位

器 種 材質
法  量  (cm)

備 考
長 さ 幅 厚 み 重量 (g)

17 SK1020 刀子 鉄 51 1.4 茎 刃とも端部欠損

―- 350 マ~



宮ノ本遺跡

遺構写真図版 遺物写真図版





図版 1

Ⅱ地区から桑野川下流 を望む

I地区から桑野川上流 を望 む
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図版 4
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Ⅱ地区 SB3004EHl 土層堆積状況

Ⅱ地区 SB3001 完IFB】犬況 (封 しから)
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Ⅲ地区 SB3006 完掘状況 (東 から)
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Ⅲ地区 SB3008 完掘状況 (東 から)SB3007 完IFB】犬況 (Jと ん`ら)



図版 5
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図版 6

Ⅱ-4区 第 2遺構面完掘状況 (東 から)

Ⅱ-5区 第 2遺構面完掘状況 (南西から)



図版 7

Ⅱ地区 SB2001 土層堆積状況 H地区
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Π地区 SB2002 完jFH】犬況 (耳 しから)

Ⅱ地区 SB2004 完掘状況 (北 から)

完掘状況 (北 から)
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遺物出土状況 (南 から)

Ⅱ地区 SB2003 完掘状況 (東から)
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Ⅱ地区 SB2005 遺物出土状況 (北 から) Ⅱ地区 SB2005 完掘状況 (西 から)



図版 8

Ⅱ地区 SB2007 遺物出土状況 (西 から) Ⅱ地区 SB2007 大型石包丁出土状況 (東 から)

Ⅱ地区 SB2007・ SB2008 完掘状況 (西 から)
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H地区 SB2011 遺物出土状況

Ⅱ地区 SB2010EKl 土層堆積状況Ⅱ地区 SB2010 弥生土器出土状況 (西 から)

Ⅱ地区 SB2010 完掘状況 (南 から)
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区  SB2011 遺物出土状況 (東 から)
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Ⅱ地区 SX2002 遺物出土状況 (北 から)

ⅢI:0ユ|1建

完掘状況 (南 から)

Ⅱ地区 SX2018 遺物出土状況 (東 から) Ⅱ地区 SX2020 遺物出土状況

Ⅱ地区 SX2020 遺物出土状況 H地区 SX2020 ミニチュア壺出土状況

Ⅱ地区 SK2018 弥生土器出土状況 (西 から) Ⅲ地区 SK2104 遺物出土状況 (南西から)



図版10

I-1区 第 1遺構面検出状況 (北東から) 12359

i語111
遺物出土状況
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I地区 SD1005 遺物出土状況 I地区 SD1002～SD1004 完掘状況 (西 から)

I-1区 第 1遺構面完掘状況 (北 から)



図版 11
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I-2区 第 1遺構面完掘状況 (東 から)

I地区 SP10385 遺構出土状況 (東 から)

I-1区 北壁土層堆積状況

I地区 SA1015 完掘状況 (南 から)

I-1区  確認 トレンチ土層



図版 12

I地区 遺構掘削作業風景 I地区 精査作業風景

I-3区 第 1遺構面検出状況 (東 から) I地区 SKl181 鉄刀出土状況 (東 から)
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I-3区 第 1遺構面検出状況 (北東から)



図版 13
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第 1遺構面完掘状況 (南 から)

I-4区 第 1遺構面上杭群 (西 から)
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I-4区  第 1遺構面完掘状況 (西 から)



図版 14
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